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金
沢
大
学
資
料
館
史
料
叢
書
和
蘭
陸
軍
第
一
等
医
官
私
魯
以
斯
氏
□
授
藤
本
純
吉「企ロ 筆記客
学 ￣
Ｌ＿
金
沢
大
学
資
料
館
（板垣英治翻刻・解説）
●1
金
沢
大
学
資
料
館
は
、
二
つ
の
職
務
を
持
っ
て
い
ま
す
。
第
一
は
「
大
学
総
合
博
物
館
」
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
内
外
の
賓
客
や
一
般
市
民
、
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
受
験
希
望
者
に
対
し
て
も
、
本
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
活
動
の
一
端
を
開
示
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
情
報
公
開
法
の
施
行
、
金
沢
大
学
五
十
年
史
編
纂
事
業
の
終
結
、
部
局
移
転
・
改
築
進
行
等
に
よ
る
大
学
史
料
（
大
学
の
歴
史
に
関
わ
る
文
献
史
料
）
の
散
逸
が
懸
念
さ
れ
、
そ
の
蒐
集
・
保
管
が
喫
緊
事
と
な
っ
た
の
で
す
。
二
○
○
一
年
度
か
ら
需
め
ら
れ
た
こ
の
第
二
の
要
務
は
、
「
大
学
史
料
室
」
と
し
て
の
仕
事
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
私
ど
も
は
一
九
八
九
年
の
創
設
以
来
、
「
金
沢
大
学
資
料
館
だ
よ
り
」
「
金
沢
大
学
資
料
館
紀
要
』
『
金
沢
大
学
資
料
館
資
料
目
録
』
等
の
冊
子
を
、
世
に
送
っ
て
参
り
ま
し
た
。
情
報
公
開
に
は
、
展
示
、
講
演
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
方
策
も
あ
り
ま
す
が
、
固
定
し
た
大
量
の
学
術
情
報
を
広
く
伝
達
す
る
た
め
に
は
、
印
刷
物
が
最
も
有
効
性
を
持
つ
か
ら
で
す
。
た
だ
こ
れ
ま
で
の
刊
行
物
は
体
裁
・
内
容
と
も
、
「
博
物
館
」
と
し
て
の
職
務
を
果
た
す
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
本
学
資
料
館
委
員
会
の
議
を
経
、
情
報
担
当
理
事
橋
本
哲
哉
先
生
の
承
認
の
も
と
に
、
『
金
沢
大
学
資
料
館
史
料
叢
書
」
を
創
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
内
外
の
大
学
史
料
の
う
ち
、
重
要
な
も
の
を
翻
刻
・
印
刷
し
、
発
信
す
る
の
が
目
的
で
す
。
資
料
館
第
二
の
責
務
を
全
う
す
る
こ
と
は
、
昨
春
の
大
学
法
人
化
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
、
独
自
の
将
来
構
想
を
持
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
の
批
判
的
継
承
に
基
づ
か
な
い
構
想
に
は
陥
穿
が
多
く
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
歴
史
史
料
そ
の
も
の
の
保
存
と
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
で
す
。
「
史
料
叢
書
」
第
一
巻
の
内
容
は
、
本
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
金
沢
医
学
館
に
お
い
て
教
鞭
を
執
っ
た
、
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
（
陸
軍
軍
医
）
Ｐ
．
Ｊ
・
Ａ
・
ス
ロ
イ
ス
の
化
学
講
義
録
で
す
。
そ
の
学
問
水
準
『
金
沢
大
学
資
料
館
史
料
叢
書
』
創
刊
の
辞
●●
、
ス
ロ
イ
ス
が
偉
大
で
あ
る
の
は
、
彼
が
ハ
ラ
タ
マ
と
と
も
に
ユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
々
医
学
校
に
学
び
、
化
学
教
授
Ｊ
・
Ｈ
・
フ
ァ
ン
デ
ン
ブ
ル
ー
ク
に
同
じ
く
師
事
し
な
が
ら
、
ハ
ラ
タ
マ
や
リ
ッ
テ
ル
よ
り
も
格
段
に
高
水
準
の
学
問
を
独
修
し
、
し
か
も
そ
れ
を
、
惜
し
み
な
く
異
国
の
医
学
生
に
教
授
し
た
点
に
あ
り
ま
す
。
「
教
ふ
る
は
学
び
の
半
ば
な
り
」
と
い
う
古
人
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
彼
は
化
学
、
物
理
学
、
動
植
物
学
等
の
基
礎
科
学
を
は
じ
め
、
医
学
全
般
を
教
え
か
つ
学
び
、
学
び
か
つ
教
え
た
も
の
で
し
ょ
う
。
彼
は
ま
た
、
館
内
の
病
院
に
お
い
て
治
療
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
｜
軍
医
の
行
い
と
し
て
は
、
驚
嘆
に
値
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
志
の
高
さ
と
熱
情
と
は
、
学
問
分
野
の
細
分
化
が
当
然
と
さ
れ
る
今
日
に
お
い
て
こ
そ
、
真
蟄
に
省
み
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
講
義
録
は
現
在
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
の
「
藤
本
文
庫
」
に
架
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
翻
刻
を
こ
こ
ろ
よ
く
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
宇
佐
美
孝
館
長
は
じ
め
関
係
各
位
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
医
史
学
面
で
平
素
多
大
の
ご
指
導
を
頂
い
て
い
る
寺
畑
喜
朔
先
生
な
ら
び
に
赤
祖
父
一
知
先
生
、
客
員
研
究
員
板
垣
先
生
は
じ
め
お
世
話
に
な
っ
た
数
々
の
方
々
、
館
員
諸
氏
に
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
も
の
で
す
。
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
の
高
さ
と
科
学
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
を
担
当
さ
れ
た
板
垣
英
治
先
生
の
解
説
に
明
ら
か
で
す
が
、
こ
の
事
実
が
明
治
初
年
以
来
、
久
し
く
忘
れ
去
ら
れ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。
し
か
し
、
講
義
録
の
記
主
藤
本
純
吉
は
じ
め
、
ス
ロ
イ
ス
の
聲
咳
に
接
し
た
秀
抜
な
生
徒
た
ち
が
、
金
沢
ほ
か
北
陸
各
所
に
根
を
お
ろ
し
、
こ
の
地
の
医
学
や
基
礎
科
学
の
教
育
・
研
究
に
貢
献
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
影
響
は
学
都
金
沢
の
伏
流
水
と
し
て
、
今
日
ま
で
脈
々
と
続
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
一
○
○
五
年
二
月
金
沢
大
学
資
料
館
長
笠
井
純
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Ｖわ
が
国
で
は
藩
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
多
く
の
外
国
人
教
師
が
招
か
れ
、
西
欧
の
最
新
の
文
化
吸
収
す
る
努
力
が
行
な
わ
れ
、
こ
れ
が
そ
の
後
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
近
代
文
化
・
科
学
の
形
成
の
動
力
と
な
っ
た
。
こ
こ
加
賀
藩
に
お
い
て
も
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
等
か
ら
教
師
を
招
き
医
学
、
鉱
山
学
、
語
学
の
教
育
に
あ
た
ら
せ
た
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
第
等
軍
医
Ｐ
．
Ｊ
・
Ａ
ス
ロ
イ
ス
で
あ
る
。
ス
ロ
イ
ス
は
明
治
四
年
三
月
か
ら
金
沢
医
学
館
で
医
学
教
育
患
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
。
ス
ロ
イ
ス
は
医
学
教
育
で
は
化
学
、
物
理
学
、
植
物
学
、
動
物
学
等
の
基
科
学
か
ら
、
各
分
野
の
医
学
に
お
よ
ぶ
講
義
を
一
人
で
行
っ
た
。
そ
の
多
く
の
講
義
録
が
現
存
し
、
そ
内
容
が
調
査
・
研
究
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
度
、
「
舎
密
学
」
の
調
査
・
研
究
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
内
容
は
一
八
六
○
年
代
後
半
の
西
欧
の
最
新
化
学
が
豊
富
に
織
り
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
従
来
化
学
史
で
記
さ
れ
て
い
た
事
柄
を
覆
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
真
に
わ
が
国
の
草
創
期
の
化
学
に
「
新
化
学
」
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
化
学
史
並
び
に
科
学
史
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
と
考
え
、
こ
こ
に
稿
本
「
ス
ロ
イ
ス
本
・
舎
密
学
」
の
翻
刻
・
解
説
を
行
な
た
。
ス
ロ
イ
ス
の
講
義
と
リ
ッ
テ
ル
の
講
義
は
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
記
の
内
容
と
リ
ッ
テ
ル
の
化
学
日
記
の
内
容
を
比
較
し
て
、
そ
の
違
い
を
直
接
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
本
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
謝
す
る
。
い
で
あ
る
。
「
舎
密
学
L－－
の
翻
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り
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1５１４１３１２１１ 1０９８７６５４ 本文は以下に従って翻刻した。
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改
行
を
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え
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。
２句読点は原文のままとして、新たに加えなかった。
３底本の誤字と見られる箇所は一部改め、脚注にその点を記した。
本書で使用した底本は次のものである。
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世
史
料
館
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凡
例カタカナで表記された化合物名は、脚注にその分子式を記した。また、現行の名称を記した。
数値、単位は底本のまま使用した。単位は脚注に説明を加えた。
文中の化学式、分子式、反応式はそのまま使用した。
底本にある図版は全て再現した。必要なものは、脚注に説明を加えた。
脚注を施した語句には、その右上に番号を添え字した。該当する番号の脚注はその頁の下部に示した。
変体仮名は仮名に改めた。
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ラ
ン
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訂
英語の表記も付け加えた。
底本の二行割書は、｜行に書き、〈〉で囲んだ。
漢字は可能な限り底本のままとした。
難解な漢字表記には振り仮名を入れた。
底本の送りかなもそのまま使用した。
読解不能の文字は□で示した。
オランダ語のカタカナ表記のものは、脚注に原語で表記し、その訳語も記入した。また、ドイツ語あるいは
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３第一図ノ如ク中径７四栂長径四十栂ナル硝子管ノ下端二数孔ヲ穿チタルコキュルク」ヲ挿入
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試
験
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此ノ如キヲ舎密現象卜名ク其現象ヲ論スル学ヲ舎密学卜称ス仮令ハ硫黄卜銅屑ヲ混合スル時
ハ銅色ナク硫色モナク終二変シテ灰白緑色ノ粉トナル然ルー其粉ヲ取り之ヲ顕微鏡二照セハ
銅分子ト硫分子トヲ容易ク見分シ得へシ此ノ如キヲー器械性混合物卜云ｚ此混合物ヲ２器械
性術ヲ以テ再上分析シ得へシ仮令ハ其混合シタル粉ヲ取テ之ヲ水中二役スレハ銅ハ沈ミ硫ハ
浮ミテ互二分離スルカ如シ若シ又之ヲ火上一一置キ熾熱スル時ハ直チニ熔解シ冷後黒色粉ト為
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大気中ヨリ酸素ヲ取ル事甚ダ困難ナリ〈是窒素卜器械性一一混合スルカ故也〉
酸
素
ヲ
製
ス
ル
ニ
ハ
７
赤
降
示
ヲ
用
１
「
３
ホ
ロ
ー
ル
シ
ュ
ー
ル
カ
リ
ュ
ム
」
〈
塩
酸
加
里
〉
ヲ
以
テ
ス
レ
ハ
殊
一
一
易
シ
但
シ
之
ヲ
製
ス
ル
ニ
多
量
ナ
ル
事
勿
レ
至
急
一
一
熱
ス
ル
事
勿
し
之
し
他
ナ
シ
「
９
ホ
ロ
ー
ル」膨張シテ瓶ノ破裂スル恐レアルヲ以テナリ又「ｍカリュムホロラート」二些少ノ酸化銅
又ハ「、プロエンステーン」ヲ混合スル時ハ僅ノ温度ヲ以テ酸素ヲ製シ得へシ此作用ヲ旭触
合
作
用
（
コ
ン
タ
ク
ト
エ
ル
キ
ン
ス
）
又
咽
ア
ー
ン
ラ
ー
「
ケ
ン
ク
ウ
エ
ル
キ
ン
ス
」
ト
モ
云
フ
酸素ハ「皿フリヲーリュム」ヲ除クノ他諸元素卜抱合シ得ル此抱合ヲ酸化Ⅱ。※豆のロト名付
ヶ其抱合中一一発スル現象ヲ酸化現象Ⅱ○二＆は①卜名ク」此酸化現象迅速ナル時ハ火及上光
コ
コ
リヲ発ス〈是ヲ通常燃焼ト云う〉愛一一鉄アリ之ヲ大気中一一置ケハ酸化スルトモ遅々タリ之ヲ
火上一一置ケハ其酸化速ナリ蝋燭ノ燃ルモ亦同一ナリ」
凡テノ可燃体ハ酸素中二在リテハ多量ノ光輝ヲ発シテ燃１又大気中一一於テ燃エ難キ者ヲ
無
機
抱
合
物
第
一
篇
非
鉱
属
○第一
酸素○二ｍのロ】巨日ⅡＮｐ貝召・虎
‐
化
合
量
十
六
符
号
０
２
稠
密
十
六
酸素ハ無色無臭無味ノ気体ニシテ大気中ニテハ大約五分ノーヲ為シ他ノ気体卜３器械性混合
ヲナス又夕他ノ｜兀素卜結合シ殆ンＦ地層ノ半ヲナシ又水中一一ハ九分ノ八アリ英ノ４旧国①晋］の】
〈プレセレー〉氏及上「スウェデン」ノ５ｍ＆の①］の〈シチーレ〉氏ハ千七百七十四年一一於テ
同時一一酸素ヲ発明セリ示后６旧ゆく○国の円くラホイシール〉氏始テ酸素ノ元素ダル事ヲ舎密作用
一一由テ発明セリ
各
論
１４ 1３ １２１１ 1０９ ８７６ ５４３ ２１
原子量（和合量）
水
素
一
容
に
対
す
る
同
容
量
の
も
の
と
比
べ
た
質
量
を
異重（稠密）としていた。
物
理
的
混
合
プ
リ
ー
ス
ト
リ
シェーレ）スエーデンの
化
学
者
ラ
ボ
ア
ジ
エ
酸化水銀（Ⅱ）国、。
塩素酸カリ【□。“塩酸
加
里
は
間
違
い
塩
素
塩
素
酸
カ
リ
【
＆
冒
目
匡
冒
ロ
昌
二酸化マンガン三目○鱈
触
媒
反
応
８口冨日ご扇島百ｍ
Ⅱ
８
自
国
目
の
辱
昌
匿目尉巳自侭ョの島目頭
Ⅱ
８
巨
＆
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：
。
皀
冨
ｇ
の
辱
＆
フ
ッ
素
1１
帽清浄酸素中一一テハ燃ル事鉄一一於ル如シ又旭発火児及蝋燭ノ火ヲ半ハ梢シ其余儘ヲ酸素一一触
ルレハ再上発焔シテ燃１」硫黄ハ酸素中一一於テ鮮美ナル青光ヲ発シテ燃ユルナリ燐ノ焼焚ス
ル光輝ハ即差明ス可クシテ恰そ大腸ノ如シ右等ノ試検セル瓶中一一小量ノ水ヲ入ルレハ｜溶解
液ヲ為ス其液ハ酸味ニシテ、青色試検帯ヲ赤色二変ス之二由テ「出ラホイシール」氏此一兀素
ヲ。※話のロ旨曰くギリシア語ナリ〉即チ酸素ト名ク
鉄ヲ酸素中ニテ燃サント欲ハ時計ノ四弾株ノー端二発火児ヲ附ケ之一一火ヲ点シ酸素ヲ充ダル
硝子壜中一一入し密封スル時ハ焼焚シテ熔解シ小球トナリ壜底一一滴落ス時トシテ其小球壜底ヲ
モ熔解シ受一一固着スル事有り
若シ多量ノ酸素ヲ製セント欲ハ、酸化満俺（プロエンステーとヲ用ュ其製造ノ法ハ「プロ
ヱンステーン」ヲ鉄釜中一一入し其釜ヨリ鉄管ヲ通シ而后釜ヲ強ク温〆其鉄管ノ一端ヲ水中一一
入し以テ鉄管ヨリ酸素ヲ取ルベシ又酸素ハ幻団閏旨曰己・薯曰の及上理【国盲目＆・旨・曰四皀等
ヨリモ製シ得へシ」若シ今植物緑葉ヲ瓶中一一入し其内一一炭酸ヲ含入シタル液ヲ注入シ而シテ
瓶ロヲ閉塞シ是ヲ日光一一晒ス時ハ底面ヨリ許多ノ小球抱上騰ス是即チ清浄酸素ナリ此酸素ハ
植物緑葉中二含ム処ノ翠屋）・］の一・注』・〆菖のヨリ生ス是即大陽ノ光輝ヲ以テ酸炭割分析シテ
ニ素トナリ炭素ハ葉中一一停止シ酸素ハ遊離スルナリ故二青葉ハ日光ヲ受ル時酸素ヲ排洩ス
赤降示ハ熱二逢フテーー元素一一分ル即チ酸素卜水銀ナリ此ノ如キヲ分析舎密Ⅱ少息］『の①卜名
夕其元素ノ分量ヲ測り定ムル之ヲ率定量舎密分析Ⅱｃｇｐ葺皀】『の：四］『の①卜云フ又一兀素ヲ
集テ新物体ヲ造成ス之ヲ率抱合舎密印旨苦のｍの卜云〈即已一一論セシ銅硫抱合ヲ以テー新物
体ヲナセルガ如シ〉此定量舎密分析ヲ以諸体一定ノ量ヲ以抱合シアル事ヲ知得ス可シ仮令ハ
ナ
酊赤降禾ハ酸素十六水銀一一百総量一一百十六ヲ以テ成ル此定量決シテ違う事死シ〈製造二当テ
2７２６２５２４ 2３２２ 2１２０ 1９１８１７１６１５
純
粋
な
酸
素
マッチ
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
ラ
ボ
ア
ジ
エ
弾珠，時計の「ゼンマイ」
か？（不詳）
二酸化マンガン
ニ
酸
化
バ
リ
ウ
ム
，
過
酸
化
バ
リ
ウ
ム
国四○い
二
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
浄
○
目
。
『
二
酸
化
炭
素
，
。
Ｐ
の
分
解
で
酸
素
が
発
生
す
る
と
説
明
し
て
い
る
。
当
時
は
こ
の
よ
う
な
考えであった。
分解定量分析
化学合成
酸化水銀国頭○が酸素屋
と水銀巴Ｐ総量（分子量）
画
屋
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
いる。
1２
乾燥ナルＯ中一一暫時北越気焔ヲ通スル時ハ其酸素一種ノ臭気ヲ発シ且通常ノ酸素ヨリ強キ作
用ヲ為スナリ之ヲ囚９コの目昌巴・崗諏・虎○国・ロト名付又夕湿潤セル大気アル躯玻璃壜中一一燐
ノ一片ヲ懸ケ其壜ヲ密封スル時ハ「ヲソン」ヲ生スヘシ」水ヲ越気ニテ”分析シ以テ生スル
酸素ハ些少ノ「ヲソン」ヲ含メリ」「ヲソン」ハ未ダ清浄ニ製スル事能ハス」「ヲソン」ハ酸
素ノ扣邑・言・ロの＆①〈同質ニシテ此一一少異ナル為ナリ〉形状ナリ而シテ酸素ヨリモ一倍半
重シ「ヲソン」ノ徴候ハ「⑪力リュムョジーデ」ノ作用一一由テ見ルヘシ即「カリュム」ヲ酸
化シ「蛭ヨジーデ」ヲ遊離セシム是通常酸素ノ作用ニテハ為シ難キ者ナリ「ヨヂーデ」ハ澱
粉ヲ青色卜為ス故一一「ヲソン」ノ有無ヲ探索セント欲スル時ハ紙一一澱粉及「カリュームョジ
若誤テ酸素多量ナル時ハ空中一一飛散シ又水銀多量ナル時ハ其底面二沈転ス〉
躯用臼］旨目・旨］・届皀ハ一一一一兀素ヲ以テ成ル即チ尻四］旨目署・］ｏ庁］・・届誤．、率国目門の言・崗盆・○ニ
シテ総量届凹・のナリ若シ「カリュムホロラート」ヲ熾熱スレハ酸素ハ飛散シ「レトルト」中
二
白
塩
ヲ
残
留
ス
是
レ
両
カ
リ
ュ
ム
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
ナ
リ
ー
フ
テ
ン
舎密学二於テ簡易ノ為二元素二符号ヲ附シ唱記二使ス此符号ハ世ヲ拳テ行ハレ之レ羅甸語或
「、ヒリーキ語」ノ頭字或ハ頭二字一一用ルナリ仮令ハ○二ｍのロ旨白一一ハＯノ符号ヲ用ユルカ
如シ又此符号ハ元素ノ名一一用ルノミナラス尚其化合量ニモ用１仮令ハＯヲ記スレハ十六自ラ
其中二在ルト知ルカ如シ此化合量ヲ一二廻国Ｅご■］の己の長の言］］の巨即チ定価数卜名夕
酸素ハ水素ヨリ十六倍重シ水素ヲ一位卜定ル時ハＯノ砠異重ハ十六ナリ若シ大気ヲ一位卜定
ル時ハＯノ異重ハ』・］＆＄ニシテ大気ヨリ重シ未ダ此酸素ヲ鋼放冷法及上圧縮法ヲ以テモ
流体卜為シ能ハス故一一之ヲ躯固定瓦斯Ⅱご①周日目の三四の卜名付
○
○
国
○
口
4２４１４０ 3９３８ 3７３６ 3５３４３３ 3２３１３０２９２８
塩
素
酸
カ
リ
酸
素
塩
化
カ
リ
ギ
リ
シ
ャ
語
当
量
価
，
定
価
数
と
訳
し
て
いる。
２
と
同
じ
ガ
ス
を
冷
却
し
て
液
化
す
る
法
当
時
液
化
を
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
気
体
を
こ
の
様
に
呼
んでいた。
電
気
放
電
オ
ラ
ン
ダ
語
で
は
具
は
「
ま
た
は
」
の
意
ガ
ラ
ス
瓶
分
解
，
本
書
で
は
分
析
を
こ
の意で用いている。
同
素
体
ヨ
ウ
化
カ
リ
臼
ヨ
ウ
素
1３
－デ」ヲ混和シ塗リタル者ヲ以一アスヘシ若シ此一一少ノ「“オソン」在ル時ハ稀赤又ハ青色ヲ成
ス可シ若「ヲソと多量ナレハ暗青色トナスヘシ然しドモ此試検ヲナス時ハ大気中一一他ノ気
体アリーブ変色セシムルヤ否ヲ注意シーア為ス可シ
“尾汽巨←○国○口
是モ亦夕酸素ノ「アロトロ四
ジーデ」ヲ分析シ能ハス「オコ
「アントオソン」ハヨノソン」
○
第
二
水
素
国『号○ｍのロ旨曰Ⅱ雪皀の扇計。、
化
学
量
一
符
合
Ｈ
稠
密
一
水素ハ無味無臭無色ノ固定瓦斯ナリ若シー大気ヲ一位ト定ル時ハ水素ハ○・○毛画ニシテ大気ヨ
リ軽キ事匡・合倍ナリ」水素ハ万物体中ノ最軽物ナリ古昔ハ大気ヲ一位ト為セリ方今一一至
一丁水素ヲ以一位卜定メリ温度零点ニシテ大気圧力七百六十「２ストレープ」ナル時ハ｜「３ク
ピーキパルム」ノ水素ハ重サ○・○毛ｍｍ目目ナリ
純粋ノ水素ハ火山ノ瓦斯体ニモ少ク現在ス抱合水素ハ許多ノ動物植物中二在り最モ多量一一存
スルハ水中ナリ故一一之ヲ国竜骨○ｍのロ旨曰く水ヲ造ルノ義ナリ〉卜名ク
千五百年代二於テ４旧肖ＰＣの］旨の氏水素ヲ発明セリ拡后千七百八十一年二於テ
５○四ぐの己】呂氏其性質ヲ書記セリ
「アロトロピーセ」景況ナリ其作用「オソピニ均シト錐そ「カリュムョ
肥ハス「オソピト「アントヲソン」ヲ混合スル時ハ通常酸素卜為ル」
ハ「ヲソン」製造中一一生シ直二大気中ノ水分卜抱合スル者也
4３4４１２５４３ 「ヲソン」「オゾン」と両方
で記している。
少皀８Ｎ目の存在は］⑪留年に
、のご弓の旨が仮説として
提出したものであり，「目目の
には対をなす型のものがあ
る」とした。しかしその後，
これは過酸化水素であるこ
とが，『自国曽・の実験で示
された。
大気の一定量を一として水素
の同量の質量はっ①＄とな
る。ミヨのＣ気圧，｜気圧Ⅱヨニ
ストレープ
】匿旨旨画）巳目Ⅱ二函・日
ロ四国の・のぼ色の。ハラセリゥス
○四吊巨＆の声キヤベンデイシ
1４
水
素
ヲ
製
ス
ル
ニ
ハ
或
ル
鉱
属
則
チ
６
水
中
ノ
酸
素
卜
抱
合
ス
ル
者
ヲ
用
１
若
シ
「
カ
リ
ュ
ム
」
ノ
ー
片
ヲ
水中一一投スル時ハ其水面二強キ作用ヲ起シ酸素卜抱合シテ水素ヲ遊離シ飛散セシム其時焔ヲ
発
シ
テ
焚
焼
ス
之
レ
舎
密
抱
合
一
一
由
テ
生
ス
ル
温
二
起
因
ス
又
夕
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
ヲ
水
中
二
投
ス
レ
ハ
同
夕現象アリ然しドモ其水素ハ焔ヲ発セス若シ之ヲ燃焼セシメンニハ紙上一一置キ以テ水中一一入
し動揺セシメサル可シ」「カリュム」ヲ以テスル時ハ其７焔赤クシテ「ナトリュム」ノ時ハ黄
ナリ其焔ノ赤黄ナルハ「カリュム」「ナトリュム」ノ分子水素中一一燃ル者ニシテ水素二関セ
水素ヲ製スルニハ「ナトリュム」ノ一片ヲ８洋帯二包ミ水ヲ充ダル玻璃筒ヲ水面一一倒入シ速
一一之ヲ其ロー挿入スル時ハ「ナトリュム」ハ水素ヲ遊離セシメ以テ其筒中一一満ス
９水ハ酸素ノ｜化合量卜水素ノー化合量ヨリ成ル故二其符合ハ国噌○ナリ而其数ハ十八卜成ル
ナ
リ
」
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
或
ハ
「
カ
リ
ュ
ム
」
ヲ
以
テ
水
ヲ
分
析
ス
ル
時
ハ
其
水
中
二
在
ル
水
素
ノ
半
ヲ
遊
離
セ
シ
メ
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
或
ハ
「
カ
リ
ュ
ム
」
其
遊
離
シ
タ
ル
水
素
卜
交
代
ス
其
符
合
ハ
亜鉛及鉄ハ熾熱スル時ハ初テ水ヲ分析シ得ベシ熱鉄ヲ以水ヲ分析スル試検即第二図ノ如ク’一一
部
ヨ
リ
ナ
リ
タ
ル
器
械
ナ
リ
中
央
ハ
即
熱
釜
ニ
シ
テ
其
中
一
一
鉄
線
等
ヲ
入
ダ
ル
鉄
筒
貫
通
ス
其
一
側
ニ
ハ
受
器存在シ其一側ニハ水ヲ満シタル釜ノ火上一一置ルアリ故二其水蒸発シ管ヲ伝ツテ中央ノ鉄筒
中
二
至
ル
麦
二
於
テ
分
析
セ
ラ
レ
其
酸
素
ヲ
取
り
水
素
ハ
遊
離
セ
ラ
レ
他
方
ノ
受
器
二
来
ル
ナ
リ
ナ
リ
是
二
由
テ
「
カ
リ
ウ
ム
」
ヲ
水
中
一
一
投
ス
レ
中
二
溶
解
シ
指
二
触
レ
テ
粘
滑
ヲ
覚
ユ
ル
者
ナ
リ
ス
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水
分
子
の
酸
素
と
化
合
す
る
金
属
カ
リ
ュ
ム
，
ナ
ト
リ
ュ
ム
の
炎
色
反
応
の
色
洋
紙この
文
章
で
水
の
分
子
式
を
四
○
と
記
し
て
説
明
し
て
い
る
。
＆
Ⅱ
日
（
英
語
）
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
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或
ル
鉱
属
ハ
或
ル
酸
類
例
之
硫
酸
塩
酸
等
ヨ
リ
水
素
ヲ
分
析
ス
ル
性
ヲ
有
ス
仮
令
ハ
第
三
図
ノ
如
ク
両
頚
ヲ
有
セ
ル
硝
子
壜
中
一
一
亜
鉛ヲ入し其一ロノ漏斗
ヨリ水八分一一硫酸一分ヲ合シテ注入スレハ水
素
ヲ
遊
離
セ
シ
ム
凡
ソ
水
素
ヲ
製
ス
ル
ニ
ハ
先
シ
能
ク
器
械
中
ノ
大
気
ヲ
外
出
セ
シ
ム
可
シ
何
ト
ナ
レ
ハ
水
素
大
気
卜
混
化
シ
テ
燃ル時ハ劇キ破裂ヲ起スヲ以テナリ」清浄水素
ヲ得ン卜欲ハ水素ヲ石鹸水中一一通シ其鹸球一一火
ヲ点シテ試ムヘシ其燃ルハ清浄ナリ」
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イ
エ
ド
モ
水
素
ノ
焔
ハ
青
色
一
一
シ
テ
光
輝
少
シ
ト
錐
モ
熱
度
極メテ高シ且シ水素ノ燃ル時ハ水ヲ生ス是レ
水
素
酸
素
ト
抱
合
シ
酸
化
ス
ル
故
ナ
リ
其
試
検
ハ
硝
ハ
イ
セ
ッ
子
管
ョ
Ⅲ
ソ
水
素
ヲ
排
洩
セ
シ
メ
テ
之
ヲ
焼
シ
其
上
一一乾燥セル硝子鐘ヲ掩上置ク時ハ其内二水ヲ
生
ス
ヘ
シ
水
素
ヲ
充
シ
タ
ル
管
中
二
蝋
燭
ヲ
挿
入
ス
レ
ハ
其
管
ロノ水素燃１然しドモ蝋燭火ハ消滅ス何トナ
レ
バ
清
浄
ナ
ル
水
素
ハ
炭
素
卜
抱
合
シ
得
サ
レ
ハ
ナ
リ
又
夕
蝋
燭
ヲ
管
口
迄
出
ス
時
ハ
再
上
燃
ユ
ヘ
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皿
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浄
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硫
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中
一
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亜
鉛
ヲ
投
ス
ル
時
ハ
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密
作
用
ヲ
起
サ
ス
如
何
ト
ナ
レ
ハ
硫
酸
亜
鉛
ハ
清
浄
硫
酸
中
一
一
溶
解
シ
能
ハ
ザ
レ
ハ
ナ
リ
故
二
稀
硫
酸
ヲ
用
ユ
レ
ハ
水
ニ
テ
塩
ヲ
溶
解
シ
其
亜
鉛
ノ
鉱
質
ヲ
曝
露
亜
鉛
ヲ
以
テ
硫
酸
中
ノ
水
素
ヲ
遊
離
セ
シ
ム
ル
時
ハ
只
白
塩
ヲ
残
ス
之
ヲ
硫
酸
亜
鉛
金
シ
ン
キ
シ
ュ
ル
ハ
ー
ト
〉
卜
名
ク
之
レ
亜
鉛
水
素
卜
交
代
ス
レ
ハ
ナ
リ
其
理
左
ノ
如
シ
即
チ
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硫
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ス
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ハ
ナ
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「
旧
シ
ケ
ー
キ
ュ
ン
ジ
ヘ
ハ
ル
モ
ニ
カ
」
卜
名
ル
者
ア
リ
之
レ
舎
密
作
用
ヲ
以
テ
音
響
ヲ
発
ス
ル
者
ナ
リ
即
細
小
ナ
ル
硝
子
管
ロ
ー
少
シ
ク
水
素
ヲ
附
シ
大
硝
子
管
中
二
入
レ
テ
火
ヲ
点
ス
ル
時
ハ
音
響
ヲ
発
ス
其
管
ノ
大
小
長
短
二
従
テ
種
々
ノ
音
響
ア
リ
之
レ
水
素
ハ
酸
素
一
一
燃
ル
時
音
響
ヲ
発
ス
ル
者
ナ
ル
カ
故
ナ
リ
」
西
洋
一
一
於
テ
水
素
ヲ
胎
風
舩
等
ニ
モ
多
ク
用
ヘ
リ
但
シ
方
今
ハ
、
石
炭
ハ
ス
ヲ
多
ク
撰
用
ス
ト
酸
化
水
素
即
水
Ⅱ
二
胃
の
三
・
ざ
二
号
・
開
ョ
旨
の
馬
分
子
量
十
八
稠
密
九
符
合
西
ら
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、豊『Ⅱ、の劃弓耳の略夛「の】、写
濃
硫
酸
ロ
閂
Ｂ
○
日
宮
前
半
の
意
味
不
明
類
似
し
た
も
の
に
ガ
ス
ピ
ス
ト
ル
がある。
風
船石炭
ガ
ス
1７
若シ其管ヲ蒸気中一一置キ之ヲ温ル時ハ管ノ上方ノ瓦斯ハニ千分ノ｜ノ水蒸気トナリ水銀ヲ七
スープ
水ハ水素ヲ大気中或ハ酸素中二焚焼スルーー由テ生ス已二百年前二○四ぐのｐｓｍ・胃氏水ハ水素
ノ
容
二
分
卜
酸
素
ノ
容
一
分
ヨ
リ
成
ル
事
ヲ
発
明
セ
リ
其
試
検
法
左
ノ
如
シ
［其一］試検法ハ｜ノ劃度セシ玻璃鐘ノー一分一一水素ヲ充夕シ其一分一一酸素ヲ充夕シ而「カ
ラーン」ヲ開キ此一一瓦斯混合物ヲ上方ノ元真空ナル堅厚ノ硝子壺内一一上昇セシムホ后「カラ
ーン」ヲ閉チ之ヲ秤量シ其硝子壷ロー挿ミタル｜｜条ノ白金線ヲ以旧越気ヲ其混合物一一四通徹
セシムル時ハ炸鳴シテ此一一少ノ水蒸気ヲ生ス更一一之ヲ秤量スルニ依然トシテ同量ナリ而其装置
ヲ水中一一於テ「カラーン」ヲ開ク時ハ水直一一硝子壷中一一逆昇ス之一一由テ其壷内ノー一瓦斯互一一
抱合シテ水トナリ以テ真空ヲ生スル事ヲ知得ス此試検一一由テ製造スル水ハ水素酸素ノ混合シ
タル「ハス」ノー一千分ノ｜ナル事ハ汕固［】＆・曰の←の門管二由テ計り知ルベシ
リ
水
銀
上
昇
ス
「ヲジヲメートル」管ハ即第五図ノ如ク劃度シタル管ニシテ其盲端〈即上端〉ニハ越幾ノ
通スル鉱属線固着シ其管中ニハ水銀ヲ満シタル者ナリ今其管ノ百分一一Ｈヲ入五十分一一○ヲ
入し而其管ノ上端ヨリ越幾ヲ通徹セシムル時ハニ筒ノ「ハス」蒸発シ水トナリ盲端一一止マ
影 、
、／鋒秀之同『
｛剰如一心剛一一一二》魂一一一二一》
●
2０１９１８
電気放電
す
る
水
電
量
計
，
水
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
，
本器を用いて水と混合ガス
の関係を説明して
いる。
1８
十五度一一圧下ス可シ但シ混合ノ一一瓦斯百五十分ノ時ナリ今混合シタル瓦斯十人化合量ニシテケ
ダ
其容ハ百五十ナリ然ルー一水蒸気ノ容ハ七十五ナリ之一一由テ水蒸気ノ異重ハ九ナル事ヲ知ル蓋
シ
抱
合
法
〈
セ
ン
テ
ー
セ
〉
ヲ
以
テ
為
ス
者
ナ
リ
ハコ
［
其
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一
］
試
検
法
ハ
｜
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中
二
水
ヲ
満
シ
其
中
二
小
量
ノ
硫
酸
ヲ
注
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〈
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水
中
ノ
越
幾
ヲ
能
夕
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ス
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同金ノ小板ヲ附着シ其各小板ノ上一一同大ニシテ精密二劃度シタル玻璃鐘ノ水ヲ充タルヲ置キ
示后越気ヲ通スル時ハ各玻璃鐘中一一瓦斯ヲ発生ス其一方ノ鐘ノ瓦斯ハ〈「バッテーレ」ノ亜
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瓦
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〉
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水
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硝
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化
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点
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ス
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ノ
如
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ア
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ナ
ル
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瓦
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ヲ
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検ノ前后一一秤量シ変量セザル時ハ此瓦斯水分ヲ
含有セル事確呼タリ〉Ｆナル球一一至ラシメ愛ニ
テ熾熱セル酸化銅卜触レ新二生セル水蒸気〈Ａ中ノ瓦斯押シ来ルガュヘナリ〉ハＧナル球一一
来リ水ト為り聚合シ又夕Ｇ中二全夕聚合シテ水卜為ラザル蒸気ヲ遮り止ムルガ為一一Ｈナル管
酸
素
ハ
水
素
ヨ
リ
重
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事
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六
倍
ナ
リ
而
酸
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一
化
合
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困
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ノ
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試
検
ヲ
以
テ
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ス
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［其試検］
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水
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ヲ
送
入
ス
ル
時
ハ
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化
銅
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レ
テ
Ｈ
卜
抱
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方
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硝
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タ
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知
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シ
｜
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硝
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テ
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タ
ル
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ナ
ル
時
ハ
Ｈ
ノ
量
ニ
ナ
ル
事
ヲ
知
ル
ベ
シ
即
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器
械
ハ
第
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図
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如
シ
先
シ
亜
鉛
ト
硫
酸
ヲ
以
テ
製
セ
ル
Ｈ
ヲ
Ａ
ノ
両
嗜
硝
子
壷
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入
し
夫
レ
ョ
リ
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モ熔解シ難キ鉱属白金ノ如キモ熔解スベシ又此焔中一一
丙
ケ
レ
ー
士
」
ヲ
置
夕
時
ハ
白
熾
卜
為
り
光
輝
甚
ダ
鮮
明
ナ
リ
〈
海
辺
ノ
燈
台
ニ
ハ
両
瓦
斯
ト
ケ
レ
ー
土
ヲ
以
テ
造
リ
タ
ル
者
ア
リ
之
レ
万
ド
リ
ュ
モ
ン
ト
」
氏
ノ
発
明
一
一
出
ル
〉
沸
騰
水
ノ
汕
張
カ
ハ
大
気
圧
カ
ニ
同
ジ
其
試
検
ハ
｜
ノ
硝
子
管
零代
一一小量ノ水ヲ入し其余ハ水銀ヲ充シ之ヲ水ヲ充ダル箱
一一倒入スル時ハ水銀皿七十六栂一一止ルベシ今其水ヲ温
テ
蒸
気
ト
ナ
ス
時
ハ
管
中
ノ
水
銀
ヲ
圧
シ
テ
箱
中
ノ
水
銀
面
卜
同
等
ナ
ル
ベ
シ
然
ル
時
ハ
沸
騰
水
ノ
張
力
ハ
七
十
六
栂
タ
ル
ヲ
水及ピ氷ハ少量ナル時ハ無色ノ如クナレドモ大量ナレバ青色ヲ有ス此青色時トシテ水中一一
溶解シタル他物又ハ水上二浮スル物体一一由テ除去スベキ事アリ〈例之嵐一一由テ海水白色トナ
知
ル
ベ
シ
ナ
之
ヲ
秤
量
ろ
右
等
有
ス
ル
事
ヲ
知
ル
ナ
リ
水素ヲ大気中ニテ焚焼スル時ハ発光弱シト錐モ其焔温甚ダ強シ若シ純粋酸素中一一燃ス時ハ其
温熱尚ホ極メテ強シ其酸素一一焚焼スル者ハ即チ「カナルハス」焔ナリ
水素ヲ酸素中一一焼スニハ「”キュッタペルカ」ノー一嚢ヲ取り其一嚢一一酸素ヲ入し他ノ｜嚢一一
水素ヲ酸素ノ｜｜倍入レニ嚢一一各管ヲ附シ其管端ハ合シテ｜管卜為ス第八図ノ如シ今其一一嚢ヲ
圧迫スル時ハ両瓦斯排洩ス之二火ヲ点シ焚焼ス之即チ「カナルハス」焔ナリ此火焔一一由テ最
ヲ附シ之一一躯ご巳日晋①①ロノ小片ヲ充テ強硫酸ヲ注キ潤スナリ〈装置ノ各部ハ試検ノ前后皆
ナ之ヲ秤量ス〉右等ノ装置ヲ精密二試検スル時ハ水量百分ニハ⑪⑪．⑪⑪ノ酸素屋・后ノ水素ヲ
ｃｎ
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図
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は
口
巨
曰
思
の
実
験
装
置
である。
樹脂，ゴム
陶
土ロ目白・己（人名），この光源
を
ド
リ
ュ
モ
ン
ト
燈
と
も
呼
ん
だ
。
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銀
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2１
自然性ノ最モ清浄ナル水ハ雪水・雨水ナリ然しドモ雨水ノ初降二於テハ大気ヲ溶解シ来リ
騨雨ノ時ハ少量ノ硫酸ヲ合シ又此一一少ノ「アンモニア」ヲ混シ来ル事アリ故二清浄ナラズ海水
ハ
殆
Ｆ
三
半
「
躯
プ
ロ
セ
ン
ト
」
ノ
食
塩
ヲ
含
有
ス
鉱泉（鋼ミネラルワーテレン）ハ水中一一医薬二供スベキ物品ヲ溶解シタルヲ云フナリ之ヲ
気体そ亦水中二溶解スル者多シ仮令ハ酸素ハ水一一溶解シ魚類ヲ生育スル如シ又水中二溶解シ
タル気体ヲ遊離セシメント欲スル時ハ其溶液ヲ煮又ハ凍ラス可シ然ル時ハ気体小球卜為テ遊
離
ス
ベ
シ
」
又
夕
或
ル
物
体
仮
令
ハ
強
硫
酸
及
ヒ
ヨ
ホ
ロ
ー
ル
カ
ル
キ
」
等
ハ
大
気
中
ノ
水
蒸
気
ヲ
吸
引
ス此ノ如キ物体ヲ大気中一一置ク時ハ湿潤ス之ヲ潮解物（躯ツルーエンデストフ）卜云フ又夕
或
ル
物
体
仮
令
（
曹
達
等
ノ
如
キ
ハ
自
家
ノ
湿
潤
ヲ
放
テ
大
気
中
二
遊
離
セ
シ
ム
之
ヲ
風
化
物
夛
ウ
エ
レ
水ヲ温ムル時ハ其水冷ナル時ヨリモ多量一一物体ヲ溶解ス其飽和溶液ヲ放冷スル時ハ溶解シタ
ル
物
体
ノ
一
分
再
ピ
凝
体
ト
ナ
ル
之
レ
結
晶
ナ
リ
又
夕
時
ト
シ
テ
其
放
冷
シ
タ
ル
液
ヲ
衝
蕩
ス
レ
バ
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頓
一一結晶スル事アリ仮令ハ温湯中二硫酸曹達ヲ溶解シ放冷スルトモ結晶セズ然ルーー其液ヲ衝篭
ス
レ
ハ
ー
頓
二
結
晶
ス
ル
カ
如
と
許
多
ノ
結
晶
中
水
ヲ
含
蓄
ス
其
水
ヲ
蒸
発
ス
レ
ハ
結
晶
直
二
粉
末
ト
ナ
ルガ如シ〉」水ハ一般一一他ノ物体ヲ溶解スル為一一用１〈即チ砂糖・曹達等ノ如シ故一一之ヲ溶
解素卜名夕〉然しドモ物体一一従テ多少アリ其十分溶解シタル液ヲ飽和溶液金フルサージフ
エ
ン
オ
プ
ロ
ー
シ
ン
フ
）
卜
云
凡ソ物体溶解スル時ハ冷気ヲ生ス是レ凝体ヨリ流体卜為ル故ナリ〈之し銅結合熱二由ル理科
ン
デ
ス
ト
フ
）
ト
云
う
ル此水ヲ結晶水Ⅱ皿斤風の言宣貫①局卜名ク
一一詳ナリ〉
3９３８３７３６３５３４３３ 3２
ご胃目』、のロ○℃百田目頭Ⅱ
の画計巨甸四一両』の。］■は○口
溶
解
熱
結
晶
水
塩化カルシウム
国の己】の呂長の貢）閉（独）
ご臼三一万日口頭の８届（独）
パ
ー
セ
ン
ト
二国ロの国塵司旦曽Ｐ鉱水
2２
第一．炭酸含有水仮令ハ「仰セルテルス」水及汀キッシング」水ノ如シ其水中二炭酸ノ
有無ヲ探索セントキハ｜玻璃壷一一其水ヲ入し上ロョリ硝子管ヲ以テ他ノカルキ水ヲ充ダル槽
中一一通ジ壷中ノ水ヲ沸騰セシムル時ハ炭酸ハカルキ水中一一来リ之ヲ洞濁セシムベシ
第一一．鉄含有水〈｜名鋼鉄水〉ハ自然水中一一鉄ノ抱合物溶解スル者ナリ其水中二鉄ノ有無ヲ
検査セント欲ハ「アルコール」ヲ以没食子翁ハルーミト〉ヲ浸出シタル液ヲ注入スレバ
其水黒色一一変シ恰そ「鋼インキット」ノ如シ」之し其徴ナリ且シ鋼鉄水ハ渋味ヲ有ス
第一一一．硫黄含有水〈一名硫水〉ハ水中一一硫水素ノ溶解シタル者ナリ仮令ハ山代等ノ温泉ノ
如シ此硫水ハ敗卵臭ヲ帯ブ又此硫水中一一琢磨セル銀板ヲ挿入スル時ハ其板多少黒色トナル又
此硫水ハ溶解スベキ鉛ノ抱合物一一因テ黒色沈殿物ヲ為ス
凡ソ硬水ノ地温一一テ湧出スル者ヲ温泉Ⅱ弓庁の局目：卜名ク「綱ウェルワートル」或「矩プロン
ワートル」ハ地層中二穿入シ通ズベカラザルノ地層部二迄至ル者ナリ此水中ニハ常一一炭酸
ヲ含有ス故一一井水ハ雨水ヨリモ美味アリ若シ炭酸含有水地下一一於テ媚炭酸加示基或ハ「”ヒ
プス」一一触接スル時ハ其水中二炭酸加示基或ハ「ヒプス」ヲ含ム之ヲ硬水（噸ハルトワート
ル）卜名夕硬水ナルヤ否ヤヲ検査センニハ｜硝子壺中二水ヲ入し沸騰セシムル時ハ炭酸蒸発
シ炭酸加示基及上「ヒプス」ハ壷ノ周壁二附着ス之レ清浄水ニハ溶解セザル故ナリ之一一由テ
蒸気舩釜中一一「蛆ケートルステーン」ヲ生シ以テ釜ヲ破裂セシムル事アリ之ヲ防クニハ炭酸
曹
達
ノ
溶
解
水
或
ハ
鹸
砂
、
サ
ル
ア
ン
モ
ニ
ヤ
ッ
キ
）
ヲ
注
入
ス
ベ
シ
左
ノ
如
ク
区
別
ス
5０４９４８４７４６４５４４４３ 4２４１ 4０
悪
岸
吊
吋
ご
困
忌
風
セ
ル
ッ
ア
炭
酸
水
（ドイッミ】の呂昌の目の村
ｚ』のｇの品の］計の円のから
出る天然鉱水）
地名（不詳）
○＆】‐ロ且台Ⅱ○四臣，昌芯］（独）
○＆］‐目】扇
イ
ン
ク
ミの豈君回怠夙井水
国目ロゴＰ冨吋Ⅱ泉水
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
石
膏
国胃ロヨロ訂夙鉱水
用Ｆ宕庁雷呂》缶石
塩
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
2３
○第一一一窒素ｚ旨○ｍのロ旨目し国・三目Ⅱ切言房浮・由
化
学
量
十
四
符
号
Ｎ
稠
密
十
四
「ソーチュム」ハ動物ノ意ニシテ「アソーチュム」ハ動物ノ生活ヲ保タシメサルノ
国口◎函十四鱈。＋○○画Ⅱ国餌○○酋十■瞬○函
ナリ而后漸々其水ヲ蒸発セシムル時ハ終二粘滑流体残留ス之レ即チ「ワートルストフ
ジーオキシーデ」ナリ其液ハ一一十度ノ温二由テ酸素卜水一一分析セラル、者ナリ故二通常
ノ水中一一貯フル事能ハズ且シ此液ハ強キ酸化性ヲ有シ皮層ヲ腐蝕シ且シ植物組織ヲ変色セシ
ム酸化銀ハ此液一一由テ還元Ⅱ鋼、①局の目・の①己〈是し自己ノ酸素ヲ遊離セシムルノ義也〉ヲ
其
「
ホ
ル
ミ
ュ
レ
」
ハ
水素ハ酸素ノー化合量トモ抱合シ得ル「図十］の×画」即チ一一一十四化合量ナリ若シ炭酸ヲ
「バリユムオキシーデ」ノ粉末顕浮遊スル水中一一送入スル時ハ国噌○鱈ヲ其水中一一形成ス
為
ス
之
レ
水
ヲ
形
成
シ
酸
素
遊
離
ス
ル
ニ
由
ル
重酸化水素雪昌の門の←・壁〕・圏『己の。【三巴①扇合・諒邑①円○二』の
符
合
国
噌
Ｐ
〈「ジー」ハ「シュペル」羅「副ヲ１フル」藺卜云字ニシテ即加フルノ意ナリ又
「理ジュレ」ト云字ハ之一一反シテ減ル意ナリ○「ヲキシーデ」ハ他ノ物ヲ自己ノ物
「理ジユレ」ト云字ハ之一一斤
ト
シ
酸
化
ス
ル
ヲ
云
ナ
リ
〉
5４５３５２５１
○急ＨⅡ冨局》過酸化水素
□巨忌Ⅱ円の昌○の
懸
濁
還元
2４
窒
素
ハ
無
色
無
味
無
臭
ノ
ー
固
定
気
体
ニ
シ
テ
其
異
重
ハ
Ｐ
召
画
ナ
リ
」
大
気
中
二
窒
素
ハ
五
分
ノ
四
抱
合セスシテ２現在ス」窒素ハ他物ト舎密抱合ヲ為シ許多ノ有機体中一一存ス又時トシテハ或
ル無機物体中一一於テモ亦舎密抱合ヲ為シ現在ス
（第一）燐ノ一片ヲ取リテ「キュルク」等ノ上二置キ水上一一浮遊セシメ其燐二火ヲ点シ
直チニ硝子鐘ヲ以テ蓋上其鐘縁ヲ水面一一触レシムル時ハ其鐘内－－３℃丘・の已旨・目の己①三・ミロの
（ご旨・の己旨・目自目：ご弓匙①）ヲ形成ス〈此時鐘内一一白烟ヲ見ル〉即チ４句四○廟ナリ此物直二
水中一一溶解シ水上昇シテ鐘内五分ノーニ至ルヘシ之レ即チ従前酸素ヲ以テ充実セル部分ナ
リ故一一上方ノ気体ハ即チ窒素ナリ
（第一一）陶器管中一一清浄ノ銅ヲ入し而シテ其管ヲ熾熱シ大気ヲ其管中一一通スル時ハ其○ハ
（第二）陶器管中一一清描
銅
卜
抱
合
シ
窒
素
ハ
遊
離
ス
窒
素
ハ
他
ノ
元
素
卜
抱
合
ス
ル
事
難
シ
」
窒
素
ハ
不
燃
体
ニ
シ
テ
燃
体
ノ
焔
ヲ
儘
滅
セ
シ
ム
６
窒
素
ハ
生
活
ヲ
保
続
セ
ス
〈
７
ラ
ホ
イ
シ
ー
ル
氏
此
瓦
斯
ヲ
「
ア
ソ
ー
チ
ュ
ム
」
卜
名
夕
〉
動
物
ノ
呼
吸
ヲ
窒
息
セ
（第一一一）５シロ〕日・自首日口冒］の註
号
呂
津
ｚ
○
函
Ⅱ
ｚ
圏
十
⑭
国
幽
。
」
活
ヲ
保
続
セ
ス
〈
７
ラ
シム故一一窒素卜名夕
［
製
造
法
］
［
大
気
］
即
チ
雰
囲
気
□
四
目
己
胃
旨
、
雰囲気ハ舎密抱合物一一非スシテ唯混合物ナリ其大成分ハ酸素窒素ナリ此雰囲気ノ混合物夕
ル
所
以
左
ノ
如
シ
意
ナ
リ
ｚ四一三○膳ヲ熾熱スル時ハ窒素一一分水一一分トー分析ス其符
７ ６５ ４３ ２ １
当
時
，
液
化
出
来
な
い
気
体
を
この様に呼んだ。
現
存
す
る
。
本
書
で
は
こ
の
ように「現在」で記している。
頑
。
⑳
五
酸
化
リ
ン
リ
ン
酸
無
水
物
と
す
る
と
甸
出
Ｐ
で
は
な
く
四
℃
ｇ
正
し
く
は
五
酸化リンである。
亜
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
生
物
は
窒
素
中
で
は
生
活
で
き
ない。
ラ
ポ
ア
ジ
エ
2５
陸地大気一万容中一一四分ノ炭酸ヲ有シ海上一万容中ニハ一一一分ノ炭酸アリ然ル時ハ全雰囲気
中ニハ一一一千「ｍピルリヲンキロハラムマ」ノ炭酸現在ス」大気中炭酸ノ量ヲ定メント欲ハ
第三大気ヲ水中一一溶解シ其水ヲ温〆再上大気ヲ遊離セシムル時ハ其大気ハ通常ノ大気ヨリ
多
量
ノ
酸
素
ヲ
有
ス
則
チ
大
気
ハ
酸
素
一
分
窒
素
伊
田
ナ
リ
〈
若
シ
炭
酸
ヲ
水
中
二
投
入
シ
溶
解
セ
シ
メ
再
上
之
ヲ
分
シ
時
ハ
其
分
量
変
セ
ス
如
何
ト
ナ
レ
ハ
舎
密
混
合
物
ナ
レ
バ
ナ
リ
〉
雰囲気中窒酸二素ノ量ヲ知ン卜欲セハ８国ロ＆・日の註の届ノ用法ヲ最上トス其法「８ヲシヲメー
トル」管一一水銀ヲ充シ其管ノ六分一許大気ヲ満シ而シテ預〆寒暖器及上晴雨器ノ度ヲ計り
置キ水素瓦斯ヲ管中大気中ノ酸素卜抱合一一適スヘキ量ヲ輸入シ其管中一一越幾焔ヲ通シホ后
管中ノ温度以前ノ度一一復スルヲ俟ツテ其大気ノ容ヲ量ル時ハ以前ヨリ小容ナリ之レ空気中
ノ
酸
素
ハ
輸
入
シ
タ
ル
水
素
卜
抱
合
ス
レ
ハ
ナ
リ
此
前
后
ノ
容
ノ
差
異
ハ
水
素
瓦
斯
ト
大
気
中
ノ
酸
素
瓦
斯抱合シタル者ナリ凡ソ酸素ハニ分ノ水素ト抱合スル者ナレハ其差異ノ一一一分一ハ酸素ナリ
仮令ハ百容ノ大気一一五十容ノ水素ヲ輸入シ越幾焔ヲ通スレハ八十七容ノ気体ヲ残留ス然ル
時ハ六十一一一容ヲ減少ス酸素ハ其減少ノー一一分一一一シテ’’十一容ナリ之二由テ百容ノ大気中ニ
ハニ十一容ノ酸素現在スル事照々タリ此法一一由テ赤道氷海高山深谷等ノ大気ハ皆ナ同化学
量ノ窒酸一一素ヲ含有スル事ヲ発明セリ」大気中ニハ窒酸二素ノ外炭酸水蒸気及上９安護尼
亜
幾
存
在
ス
ル
者
ナ
リ
第一窒素酸素ノ大気中一一現在スル量ハ一般ノ化合量一一適セス
第
二
大
気
ヲ
分
析
シ
得
ダ
ル
所
ノ
窒
素
酸
素
ヲ
再
上
混
合
ス
ル
時
ハ
同
前
ノ
大
気
ヲ
得
其
容
積
ハ
同
等
ニ
シテ且シ温ヲ生セス然しドモ舎密法一一抱合スル時ハ其容積必ス滅却シ且シ温ヲ生スル者ナ
リ
1０９８前出，水素の脚注印
ア
ン
モ
ニ
ア
』皀噌【、
２６
病
ノ
原
由
タ
ル
ヘ
シ
原野ノ空気ハ屡々小量ノ「オゾン」ヲ含ム事アリ市街中ノ空気ニハ存セス」風雨雷鳴ノ時
ハ
空
気
中
硝
酸
ヲ
含
ム
事
ア
リ
諸人群集シタル室内又ハ泥沢上ノ大気ハ已二論セシ物ノ他揮発有機物ヲ含ム事アリ之レ甚
夕健康ヲ害シ時トシテハ疾病ノ原始ヲナス其揮発有機物ノ性未夕詳ナラス恐クハ此物流行
、腐蝕加里〈ベーテンデポダース〉ヲ｜硝子管中一一入し其管ノ量ヲ秤リ大気ヲ管中一一送入
スル時ハ其ノ腐蝕加里悉ク大気中ノ炭酸ヲ引ク故二其管ノ増加セシ量ハ之レ則チ其送入セ
シ
大
気
ノ
含
有
セ
シ
炭
酸
ナ
リ
炭酸大気中一一存スル量ハ其所一一関シテ異ナリ原野ノ大気ハ百分ノ｜｜乃至百分ノ五プロセン
トノ炭酸アリ又数人群集シタル室内ニハ十分ノ’一一プロセント」ノ炭酸ヲ有スル事アリ此ノ
如クナル時ハ炭酸人ノ健康ヲ害ス故一一室ニハ必ス窓ヲ開キ炭酸ヲ排泄セシムヘシ
９安護尼亜幾ハ哩一ミルリヲン容ノ大気中ニハ｜容存在ス此安護尼亜幾ハ大気中二於テ大
作
用
ヲ
ナ
ス
則
チ
植
物
ハ
此
安
護
尼
亜
幾
一
一
依
テ
大
気
中
ノ
窒
素
ヲ
吸
入
ス
〈
尚
ホ
「
ア
ン
モ
ニ
ア
ッ
キ」末下一一詳ナリ〉
［酸素窒素ノ抱合］Ｎ巨月召・命
此
抱
合
ハ
方
今
五
種
ノ
発
明
ア
リ
咽
（其一）第一酸化窒素のは丙のｓは］・ロ○・二』の
（其二）第一一酸化窒素のは斤召・筐】○二』①
国一巳貝の（・才の届冨】】ｓｐｍのロニの円の一房の計・虎
のは庁の（○俺
図⑫、のニヨ・曰皿
凹⑫
国ロロ局の一○虎
】の、①ご戸』
四画
1４１３１２１１
水酸化カリウム○四口の言で○国＆
ミ
リ
オ
ン
，
己
の
ｚ闇。》三画○閏》ｚ噌○塵》ｚ噌○坐》Ｚ陶○葡
頭のョ『・ロ・函の且○写弓の］質量
2７
○
［
ダ
ル
ト
ン
氏
ア
ト
ム
テ
ヲ
リ
ー
］
毒
・
目
夢
の
○
国
の
ぐ
自
己
四
房
目
已二論セシ窒素酸素ノ抱合ノ如ク酸素ノ化合量ハー一一一一一四等ノ順次一一増加ス且シ舎密抱合
物ハ常一一定ダル異重ヲ有スル事モ亦已一一論セシ如シ然しドモ屡々｜｜個ノ｜兀素一化合量ヨリ
多数ヲ以テ抱合ス此時ハ只化合量ノ正数ヲ以増加スルノミニシテ半或四半化合量等ノ分数
加ル事無シ」此化合量ノ｜位二水素ヲ以テ定ム之レ其化合量最モ小ナレハナリ此抱合法則
一
一
由
テ
「
埴
ダ
ル
ト
ン
氏
始
テ
「
ア
ト
ー
ム
テ
ヲ
リ
－
」
ヲ
発
明
セ
リ
」
已一一往昔ヨリ物体ハ無限一一分シ可ラサル者卜定メシ如ク物体ヲ分析スル時ハ終一一分析ス可
ラサル物ヲ得へシ之ヲ「アトーム」卜名夕〈「ア」ハ不能「トーム」ハ分割ノ義ニシテ分
別シ難キ意ナリ〉「ダルトン」氏ノ説ハ元素ハ此ノ如キ「アトーム」ヨリ成ル者トス且シ
同元素中一一含ム「アトーム」ハ同大ニシテ同量ナリ然しドモ其一兀素異ナル時ハ其重其大サ
共一一不等ナリ故一一一兀素ノ化合量ハ其中二含ム「アトーム」ノ重サヲ徴スル者ナリ仮令ハ酸
素中ノ｜「アトーム」ノ重サハ水素中一「アトーム」ノ重サョリ十六倍大ナリ」｜元素中
ノ｜「アトーム」ハ他ノ元素中ノ’一一一一一以上ノ「アトーム」卜抱合シ得ル且シ又元素中ノ
ー「アトーム」ヲ以テモ他ノ元素中ノ’’’一一一以上ノ「アトーム」卜抱合シ得へシ
舎密抱合ノ極微細分子ハ｜｜或ハ多数ノ「アトーム」抱合ヨリ成ル之ヲ目・』のＣ己の卜云フ仮
令ハ水ノ｜「モルキュレ」ハ水素中ノー「アトーム」卜酸素中ノー「アトーム」ヨリ成ル
（其三）第三酸化窒素
（其四）第四酸化窒素
（
其
五
）
第
五
酸
化
窒
素
のは屍の言津目。※】』の
ｍは斤鷺○津の弓。※】』の
、丘斤晋○巷の日。※］」の
8：毘浸
＝量孟
1５
』・□＆ＳＰ］『霊‐】の踵》イギ
リ
ス
の
化
学
・
物
理
学
者
，
原
子
量
の
概
念
，
倍
数
比
例
の
法
則
2８
国らナル符号ハ水ニシテ兼テ国函。］①ヲそ徴スル者ナリ且シ又一一容ノＨ｜容ノＯ卜抱合シ
一一容ノ水蒸気ヲ為ス事ヲモ徴ス又三国輿ナル符号ハ即二容ノ亜謨尼亜幾ニシテ｜容ノＮ卜
一一一容ノＨヨリ成ル事ヲ徴ス」已二論セシ如ク’一十八ノＮハ三十一一ノＯ卜抱合シ第一一酸化窒
素ヲ為ス其異重ハ十五ナリ故一一其「モルキュレ」重ハ’一一十ナリ故一一此第一一酸化窒素ハＮノ
量十四卜Ｏノ量十六ヨリ成ルナリ則チＮ－容○｜容ナリ故一一其符号ハヱ○ナル可シ」
種々ノ元素ヲ不同容二抱合セシムル時ハ其容ハ以前ノ容ヨリモ必ス小ナリ仮令ハーー容ノＨ
ハ一容ノＯ卜抱合シ一一容ノ水蒸気ヲ為スカ如シ」若シ種々ノ元素ヲ同容一一抱合セシムレハ
数々其容減スル事無シ仮令ハ｜容ノ水素一容ノ「ホロール」卜抱合スル時ハニ容ノ「咽ソ
ウトシュール」瓦斯卜為ルカ如シ」右ノ事件二由テ単一気体及上復雑気体一「キュピーキ
パルム」ノ重サヲ知ル得ル仮令ハ已二論セシ如夕水素一「キュピーキパルム」ハ零点卜七
十六栂大気圧カノ時ハ○・○の誤巴四日目ロノ重アリ若シ或ル気体ノ重サヲ知ン卜欲ハ其異重
ヲ
此
水
素
ノ
重
サ
ニ
乗
ス
可
シ
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令
ハ
ー
キ
ュ
ピ
ー
キ
パ
ル
ム
」
ノ
Ｏ
ハ
］
①
×
Ｐ
Ｃ
⑪
霊
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・
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山
ｍ目日日四ナリ又夕｜「キュピーキパルム」ノ水蒸気ハ①×ＰＣ⑪霞Ⅱ○・⑪三ｍ目日日四ナリ
力如シ故一一其「モルキュレ」ノ重サハ、＋扇Ⅱ』⑫ナリ」諸般ノ「アトーム」気体トナ
ル時ハ同容ヲ有ス故一一元素気体トナル時ノ異重ハ「アトーム」ノ重サト同等ナリ仮令ハ酸
素ノ「アトーム」重ハ十六ナリ故一一其異重モ十六ナリ又硫ノ「アトーム」重ハ’一一十二ナリ
若シ其硫ヲ蒸発セシムル時ハ其異重モ一一一十二ナルカ如シ」舎密抱合ノ気体ノ異重ハ其「モ
ルキュレ」ノ重サノ半ナリ仮令ハ水ノ「モルキュと重ハ十八ナレドモ水蒸気ノ異重ハ九
ナリ又塩酸ノ「モルキュレ」重ハー一一十六（卜）十分ノ五ナレドモ其瓦斯ノ異重ハ］⑫・誤ナ
ル
カ
如
シ
肥
ｇ
三
目
月
塩
酸
2９
硝酸、四百の計の局目貝・虎国己肩・已旨凹曽
符
号
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○
霞
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重
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十
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（頭注）【上一一挙ル順次ヲ以論ス可ケレドモ硝酸ハ諸窒素抱合物ノ原ナルカ故
一一先シ之ヨリ詳論スルナリ】
若シ窒素含有々機物ヲ、亜示加里〈剥篤亜私、曹達加示基ノ総称ナリ〉卜除々一一酸化スル
時ハロ言皀の口即チ硝酸塩ヲ為ス之レ即チ硝酸中ノＨノ代リニ鉱属ヲ以テスル者ナリ仮令
ハヱ四三○箪卜為ルガ如シ又壁等一一旧白粉ヲ生シ出ス事アリ之レ斤呂目日日言囚皀・虎
己・言の。旨のゆきの奇閂Ⅱ【三○“ナリ又旧硝酸剥篤亜私ハ東印度ノ如キ暖国一一生スル事多シ
是即窒素含有々機物ノアルカリ地層二於テ舎密抱合スル者ナリ又息言旨日口冒凹昌Ⅱ
ｚｍｚｏ璽ハ「知ペーリュ」ノ地下一一於テ厚層卜為り生スー〈「ペーリュ」ハ「アメリカ」ノ
地名ナリ此「ナトリュムニトラート」ヲ一名「、シーリサルペートル」トモ云是
「シーリー」ハ街名ニシテ髪ヨリ多ク産出スル故ナリ〉
舎密局一一於テハ「ナトリュムーートラ１ト」卜同量ノ硫酸ヲ合シ酒精燈ヲ以テ除々一一温ル時
ハ硝酸蒸発シ他ノ冷ナル受器一一移リテ流体トナリ「レトルト」中ニハ不揮発ナル「ナトリ
ュ
ム
ヒ
ド
ロ
シ
ュ
ル
ハ
ー
ト
」
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留
ス
其
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ル
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レ
又夕｜「キュピーキパルム」ノ窒素ハ】』×ＰＣ⑫霊Ⅱ］・四囲、国日日Ｐナルカ如シ
［製法］
ｚｍｚｏ②＋垂甲の。←Ⅱ工Ｚ。②＋幸の甲の○二
２１２０１９１８ 1７
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水
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壁硝石とも云った。
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
ペルー
○
彦
居
チ
リ
，
チ
リ
硝
石
3０
清
浄
ナ
ル
硝
酸
ハ
無
色
発
烟
流
体
ナ
リ
其
温
十
八
度
一
一
於
テ
ハ
］
・
臼
ノ
卵
異
重
ナ
リ
」
商
二
齋
夕
処
ノ
只
ハ
通
常
黄
色
ヲ
帯
フ
之
レ
光
線
一
一
由
テ
漸
々
分
析
ス
ル
カ
故
一
一
酸
素
遊
離
シ
水
ト
酸
化
窒
素
ヲ
ナ
シ
以テ黄色ヲ生ス若シ其硝酸ヲ温ムル時ハ其分析亦速カナリ故一一硝酸ハ固定ノ沸騰点ヲ有セ
ス其沸騰スルヤ八十六度一一始マリ漸々其度高昇ス之レ此時一一含水酸ヲ生ス而シテ含水酸ハ
高キ沸騰点ヲ有スレハナリ」若シ清精硝酸一一小量ノ水ヲ混和シ温〆蒸鰡スル時ハ第一一一強
酸ヲ分析シ其沸騰点ハ百度以下ヨリ百一一十度一一至ル迄上昇シ分析シ止ム」又其硝酸二多量
ノ水ヲ混シ温〆蒸鰡スル時ハ弱酸ヲ分析ス其沸騰点ハ百一一十度一一至テ分析止ム」百二十度
ノ
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点
二
至
ル
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異重ヲ有ス其百一一十度沸騰点一一至ルモ酸ハ変化スル事無シ」硝酸中ニハヨ①』「プロセン
ト」ノ酸素ヲ有シ其一分ハ最そ容易ク遊離シ故一一強キ酸化剤トハ則チ硝酸卜銅卜触ル時ハ
赤烟ヲ発ス之レ酸素ノ｜分銅ヲ酸化シ其一分ハ酸化窒素ノ気体トナリ蒸発スル者ナリ」若
ナリ又製造所一一於テ硝酸ヲ製スル時ハ以上ノ者ヲ鋳鉄ノ大釜中一一入し熾熱シ其硝酸ハ石厘
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ナ
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のｏ」〔三四
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此舎密分析ヲ能ク理会スルカ為一一左ノ如ク聖鉛線ヲ引キシヲ用１即チの○（
［性質］
エ
エ
ｎ
Ｚｍ
Ｚｏ①
2３２２
鉛
直
線
，
タ
テ
線
比
重
3１
シ藍（型インジホ）卜硝酸卜合スル時ハ藍ハ其青色ヲ失う之レ其青色分ハ酸化一一由テ消滅
スレハナリ其青色ヲ失上其赤烟ヲ発スルハ之レ皆ナ酸化ノ徴ナリ
硝酸ノ最モ鋭敏ナル三レアヘンシー」〈是或ル物体ノ変化或ハ作用ヲ以或ル物体ノ有
無或ハ性質ヲ試検スルノ義也〉ハ硫酸鉄ナリ則チ試検スヘキ流体卜強硫酸ヲ同量一一混シ其
液ヲ放冷シ之一一硫酸鉄溶液ノ’一一滴ヲ徐々一一注夕時ハ其液面一一黒色輪状ヲナス但シ混合セ
シムルヲ要セス僅少一一テモ硝酸アレハ其徴ヲ顕ハスナリ」硝酸ハ舎密術一一於テ酸類ノ主料
トナル者ナリ許多ノ酸類ハ水一一溶解シ其水酸味ヲ帯上青色試検紙ヲ赤色トス」諸酸類ハ水
素ヲ含マサルナシ其水素ハ他ノ｜元素卜抱合シ或ハ許多ノ邪聚合元素ト抱合ス」若シ水素
聚合元素ト抱合スル時ハ其内必ス酸素アリ之ヲ酸素酸・呈目目ト名ク之レ則チ水中ノー
水素他ノ酸素ヲ含ダル聚合元素一一代リタル者卜考定スヘシ仮令ハ硝酸ハｚ、〕ｏ
ニシテ水ハニ〕。ナリ其一ＨハｚＰ卜代ルナリ」若シ酸素酸
中ノ水素鉱属卜代ル時ハ塩ヲ生ス其「レアヘンシー」ハ弱酸或ハ
「アルカリ」時トシテ中性ナリ」巳一一論セシ如夕水素ヲ製造スル時ハ亜鉛上一一硫酸ヲ注ケ
リ之レ則チ酸素酸一一シテ其水素ハ亜鉛ト代ル者ナリ」亦国己門・・〆且の口及○Ｋ己のロハ酸
類卜抱合スル時モ亦塩ヲ生ス仮令ハ「カリュム」ノ一片ヲ水一一投スル時ハ水素遊離シ「カ
リュムヒドロヲキシーデ」ト為り直一一水中二溶解ス其水中一一赤色試検紙ヲ投スル時ハ青色
トナリ其水「アルカリ」味ヲ有スルナリ若シ其水中一一硝酸ヲ滴入スル時ハ終一一中性トナル
之レ即チ「ポッターサ」ヲ塩卜ナス者ナリ〈多量ナレハ再上酸トナと其「ホルミュ
レ」
2６２５２４2７
インジゴ
】窓口悪吊ロⅡ扇四ｇ
複数原子が結合して出来た
反応基，例えば三○蜜．
水酸化
物，酸
化物
3２
己。＋ｚ田ｏⅡ二Ｕｏ＋Ｚ親Ｕｏ
ナリ水中一一溶解スヘキ「ヒドロヲキシーデ」ノ前怯ノ如クシテ塩類トナル者ヲ「アルカ
リ」塩卜名ク」凡ソ「アルカリ」塩ハ赤色試検紙ヲ青色卜為シ水一一腐蝕味ヲ帯ハシム」許
多ノ酸化鉱属他ノ酸類卜触レ前法ノ如夕抱合ヲナス之ヲ言の①の卜名ク仮令ハ酸化銀卜硝酸
ヲ抱合スル時ハ塩ヲ為シ其塩水中一一溶解スル者ナリ其「ホルミュレ」
第五酸化窒素ハ大ナル無色結晶ヲナス此結晶ハ’一一十度ニテ率熔解シ四十五度一一テ沸騰ス若
シ少ク此度ヲ超過スル時ハー瞬間二破裂ス之レ即チｍｚｏ噛十。一一一頓一一分析スレハナ
ナ
リ
」
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ン
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テ
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第五酸化窒素〈一名無水硝酸〉⑩蒔晋・は①昌・二二の・虎⑩島の雪目員自身旦三の
符
号
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ら
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ル
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レ
重
百
八
硝酸銀中一一乾燥ナル「ホロール」瓦斯ヲ通スル時ハ酸素扇シェルフルホロハート」及
上
第
五
酸
化
窒
素
ヲ
得
ル
ナ
リ
其
ホ
ル
ミ
ュ
レ
凹厄『』
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［性質］第一酸化窒素ハ無色無臭ニシテ梢々甘味ヲ帯フ而シテ零点一一於テ一一一十「アトモス
ヘール」ノ圧カヲ与ル時ハ流体卜為リ零点以下百十五度一一於テ氷結ス但シ空気ノ圧カハ通
常ノ時二於テ然リ此流動第一酸化窒素ヲ排気鐘内一一置キ大気ヲ稀薄ニシ以テ蒸発セシムル
時ハ零点以下百四十度ノ寒冷ヲ生ス之レ人工一一由テ得ル処ノ至極寒冷トス」若シ人此瓦斯
ヲ吸入スル時ハ恰モ酒一一酔ハル力如シ故一一之ヲ活溌瓦斯（、フロレーキマーケンテハス）
卜名ク」若シ之ヲ熾熱スル時ハ窒素卜酸素一一分析ス故一一硫及上燐ノ此中一一燃ルヤ酸素中一一
於
ル
カ
如
シ 第一酸化窒素⑰計時召・含〕・ロ○二』の○ｍｍ言のきざご旨］の
符
号
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一
［製法］亜鉛（シンキ）ノ｜片ヲ最モ稀薄ナル硝酸中一一投スル時ハ水「”シンキニトラ
ー卜」及上第一酸化窒素ヲ得ル」通例第一酸化窒素ヲ製スル時ハレ日日・日ロ日ロ旨：庁Ⅱ
ヲ用１若シ之ヲ温ル時ハ第一酸化窒素卜水一一分析ス其ノホルミュレ」
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リ」第五酸化窒素ハ甚ダ不定ナル者ニシテ之ヲ貯ルモ｜｜｜時ノ后ニハ自ラ破裂ス」之ヲ水
中一一入し温レハ溶解シテ硝酸ヲ為ス則チニ。。＋国關。ⅡｚＰ四十三○出ナリ故一一此第
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五
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存
スル所一一至リテ静止ス今其水銀中ヨリ「カリュム」ノー片ヲ
瓦斯中一一入し爪后其管ノ上方ヲ温ムル時ハ其「カリュム」発
熱シ其瓦斯中ノ酸素ヲ吸引シ水銀更一一上昇シテ其瓦斯ノ半一一
至
ル
但
シ
「
カ
リ
ュ
ム
」
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［製法］梢々稀薄ナル硝酸中一一銅屑ヲ投スル時ハ水硝酸銅及上第二酸化窒素ヲ得ル其ホル
ミュレ段旨十ｍ工Ｚｏ酉Ⅱ段旨〔立加》＋△エ面。＋凶Ｚｏ
ナ
リ
［性質］第一一酸化窒素ヲ温〆同時一一酸素或ハ大気一一触ル、時ハ其酸素卜抱合シ紫烟ヲ発
ス」燃燐及上白熾木炭ヲ此瓦斯中一一入ル、時ハ強キ光輝ヲ発ス又精々水中一一溶解ス」此瓦
斯ヲ分析シ以テ｜容中ニハ半容ノ窒素アル事ヲ知ル」此瓦斯ノ異重ハ十五ナルカ故一一其モ
ルキュレ重ハ三十ナリ若シ此一一一十ヨリ窒素一「アトーム」ノ重サ十四ヲ減スレハ十六残留
ス之レ即チ酸素一「アトーム」ノ重ナリ故一一其符号三○ナリ」「スチッキストフモノヲキ
シーデ」及上「スチッキストフオキシーデ」ヲ分析セント欲セハ第九図ノ如キ屈曲管ノ上
第
三
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化
窒
素
の二巴・津国○二』の。馬、凹官の忌国、目目：ご言」の
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四
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窒
素
ヲ得ル今此瓦斯ヲ能ク放冷セル受器一一受ル時ハ暗黄色ノ流体卜為ル此物一一十一一度ニテ沸騰
シ茶褐色ノ烟ヲ発ス零点以下九度ニテハ無色結晶トナル」若シ此瓦斯ヲ水卜混和スル時ハ
硝酸及上亜硝酸ノ’三分析ス又時トシテハ硝酸卜酸化窒素トー分析ス〈或ハ温一一由ル事ア
リ或ハ分量一一関スル事アリ〉」流動第四酸化窒素ハ青色試験紙ヲ赤色トス故一一昔時ヨリ
「オンデルサルペートルシュール」卜名ク之レ水ト混合シ巳一一自性ヲ分析セシ者ニシテ酸
一一非ス」此瓦斯ノ｜「クピーキパルム」一一就テ算スル異重ハ】・＄ナリ之二由テ其モル
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ュ
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重
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［又法］少ク稀薄ナル硝酸卜足百ｍのロ旨目三・※己のⅡ少留。“ト混合スル時ハ砒酸卜第三酸化
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素
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得
ル
其
ホ
ル
ミ
ュ
レ
ア縄。②＋凶工Ｚ。②＋いエロ○Ⅱ言。②＋画工②アの。←ナリ
［性質］第一一一酸化窒素ハ極冷水中一一溶解シ青色流体トナル此溶液ハ縄ノ温二由テ分析シ水
卜酸化窒素及上硝酸トナル此瓦斯ハ不定ナレドモ其塩ハ甚夕固定ナリ」此瓦斯中ノ作用ハ
「スチッキストフペントヲキシーデ」ノ「ニトラート」中一一於テ為セル者一一同一ナリ
皿
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酸
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⑰
凸
窒素ハ水素卜只一ノ抱合ヲ為ス之レ即チ弘安謨尼亜幾ナリ」窒素ハ直二水素卜抱合シ能
ハス之ヲ抱合セシムルニハ他ノ手段ヲ要ス」窒素ハ時トシテ水中ノ元素卜抱合シ
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性分而已残留スルニ至ル又夕上層ノ石等一一由テ強ク圧セラル、時ハ此分析甚夕速力ナリ又稀
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炭酸ハ無色無臭ノ瓦斯ニシテ其味ハ弱酸ニシテ刺激ス且シ大気ヨリ重シ温水ヨリハ冷水一一溶
解シ易シ其溶解水ヲ沸騰セシムル時ハ再上飛散ス諸泉水中一天炭酸存在スルヲ以テ清涼爽快
ノ
味
ア
リ
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）
詞
シ
ャ
ン
パ
ン
エ
ン
」
及
上
其
他
ノ
沸
騰
水
中
ニ
ハ
多
量
ノ
炭
酸
ヲ
含
有
ス」以上ノ液中ニハ炭酸ヲ強ク圧シ以テ飽和セシムル者ナリ炭酸ハ圧縮法ヲ以テ流体トナシ
得ル又密閉器中一一強ク発生セシメ流体ト為シ得ル」
流動炭酸ハ無色液ニシテ零点以下七十六度一一於テ沸騰ス凡ソ流動炭酸ノ圧カヲ除ク時ハ直二
強ク蒸発シ大一一冷ヲ生シ其液ノ部分”氷トナルナリ若シ其氷ノー片ヲ指間二撮ム時ハ恰モ火
ノ如シ然しドモ此氷ノ冷度ハ零点以下七十八度ナリ」此氷ノ｜片ヲ掌上一一置キ或ハロ中二含
ム
ト
モ
熱
ヲ
覚
ヘ
ス
之
レ
氷
片
ノ
周
囲
二
炭
酸
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斯
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リ
テ
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熱
ヲ
遮
レ
ハ
ナ
リ
蝋燭、燐、硫黄等ハ炭酸中一一於テ焚焼セス炭酸ハ中毒性アリ之レ純炭酸ノミナラス他物ヲ混
スーフ
スル時モ亦然リ巳二人ノ群集セル室中ニハ十分ノー「プロセント」混在スルモ大二健康ヲ害
サ
カ
グ
ラ
ス又炭酸ハ扣亜示箇児性ノ飲料ヲ貯フル室内〈酒客等ノ如シ〉二発生ス」只此「コールスト
フジヲキシーデ」ヲ炭酸卜名クルハ之レ多分ノ汀バーシス」ト抱合シ諸炭酸塩ヲ為セハナ
四画○ナリ
名〉等一一於ケルカ如シ
タ
チ
マ
「ホンジホロット」ハ炭酸高ク蒸発セス故二若シ犬往来スレハ乍チ什レ死ス然しドモ人
ハ死セス是犬人ヨリモ下キ事論一一待ザル故ナリ「ドーデンダル」ハ人入レハ直チニ死ス是
炭
酸
多
ク
シ
テ
高
ク
蒸
発
ス
ル
故
ナ
リ
炭素ヲ空気中ニテ燃ス時ハ炭酸ヲ生ス」清浄炭酸ヲ製センーーハ炭酸塩（ヲ）塩酸或ハ硫酸ヲ
以分析シ得へシ此炭酸塩ニハ通常結露士大理石ヲ用１即チ○四○○寧十凹国。］Ⅱ○○蝉十○四○庁十
４１４０３９３８
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４４
リ」乾燥炭酸ハ酸ノ冠レアヘール」ヲ為サス然しＦモ水中一一溶解スル時ハ之ヲ為ス則チ青
色
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ヲ
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酸
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リ
再
上飛散スレハナリ又炭酸ノ水中一一溶解シタル液ハ透明ナレドモ姐加示基水ヲ注夕時ハ溶鮮ス
可ラサル蛆炭酸加示基ヲ生ス故一一水中二炭酸ノ有無ヲ試検セント欲ハ透明加示基水ヲ以テ為
ス可シ之し其液掴濁個渇スルヲ以ナリ」炭酸ノ成分ハ「ジアマント」スラヒート」或ハ骨
炭ヲ清浄ナル酸素中一一焚焼シ得ダル炭酸ノ量ヲ秤リ之ヲ至極精密一一定メリ之二由テ百分ノ炭
酸ハ弓・自ノ炭素己・ヨノ酸素ダル事ヲ知ル此数ヲ以舎密上符号ヲ知ン卜欲ハ元素ノ化合量
ヲ以テ除ス可シ然ル時ハ其妬功績ハート一一ノ比較ヲ為ス故一一○○歯ナル事明ナリ即チ弓・昌一
旨Ⅱ函・凹己Ｐ目・畠へ】のⅡ吟・ロ心弓ナリ
其
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［製法］木炭ヲ陶器管一一入し熾熱シ之一一炭酸ヲ通ル時ハ○○ヲ生ス則チ○○塵十○Ⅱ図Ｏｏ
ナリ又樛酸○目］目旨・冷凶貝旨、目貝ヲ純硫酸卜混合シ熾熱スル時ハ炭酸「。－ルヲキシ
ーデ」及上水ノ一一一ツヲ得ル則チ○国四画○一Ⅱ○○＋○○鴎十四噸○ナリ此時ニハ炭酸「コールヲ
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」
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可シ凡ソ硫酸ハ水卜能ク混和スル故二直二蔭酸ノ水ヲ吸収シ以テ其酸ヲ分析スルナリ」
ム
［性質］「コールヲキシーデ」ハ無色元臭一一シテ固定瓦斯ナリ其異重ハ○・①＄一一シテ殆ン
卜水中一一溶解セス之レ甚キ毒物ナリ木炭ヲ焚テ室内ヲ温ル時数々窒息等ノ不幸ヲ生ス之レ全
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「
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ヲ
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」
ノ
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炭酸トナル若ショールヲキシーデ」卜「網カリュムヒドロヲキシーデ」ト混和シ密蓋壷中
一一入し熾熱スル時ハ蟻酸塩即チ詞カリュムホロマート」ヲ形為ス其符号【四○＋○○Ⅱ
炭■○．園ナリ故二蟻酸卜硫酸ヲ混ショールヲキシーデ」ヲ製シ得ベシ」蟻酸ハ動物ヲ以テ
製造シ得へシ舎密上一一於テ人エヲ以テ此酸ヲ造り得ル
「コールヲキシーデ」ノ成分ヲ「ヲジヲメートル」中一一於テ越幾ヲ以テ燃シ定ムル事ヲ得ル
然ル時ハ｜｜容ノ「コールヲキシーデ」卜｜容ノ酸素ヲ以テ｜｜容ノ炭酸ヲ造ルナリ故一一一容ノ
炭酸一容ノ酸素ヲ含ムト定〆為ス時ハ｜容ノヨールオキシーデ」ハ半容ノ酸素ヲ含有セス
ンハ非ス〈「アトーム」条ヲ参考スヘシ〉故一一二十八重即チ｜｜容ノ「コールヲキシーデ」ハ
十
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ノ
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ノ
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素
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リ
此瓦斯ハ屡々石炭坑一一於テ得ル故一一此ヲ坑瓦斯くメーレ〉卜云フ而シテ此瓦斯ハ植物ノ遅慢
一一腐敗シ大気ノ通路ナキ時一一生スルナリ故二此瓦斯ハ泥沢中及上副瀦溜水中一一発ス又或ル所
［炭素水素ノ抱合］
此抱合ハ最モ多ク或ハ固体ヲ為シ或ハ流体ヲ為シ或ハ気体ヲ為ス炭素水素酸素卜抱合スル事
尚ホ多シ又炭素水素酸素窒素ノ抱合モ多シ此以上ノ抱合物ハ多分動植二物一一現在ス故二有機
抱
合
物
ノ
名
ア
リ
［其一］富の弓望宣曽①吊叶・命Ⅱ言・の国の遅の
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此瓦斯二重炭水素瓦斯ノ名アリ異重ハ。．①①霊ナリ而有機体ノ乾燥分析二由テ発生ス
［製法］十一分ノ副亜示箇児五分ノ強硫酸ヲ混シテ熾熱スル時ハ清浄ナルニチレー子」ヲ
得ル其符号Ｐ出るⅡｏ騨四今十四唾○ナリ〈硫酸ハ水ヲ吸収スル為ノ用ナリ〉
［性質］無色ノ瓦斯ニシテ「エＩテル」ノ臭気アリ之ヲ燃ス時ハ強ク光輝ヲ発ス零点以下百
十度一一於テ流体トナル此瓦斯ノ｜容卜大気十五容〈即チＯ’一一容〉ヲ梶シ火ヲ点スル時ハ劇ク
符
号
Ｃ
国
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瓦
斯
ハ
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色
ニ
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テ
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ル
ヤ
光
輝
強
シ
ト
錐
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悪
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リ
［第一製造法］硫炭素及上硫水素ノ混合岬
⑫○回十○ｍ唖十四四配Ⅱ吟○巨鱈の＋○四今ナリ
［第二清浄製造法］清浄泥沢瓦斯ハ酪酸曹達卜腐蝕曹達ヲ混シ熾熱スル時一一得可シ
［泥沢瓦斯性質］無色無臭ノ瓦斯ニシテ之ヲ燃ス時ハ青色ニシテ発光弱シ若シ｜容ノＣＨ４
卜十容ノ大気（即チニ容ノ酸素）卜混合シ火ヲ点スル時ハ直二破裂ス
リシ
ヘー
［甘く｜一口
少の計丘邑のロの○閉
符
号
Ｃ国』
［拭く二］
し＄ご］のロの
一一在テハ地中ヨリ噴出ス仮令ハ「亜バキウ」〈地名〉ノー所及上「カスピス」海一一於ルカ如
ソ〈カスピス海二在リテハ人弱発火児ヲカザセハ焚焼ス故一一已一一千年来士人之ヲ神火卜云へ
硫炭素及上硫水素ノ混合物ヲ熾熱ダル銅器中一一通スル時ハ此瓦斯ヲ得ルー
○匡①ぐ・目〕のロ后四の〈造油瓦斯〉
5４５３ 5２
国四斤ｐアゼルバイジャンの
首
都マッ
チ
ア
ル
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［焔ノ性質］国、のロの。冨二の巨曰の円１ｍ目
焔ハ可燃気体ノ舎密作用一一由テ強ク温熱シ終二焔ヲ発スル者ナリ〈舎密作用ハ必ス温ヲ発ス
ルヲ常トス時トシテ甚キ熱度ヲ起ス事アリ〉仮令ハ水素ヲ酸素中ニテ燃ス時ハ焔ヲ発ス之レ
則チ水素卜酸素ノ抱合一一他ナラス」焔ノ温度ハ物体一一従テ大一一差異アリ其発光ノ強弱一一関セ
ス仮令ハ「カナル」瓦斯ノ焔ハ其発光甚夕弱クシテ日中ハ殆ン卜見認〆難シ然しドモ其温度
ハ能ク鉄ヲ燃シ白金ヲ熔解シ得ルナリ」焔ノ光輝ハ其中二存スル固形分子命ハステリハー
メン〉ノ白熾スルーー由ルナリ仮令ハ水素瓦斯焔ハ殆ン卜光輝ヲ見サレドモ其中二加示基ノ｜
片ヲ容ル時ハ強キ光リヲ発ス」燐ノ焔ハ強キ光リヲ発シテ燃エ之レ其焔中一一存スル燐酸固形
破
裂
ス
」
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シ
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瓦
斯
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」
瓦
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ハ
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為
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之
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少の曽望］の①■＆］○局匙①卜云
此瓦斯ハ石炭ヲ乾鰡シテ得ル者ナリ又稀ニハ木材ヲ以スル事アリ
［製法］石炭ヲ鉄ノロトルト」中一一入し熾熱スレハ種々ノ揮発抱合物発生ス則チ光輝瓦斯
「テール」水亜謨尼亜幾ナリ」「テール」ハ特一一種々ノ炭水素ノ混合物ナリ光輝瓦斯ハ種々
ノ瓦斯ヨリ成ル其大成分ハ詞スワーフルコールワートルストフ瓦斯及上其他二個ノヨー
ルワートルストフェン」〈即チ炭水素抱合物也〉ナリ（Ｐ国。）（Ｃ出歯）
以上三瓦斯ハ皆ナ強キ光輝アル焔ヲ発シ燃ルナリ尚此他光炭水素瓦斯〈即チ「メチー子」ナ
リ〉及上水素ヨールヲキシーデ」「アセチレー子」炭酸硫水素瓦斯硫炭素瓦斯存在ス
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其
四
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硫炭素水素瓦斯
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不
明
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若シ焔上一一鉱属ノ網ヲ置時ハ其網ヲ通過シ上昇スル事ナシ〈之し冷温一一関セス銅等ハ善ク温
ヲ導ケハナリ〉然しドモ可燃気体ハ網ヲ通シテ昇ル者ナリ〈之し上ヨリ火ヲ点シテ以テ之ヲ
知ル〉故二石炭坑中等ニハ燭火一一鉱属網ヲ囲包セルヲ
法トス」、デーフェ氏以上ノ理一一依テ坑夫ノ提灯ヲ発明
＃肛伽梛沙ＨⅡⅡⅡⅡ
セ
シ
是
其
周
囲
銅
ノ
細
網
ヲ
以
覆
上
上
方
ニ
ハ
鉤
ア
リ
テ
自
由
一
一
懸垂ヲ得ル此提灯ニテ破裂瓦斯中一一来ルモ其焔外洩セサ
レハ憂ナシ只其提灯内一一些少作鳴ヲ間ク而已又団吹火筒
体ナレハナリ」硫ノ焔ハ強キ光ヲ有セス之レ其焔中二存スル界スワーフルヲキシーデ」気
状体ナレハナリ」重炭水素瓦斯ハ軽炭水素瓦斯ヨリモ強キ光ヲ発ス之レ重炭水素瓦斯ハ多量
ノ炭素ヲ含有スルカ故一一長ク其炭焔中一一存スレハナリ」蝋燭及上其他ノ焔ノ光輝ノ多少ハ以
上ノ理二同シ仮令ハ蝋燭ノ焔ハ三層ヨリ成ル其内層ハ暗黒色氷柱状ナリ之レ其蝋燭ノ物質熔
解シ気体二変スル部ナリ故一一此層中ニハ物体燃ル事無シ中層ハ光輝アル氷柱状ナリ之レ内層
ヨリ発スル炭素ハ外気ノ酸素ヲ纒二引キ舎密作用ヲ為シ白熾トナル者ナリ其外層ハ同ク氷柱
状ニシテ光輝少シ之レ其炭素ハ外気ノ酸素卜抱合シ炭酸瓦斯ヲ為セル者ナリ〈之し気体分子
トナル故一一光少シ〉又其中層ノ焔ヲ奪酸焔〈顕レヂュクシーフラム〉卜名付く「レジュクシ
ー」ハ酸化ノ反対ナリ〉如何トナレハ若シ其層中一一酸化鉱属ヲ容ル、時ハ其酸素ヲ失上生鉱
トナル可シ其内層及上外層ヲ酸化焔〈認ヲキシダシーフラム〉卜云フ若シ其層中一一生鉱ヲ容
ルレハ酸化鉱属卜為ル〈若其中層二呼気ヲ吹与へ硝子ヲ触シムル時ニハ其硝子ヲ屈曲セシメ
或ハ切ル事ヲ得ル〉○蝋燭ノ心ハ甚大ナルベカラス若大ナレハ其□白熾ナラスシテ外層トト
モ
ニ
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ノ
酸
素
卜
抱
合
シ
光
輝
少
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
〉
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二酸化硫黄
】忌日埠昌厨二四日・還元焔
（旨旨旨一愚１回日》酸化焔
□四目（屋忌）安全燈の発明者
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明
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チ毎○○哩十亭十』ｏⅡ四門○三＋⑭○○ナリ此「カリュムシャーーーデ」ヲ多量二製センニハ
窒素含有々機体即チ馬瓜腐敗皮革等ヲ腐蝕剥篤亜私卜混シ熾熱ス此「カリュムシアニ－デ」
ヲ以テ舎密上一一於テ種々緊要ナル抱合物ヲ製シ得へシ仮令ハ青酸「地へルレンスブローウ」
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エｃｎｍ立十エ、のⅡエロの＋い○ヱエ
ナリ無水青酸ハ無色ニシテ甚夕揮発ナル流体ナリ其香気ハ斫老利児結示斯水ノ如シ之し廿六
度一一於テ沸騰シ零点以下十五度一一於テ氷トナル之レ至極ノ毒薬ナリ若シ之ヲ強ク吸入スル時
ハ銘ル〈飲テ有毒ナルハ一一一一ロヲ俟タス〉故一一此物ヲ舎密局一一於テ製スル時ハ最モ注意ス可シ
ヲ発シ炭酸卜窒素一一分析ス
ト
」
卜
無
水
青
酸
ヲ
得
ル
即
チ
「クヰッキシアニートヲ熾熱スル時ハ求卜「町シアーン」ノニヲ得ル」夫レ「シヤーン」
ハ無色瓦斯ニシテ其香気ハ青酸ノ如シ之し亦夕青酸ノ如ク大毒ナリ此瓦斯ノ焚焼スルヤ紫焔
以上論スル四元素ハ舎密上枢要物ナリ動植二物ハ殊二此四元素ノ抱合ヲ基トス若シ此
十
四ツノ者ヲ除ケハ他二残留スル元素殆卜元キー似タリ故二医学ヲ学ハント欲スル徒
モ
之
ヲ
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夫「ホロール」ハ宇宙間一一必鉱属卜抱合シ現在ス就中「ナトリュム」卜抱合シ「ホロールナ
トリュム」〈即食塩〉トナリ現在ス
［製法］「ホロール」ヲ製セント欲セハ１日目、四目ｓ・ニロのⅡ切目旨切←の①ロ〈褐石〉卜食塩ヲ
同量一一混シ一一分ノ硫酸一一分ノ水ヲ混セシ者ノ中二入徐々一一熾熱スル時ハ硫酸「マンハーーシュ
ム」硫酸曹達及水ハ「レトルト」中一一残留シ「ホロール」ハ遊離シ受器中一一来ル
函ｚ四○］＋宮口○国十画国噌のＰⅡ図。］＋ｚ晋の○摩＋函国噂◎
夫「ホロール」ハ緑色ヲ帯ダル黄色２ハスニシテ強キ刺戟臭ヲ有ス若シ些少ノ「ホロール」
空中二散在スル時ハ咳嗽ヲ起サシム若シ「ホローとヲ大量二吸入スル時ハ肺倣衝及喀血ヲ
起シ終一一死二至ル「ホロール」ノ異重ハ函・急ナリ〈但シ空気卜比格セル者ナリ〉「ホロー
ル」ハ通常温度一一於テ五「アトモスヘール」ノ圧力ヲ以圧スル時ハ黄色流体トナル「ホロー
ルハス」ヲ固形体ニナス事能ハス｜容ノ水温度十五度一一於テ能一一容余ノ「ホロ１ル」ヲ溶解
「ホロールハス」ハ硝子器底或ハ温水ノ上面ニテ受得ルト錐モ水銀面一一於テハ受取ル事能ハ
ス如何トナレハ「ホロール」ハ水銀卜抱合スル故ナリ
銅箔ハ「ホロールハス」中ニテ燃エ「３コーペルホロリート」ヲ形成ス又「アンチモニュ
ム」末及「アルセニッキ」末モ「ホロール」中一一於テ火焔ヲ放シ燃へ「４アンチモニュムホ
ロリート」及「５アルセニキュムホロリート」ヲ形成ス燐ハ「ホロール」中一一於テ火焔ヲ発
シ燃ル〈即チマホスホルホロリート」ヲ形成ろ
ス
６５４３２１二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
，
三
■
Ｐ
ハ
ス
Ⅱ
ガ
ス
塩化銅，○口○庁
塩化アンチモン，淫○一嘗
三塩化ヒ素，」宙○一』
一一一塩化リン，㈲ロ塵
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若シ茜根（血三の①胃四ｓ）或藍（旨Ｓｍ・）ニテ染メシ布片ヲ塩素中二投入スル時ハ其色変スル
事無シ然しドモ其布片ヲ濡シ以テ塩素中一一再上投入スル時ハ直チーー変色ス之レ塩素其布一一含
ム水中ノ水素卜抱合シ酸素ヲ遊離セシム此酸素ノ作用一一依テ燃ルナリ然ルー雰囲気中ノ酸素
ノ
作
用
ノ
徐
々
ナ
ル
ハ
同
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タ
ー
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ス
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ー
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ン
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」
ナ
ラ
サ
ル
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硝酸中二銅ノ｜片或ハ藍染物ノ｜片ヲ投入スルニ赤煙ヲ発シ及変色セシモ之レト同
理ナリ塩素ハ物ヲシテ脱色セシムル事能ハス只之レ水素卜抱合シ酸素ヲ遊離ス其遊
離酸素強キ作用ヲ起シ其色ヲ牽去スルナリ安二疑アリ空気中ノ酸素ハ即チ遊離酸素
ナリ然ルー其作用ノ箸シカラサルハ何ソヤ之レ原ヨリ作用ナキニ非ス只甚夕徐緩ナ
リ若シ有色物ヲ屡々水一一浸シ之ヲ空気二晒ス時ハ終二其色脱スヘシ之一一依テ其作用
ヲ有スル事ヲ知ル可シ且シ既二遊離シテ時ヲ移セシ者ハ一塊ノ元素「モルキュレ」
ヲ形成ス此元素「モリキュレ」ノ作用ハ其元素「モリキュレ」トナラサル以前ノ者
塩素ハ水素卜大ヒナル新和力（親和力）ヲ有ス若シ塩素卜水素ヲ同量混スル時ハマホロー
ルカナルハス」ヲ形成ス此瓦斯ヲ火或ハ日光二触シムル時ハ大破裂ヲ起ご「８ホロールワー
トル」〈「ホロール」ノ水中二溶解シタル者〉ハ黄色ヲ帯レドモ之ヲ日光一一晒ス時ハ其黄色消
亡ス如何トナレハ塩素ハ水素卜大ナル親和カヲ有スルヲ以其水ノ水素卜抱合シコホロール
ワートルストフシュール」ヲ形成シ酸素ヲ離遊セシムルカ故ナリ
若シ「テルペンテーン油ヲ以紙ヲ浸シ塩素中一一投入スル時ハ黒焔ヲ発シテ焚焼ス又夕燃ダル
蝋燭ヲ塩素中一一投スル時ハ其火焔消滅セサレドモ黒色トナリ多量ノ煤ヲ生ス此二筒ノ試検ハ
只塩素水素卜抱合シ炭酸ヲ遊離セシムル也」
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以上ノ試検一一依テ元素ハ其抱合物ヨリ新一一遊離セシ瞬間時ハ強キ舎密作用ヲナスノ例叶フヘ
シ其遊離セシ瞬時問ヲ切言三ｍ目の。①口・のト云う以上ノ理ハ元素ノ極小部集合シ｜兀素「モリ
キュレ」トナル〈元素「モルキュレ」ハ同一ノ「アトーム」ヨリ成ル者ニシテ舎密上「モリ
キュレ」ハ不同「アトーム」ヨリ成ル〉」若シ元素抱合物ヨリ遊離サル、時ハ其極小部互二
集合シテ「モリキュレ」トナル然しドモ如シ遊離スルト同時一一其極小部他ノ舎密作用ヲナシ
得ヘキ物体存スル時ハ元素「モリキュレ」ヲ形成スルニ至ラスシテ直チニ之卜抱合ス故二其
元素「モリキュレ」一一抱合セサル「アトーム」ハ既一一集合セシ「アトーム」ヨリモ強キ作用
ヲ為ス可シ是し元素「モルキュレ」ヲ以テ他物卜抱合セシメント欲セハ先シ其「モリキュ
と
ヲ
各
個
ノ
「
ア
ト
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ム
」
一
一
分
析
ス
レ
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遊離元素ノ未夕「モリキュレ」ニナラサル者ハ其「アトーム」粒々一一正列ス此時他ノ抱合ス
塩素ハ色素ヲ皿分析スルカ如夕又能夕有機性ノ香気ヲ皿分析ス故二塩素ヲ以テ有害臭気ノ
瓦
斯
ヲ
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分
析
ス
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分
析
ス
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図
1４ １３ 1２
・・・点は遊離した原子
（遊離元素）を示している。
下
図
は
原
子
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集
合
し
て
分
子
を
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し
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る
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と
を
示
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素
分
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子
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じ
（
同
じ
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数
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に□＋ｎＵの臼Ⅱ山〕十三Ｊの２
○塩酸ハ無色瓦斯ニシテ其味ハ強酸ナリ而シテ順青色試検紙ヲ赤色二変ス若シ湿気ヲ帯フル
空気二触ル時ハ霧ヲ発ス之レ空気中ノ水蒸気卜抱合スル者ナリ〈故二乾燥空気中二於テハ発
露少シ〉其異重ハ］画宅ナリ｜容ノ水十五度ノ温二於テハ四百五十四容ノ「ホロールワー
トルストフ」瓦斯ヲ溶解ス此溶解液ハ強酸ニシテ発煙流動体ナリ之ヲ塩酸卜名ク而其異重ハ
】・臣ナリ○強塩酸ヲ熾熱スル時ハ其初メハ只「ホロールワートルストフ」瓦斯ノミ遊離シ
爾后多ク水ヲ含ンダル酸ヲ遊離ス其沸騰点漸々上昇シ百十度二至ル此度二於テｇ・層プロセ
ントノ「ホロールワートルストフ」ヲ含ンダル酸ヲ遊離ス此怯ヲ以テ塩酸ノ強弱ヲ計り知ル
○塩素卜水素ノ抱合この昌冒＆口、のロぐ目○圧］○・門のロ三二①門の一・用
ｏけ］・日剴皀の局の←・虎・崗国】号○ｏｚ・目」の
符
号
国
。
］
モ
リ
キ
ュ
レ
量
霊
・
ロ
異
重
』
⑪
・
誤
塩素ハ水素卜只一ノ抱合ヲ為スノミ若シ塩素卜水素卜混合シ之ヲ暗室一一貯フル時ハ舎密抱合
ヲ為サス然しドモ之ヲ日光一一旧晒ス時ハ破裂ヲ起シテ舎密抱合ヲ為ス其混合セシ時ノ容モ舎
密抱合ヲ為セシ后チノ容モ変スル事無シ是即チ水素ノー元素「モリキュレ」卜塩素ノー元素
「モリキュレ」卜抱合シニ「モレキュレ」ノ「ホロールワートルストオフ」ヲ形成スル者ナ
リ
ｍ－Ｕ＋垂ＵⅡ、｜Ｕ＋ｍ－Ｕ
［製法］
食塩一一硫酸ヲ注キ熾熱スル時ハ硫酸曹達及「ホロールワートルストフ」ヲ得ル
1６１５
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す
リ
ト
マ
ス
試
験
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へシ」塩酸ハ唯「ホロールワートルストフ」瓦斯ノ水中二溶解シタル者ニシテ舎密作用ヲ為
サ、ル者ナリ○曹達製造所一一於テハ側ラ多量ノ塩酸ヲ製シ得ル〈西洋製造所二於テハ｜品ヲ
製造スルニ傍ラ他品ヲモ製造セリ故一一其価下直ナリ○英国ノ製造処一一於テハ一週間一一ｍ百万
ボンＦノ塩酸ヲ製造スト〉
塩酸一一テ塩素ヲ製シ得ル即チ塩酸ヲ「旭マンハン」上一一注ク時ハ「マンハンホロリーデ」及
塩素ヲ得ル○若シ「旧ハルハニセバッテレー」ノ両極ヲ塩酸中二挿入スル時ハ其塩酸ハ同容
ノ塩素ト水素一一分析サル但シ其両極ニハ鉱属ヲ用へスシテ炭ヲ用ユ可シ此ノ如クシテ得ダル
瓦斯ヲ再上混合シ之ヲ「、オジヲメートリセ」管一一入し日光一一曝ス時ハ其瓦斯破裂ス可シ而
后其管ノ下ロヲ水中二投入スル時ハ水其管中一一充満ス可シ之一一由テ塩酸ハ｜容ノ塩素卜｜容
ノ水素ヨリ成ル事確然タリ○純粋ノ金及白金或云メタールシュルフィーデ」ハ塩酸及硝酸
中二溶解セスト錐モ塩酸ト硝酸ヲ混合シ其液中二投スル時ハ能ク溶解ス此混合液ヲ王水「理
コーニンクスワートル」ト云う之し他ナシ金属中ノ王ダル者即チ金及白金等ヲ能ク溶解スル
故ナリ此王水能ク金属ヲ溶解スル以所ハ塩酸中ノ水素ト硝酸中ノ酸素ト抱合シ「ホロール」
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［製法］塩素瓦斯ヲ酸化水銀〈クイッキシルフヲキシーデ〉上一一輸入スル時ハ「クイッキホ
ロリーデ」及「ホロールモノヲキシーデ」ヲ得ル四ｍ。＋四○岸ⅡＯＦｏ＋国、Ｏ庁
2２２１２０１９１８１７
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ン
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若シ塩素瓦斯ヲ腐蝕剥多亜斯ノ強キ溶解液ノ温ナル中一一送入スル時ハ「率ホロールシュール
ポ
ッ
タ
ー
サ
ー
」
及
云
ポ
ッ
タ
ー
シ
ュ
ム
ホ
ロ
リ
ー
ト
」
ヲ
得
ル
の【○国十のｏ］Ⅱ⑨【ｏ］＋【白○騨十山国瞳◎
若シ此「ホロールシュールポッターサ」ノ溶解液中一一「配キーセルフリヲルワートルストフ
ハス」ヲ送入スルトキハ「躯キーセルフリヲルカリュム」〈是し水中二溶解セサル者ナリ〉
及上「ホロ１ルシュール」〈之し水中一一溶解スル者也〉ヲ得ル」若シ今器底一一沈降セル「キ
１セルフリュヲールカリュム」ヲ除キ而后除々一一熾熱シ蒸発セシムル時ハ純粋ノ「ホロール
シュール」ヲ得ル是レ”舎利別状躰ナリ其「ホリュミュレ」
国
肱
］
甸
庁
十
国
【
ｏ
］
ｏ
蜜
Ⅱ
用
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、
」
国
辱
十
⑭
四
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［性質］「ホロールモノヲキシーデ」ハ黄色瓦斯ニシテ塩素臭ヲ有ス之ヲ放冷スレハ茶褐
色流動体トナル」「ホロールモノヲキシーデ」ハ速力一一自カラ破裂シ塩素卜酸素ノー一体トナ
ル故一一最モ貯上難キ者ナリ」塩素ヲ此瓦斯二触合セシムル時ハ之ヲ分析シテ塩素ヲ遊離ス故
一一「ホロールカルキ」ヨリ「ホロールモノヲキシーデ」ヲ分析セント欲セハ塩酸ヲ用１可カ
ラス然しドモ物体ヲ白潔一一瀦曝サント欲セハ以上ノ理二従フテ為ス可シ其晒サント欲スル物
体ヲ先シ「ホロールカルキ」ノ溶解液中一一入し爾后稀薄塩酸中二投ス可シ之二依テ遊離サレ
タル塩素ハ其物体ノ全繊維中二来リ以直チニ其体ヲ白色即チ脱色セシム之レ塩素ハ色素ヲ分
析
ス
ル
性
ヲ
有
ス
ル
故
ナ
リ
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［製法］若シ強硫酸ノ極冷ノモノニ「躯ホロラスポッターサー」ヲ滴状二注ク時ハ「ホロー
ルテートルヲキシーデ」ハ暗黄色瓦斯トナリテ其液中ヨリ発生ス此瓦斯ヲ放冷スル時ハ赤茶
褐色流躰トナル此瓦斯ハ「ホロール」臭ヲ有シ尤トモ危険ノ瓦斯ナリ是レ速力一一大破裂ヲ発
［其三］○け］・・耳目○二二の
符
号
○
庁
Ｐ
モ
ル
キ
ュ
レ
重
百
十
九
［製法］若シ「カリュムホロラート」ヲ硝酸及上「、アルセニキュムトリオキシーデ」或ハ
薦糖ヲ混シ之ヲ熾熱スル時ハ「ホロールトリヲキシーデ」コサルペートルシュールポッタ
ーサー」及「鋼アルセーーキュムテートルヲキシーデ」ノ一一一体ヲ得ル其ホリュミュレ
図【○］。“＋四国ｚ○閨＋少の乙璽ⅡＳ○国十画【ｚ○函十四国缶の。《
〈訓此功積ノ酸素一一容増加ス是レ此種ハ容易ク酸素ヲ引クノ性アリ故一一其術中一一於テ気中
ノ
酸
素
ヲ
引
ク
モ
ノ
ナ
リ
ト
ろ
「ホロールトリヲキシーデ」ハ帯緑黄色瓦斯ニシテ水中一一溶解シ強キ酸化性ヲ有ス且シ此瓦
斯
ハ
毎
常
詞
ホ
ロ
リ
フ
シ
ュ
ー
ル
」
ヲ
含
有
シ
純
粋
ノ
モ
ノ
ヲ
得
ル
能
ハ
ス
ス
レ
ハ
ナ
リ
［其四］ｏ匡・・耳の言。ご」の
「ホロールシュール」ハ四十度ノ温二於テ自ラ分析シ強キ酸化性ヲ有ス若シ和紙硫及燐ヲ
「ホロールシュール」中一一投スル時ハ自ラ焔ヲ発シテ焚燃ス
符
号
○
］
ら
←
3６３５ 3４ 3３３２３１ 3０
紙
硫
，
紙
に
溶
融
し
た
硫
黄
を
付
け
た
も
の
？
三
酸
化
ヒ
素
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
この記述は間違い，砒酸が
生成物である。
右
の
反
応
式
で
は
反
応
生
成
物
の酸素数が二原子多くなっ
て
い
る
。
こ
の
説
明
と
し
て
の
記述である。
塩化水素，
【ＯＳ塵》塩素酸カリウム
反応式哩四○ｓ色Ⅱ
圃○」○噸十国○］Ｐ＋津。
5８
○
躯
「
ホ
ロ
ー
ル
」
卜
窒
素
ノ
抱
合
此
抱
合
ノ
模
様
及
其
モ
リ
キ
ュ
レ
重
ハ
未
夕
詳
ナ
ラ
ス
若シ多量ノ「ホロール」ヲ「アムモニアキ」溶液中一一輸入スル時ハ濃重油状ノ滴粒ヲ形成ス
若シ此液一一此一一少触ル、時ハ直チニ大破裂ヲ起ス故一一是し尤トモ危険ノモノタリ是二依テ此製
造
法
モ
亦
夕
甚
夕
危
険
ナ
ル
カ
故
一
一
其
ホ
リ
ュ
ミ
ュ
レ
未
夕
詳
ナ
ラ
ス
［其五］旧の月庁］○○愚色目円師○馬◎ぐ①目庁」。。§ロロ局
符
号
四
○
ｓ
《
モ
リ
キ
ュ
レ
重
』
Ｓ
・
ロ
［
製
法
］
若
シ
「
ホ
ロ
ー
ル
シ
ュ
ー
ル
」
ノ
溶
液
ヲ
煮
ル
時
ハ
「
ヲ
１
フ
ル
ホ
ロ
ー
ル
シ
ュ
ー
ル
」
水
「
ホ
ロ
ー
ル
」
及
酸
素
ヲ
得
ル
其
ホ
リ
ュ
ミ
ュ
レ
⑭
■
ｓ
ｏ
璽
Ⅱ
■
白
○
』
＋
国
函
。
＋
○
庁
十
画
○
噌
此純粋ノ者一一於テハ無色ノ流体ニシテ空気中ニ在テ強キ煙ヲ発ス而シテ強キ酸化性ヲ有スル
者ニシテ若シ紙或ハ木一回之一一触ル、時ハ直チニ焔ヲ発シテ焚燃ス若シ又此液ヲ木炭上二点
滴スル時ハ破裂ヲ為シ又皮膚上一一点滴スル時ハ尤モ危険ノ創傷ヲ生ス若シ又此液ヲ熾熱シ或
ハ
暫
時
之
ヲ
貯
フ
ル
時
ハ
自
ラ
破
裂
ス
○
ホ
ロ
ー
ル
炭
素
ノ
抱
合
此抱合ハ有機舎密抱合一一属ス后一一詳論スヘシ
3８３７
過
塩
素
酸
塩
化
窒
素
三
口
餡
5９
符号団局醇○・日ｍの菖喫⑭○口】四旨①匙ぐ：』の局＆自己のＣ〈蒸気稠密〉
（頭注）【化学入門一一曰ク１蒲魯密烏母ハ臭気鼻ヲ僕シ蓋シ此名２蒲魯謨斯（臭気）卜
云
ヘ
ル
語
ヨ
リ
転
シ
来
レ
ル
者
也
】
「ブローム」ハ舎密上一一於テ尤トモ「ホロール」一一類似スル者ナリ是レ「ナトリュムブロミ
ーデ」或ハ「マグ子シユムブロミーデ」トナリ海水中及「３Ｆ１Ｆ」海中一一存ス若シ海水ヲ
蒸発セシムル時ハ食塩ハ結晶ス若シ此食塩ヲ除夕時ハ其器底一一「ナトリュムブロミーデ」及
「マグ子シユムブロミーデ」ハ他物卜混合シ４日・のｇの円］。。ｍ状トナリテ残留ス此混合物一一褐
石（プロインステーン）及硫酸ヲ加へ之ヲ熾熱スレハ「ブローム」赤褐色煙トナリテ遊離ス
此煙ヲ放冷スレハ流体トナル此液ハ六十三度一一於テ沸騰シ零已下一一十二度一一於テ氷トナル○
「ブローム」ハ甚夕揮発体ニシテ其煙眼中或ハ皮層ヲ強ク刺戟ス○’’’十容ノ水中ニハー容ノ
ブ
ロ
ミ
ュ
ム
」
溶
解
ス
此
溶
解
液
ハ
酸
化
性
ヲ
有
シ
且
シ
物
質
ヲ
白
色
ト
ナ
ス
然
し
ド
モ
其
力
「
ホ
ロ
ー
ル」ヨリハ弱シ○ブロミュム」ハ甚夕臭気ヲ有ス故一一之ヲ「ブロミュム」即臭素（５スチン
ケ
ン
デ
ス
ト
フ
）
卜
名
ツ
ク
○「ブロームワートルストフ」ハ無色気状体ニシテ甚夕「ホロールワートルストフハス」一一
○国８．日ョｇ①局の言閖
符
号
出
国
局
モ
リ
キ
ュ
レ
重
八
十
一
稠
密
さ
回
［
製
法
］
若
シ
燐
及
「
ブ
ロ
ー
ム
」
ヲ
水
中
一
一
混
入
ス
ル
時
ハ
強
キ
舎
密
作
用
ヲ
発
シ
燐
酸
及
「
ブ
ロ
ー
ム
○第六切門・目一目Ｐ・由団局○・日
［
製
法
］
若
シ
燐
及
「
プ
ロ
ワ
ー
ト
ル
ス
ト
フ
」
ト
ナ
ル
５ ４３２１
プ
ロ
ミ
ウ
ム
ブ
ロ
ム
ス
不
明
三百の』のＮⅡご［。叶匠の原
］ＳｍⅡ」四口、の灰汁
の威口屍①ロ冒言強悪臭の素
６０
［
製
法
］
酸
化
水
銀
ヲ
「
プ
ロ
１
ム
」
ノ
溶
解
水
中
一
一
混
合
ス
レ
ハ
「
ヲ
ン
ド
ル
ブ
ロ
ー
ミ
フ
シ
ュ
ー
ル」ノ水二溶解シタル者ヲ得ル若シ此液ヲ蒸発セシムル時ハ直チニ分析ス故一一蒸発セシムル
事能ワス〈是し温ヲ得レハ直チニ分析ス故一一冷ヲ以蒸発セシムル法一一由ルヘシ〉其「ホリュ
ミュレ」四ｍ○＋団層十国⑬。Ⅱ国、国属十国団局○国
此
液
ハ
「
ホ
ロ
ー
ル
」
及
上
「
ブ
ロ
ミ
ュ
ム
」
ノ
如
ク
酸
化
性
ヲ
有
シ
且
シ
物
質
ヲ
白
色
ト
ナ
ス
符
号
出国肩○饅
［製法］「ブローム」ハ「８カリュムローフ」卜抱合シテ「カリュムブロミーデ」及上「カ
リ
ュ
ム
ブ
ロ
マ
ー
ト
」
ヲ
形
成
ス
此
コ
カ
リ
ュ
ム
ブ
ロ
マ
ー
ト
」
一
一
「
キ
ー
セ
ル
フ
リ
ュ
ヲ
ー
ル
ワ
ー
ト
ルストフハス」ヲ触レシムル時ハ「ブロームシュール」ヲ形成ス是レ「ホロールシューと
○酸化蒲羅密母○二日円の】】ぐ自切用○日目目
○］】』①届ず門。□目、図邑巳肩
６
類似ス而零以下七十五度ノ冷一一逢う時ハ流体トナル」「ブロームワートルストフ」ヲ強ク水
中一一溶解セシムレハ其溶液煙ヲ発シ且シ強酸ニシテ腐蝕性ヲ有ス」「ホロールハス」ヲ以テ
「
ブ
ロ
ー
ム
ワ
ー
ト
ル
ス
ト
ご
ヲ
分
析
ス
レ
ハ
「
ブ
ロ
ー
ム
」
ヲ
遊
離
ス
リ
ュ
ム
ブ
ロ
マ
ー
卜
」
ルストフハス」ヲ針
ノ
造
法
卜
同
一
ナ
リ
団局。。□曰国ご戸皀
７
符
号
四
国
局
。
９８７６
吹
亜
し
ゅ
う
素
酸
臭
素
酸
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
【
因
る
寧
十
毎
匹
罰
Ⅱ
毎ｍ葛の＋函四ｍ局○轡
6１
○
「
ブ
ロ
ー
ム
」
卜
窒
素
ノ
抱
合
此抱合ハ舎密上一一於テハ「ホロール」卜窒素ノ抱合一一同シ
第
七
沃
陳
』
・
ｓ
ｐ
Ｂ
○
ｍ
』
。
。
』
符号』皀・・曰、の三四‐』ヨ＆巴旨の昼ぐ目ｇの局＆已己２】弓
沃陳ハ鉱属卜抱合シ海水中又或泉中一一存シ準レニハ鉱石中一一存在ス〈又夕「ウヰール」草類
ハ海水中ノ「ヨヂュム」ヲ自己一一引キ之ヲ其体中一一有ス〉
（頭注）【仏字入門ニョリ沃陳ハ其色菫花ノ如シ此名沃埋期（菫色也卜云う語ヨリ転シ来ル】
［製法］「ヨヂュム」ハウヰール灰即「ケルプ」ヨリ得ル即３】【のほヲ水中一一溶解セシメ之
ヲ除々一一蒸発セシムル時ハ硫酸塩及「ホロール」塩等ノ如キ溶解シ難キ質ハ先シ結晶スヘシ
而シテ其器ノ底面一一残留スル混合物ハ「ナトリュムョヂーテ」及「マク子シュムョヂーデ」
ヲ含ム此混合物ヲ硫酸及褐石ヲ混シ熾熱スレハ純粋ヨヂュム」ヲ得ル
○「ヨヂュム」ハ今ヲ去ル事４六十年前佛国二於テ初メテ発明ス」沃陳ハ固形体ニシテ鉱属
様光輝ヲ有シ其結晶ハ針状或板状一一シテ殆ント灰白色〈巴：ョ〉ヲ有ス」沃陳ハ百十四度
０
。ご①届ず局○○口〕■三目１
符号出国局。』
［
製
造
法
］
「
ブ
ロ
ー
ム
」
ヲ
ロ
ー
ム
シ
ュ
ー
ル
」
ヲ
形
成
ス
丙ヲ１フルホロールシュール」中一一送入スル時ハ「ヲ１フルブ
１１１０１。の三四Ⅱ、の三・茸Ⅱ三『の樹亘．
、Ⅱ＆オランダ語の発音で
は
同
じ
音
と
な
る
た
め
に
，
ス
ペルがｇとなっている。
２口常客ロの昼Ⅱ＆呂冒の昼Ⅱ
号口巴旦
３
大
型
の
海
藻
，
４○○日二ｓの（】の旨）により発
見された。
過臭素酸
過塩素酸
6２
一一於テ溶化シ’’百度已上ノ温一一遇ヘハ紫色蒸気トナル是レ殆ン卜空気ヨリ九倍重シ」沃陳ハ
中和温二於テモ亦蒸発シ其蒸気「ホロール」様ノ臭気ヲ有ス」沃陳ハ水中二些少溶解スルモ
ノナリ其溶解液ハ物質ヲ白色ニナサス「アルコール」中一一溶解シ茶褐色ヲ呈ス又此沃陳ヲ
「ヨヂーデ」ノ溶液〈例之ハ５「ヨヂュム」加里液〉中一一投スレハ溶解シ亦茶褐色ヲ皇ス又
「ヨヂュム」ハ「６スワーフルコールストフ」及・屋・円・ず届日中一一溶解シ美麗ナル紫色ヲ呈ス
又夕「ヨヂュム」ハ澱粉卜抱合シ青色ヲ皇ス此「７レアクシー」ハ最モ鋭敏ナルモノナリ故
一一此「レアクシー」ヲ以テ至少「ヨヂュム」ヲ含有スル者二於テモ明一一其徴ヲ得へシ若シ至
極稀薄ノ「力リュムョヂーデ」溶解水中一一澱粉ヲ投スレハ変色作用ヲナサス然しドモ其内一一
「ホロール水」ヲ一二滴注ク時ハ其液直チニ青色トナル是レ源離サレタル「ヨヂュム」ノ作
用｜一成ル者ナリ若シ其青色液中一一再上多量ノ「ホロール」水ヲ注ク時ハ又夕無色液トナル是
レ「ホロール」ハヨヂューム」卜抱合シ「ホロールョヂュム」ヲ形成シ此「ホロールョヂ
ュム」ハ澱粉ヲ変色セサレハナリ若シ又其青色液ヲ熾熱スレハ無色トナル之ヲ放冷スレハ復
青色ヲ皇ス但シ其之ヲ熾熱スルヤ久シキニ過クヘカラス久シキニ過クレハ終二青色一一復セス
符
号
国
』
沃陳卜水素ノ親和力ハ沃陳卜ＯＥｏＢ旨目及「ブロミュム」トノ親和カョリハ弱シ
［製法］若シ燐卜水ヲ混シ之一一少量ノヨヂュム」ヲ加入スル時ハ「ョＩＦワートルスト
フ」ヲ得ル〈８是燐水中ノ酸素卜抱合シテ燐（酸）ヲ形成シ水素ヲ「スタチュスナーセン
ス
」
ト
ナ
シ
直
チ
ニ
「
ヨ
ヂ
ュ
ム
」
卜
抱
合
ヲ
ナ
ス
〉
］。。」ニヨ印註①門の計○虎
８７６５
ヨ
ウ
化
カ
リ
ウ
ム
ニ
硫
化
炭
素
】
活
餌
具
后
Ⅱ
忌
印
昌
目
赤
リ
ン
と
水
と
沃
素
で
ヨ
ウ
化
水素を発生させる。
6３
○
沃
陳
窒
素
ノ
抱
合
「ヨードスチッキストフ」
符
号
Ｚ
影
［製法］若シ「ヨヂュム」ヲ「９アムモニアキハス」中一一混スル時ハ其水素ノ位ヲ取り窒
素ト抱合ス其「ホリュミュレ」三国霞十望Ⅱｚ』璽十■璽若シ純粋「、ヨードスチッキスト
フ」ヲ得ン卜欲セハ先シ「ヨヂュム」ヲ「アルコール」中一一飽和セシメ而后之一一強「アンモ
ニアキ」水ヲ其三倍量ヲ注加スヘシ其「ホリュミュレ」
○「ヨード酸ハ固形体ニシテ其結晶板状ニシテ白色ヲ有ス此体百七十度ノ温一一遇ヘハ「ヨー
ドペントヲキシーデ」Ⅱ』ら廟及水Ⅱ国瞳○一一分析ス
○
○皇」のロのロ○〆望目目ぐゆ目』○ｓ目目
］。。」ロロロ門
符
号
国］○国
［製法］若シ「ヨヂュム」ノ水中二溶解シタル液中二「ホロール」ヲ送入スル時ハ「ヨー
ド
シ
ュ
ー
ル
」
ヲ
得
ル
其
「
ホリュミュレ」
』
＋
四
四
画
。
＋
⑨
白
Ⅱ
国
』
○
四
十
画
□
国
又夕温硝酸ヲ「ヨヂュム」卜混スレハ亦「ヨード」酸ヲ形成ス是レ温硝酸ノ強キ酸化性作用
「ヨードワートルストフ」ハ無色瓦斯ニシテ水一一溶解ス此瓦斯ヲ圧スレハ流体トナリ零点下
五十五度一一於テ氷トナル此溶解液ハ強酸ノ「レアヘーレン」ヲナス若シ此液ヲ空気一一触レシ
ムル時ハ白ラ分析ス故一一是し貯へ難キ者トス
又
夕
温
硝
酸
ヲ
一一由ル者ナリ」
1０９
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
三
ヨ
ウ
化
窒
素
6４
［
製
法
］
若
シ
ヲ
リ
ュ
ヲ
ー
ル
カ
ル
シ
ュ
ム
」
粉
末
卜
強
硫
酸
ヲ
混
シ
之
ヲ
暖
ム
ル
時
ハ
ヲ
リ
ュ
ヲ
ー
ルワートルストフ」無色気状体トナリテ発生シ３，５ｍ〈硫酸加児基〉ハ「レトルト」中一一残
留ス但シ其「レトルト」ハ鉛或ハ白金ヲ以テ造ルヘシ是レ「フリュヲールワートルストフハ
ス」ハ硝子ヲ腐蝕スレハナリ又此瓦斯ヲ貯フルーーハ白金或ハ黄金壷中一一入し厳一一密閉スヘシ
ヲリュヲールワートルストフハス」ハ強キ冷度一一遇ヘハ甚夕揮発性流体トナル之ヲ皮膚上
○
第
八
皀
巨
・
国
目
】
。
、
国
］
ロ
○
・
門
符
号
国
ア
ト
ー
ム
重
十
九
是レ天地間二於テ鉱属卜抱合シ殊二○口』◎旨日酉ロ○国』の‐ぐ］・の】の宮口岳Ⅱ○四国岸トナリテ現在
シ又２］【昼・ぼの弓Ⅱ②ｚ四国］＋乞甸］②トナリテ現在シ又夕此一一少ノ「フリュヲーリュム」ハ動及
植物中ニモ抱合シテ現在シ殊二因日巨」の円冨目の曰く歯ノ硝子質〉中一一存ス」純粋ノ「フリ
ュオーリュム」ヲ得ル克ハス是レ此物諸他ノ元素卜強キ親和カヲ有シ直チニ之卜抱合スレハ
ナ
リ
就
中
水
素
卜
親
和
力
強
シ
○「ヨードスチッキストフ」ハ黒色粉末ニシテ若シ固形体ヲ以テ少シク之一一触ル、時ハ強キ
破裂ヲ発シ又之ヲ貯へ置クモ自ラ破裂ス其破裂スル時ハ紫色蒸気即沃陳蒸気ヲ発ス
ト
ヱ
困
寧
十
①
』
Ⅱ
ｚ
』
箪
十
⑭
三
国
色
符
号
国
閉
門
○フリュヲールワートルストフハス」
３２１
閃光鉱石（独）四房のの富合
水晶石、。ご呂忌三四島自画
石
膏
、
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
6５
一一滴下スレハ尤トモ危険ノ腫瘍ヲ発シ又此瓦斯ヲ吸入スレハ甚夕危篤病症ヲ発ス故一一之ヲ製
造スルニ方テハ厳一一注意スヘシ
「フリュヲールワートルストフハス」ハ能ク水中一一溶解シ且水卜抱合シテ温ヲ瀧離セシム
〈硫酸ヲ水ト混スル時ハ温ヲ生ス是レ硫酸水卜抱合シ以温ヲ瀧離セシムル故ナリ此瓦斯亦之
卜一致ナリ〉此溶解液ハ強酸ノコレアヘール」ヲナス通常之ヲ「フリュヲールワートルス
トフシュール」ト名ツク此液ハ５ｍ三四℃の周・盲瓶中二貯フヘシ」「フリュヲールワートルスト
フハス」ハ硝子ヲ腐蝕ス是レ硝子中ノ閃尉の①］〈珪土〉ノ「ブリユヲール」卜抱合シ気状体
トナリテ飛散スルモノナリ此理一一因シテ西洋一一於テ此瓦斯或ハ所謂「フリュヲールワートル
ストフシュール」ヲ以テ硝子一一彫刻６口旨のロ〈エッチェン、独乙語也〉ヲ為ス其法先シ其彫
刻セント欲スル硝子器ヲ蝋ヲ以テ塗り針ヲ以テ之一一書印シ后之ヲ「フリュヲールワートルス
トフ」蒸気上一一置クヘシ但シ其准備ノ諸器ハ鉛ヲ用ユヘシ」
「フリュヲール」ノ「レアクシー」ハ先其有無ヲ知ン卜欲スル物品ヲ白金壷中一一入し之一一硫
酸ヲ注加シ以テ熾熱シ后蝋ヲ以テ塗りシ硝子板一一針ヲ以書シ之ヲ其壷上一一置キ以テ検スヘ
「
フ
リ
ュ
ヲ
ー
ル
」
卜
酸
素
ノ
抱
合
ハ
未
夕
詳
カ
ナ
ラ
ス
○「ホロリュム」「ブロミュム」「ヨヂュム」及「フリュヲーリュム」ノ四元素ハ其性質舎密
上一一於テ最そ類似スル者ナリ而他ノ｜兀素トハ左ノ徴ヲ以テ区別ス即此四元素ハ皆気状体ヲ以
テ水素卜抱合シテ強酸トナリ其抱合ハ皆一「アトーム」ヨリ成り故二此四元素ヲ。匡・・局唄・の己
卜曰フ〈フループハ群ナリ〉
シー
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○
第九硫のロぼけ貝・馬国司四ぐの］
符
号
の
アトーム重一一一十二キュウキ。 蒸気稠密一一一十一一
硫ハ最モ往昔ヨリ人ノ知ル所ノ者ニシテ其純粋ノ者ハ火山蕾嘘ノ近傍或ハ火山ノ傍辺一一存
ス例之皇国１ｍ旨匿の〈伊答里亜ノ鴫〉及２曰の］四三〈姪混麻児加ノ鴫〉等一一於テ見ルカ如シ
ヒ
サ
世上二３賛ク所ノ硫ハ殆ン卜皆「シ、リー」ヨリ出シ又硫ハ多クノ鉱石中一一抱合シテ存ス即
チ４５。。」、］四目のⅡ弓すの》５国百斤す」のロニのⅡ国巨の・６国の①円巨①のⅡ局のの画》７【○己の門宜ののⅡ○旨の＋
国の鱈の些等ナリ又硫ハ酸素及鉱属ト抱合シ硫酸塩トナリテ現在ス即８四℃の。帛国尋閏①」目冒①百房
ｏ巳・旨白の已己庁口皀Ⅱ（○四ｍ○一＋山国函○）》９Ｎ葛四閂の己四四二・馬国司囚ご①］国巨門①す四二口曰）
団四二口目の二℃旨回自Ⅱ（団四ｍ。』）川①］四口すの目○三・虎Ｎョ四ぐの旨巨局のロロ言旨日．
ｚ自国巨曰の巳ご丘：（》Ⅱ（ｚ四四ｍＰ＋ご国悶○）等ナリ
天地間二存在スル硫ハ通常他物ヲ混スル者ナリ之ヲ清浄ニナサント欲スル時ハ土器二入し沸
騰スル迄熾熱シ其蒸生スル蒸気ヲ他ノ冷器中一一来ラシメテ以テ凝固セシムル時ハ粗糖ノ硫ヲ
得ル此粗硫ヲｎｍの国罷目の①ａ〈再清浄法ノ意〉セント欲セハ之ヲ鋳鉄釜中二入し以テ熾熱シ
其蒸気ヲ一ノ大石室内二輸入スル時ハ其室内ノ冷二由テ繊密ノ結晶粉末トナリ其室壁一一附着
ス是レ所謂咀硫華ナリ但シ漸次此ノ如クスル時ハ室壁終一一温ヲ得テ附着スル硫ヲ溶解シ室底
二落下セシム此流落スル硫ヲ管一一注ク時ハ所謂田は官葛四ぐ①］〈管状硫〉ヲ得ル
○自然硫ハ黄色ヲ帯上梢透明ニシテ其質脆シ而シテ屡々団昏・目亘の＆の〈菱状〉結晶ヲナス而
百十五度ノ温一一熔解シ黄色流体トナル此流動硫ヲ壺中一一入し徐々一一放冷スレハ「プリスマ」
状ノ血目・ロ○斤］・曰の＆の結晶トナル」若シ「モノコロニーセ」結晶ヲ得ン卜欲セハ流動硫ヲ
壺中一一入し之ヲ放冷スレハ其表面一一厚膜ヲ結フヘシ此膜ノ中央ヲ穿チ其未夕凝固セザル硫ヲ
1３１２１１１０９８７６５４３ ２１
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硫ハ酸素ト抱合シ「スワーフルジヲキシーデ」Ⅱ
、。②ヲ形成ス此両物一「アトーム」ノ水卜抱合シ
傾潟スレハ其壷ノ周壁二附着ス此結晶一一三日ヲ経ル時
ハ
其
質
脆
ク
且
シ
不
透
明
ト
ナ
リ
而
シ
テ
曰
ム
ピ
セ
」
板
状
結晶一一変ス故二硫ハ「皿ヂモルフ」躰ナリ」若シ流動
硫〈百十五度ノモノ〉ヲ熾熱スレハ暗黒色ヲ呈シ其質瓠肝胖時Ⅲ川》
濃厚トナル而シテニ百一一一十度ノ温一一至レハ赤褐色流体
トナリ其質粘稠ニシテ器中ヨリ潟出スヘカラサルニ至ヨ
ル
之
ヲ
水
中
二
投
ス
レ
ハ
粘
膠
弾
力
性
体
ト
ナ
ル
之
ヲ
冑
ア
モルフ」硫卜名ク此無形硫ハ一二時ノ后再上脆キ黄色
硫トナル○二百一一一十度ノ流動硫ヲ熾熱シ一一百五十度二
至レハ稀薄流動体トナル尚之ヲ熾熱シ四百九十度ノ温二至レハ赤褐蒸気トナル
硫ハ水二溶解セス「アルコール」ニハ些少溶解ス又「胆スワーフルコールストフ」及「ｗテ
ルペンテーン」油中ニハ全ク溶解ス此溶解液中ノ硫ヲ結晶セシムル時ハ自然結晶ト同形ヲナ
ス」若シ硫ヲ空気或ハ酸素中一一於テ強ク熾熱スレハ焔ヲ発シ「旧スワーフルヂーヲキシー
デ」トナル〈此焔即スワーフルヂヲキシーデ」ナリ〉此「スワーフルヂヲキシーデ」ハ固有
ノ窒息性臭気ヲ有ス」硫ハ「旧ホロールフループ」トモ抱合シ其他炭素及庶多ノ鉱属トモ抱
合ス」庶多ノ鉱属ハ硫ノ蒸気中二在テハ酸素中二於ルカ如夕焔ヲ発シテ焚燃ス
⑩。噌及スワーフルトリヲキシーデ」
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此瓦斯ハ水銀面又空気ヨリ重キカ故一一受器底面一一於テ捕へ得へシ又此瓦斯ヲ流動体トナサン
ト欲セハ数回屈曲セル管中ヲ通過セシメ其管ハ雪卜食塩ノ混合物中一一置クヘシ又若シ此流動
体ヲ貯ヘント欲セハ之ヲ雪卜食塩ノ混合物中一一置キシ硝子瓶中一一注入シ其瓶ロハ熔解セシメ
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テ密閉スヘシ若シ此流動「スワーフルヂヲキシーデ」ヲ空気一一晒ス時ハ速力二蒸発シ大ナル
冷
気
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ク
水
銀
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凍
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水銀ヲ小管二入し綿一一此流動「スワーフルヂヲキシーデ」ヲ浸シ管ノ周囲一一巻キ徐々一一
扇キ其蒸発ヲ促セハ速力一一凍凝ス
「スワーフルヂヲキシーデ」ハ許多ノ有機色素ヲ変色セシメ得ル此理一一因シテ製造場一一於テ
「ホロール」ニテ晒シ克ハサル繭綿或ハ毛織等ヲ晒スニ用１是レ此瓦斯其毛織等ヲ浸シタル
水卜触合シ酸素ヲ取り「スワーフルトリヲキシーデ」ヲ形成スルヲ以テ瀧離シタル水素ハ色
素卜抱合シ以テ物質ヲ白色トナス故一一「スワーフルヂオキシーデ」ハ「四レヂュセーレン」
ノ作用ヲ以物質ヲ白クシ「ホロール」ハ「ヲキシダーシＩ」作用ヲ以テスルモノナリ故一一
「スワーフルヂヲキシーデ」ハ「ホロール」ヲ以テ｜回物質ヲ晒シ其物質中一一残留スル「ホ
ロール」ヲ剥脱スルモノナリ之一一由テ此体ヲ缶皀旨亘○・門卜称スル事アリ
是レ「スワーフルヂヲキシーデ」水中ノ酸素ヲ取り「スワーフルトリヲキシーデ」ヲ
形成ス之二由テ瀧離セル水素ハ物質中一一残留セル「ホロール」ト抱合シ塩酸ヲ形成シ
「スワーフルヂヲキシーデ」ノ溶解水ハ強酸ノ味ヲ帯ピ青色試検紙ヲ赤色トナス此溶解水中
一一於テ「スワーフェリフシュール」ヲ形成シ存スト錐モ之ヲ純粋一一ナス克ハス」「スワーフ
エリフシュール」ハ鉱属卜抱合シ塩類ヲ形成ス之ヲ切巨宮宮①詰昌〈亜硫酸塩ノ意〉卜名ツク
飛
散
ス
レ
ハ
也
○国急四ぐ①］宮』・皀皀の・虎Ｎごく四ぐの］凶目．届巨庁］二国」の
符号⑩。“Ｂ・］の２．］巴、の三唱⑫①ｓ嗅げの」」ち
別
還
元
7０
○Ｎ葛四ぐの］目巨局・帛己ご留号・目ほぼ囚皀
符号国噛印。《三［・］の２］、旨、の三四房
［製法］硫酸ハ往昔ヨリ当今一一至テ「ノルドホイセル」製造場一一於テハ硫酸鉄Ⅱ（国の、。』
＋司国幅。）ヲ熾熱シ以テ之ヲ得ル但シ此硫酸鉄ヲ熾熱スレハ水分ヲ失シ四国①⑩。』トナル其
「フォリュムレ」畠の印ＰⅡ因の函○函十ｍ○噸十ｍ○璽但シ此の○画即「スワ１フルヂヲキシーデ」
ハ唯其熾熱ノ初期一一方テノミ形成スルモノナリ
英国製造法ハ「スワーフルヂヲキシーデ」ノ溶解液ヲ酸素中或ハ空気中一一晒ス時ハ終一一硫酸
二変スルノ理一一本ツクモノナリ其法若シ硫ヲ空気ノ劇シク流通スル中一一焚燃セシムル時ハ
「スワーフルヂヲキシーデ」ヲ形成ス之ヲ鉛室中一一輪リ且シ此室底面一一数個ノ管ヲ以テ｜ノ
沸騰水一一通シ以テ此室二水蒸気ヲ充タス之一一由テ其「スワーフルヂヲキシーデ」ハ此水蒸気
中一一溶解シ存ス此溶解セル「スワーフルヂヲキシーデ」ヲ変形セシムルニハ先シ好ンテ自己
ノ酸素ヲ瀧離セシムルモノ例之ハ硝酸等ノ傍一一置夕へシ故一一平広器中一一硝酸ヲ充テ其鉛室中
一一置ク但シ硝酸等ヲ用ユル時ハ空気中一一変化スルョリ速力ナリ其フオリュムレ
［製法］若シヱ・ａ冨巨の①円くノルドホイセル独乙国ノ製造所〉ノ硫ヲ徐々二熾熱シ其蒸気
ヲ乾燥「レトルト」ノ周囲ヲ氷雪中一一埋メタルモノ、中一一受クル時ハ其蒸気「レトルト」中
一一凝固シ｜ノ無色結晶ヲ形成ス是レ即「スワーフルトリヲキシーデ」ナリ「スワーフルトリ
ヲキシーデ」ハ一一十九度ノ温二溶解シ四十六度ノ温二沸騰ス若シ此結晶ヲ水中二投スレハ埣
声〈刻シッセデヘロイＦ〉ヲ発ス此結晶ハ水卜大親和カヲ有シ之卜抱合シテ硫酸ヲ形成スレ
ハナリ
２４
■
の］届一ｍのロⅡ彦肘の》、の］巨巳Ⅱ
の自己》シュという音
7１
⑭の○国十国国画。＋四国ｚ○画Ⅱ⑭国沈。←＋函Ｚｏ
此法一一由テ其鉛室底一一於テ稀硫酸ヲ形成ス之ヲ【四日の目目月〈窕室酸〉卜曰フ其異重ハ］・の
ナリ此室酸ヲ鉛鍋一一入し少シ夕媛ムル時ハ水分ヲ失上漸々異重増加シ］・昌一一至ル是レ即
売買スル所ノ最極稀硫酸ナリ后此稀硫酸ヲ硝子或ハ白金ノ「レトルト」二入し熾熱スヘシ是
レ強性硫酸ハ鉛ヲ腐蝕シ且シ強ク之ヲ熾熱スレハ溶解スル故ナリヒ
サ
若シ此稀硫酸ヲ熾熱シ其異重増加シテ桿・⑫二至ルモノ是即通常醤ク所ノ所謂英国硫酸ナリ此
硫酸ハ全ク純粋ノ者一一非スシテ必ス水通常ハ鉛「スチッキストフヲキシーデ」ヲ含ミ且ッ時
トシテハ砒石ヲ含ム此砒石ハ鉛室ノ鉛中一一含有スルモノナリ又時トシテハ褐色ヲ帯フル事ア
リ是レ製造時二方テ有機物ノ硫酸中一一入り直チニ化炭スルモノナリ
○英国硫酸ヲ以テ純粋硫酸ヲ造ン卜欲セハ更一一之ヲ蒸鰡スヘシ其蒸鰡スルニ方テ初期唯弱酸
ノミ発ス而シテ其酸ノ邪煮点題⑫。度一一至テ初メテ純粋硫酸ヲ蒸発ス故一一其初期ノ弱酸ハ之
ヲ棄ツヘシ此ノ如シテ得ダル硫酸ハ零点一一於テ］．⑫壁ノ異重ヲ有ス是レ語・ロ「プロセン
ト」ノ硫酸、］・］面「プロセント」ノ水ヨリ成ルモノナリ若シ此硫酸ヲ強ク放冷スレハ無色
結
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体
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真
無
水
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粋
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ナ
リ
直
チ
ニ
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シ
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強硫酸ハ水一一大ナル親和カヲ有シ且シ空中ノ水蒸気ヲ吸収ス此理二本ヒテ瓦斯或ハ諸他ノ物
質ヲ乾燥セシムル為〆一一用１又硫酸ハ他ノ流動体ヲ通常温度一一於テ蒸発セシムル性アリ又有
機躰中ノ水分ヲ吸収ス是レ已上ノ理一一同シ故一一若シ硫酸ヲ砂糖或ハ木等一一触遇セシムル時ハ
○届出ｇｏＳ＋国沈。←Ⅱ○一瞳十国函の○一＋国ｇｏＳ
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硫酸ハ頭目急の①宮田の＆目貝ナリ是レ即硫酸中一一含ムーー「アトーム」ノ水素ヲ以一一種ノ鉱属
ヲ
受
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シ
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ル
モ
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ナ
リ
「スワーフルシュールバリート」Ⅱ汕国凹昌口日の巳ご冨皀及「スワーフルシュールロード」
Ⅱ汕旧。。」の巳ご冨皀ハ水及酸中二溶解セス此理一一因シテ溶解スベキ「バリート」塩及「ロー
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［製法］若シヨー・のの宮口苫〈聖フリュラールカルキ也〉ノ粉末卜同量ノ白砂トヲ混合シ之二
八
倍
ノ
強
硫
酸
ヲ
加
フ
ル
時
ハ
ヨ
フ
リ
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ヲ
ー
ル
ワ
ー
ト
ル
ス
ト
フ
シ
ュ
１
ル
」
ヲ
形
成
シ
而
后
此
「
フ
リュヲールワートルストフシュール」ハ珪素卜抱合シ以テ「シリシュムフリュヲリーデ」卜
成ル是レ無色瓦斯ニシテ且シ不燃体ナリ此瓦斯ハ放冷圧縮法ヲ以流体トナスヘシ此瓦斯ヲ得
ン卜欲セハ水銀面一一於テ受へシ是レ此瓦斯ハ水一一由テ分析サルレハナリ
○
第
十
三
の
】
○
』
＋
Ｏ
屋
十
○
蝉
Ⅱ
、
】
○
一
＋
四
○
○
「キーセルホロリート」ハ甚夕揮発ノ気状体ナリ故一一Ｕ状管ノ氷雪中二埋ミタル中一一受ケ此
中一一凝固セシメ無色流体トナス此体五十九度ノ温二沸騰シ且シ水二由テ分析サレ「キーセル
シュール」及塩酸トナルⅡ匹○』』＋公国函○Ⅱ出挙匹○坐十ＰＣ］国
「ボリュム」ハ
ト
ナ
リ
テ
現
在
ス
［
製
法
］
若
シ
｜
ノ「ボリュム」
スル時ハ之ヲ得其「ホリュムレ」
○ｍ臣◎旨目白ロ・昌皀の
符
号
の』国］△
切○嵐已ＢＰ
符
号
ハ地球上一一
「３ボリュムトリヲキシーデ」卜「ナトリュム」ヲ混シ之ヲ熾熱スル時ハ純粋
ヲ
得
ル
其
「
ホ
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ム
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」
＆
国
○
・
円
棚
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因
「
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「ｌボールシュール」又「２ナトリュムボラート」名団・国〆〈棚砂〉
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是しは口冨］Ⅱす。局昌ノー一名ヲ以テ一般二称ス而シテ此体殊一一「カリフヲルニア」二現在ス」
若シ「ボラキス」ノ温飽和溶液中一一塩酸或ハ硫酸ヲ注キ之ヲ放冷スル時ハ「ボールシュー
ル」ノ結晶ヲ得ル是レ無色板状ニシテ之ヲ指頭二捻スレハ脂肪性ノ感触ヲ有シ而シテ冷水
中ニハ此一一少溶解シ温水中ニハ梢多ク溶解ス」「ボールシュール」ハ印］８丘・］中二溶解シ之一一
是レロの７用口昌の局のぐ：ごロ］・目のロ〈火山絶頂常二火ヲ吹出スル地ヲ云う〉一一現在シ殊二
○＆】ず目」の〈亜墨利加ノ鴫ノ名〉及上目・のＣ目の〈伊太利亜ノ鴫〉一一現在ス而シテ「トスカー
ノ」一一於テハ「ボリュムシュール」火山ノ破裂孔ヨリ「ハス」トナリテ発生シ水蒸気卜混和
シ山壁ヲ拾テ麓ノ湖中一一入り其水中二溶解シ存ス故一一此地一一於テハ此湖水ヲ汲ンテ之ヲ蒸鰡
シ
以
テ
「
ボ
リ
ュ
ム
シ
ュ
１
ル
」
ノ
結
晶
ヲ
得
ル
此
地
ハ
往
昔
ヨ
リ
之
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以
テ
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計
ト
ナ
ス
国
璽
○
四
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ｚ
四
Ⅱ
画
団
十
函
ｚ
四
○
「ボリュム」ハ緑青色ノ無形粉末ニシテ之ヲ「４アロイン」ⅡＰ］日日■ご日ノ熔解中〈５ヘス
モルテン〉一一溶解〈６アップスト〉セシメ后之ヲ放冷スル時ハ「アロイン」卜分離シ「ボリ
ュム」ハ○・言の号】の＆の丙国の冨臣のロ〈人面結晶〉トナル是レ甚夕堅硬体一一シテ其光彩ハ恰モ
「ヂアマン」トノ如シ」若シ「ボレュム」ヲ空中一一於テ強ク熾熱スル時ハ発焔シ「ボリュム
トリヲキシーデ」一一燃化ス又「ホロールハス」中一一於テ発焔セシムル時ハ「ボリュムトリホ
ロリーデ」一一燃化ス
シ
以
テ
「
ボ
リ
ュ
ム
シ
ュ
１
ル
」
○ｚ口曾旨曰ず○国胃
○国・昌目昌一巨貝・馬
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四
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符
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六
十
二
燐ハ天地間二独立シ存在セス加児基卜抱合シー四宮は①奇及２日・の己匠・国①←トナリテ現在シ此他
田畝ノ士中及植物中殊一一種子ノ核中二存ス此植物中二現在スルヲ以テノ故一一動物体中二来リ
骨
賂
ノ
大
成
部
分
ヲ
ナ
シ
且
シ
脳
及
脊
髄
ノ
主
成
分
ヲ
ナ
ス
［製法］往昔ハ唯尿ノミョリ燐ヲ成造スト錐モ方今ハ三分一ノ白焼骨二分ノ硫酸十五乃至一一
十分ノ水ヲ混合スル時ハ溶解スヘカラサル○四］・冒日の巨官冨菖３・閉ぬぎの及溶解スヘキ「４シ
ューレフォスフヲルシューレカルキ」〈｜容ノカルキニ或ハ’一一容ノ燐酸卜抱合スル者ナリ〉
ヲ形成ス之ヲ静定スル時ハ｜｜一時ノ后透明トナル此透明液ヲ他ノ器一一傾潟シ之ヲ蒸発シテ
「５ストロープ」状物質トナス后此「ストロープ」状質一一木炭細末ヲ以テ密一一混和シ此混合
物ヲ徐々二媛〆乾燥セシメ更一一之ヲ土器ノ「レトルト」中一一入し強ク熾熱〈但シ「レトル
火ヲ点スル時ハ緑焔ヲ発シテ焚燃ス又「ボリュム」ハ匡団のす巳〈吹管〉ヲ吹クモ又緑焔ヲ
発ス是等ノ法ヲ以テ「ボリュム」ノ有無ヲ検スヘシ」「ボールシュール」ハ青色試検紙ヲ赤
蒲萄酒色〈ワインロード〉トナス又夕黄色ｓｏ目２日色紙〈「キュルキュマ」ハ草根ニシテ黄
色素ノ｜品タリ〉ヲ茶褐色トナス此茶褐色ハ他ノ酸ノ作用ヲ以テ変色セシムル能ハス」
「ボリュム」ハ「ホロール」及「フリュヲール」卜抱合シ「ボリュムトリホロリーデ」Ⅱ
団○］顛及「ボリュムトリフリュヲリーデ」Ⅱ国皀箪卜成ル是レ無形珪素ノ抱合二等シ故二其
造法そ亦之一一同一ナリ
４３２５ １ ８ク
ル
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よ
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色
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の検出に使用する。
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シ
，ワム
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酸
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酸性リン酸カルシウム，
リン酸二水素カルシウム，
○四南齢而。←）由
シ
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プ
8３
新鮮ノ燐ハ淡黄ニシテ半透明ノ固形体ナリ而シテ通常温一一於テ其軟蝋ノ如ク但シ冷度一一遇う
時ハ堅脆トナル而シテ其異重ハ］・田ナリ四十四度ノ温二溶解シ無色流躰トナル此流動燐ハ
一一百九十度一一於テ沸騰シ無色蒸気ヲ形成ス」若シ燐ノ｜片ヲ空気一一８晒ス時ハ白霧ヲ発ス此
ママ
ノ
ピ
ル
白霧ハ暗処一一在テハ発光シ〈共二是レ酸化スル為〉其臭蒜ノ如シ而シテ酸素不含ノ瓦斯瞼
ハ水素中一一於テモ亦発光ス之ヲ９（己・・の己①局・・ポースピロー）〈光輝ヲ担持スルノ意也〉
若シ燐ヲ空気中一一於テ溶解セシムル時ハ其溶解点ヲ越ユルヤ赫灼ダル焔ヲ発シ「フォスフォ
リュスペントヲキシーデ」頭○廟二燃化ス若シ又燐ノー片ヲ手指問二挟持スル時ハ其温ヲ以
テ発焔シ又之ヲ軽徐一一摩擦スルモ亦発焔ス故二燐ヲ切断スルニハ必ス水中一一於テシ且シ極メ
テ注意スベシ」燐ハ血硫炭素中二溶解ス此溶解液ヲ徐々一一蒸発セシムル時ハ甚夕美一麗ニシテ
規則正シキ燐ノ結晶ヲ得ル」若シ皿淡黄燐ヲ酸素不含ノ瓦斯中一一於テ’一一時間熾熱シ二百九
十度一一至ル時ハ其燐暗赤無形不透明ノ質トナル是レ燐ノ第一一ヨアトロピーセ」形状ナリ之
ヲ旧赤色燐或ハ無形燐卜名ツク此無形燐ハ硫炭素中二溶解セス又通常温一一於テハ白霧ヲ発セ
卜」ノ頚ハ水中一一挿入シオクヘシ〉スル時ハ其混合物ノ半ハ燐酸ヲ形成ス此燐酸「レトル
ト」中二於テ炭素一一由テ直チーー「６レヂュセーレン」〈炭酸ヲ形成ス〉サレ燐単リ瀧離シ蒸気
トナリテ水中一一来リ以テ凝固ス而シテ炭酸〈コールヲキシーデ〉ハ水中ヨリ出テ飛散ス其
「レトルト」中ニハ○口］・旨曰二局・己庁・の己冨皀Ⅱ「７ヘブランデフオスフオルカルキ」残留ス
后此水中一一凝固セシ燐ヲ水卜共一一暖メテ溶解セシメ革嚢ヲ其水中一一投シ此雲中一一燐ヲ入し圧
搾濾過シテ之ヲ清浄ニシ而后管中一一注入シ以テ管状トナシ之ヲ水中一一貯フベシ
卜
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タ
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8４
「フォスフォルトリヲキシーデ」ハ白色無形粉末ニシテ空気一一晒ス時ハ発焔シ若シ水卜混合
スル時ハ好ンテ互二抱合シ「Ⅳフオスフオリフシュール」Ⅱ国璽旧Ｐトナル又燐ノ湿気アル
空気中一一於テ徐々二酸化スル時ニモ此体ヲ形成ス
マ
マ
若シ「フオスフオルトリホロリーデ」ヲ水二触レシュル時ハ「Ⅳフオスフオリフシュール」
ス其異重ハ四・Ｅナリ若シ此無形燐ノ空気中二於テ熾熱スル時ハ一一百六十度一一於テ又黄色燐
一一変シ而后発焔ス」若シ淡黄燐ノ｜片ヲ乾燥ナル硝子管内二入し之一一少量ノ「ヨヂュム」ヲ
混加シ以テ熾熱スル時ハ之レト抱合シテ「皿フオスフオリュスョヂーデ」トナリテ飛散シ残
留セル燐ハ無形燐二変スルモノナリ〈是し「ヨヂュム」二由テ酸素ヲ絶ツー由ル者ナリ〉
若シ無形燐卜鉛ヲ硝子管中一一入し其管ロヲ溶解セシメテ塞キ以テ之ヲ強ク熾熱スル時ハ燐ハ
其鉛中一一溶解ス之ヲ放冷スレハ再上鉛卜分離シ暗色ニシテ鉱属光輝アル結晶トナル」若シ燐
ヲ硫炭素中二溶解セシメ之ヲ嘔無膠紙〈塵言の①邑皀】①門〉上二注夕時ハ自ラ発焔ス是其燐ノ
分子紙繊維中一一撒布シ以テ温ヲ生スルモノナリ」
夫レ物体ノ通常温二於テ発焔スルモノ之ヲ嘔二届。ご昏・・円（二門。Ⅱ自貝）冒・・肩Ⅱ号の、の門の）
卜
名
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ク
故
一
一
燐
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亦
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時
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ロ
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抱
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シ
ニ
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「
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キ
シ
ー
デ
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ヲ
形
成
ス
［製法］燐ヲ｛
シ顛○轡トナル
○旧旨・のご庁自三・※己の符号甲○箏
○弔旨・呂旨○国、目月
符
号
■
冷
○
露
燐ヲ空気ノ流通不便〈アシキ〉ノ処一一於テ熾熱スル時ハ些少光輝アル焔ヲ以テ燃化
1７ 1６１５１４
三
ヨ
ウ
化
リ
ン
濾
紙
ご白目Ⅱ尊の）勺胃・已自
（独）Ⅱ自燃物，
亜
リ
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酸
8５
是し燐ヲ空気中二於テ燃化スル時一一発スルモノナリ
［製法］燐ノ一片ヲ大ナル硝子鐘中一一乾燥ナル空気ヲ充テルモノ、中一一於テ燃化ス但シ其燃
フ
イ
ゴ
化スル間ハ糒皷ヲ以テ絶ス空気ヲ鐘内二輪クルヘシ此ノ如クスル時ハ「フヲスフォルペント
ヲキシーデ」ハ其底面一一撒落ス」此体ハ軽キ白色無形粉末ニシテ之ヲ熾熱スル時ハ蒸気トナ
ル而シテ此体甚夕辺国留唱・の庁・目の・けの〈空気中ノ水蒸気ヲ取ルノ意〉躰ナリ故一一舎密局
シバシバ
］弓・国（・門旨日一一於テハ屡此体ヲ他ノ瓦斯ヲ乾燥セシム〈原書一一此体此ノ如夕「ヒホロス
コーピセ」ナルカ故一一終一一「翌デリユバーシスフオスフオルシュール」二移化ストアリ〉
ノ塩酸中一一溶解シタルモノヲ形成ス」「ホリュムレ」
弔
○
］
四
十
山
国
園
。
Ⅱ
国
璽
弔
○
函
十
⑭
国
ｅ
此
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解
液
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蒸
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セ
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ル
時
ハ
塩
酸
ハ
飛
散
シ
放
冷
后
「
フ
オ
ス
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リ
フ
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ス
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ー
ル
」
ハ
「
咽
テ
ウ
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バ
ー
シ
シ
ュ
ー
ル
」
ナ
リ
是
レ
水
素
三
「
ア
ト
ー
ム」中ノ｜｜「アトーム」ヲ以テー筒ノ鉱属ノ一一「アトーム」例之ハ【函西田ｏ璽或ハニ筒ノ鉱
属ノ各一「アトーム」例之ハ四民皀行西田Ｐ卜交代スルモノ也」総テノ「テウェーバーシセ
シュール」ノ如ク「フオスフヲリフシュール」ハ亦空一様ノ塩ヲ形成ス
○旧曰○の己庁○どの己○畳曰の。届旧昏・のご旨○国目ロ国口唇】』国」の
○己国のす②巴のｇごけ○ので丘。§巨貝。、自国匡昌骨。ご匡○の己旨凹昌
符
号
国
冷
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一一塩基酸，薯の①Ⅱ冒己
言、甲宅Ｐである。
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富
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困
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塵
吸湿性
一一一塩基性リン酸，冒后Ⅱ言
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若シ燐酸ノ溶解液中二腐蝕曹達ヲ加フル時ハ「率トリナトリュムフオスファート」ｚ留囿。』＋
届国幽○トナル「ヒドロヂナトリュムフオスファート」ノ溶解液中二燐酸ヲ加フル時ハ「ヂ
ヒドロナトリ●ワムフオスフアート」肛卵甲Ｕｏや十高工ｎｏ
ト
ナ
ル
是
ヲ
以
テ
燐
酸
ハ
刃
デ
リ
ー
バ
１
シ
セ
シ
ュ
ー
ル
」
ダ
ル
事
明
ナ
リ
又燐酸中一一一一一箇ノ水素ヲ以テ能夕他ノ数個ノ鉱属卜交代シ得ル例之ハ「ヒドロアムモニュム
ナトリュムフオスファート」国ｚ■』ｚ四十句ｏ』＋后国蝉○ノ如シ
是
即
世
上
鴬
ク
所
ノ
レ」
ｎｍｍ甲
［製法］若シ「フォスフォルペントヲキシーデ」ヲ水中二投スル時ハ率匹のｍの己、①］巳ニヲ発
シ
強
キ
温
ヲ
発
ス
若
シ
此
溶
解
液
ヲ
沸
騰
セ
シ
ム
ル
時
ハ
ヨ
デ
リ
ュ
バ
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シ
ス
フ
オ
ス
フ
オ
ル
シ
ュ
ー
ル」トナル尚之ヲ熾熱シ蒸発セシムル時ハ「率ストロープ」状トナル此一一於テ放冷スレハ
「酊上ホロスコーピセ」結晶ヲ得ル其「フヲルムレ」
田園。②＋函国晦○Ⅱ函西冷○曇
又
燐
卜
硝
酸
ヲ
混
合
シ
熾
熱
ス
ル
モ
此
体
ヲ
得
ル
又燐酸加児基く例之ハ骨中二存スルモノ〉ヨリモ製シ得へシ即此燐酸加児基二硫酸ヲ注キ熾
熱シテ「ストロープ」状トナシ更一一又硫酸ヲ注キ熾熱シテ「ストロ－プ」状物質トナス数回
此ノ如クナス時ハ終一一「ヒプス」卜燐酸ノ水中二溶解シタルモノヲ得ル此溶解シタル燐酸中
一一炭酸曹達ヲ加へ中性トナシ后之ヲ蒸発セシムル時ハ大ナル「配プリスマ状結晶ヲ得ル
是
即
世
上
鴬
ク
所
ノ
「
汀
ヒ
ド
ロ
ナ
ト
リ
ュ
ム
フ
オ
ス
フ
ァ
ー
ト
」
〈
燐
酸
曹
達
〉
ナ
リ
其
「
フ
オ
リ
ュ
ム
ＵＣＳ十一凶工ｎｏ
2９２８２７２６２５２４ 2３
、房あのｐｐｍの豈目曰Ⅱ、ぱの巴曰、
の・目２シューと音がする
｝」し」
胆と同じ
の一周○○でⅡの］局。ご
プ
リ
ズ
ム
状
結
晶
リ
ン
酸
一
水
素
ナ
ト
リ
ウ
ム
リ
ン
酸
三
ナ
ト
リ
ウ
ム
三
塩
基
酸
8７
○旧胃。ご庁・呂旨・目冒
符
号
国
粕
噌
。『
［製法］若シデリーバーシヤ
質
ト
ナ
ル
此
物
質
ハ
即
チ
詞
膠
回
国
粕
。
←
Ⅱ
国
弟
噌
。
『
「
デ
リ
ー
バ
ー
シ
ス
フ
オ
ス
フ
オ
ル
シ
ュ
ー
ル
」
及
其
塩
ノ
溶
解
液
ハ
硝
酸
銀
卜
触
ル
時
ハ
黄
色
万
ペ
レ
シピーダート」ヲナス是即「皿トリシルフルフヲスファート」し四句。』ヲ形成スルモノナ
リ」又「アンモニアキ」「マク子シュムシュルフアート」及「アムモニユムホロリート」ノ
三種ヲ混合シ之ヲ燐酸及燐酸塩ノ溶解液ト触レシムル時ハ白色結晶状沈殿物ヲ生ス即「アム
モニュムマフ子シュムフヲスフアート」Ⅱｚ国勇后田Ｐ＋国園○ナリ
又「フオスファート」ヲ硝酸ト「亜アムモニュムモリブタート」ヲ混シタルモノヲ以テ燈ム
ママ
ル時ハ黄色ノ沈殿物ヲ生ス此ノ躯門の四・は①ハ最モ鋭敏ナル者ニシテ至少ノ「フオスファー
ト
」
卜
錐
そ
之
ヲ
検
明
ス
ヘ
シ
ｍｚｍ噴出句。』Ⅱｚ曾勺国○割十国画○
「ピロフオスフヲルシュール」ヲ水中一一溶解シ貯フル時ハ漸々「デリーバーシセ」燐酸一一移
化ス然しドモ其塩ハ容易一一移化スル事ナクシテ甚夕固定体ナリ」「ピロフヲスフヲルシュー
ル」塩即ご胃・で庁・のご冨皀のロハ硝酸銀卜触レ白色沈殿物ヲ生ス是即チ国号のご胃・己旨・のご冨菖Ⅱ
又
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
池
「フオリュムレ」
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
ピ
ロ
フ
オ
ス
フ
ァ
ー
ト
」
そ
此
理
ノ
如
ク
通
常
ノ
燐
酸
曹
達
ヲ
熾
熱
シ
テ
得
ル
者
ナ
リ
其
若シデリーバーシセ燐酸ヲ熾熱シ一一百十度一一至ラシムル時ハ其水分ヲ失上結晶状物
此
物
質
ハ
即
チ
詞
ピ
ロ
フ
オ
ス
フ
オ
シ
ュ
ー
ル
」
ナ
リ
其
フ
オ
リ
ュ
ム
レ
旧］局○℃庁○のご旨○円国皀皀門＋国
画
。 ○開
国『』田。ご胃○℃旨○の己旨凹自
3４３３３２３１３０
沈殿リン酸三銀
モ
リ
ブ
デ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
反応ピロ
リ
ン
酸
，
二
リ
ン
酸
8８
［製法］若シ加児基水或ハ「バレュムヒドロヲキシーデ」溶解液ヲ燐卜混合シ熾熱スル時ハ
「躯フオスフオルワートルストフ」ハ瓦斯状トナリ飛散シ「レトルト」中ニハ「カルシュム
ヒポフォスフィート」或ハ「バーレュムヒポフオスフィート」残留ス此残留溶解液中一一硫酸
ヲ注加スル時ハ加児基ト抱合シテ沈殿物ヲ成シ「ヲンドルフオスフヲーリフシュール」ハ溶
解シテ存ス此溶解液ヲ温湯上一一於テ蒸発セシムル時ハ終一一「ストロープ」状流動体ヲ得ル是
即
「
ヲ
ン
ド
ル
フ
オ
ス
フ
オ
ー
リ
フ
シ
ュ
ー
ル
」
ナ
リ
此
酸
ハ
鋼
因
の
ロ
冨
巴
の
。
盲
目
目
ナ
リ
○言の富ご丘・ので旨○円目目・玲国己局・日の菌ご旨・のご冨昌
符
号
四
句
Ｃ
［
製
法
］
燐
酸
熔
解
液
ヲ
蒸
発
シ
其
残
留
物
ヲ
通
紅
セ
シ
ム
ル
時
ハ
硝
子
状
物
質
ヲ
得
ル
是
即
「
メ
タ
フ
ヲ
スフヲルシ１１ル」ナリ若此酸ヲ水中二溶解スル時ハ速二移化シテ燐酸トナル然しドモ其塩
ハ固定躰ナリ」此「メタフヲスフヲルシュール」塩ハ硝酸銀卜触ル、時ハ白色躯傑列乙状沈
殿物ヲ生ス之ヲ以テ前二種燐酸塩ノ「レアクシー」卜区別シ得へシ之「フオスファート」及
「ピロフオスフアート」ノ沈殿物ハ粒状ヲナス故二宇宙間二於テ三種名異ノ燐酸及燐酸塩存
在ス シ四頭○ヨヲ形成スルモノナリ○「ピロフヲスフヲルシュール」ハ「躯フイールバーシセ」
酸
ナ
リ
○○口』。ご庁・のごけ○国、目●月○帛国］ｓｏ昏望で。ご庁・のご言①罰
符
号
国
殆
Ｐ
3９３８３７３６３５
四
塩
基
酸
，
『
＄
Ｈ
Ⅱ
ざ
胃
ゲル次亜
リ
ン
酸
，
西
田
浄
Ｐ
リ
ン
化
水
素
，
水
素
化
リ
ン
｜塩基酸，ののロⅡ。：
8９
○
燐
卜
水
此抱合ハ一一一種アリ
其
一
田
国
璽
其
二
旧
軍
国
←
其
三
弔
画
国
』
［１］も庁・の己昏Ｂ司昌の扇（・閉
符
号
旧
国
璽
モ
レ
キ
ュ
ラ
イ
レ
重
三
十
四
蒸
気
稠
密
十
七
［製法］若シ燐ヲ如剥多亜斯羅掘卜混シ之ヲ煮ル時ハヲオスフオルワートルストフ」及
「カリュムヒポフオスフイート」ノー体ヲ得ル
喚尻四○＋嗣十⑭国騨。Ⅱ⑬【顧弓○噌十旧国“
「フオスフオルワートルストフ」ハ無色瓦斯ニシテ其臭腐敗魚ノ如シ而シテ製造中之ヲ煮ル
ー一方テ発生スル小泡ハ空中一一出ツルヤ直一一発焔ス〈此体此ノ如ク甚シキ燃焼性ナラス其小泡
ハ既一一以下ノ弓出』ヲ含ムニ由ルナリ〉
以下ノ｜｜種ハ固形流動体ヲ異一一スルノミニシテ其抱合ハ同一ナリ而シテ其固形躰ハ流
動甲四一ノ化硬セルモノ也且此一一物ハ医家ノ日用一一切ナーフサルヲ以テ姑ク之力説ヲ歓ク
○
燐
卜
ｏ
臣
・
日
ノ
抱
合
○旧匠・留昏・冨国・旨］・国□の符号弔○］“
［製法］燐ノ｜片ヲ姻列篤児多一一入し之一一「躯ホロールハス」ヲ輸入スル時ハ其燐発焔シ
燐
卜
水
素
ノ
抱
合
是
し
気
状
体
是
レ
流
動
躰
是
レ
固
形
躰
ナナナ
リリリ
4２４１４０
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
レトルト
塩素ガス
9０
其他燐卜硫ノ抱合アリ即旧旨・のご庁・耳目のロ官巨」①Ⅱ、、函及「ホスホルペンタシェルヒーデ」
Ⅱ旧沈諏アリ其第一一ノ者ハ水一一由テ分析サレ燐酸及硫水素ヲ形成ス其ホリュムレ
是し無色流体ニシテ百十度ノ温一一沸騰ス
符号旧皀可
［製法］若シ「ホスホルトリホロリーデ」中一一「ホロールハス」ヲ輸入スル時ハ帯黄白色ノ結
晶体ヲ形成ス是即「ホスホルペンタホロリーデ」ナリ
此他「ホスホルヲキシホロリーデ」Ⅱ旧Ｃｅ塵ナルモノアリ
「ホリユムレ」ハ旧白鋤十国障○Ⅱ画国○］＋旧○○房ナリ
Ⅱ
旧
沈
諏
ア
リ
其
第
一
一
ノ
者
ハ
水
一
一
由
テ
頭切可十⑫国瞳。Ⅱ四国四℃○一＋、国噌切
「フスフオルトリホロリーデ」二燃化ス」「ホスホルトリホロリーデ」ハ無色流体ニシテ七
十一一一度ノ温一一沸騰シ其異重ハ牌・急ナリ若シ之ヲ水中一一投スレハ其水底一一沈降シ徐々一一「ホ
ロールワートルストフ」及上肩ホスホリフシュール」一一移化ス
綱蘓氏曰此一一一種ノモノハ医家ノ日用一一切ナラサルヲ以テ姑夕之力説ヲ歓ク
○句旨・のごロ。どのロ冨○匡○目」①
4４４３
亜
リ
ン
酸
ス
ロ
イ
ス
を
意
味
す
る
か
。
９１
○
第
十
五
砒
石
跨
扇
の
日
日
日
・
爲
屍
百
ｍ
の
已
丙
符
号
少
の
ア
ト
ー
ム
重
七
十
五
‐
蒸
気
稠
密
百
五
十
夫レ砒石ノ舎密上性質ハ甚夕燐卜類似ス然しドモ其理学上性質ハ甚ダ鉱属二類似ス而シテ天
地間一一於テ時トシテハ独立シテ存スト錐モ多分ハ鉄硫ｚ房斤の］》【・冨岸等ノ砿中二現在ス
［製法］若シ含砒砿属ヲ空気通暢ノ所一一於テ熾熱シ通紅ナラシムル時ハ気中ノ酸素卜抱合シ
「アルセニッキトリヲキシーデ」Ⅱ少の噌○鱒ヲ形成ス此「アルセニッキトリヲキシーデ」ハ
揮発躰ナリ故一一之ヲ２泊石灰ニテ製シタル管中一一受ケ放冷シテ凝固セシメ后之ヲ木炭及炭酸
曹達〈ナトリュムカルボナート〉卜混和シ此混合物ヲ密閉壺中一一於テ熾熱スヘシ但シ其壷ノ
上部ハ常一一放冷シ置夕へシ此ノ如クスル時ハ其壷中二蒸気ヲ発シ此蒸気ハ壷上方ノ冷部二淡
灰白〈３リフトフリーセ〉「４ロムピセ」結晶卜成テ附着ス此結晶ハ恰モ鉱属ノ如キ光輝ヲ有
ス」若シ砒石ヲ空気不透ノ所一一於テ熾熱スル時ハ固形躰ヨリ直一一無色蒸気トナリ其臭蒜ノ如
シ若シ又砒石ヲ空気通暢ノ所一一於テ熾熱スル時ハ青色焔ヲ発シ「アルセーーッキトリヲキシー
デ」一一燃化ス又砒石ヲ「ホロールハス」中二投スル時ハ自ラ発焔シ「アルセニッキトリホロ
リ
ー
デ
」
ヲ
形
成
ス
事
ア
ル
［製法］
○跨扁の①曰２日首】・這皀の
符
号
少
閣
○
画
此
抱
合
物
ヲ
時
ト
シ
テ
ハ
５
白
砒
石
或
「アルセニッキース」Ⅱ句①、少のヲ空気中一一於テ熾熱スル時ハ白色結晶ヲ成ダル粉
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
レ
重
百
九
十
人
蒸
気
稠
密
百
九
十
八
「６アルセニフシュール」或「７ラットコロイト」ト名クル
７６５４３２ 1
蒸
気
密
度
か
ら
得
ら
れ
る
分
子
は］『三度以上では少恩で
あ
る
た
め
に
こ
の
価
と
な
っ
て
いる。
油
石
灰
，
シ
ッ
ク
イ
巨呂碕且一ｍⅡ毎耳喝自
六方晶
白砒，弩宮訂胃の①已○
亜砒酸
不詳
9２
末ヲ得ル若シ是ヲ８ｍ口ご］日皀』の〈清浄二為ス義ニシテ即蒸発シタルモノ、再上結晶体ト成ル
ヲ云〉スル時ハ無形硝子状体トナル然リト錐モ是暫時ノ后再上白色砒石一一変ス是自カラ結晶
ヲ
成
ノ
性
質
ヲ
有
ス
レ
ハ
ナ
リ
「アルセニッキトリヲキシーデ」ハ温ヲ有シタル塩酸中ニハ最そ能夕溶解ス若シ塩酸ヲ放冷
スル時ハ結晶ヲナス其結晶ハ９局の、口匡の門の【のロ島・目す。①」の門のトナル故一一是「ｍジモルフ」
〈二形〉体ナリ若シ是ヲ’’百一一十度ノ温ヲ以テ温ムル時ハ溶解セスシテ直チニ無色気状体ト
ナリ蒸発ス此体ノ稠密ハ百九十八ナリ此抱合物ハ「アルセニキュム」ノ蒸気ノ、四箇ノ「モ
レキュレ」ヲ有シタル者ノ性質二同シ故一一是し舎密法則一一随ハス即其法則ハ「モレキュレ」
蒸気トナル時ハニ容ノ水素ノ容量ヲ有スル者ナリ
「アルセニッキュムトリヲキシーデ」ハ水中二溶解シ難キ者ナリ又是ヲ水中一一溶解セシムル
時ハ其溶液鉱属ノ味ヲ有シ弱酸「レアクシー」ヲナス」「アルセニフシュール」ハ’一一バーシ
ス酸也」「アルセニフシュール」ノ塩ヲ昆肯の①巳①←①ロト云う」「アルカリセ」鉱属ノ「アルセ
ニーテン」ハ水中一一溶解スル者ナリ若シ是ヲ製セント欲セハ「アルセニキュムトリヲキシー
デ」ヲ「ポッターサ」或ハ曹達中二溶解セシムヘシ」
以上ノ外他ノ鉱属ノ「アルセニーテン」ハ悉夕水中二溶解セザル者ナリ」若「カリュムアル
セニート」溶液中二硝酸銀水ヲ注ク時ハ黄色沈殿物ヲ得ル是即「シュルフルアルセーター
セ
ニ
ー
ト
」
溶
液
中
ニ
ト」Ⅱ少咀屋のＰナリ
「ナトリュムアルセニート」ハ木纏
ヲ云う〉スル事ヲ為一一用フル者ナリ
旧ｍ＆①の］の〈人名〉及上の＆ョの目昏冨の届く製造場ノ名〉ハ美ナル緑色ヲ呈ス是レ銅「アルセ
ハ木綿及絹等ヲ「⑫フェルフェン」〈染ルー非スシテ色ヲ附ル
1３１２１１１０９８
昇
華
立
方
品
と
六
方
晶
二
形
体
気体では匿蟹○のが存在する
ご］の屍丙のロⅡの冒貫染色
のＣ彦の①后四の①Ｐ
の○百三の旨、自前円、巳Ｐ緑色顔
料の名，亜砒酸銅，
ローンの○国》或は臼（シｍｅ）塵》
と云われる。
のＣヨの甘昏目のＨはドイツ
国どの目州の町の名前。
9３
○
砒
石
酸
峰
百
ｍ
目
時
目
日
符号西島の。』
是
し
甚
夕
強
キ
三
「
バ
ー
シ
ス
」
醜
燐
酸
ノ
三
「
バ
ー
シ
ス
」
酸
［製法］「アルセーーッキトリヲキシーデ」ヲ硝酸ト混シ熾熱スル時ハ「スチッキストフトリヲ
キシーデ」ハ蒸気トナリテ飛散シ「レトルト」中ニハ「旧アルセニッキシュール」〈砒石
酸〉残留ス若シ之ヲ蒸発セシムル時ハ「アルセニッキシュール」ノ結晶ヲ得ル若シ此結晶ヲ
二百七十度ノ温ヲ以テ熾熱スル時ハ水ヲ失上白色無形ノ「アルセニッキペントヲキシーデ」
ト
ナ
ル
若
シ
「
ア
ル
セ
ニ
ッ
キ
ペ
ン
ト
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
ヲ
尚
強
ク
暖
ム
ル
時
ハ
分
析
シ
テ
再
上
「
媚
ア
ル
ト
ナ
ル
若
シ
「
ア
ル
セ
ニ
ッ
キ
ペ
ン
ト
ヲ
キ
シ
セ
ニ
キ
ュ
ム
ト
リ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
卜
酸
素
ト
ナ
ル
卜
」
ナ
リ
「アルセニキュムトリヲキシーデ」及上水中一一溶解スヘキ「アルセニーテン」ハ尤トモ劇シ
キ
中
毒
性
ヲ
有
ス
此
中
毒
ヲ
防
ク
モ
ノ
ハ
「
マ
ク
子
シ
ア
」
及
新
鮮
両
エ
ー
セ
ル
ヲ
キ
シ
ー
デ
ヒ
ダ
ラ
ー
ニ
ッ
キ
」
ヲ
以
テ
製
ス
ヲ
正
シ
之
ヲ
用
ユ
ベ
シ
是し胃中二於テ抱合シ国の少のトナリ終二溶解セス血中一一吸収スル能ハサレハナリ
○し扇の巳○一皀邑の旨。※】」の
パ
イ
イ
ヲ以テ製スル者ナリ且多分緑色ハ此法ヲ以テ製シ寶欝スルカ故二緑色ハ先ス其本原
符号缶留。、
「バーシス」酸ナリ此酸ノ塩ヲ胃の①ロ闇討ロト名ツケ且此塩ノ結合及結晶ハ
ー
シ
ス
」
酸
ノ
塩
二
斎
シ
例
ス
ル
ニ
自
国
目
三
口
目
閂
の
①
目
菖
Ⅱ
ｚ
冒
彦
の
。
』
○ｍ目国曰目』局四局の①ロ四四←
1６１５１４
水
酸
化
鉄
上酸
三
酸
化
ヒ
素
，
無
水
亜
ヒ
酸
9４
○此瓦斯ハ空中一一於テ青色焔ヲ以テ燃化シ「アルセーーッキトリヲキシーデ」卜水トヲ形成ス
若シ此焔二冷ダル陶器ヲ対置スル時ハ其面一一鉱属光輝ヲ有シタル斑点ヲ附着ス是レ清浄ナル
「アルセニキュム」ナリ」若シ「アルセーーッキワートルストフ」ノ瓦斯ヲ硝子管ヲ通過セシ
メ其管ノー部ヲ文火ヲ以テ媛ムル時ハ其部一一於テ分析シ水素ハ飛散シ砒石ハ硝子管壁ノ冷部
○し篇の①已斤ヨニ①吊計・再
符
号
少
の
国
箪
モ
レ
キ
ュ
レ
重
七
十
八
稠
密
三
十
九
［製法］砒石卜亜鉛ノ咽抱合物ヲ稀硫酸ヲ以テ分析スル時ハ「アルセニッキワートルスト
フ」ハ無色気状体トナリテ瀧離ス其臭気ハ甚夕大蒜一一似タリ且シ甚夕強キ中毒性ヲ有スルモ
ノナリ」或ル舎密家の①国のロ氏初メテ此瓦斯ヲ発明セリ然しドモ其瓦斯ヲ得テ直一一死セリ
水トナル者ナリ〉
国亘帛・皀冒四首旨］昌閏の①目昌Ⅱ国ｚ曽少の○曇己」ご号・ロ二円旨】昌肖の①ロＰｇⅡ国噴三四少の。一等ノ如シ
水中一一溶解スヘキ「アルセナート」ハ「フオスファート」ノ如夕「アムモニアキ」「アムモ
ニュムホロリート」及「マク子シュムシュルフアート」ヲ加入スル時ハ結晶状沈殿物ヲ得ル
是即「アムモーーュムマフネシュムアルセナート」Ⅱｚ国シ岳し、Ｐ＋⑦国噌○ナリ〈此水ハ結晶
「アルセナート」溶液中
ルセナート」し囎少の。學也」
「アルセニッキシュール」
シ／ナリ」或ル舎密家の＆］のロ氏
〈但シ是し’一三回ノ呼吸中ナリ〉
溶液中一一硝酸銀溶液ヲ注夕時ハ赤褐色ノ沈殿物ヲ呈ス是レ即
ハ中毒性ナリト錐モ其度ハ「アルセニフシュール」ヨリモ甚夕弱
「シルフルア
1８１７
水
素
化
ヒ
素
，
ア
ル
シ
ン
ヒ
化
亜
鉛
9５
○
砒
石
ト
硫
ノ
抱
合
砒
石
ハ
硫
卜
三
筒
ノ
抱
合
ヲ
ナ
ス
第一旨のの巳２日ｓ：官巨』の。完田の四」血色』Ⅱ缶の頤、頃
是
鉱
属
〈
ミ
ネ
ラ
ー
ル
〉
ニ
シ
テ
美
麗
ナ
ル
赤
色
結
晶
体
ナ
リ
第一一宵の、已自三国：］ご巨曰の・命、シ貝菅、曰の貝金色砒素Ⅱ少の⑰璽
是
レ
亦
鉱
属
ニ
シ
テ
黄
色
結
晶
体
ト
ナ
リ
現
在
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
又
夕
人
工
一
一
由
テ
「
幻
オ
ウ
リ
ー
ピ
フ
メ
ン
ト
」
ヲ
製
シ
得
へ
シ
即
硫
水
素
瓦
斯
ヲ
「
ア
ル
セ
ニ
キ
ュ
ム
ト
リヲキシーテ」ノ溶液中一一一一一滴ノ強硫酸ヲ注キシモノ、中一一通スルモノナリ
「アルセニキュムトリシュルフィーデ」ハ亜児加里鉱属「シュルフィーテ」卜抱合シテ「聖
シュルフオーアルセニーテン」ヲ形成ス例スル一一頭し、画⑩函十哩嵌、Ⅱ画尿屋の、輿ノ如シ人工
一
一
由
テ
能
ク
ョ
シ
ュ
ル
フ
オ
ー
ア
ル
セ
ナ
ー
ト
」
ヲ
製
シ
得
ル
モ
ノ
也
是
レ
硫
化
水
素
ヲ
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
アルセナート」或ハ「カリュムアルセナート」溶液中一一入ルヘシ例スルーーヱ凹缶のＣ＋Ｐ国頌、
Ⅱ三四畠の匹十仁国らノ如シ若シ此溶液中二酸ヲ注ク時ハ第三砒石硫ノ抱合物ヲ得ル即「率ア
ルセニキュムペンターシュルフィーテ」ナリ是黄色粉末ナリ例スル一一
畳四房の』＋①○国Ⅱ少曾の叡十のｚ“Ｏ］＋笙瞬、ノ如シ
○砒石ハ「ホロールフループ」ノ「エレメント」トハ直一一抱合シ「アルセニキュムトリホロ
リーテ」及「アルセニキュムトリブロミーデ」並一一「アルセニキュムトリョヂーテ」トナル
ﾉレー 一一
附
着
シ
テ
鉱
属
光
輝
ヲ
有
ス
ル
事
四
明
鏡
ノ
如
シ
」
此
瓦
斯
零
点
以
下
四
十
度
一
一
於
テ
無
色
流
躰
ト
ナ
２５２４ 2３２２ 2１２０ 1９
ヒ
素
鏡
，
マ
ー
シ
ュ
の
ヒ
素
検
出
法
鶏冠石，嚴鴎の關↓嚴舎の
金色色素，再冒酔Ⅱｍ・戸
已、白の貝
チ
オ
亜
砒
酸
チ
オ
亜
砒
酸
カ
リ
ウ
ム
の
生
反応チオ
砒
酸
塩
澄め“
9６
若シ此瓦斯一一火ヲ点シ而冷陶器ヲ其火焔二対シ置ク時ハ其面一一鉱属状ノ泗砒石鏡ヲ呈ス此砒
石鏡ハ硝酸一一由テ「アルセーーッキシュール」二変ス此酸液一一「アムモニアッキ」溶液ヲ徐々
一一注キ中性体トナシ而シテ硝酸銀液ヲ注ク時ハ赤褐色沈殿物ヲ生ス」○砒石ヲ含ミタル液中
一一此一一少ノ塩酸〈但シ一二滴〉ヲ入し而后此液ヲ清浄ナル黄銅器ヲ以テ煮ル時ハ液中ノ砒石黄
銅面二付着シ灰白色層ヲナス若シ此層ヲ空気一一暴露シ熾熱スル時ハ燃化シテ「アルセニッキ
ュムトリヲキシーデ」トナル是レ既二論セシ法ヲ以テ試検シ得ル〈銅塩銀塩ヲ以テ種々ノ沈
砒
石
有
無
ノ
試
検
法
舎密術ヲ以尤トモ些少ノ砒石ノ有無ヲモ徴ス得ベシ
砒石溶液中一一硫化水素ヲ注夕時ハ黄色「シュルフィーデ」〈硫砒石抱合物〉トナリテ沈殿ス
若シ此「シュルフィーデ」ヲ乾燥シ而シテ硝子管ノ｜ロヲ密閉セシモノ、中一一「配カリュム
シァニーデ」及「”ナトリュムカルボナーテ」ノ混合物卜共一一入し熾熱スル時ハ其管ノ冷部
一一輪状ノ砒石鏡ヲ呈ス若シ其砒石鏡ヲ空気二暴露シ熾熱スル時ハ燃化シテ「アルセニキュム
トリヲキシーデ」ノ結晶トナル若又此結晶ヲ多量ノ水ヲ以テ煮ル時ハ其水中一一溶解シ此溶液
ハ銅塩ノ中性溶液卜触合シ透明緑色沈殿物ヲ造ス是レ即「卵コーペアルセニ１卜」ナリ若又
銀塩卜触合スル時ハ透明率黄色沈殿物ヲ呈ス〈此怯一一由レハ其水中一一一一千分ノーノ砒石ヲモ
徴シ得へシ然しドモ舎密局一一非レハ難カシ〉
砒石ヲ含有シタル液ト稀硫酸及亜鉛ヲ「ハス」ヲ製スル瓶子中一一入ル、時ハ「和アルセニッ
キ
ワ
ー
ト
ル
ス
ト
フ
ハ
ス
」
ヲ
製
ス
別
シ
ア
ン
化
カ
リ
ウ
ム
”
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
塑
旧
と
同
じ
羽上化銀，』噂し、
釦
上
化
水
素
9７
既二論セシ如ク諸ユル舎密作用ハ｜ノ単一ナル法則二随フモノナリ」
第一法則ニテ論セシ如ク總テノ原素ハ自己ノ化合量或ハ化合量ノ幾倍ヲ以テ抱合スルモノナ
リ此法則ヲ弁解スル事ノ為一一舎密家ハ諸体皆舎密術ヲ以テ分チ能ハサル分子ヨリ成ルト定ム
之ヲ「‐アトーム」卜名ツク」「アトーム」ノ種類つ原素ノ種類ノ数ヲ斉シ然しドモー原素
中ノ諸「アトーム」ハ悉ク同等ナリ」若シニ箇或ハ数箇ノ不同種類ノ「アトーム」結合スル
時ハ舎密上抱合ヲナシ結合体く３サーメンヘステルデハルーム〉トナル故一一舎密抱合物ノ極
小分子ハニ箇或数箇ノ不同種類「アトーム」ノ結合ヨリ成ルモノナリ此分子ヲ「４モルキュ
レ」卜名ツク是レ舎密術ヲ以テハ分析シ得ルト錐モ５器械性ヲ以テ分析シ能ハサリモノナリ
独立〈即瀧離〉原素ノ極微分子モ「アトーム」一一非スシテ数箇ノ「アトーム」結合ヨリ成ル
モノナリ故一一是亦一筒ノ「モルキュレ」ナリ此理一一由テ原素ハ他ノ抱合物ヨリ瀧離サレタル
モ
ノ
ナ
リ
故
二
是
亦
一
筒
ノ
コ
瞬
間
ハ
甚
ダ
強
キ
作
用
ヲ
ナ
ス
総テノ舎密作用一一於テハ「｝
と
中
ノ
各
個
ノ
「
ア
ト
ー
ム
」
澱物ヲ呈スル等〉以上ノ試検二由テ側ルヘカラサル砒石卜錐トモ其有無ヲ確定シ得ル者ナリ
但シ試検中用ユル所ノ硫酸及亜鉛ハ砒石ヲ含マサルモノヲ用ユヘシ
国】ごニロのｍの曰「モルキュレ」ノ互二機能ヲナスモノナリ」舎密現象ハ「モルキュ
ー」ノ位置ヲ変スルモノナリ故一一一一筒ノ「モルキュレ」互二抱合ス
５４ ３ ２１
」
ｓ
Ｂ
原
子
原
素
Ⅱ
元
素
、
以
下
の
文
章
で
は
このように記している。
ｍｍＢの巨需、訂巨Ⅱ８日ご自己》
化合物
冒
昌
忠
昌
①
物理的性質
9８
○
水
素
○
ホ
ロ
ー
ル
○
燐
○
砒
石
○
水
銀
若シ皿躰ノニルキュレ」重ヲ知ン卜欲セハ其体ノ蒸気ハ水素ヨリモ幾倍重キヤヲ算シ而其
数一一一一ヲ乗スヘシ例之左ノ如シ
ル時ハ其「モルキュレ」中一一抱合セシ「アトーム」ノカラニ勝シ事ヲ要ス」若シ原素抱合物
ヨリ瀧離スル時ハ其瀧離サレタル「アトーム」ハ結合シテ原素「モルキュレ」トナル然しド
モ其「アトーム」瀧離サレタル瞬間一一他ノ親和ヲ有シタル「アトーム」一一遇う時ハ原素モル
キュレ」トナラス故一一原素他ノ抱合物ヨリ遊離サレタル瞬間ハ強キ舎密作用ヲ有スル事明ナ
リ」總テ「アトーム」ハ必ス定ツタル数ヲ以テ舎密作用ヲナスモノナリ○６原素「モルキュ
レ」気状体トナル時ハ舎密抱合物「モルキュレ」ノ気状体ノ容量二斉シ其容量ハニ容ノ水素
瓦斯一一同シ○フキュイピーキメートル」酸素瓦斯「モルキュレ」ノ数ハ「キュピーキメー
トル」「８エーセルヲキシーデ」等ノ気状躰中ノ「モルキュレ」ノ数二斉シ之一一由テ９總テノ
体ヲ温ヲ以テ気状体トナス時ハ其膨張収縮悉ク同等ナルノ理明ナリ〈理学温論ヲ参考スベ
シ
～￣
気状体及蒸気之稠密⑫モレキュライレ重咀アトーム重
桿桿
○ｃｊｌｏ）ＣＤ
●○ｍｏｌ得
●
ＣJ１
０．ＣＤ吟
○○Gコ～］
。●心－Gコ
6コ
○～ＪＣｐＣｐ
。、－０１骨
Ｃ
Ｏ１
1３１２ １１１０ ９８ ７ ６
気体の体積ハ定温・定圧で一定
である．水素二容（１モル）の
体
積
と
同
じ
１
立
方
メ
ー
ト
ル
の
酸
素
の
分
子
数
回恩ｇｕｄのⅡ酸化鉄
物質の気体の膨張収縮は悉く
同じⅡ温度と気体の体積の関係
分子量の計算法の説明
同容の水素に対するそれぞ
れ
の
気
体
の
質
量
比
気
体
の
分
子
量
原
子
量
9９
「アトーム」ハ舎密抱合物一一現在スル所ノ原素ノ極微部分ナリ」「モルキュレ」ハ独立原素
或ハ結合体ノ極微部分ニシテ舎密抱合ヲ助形スルモノナリ
舎密性現象ハ必ス「モルキュレ」ノ「フオリュムレ」ヲ以テ徴スヘシ然しドモ時トシテハ簡
易ノ為一一「アトームフオリュムとヲ用ユル事アリ
第一例若シ【ＯＳ璽Ⅱ【○］＋◎箪卜記載スル時ハ【。］◎函ハ熾熱二由テ【○］トー一一容ノ酸素
トー分析サル、事ヲ徴ス且シ既一一論セシ如ク｜｜筒ノ「カリュムホロラート」画【ｏ］◎霞ノ「モ
ルキュレ」ハ熾熱一一由テ第一一一「カリュムホロリーデ」ノ｜「モルキュレ」卜｜｜「モルキュ
レ」ノ酸素並一一一「モルキュレ」ノ【ｏ］。←Ⅱ「カリュムペルホロラート」二分析ス若シ此
分析物ヲ熾熱スル時ハ分析シテ｜「モルキュレ」【○］卜｜｜モルキュレ」ノ酸素トニナル之レ
ヲ左ノ「フオリュムとヲ以テ書キ現ハシ得ル即チ
［其一］函【Ｏ］○画Ⅱ【。］＋【ｏ』。←＋○画［其二］【ｏ］○』Ⅱ【。］＋画。函ナリ
第二例「ホロール」ハ水素ト直チニ抱合シテホロール水素トナル此抱合ヲ記載スルニー一様
若シニルキュレ」重ヲ「アトーム」重ヲ以テ除スル時ハ原素蒸気「モルキュレ」中二存在
スル「アトーム」ノ数ヲ知ルヘシ例ヘハ］匡一琶Ⅱ仁凹の口喚ｓ｝乱Ⅱトナリ」「ホロール」
水素等ノ能ク気状体トナル原素「モルキュレ」ハ殆ンＦ悉クニ筒ノ「アトーム」ヨリ成ル」
燐及砒石ノ原素ニルキュレ」ハ四筒ノ「アトーム」ヨリ成凸水銀及揮発ナル鉱属ノ原素
「モルキュレ」ハ｜筒ノ「アトーム」ヨリ成ル此ノ如キ体ノ「アトーム」重ハ「モルキュ
し」重一一斉シ
ＭのロⅡ四目』
1００
第四例「オソン」ノ「モルキュレ」ハ三筒ノ酸素「アトーム」ヨリ成り其中一筒ノ「アトー
ム」ヲ容易夕瀧離セシムル性ヲ有ス故一一之ヲ「ワートルストフヂヲキシーテ」卜触合セシム
ル時ハ「ワートルストフヲキシーテ」即チ水卜通常ノ酸素ヲ形成ス之ヲ左ノ「フオリュム
レ
」
ヲ
以
テ
書
シ
現
ハ
ス
甲ノ「フオリミュムレ」一一由テハー容ノ水素一容ノ「ホロ１ル」卜抱合シー容ノ「ホロー
ル」水素ヲ形成スルヲ知ル乙ノ「フオリュムレ」一一由テハ抱合ノ時嘔複分析ヲ起シ「ホロー
ル」ハ水素卜位置ヲ置換シ且一「モルキュレ」ノ水素卜｜ニルキュレ」ノ「ホロール」卜
抱合シ一一「モルキュレ」ノホロ１ル水素ヲ形成スルヲ知ル
第三例「烟シルフルヲキシーデ」卜「Ⅳワートルストフヂヲキシーデ」卜触合スル時ハ酸素
ヲ瀧離スルノ理左ノ如シ既二論セシ如ク銀ハ酸素卜甚夕弱キ親和カヲ有スルカ故一一之ヲ熾熱
スル時ハ直一一分析サル、モノナリ且シ既二知ル如ク「ワートルストフヂオキシーデ」ハ甚夕
容易夕｜「アトーム」ノ酸素ヲ流離セシムル性ヲ有ス以上ノ瀧離サレタルニ筒ノ酸素「アト
ーム」ハ直チニ結合シテ酸素「モルキュレ」ヲ形成スヘシ之ヲ左ノ「フオリュムレ」ヲ以テ
書
シ
現
ハ
ス
髄Ｕ○十二〕○口Ⅱ砿Ｕ十二〕○＋㈹〕
是
也 アリ［其一］■＋○］Ⅱ国ｏ］
［拭く二］
二Ｕ＋
○一
Ⅱエ
Ｕ
Ｕ
＋仰一 Ｕ
Ｏｌ
Ｏｌ
1７１６１５
複
分
解
酸
化
銀
過
酸
化
水
素
1０１
図○Ⅱご「囚奇の門凶司ゆく①岸ヨ「囚叶の届の←○虎、の］の①】］ヨ四←の局の←○点弓①］］一巨巨●員二四一の円の（○ｍ
①臣四言弓四］のロは①」の門皀の曰の旨の口咀
既二論セシ如ク総テノ原素ノ舎密上性質二従テ種々ノ「フループ」〈種類〉二分シ故一一今
「フループ」中ノ諸原素互一一類似シタル性質ヲ詳論ス且水素卜互一一比較シ得ルモノヲ論スヘ
］○Ⅱ二二四一の周の叶○冷○胃］○○門ヨロ奇の門の←○ｍ国門○○口〕ヨ四一の局の←○虎』。。』ヨ四一の局の叶○開
シ
Ⅲ］
国］ロ○○局ョ回叶の局の一○用
而工垂Ｕｏ
臼の
L」 〕Ｃ ｏｏ
＋亜一Ｕ 〕エ エ
ｏ凶
ロエ
百
二Ｕの① Ｌ」 〕 エエ
○＋凹函 〕ニエエエＵ「の Ｕ
旧
元
素
の
原
子
価
1０２
以上ノ「フル１プフオリュムレ」一一由テ第一「フループ」一一於テハ各箇ノ原素一「アトー
ム」ノ水素卜抱合シ第一一「フループ」一一於テハニ「アトーム」ノ水素卜抱合シ第一一一「フル１
プ」一一於テハ’一一「アト１ム」第四「フループ」一一於テハ四「アトーム」ノ水素卜抱合スルヲ
知ル若シ以上ノ原素第一「フループ」中ノ原素卜抱合スル時モ此理一一斉シ例スルーー
】○ 心○Ⅱシ閂○○の円四ｍｍ四ｍ
函。Ⅱ少日日○口国丙
ｏ丘］○○門目。】巴○門『』の。】］』の居庁］○国、胃日田。］】□の曙す門○日付国已已門
エエエ
（ノ○○￣￣ 〕
＝〕○
旧匡○のご庁○頁ご回（①門の←○虎
］ エエエ閑【】の国①房ご凹寸の帛の計①馬
｝の一Ｏエー
Ｌ＿」
○
少扇の已斤ご『自の肩の（○烏
エ〕 エ
アの
工ロエ
気Ｕｏ
1０３
四○Ⅱ
画。Ⅱ旧旨・の己匠・冨国・匠］・国』の少尉の①曰斤曾］・旨］・国」のシ■の①ロ民←且。＆」の
以
上
論
セ
シ
總
テ
ノ
「
フ
オ
リ
ュ
ム
レ
」
一
一
由
テ
第
一
「
フ
ル
ー
プ
」
ノ
諸
原
素
ハ
己
レ
ノ
ム」ヲ以テ｜「アトーム」ノ水素ト抱合ス故一一此ノ如キ「アトーム」ハー筒ノー
ス之ヲロロゴ巴の己〈一価〉卜名ツク又第一一「フループ」ノ諸原素ハ卯ずご囚］①旨
「
ボ
リ
ュ
ム
」
ハ
水
素
卜
抱
合
シ
能
ハ
ス
然
し
ド
モ
若
シ
「
ボ
リ
ュ
ム
」
水
素
ノ
抱
合
物
天
地
間
二
現
在
ス
ル
時
ハ
必
ス
｜
「
ア
ト
ー
ム
」
ノ
「
ボ
リ
ュ
ム
」
三
「
ア
ト
ー
ム
」
ノ
水
素
ヨ
リ
成
ル
ヘ
シ
何
ト
ナ
レ
ハ
「
⑬
ボ
リ
ュ
ム
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
ハ
三
「
ア
ト
ー
ム
」
ノ
「
ホ
ロ
ー
ル
」
ト
ー
「
ア
ト
ー
ム
」
ノ
「
ボ
リ
ュ
ナ
レ
バ
ナ
リ
ム
」
即
ｏ〕 ｏ
囚）
。 Ｏｌ
Ｏｌ
Ｏ－
ｏ｜
シの
。｜
○一
○ず］○○門庁○○庁計○庵
言の忌弩］○屋○国』①
〕
エエエ○
し丁
○
←ここ⑩臣○旨曰○庁］。且』①
（ノ
＞
の
。｜Ｏ｜
の一
ナ下ロー
リ合戸
是位ア
レヲト
即有’
2０１９
三
塩
化
ホ
ウ
素
二価
1０４
「１ニファーレント」原素ハ互一一抱合スル事多カラス然しドモ「ミュルチファレント」原素
ノ抱合物ノ数ハ甚夕大ナリ例之ハ「ホロール」卜水素ハ只一箇ノ抱合ヲナシ又酸素卜水素ハ
一一箇ノ抱合ヲナス併ナカラ四○唐ノ抱合一一於テハ唯酸素ノ｜「アトーム」卜抱合スルノミニ
同一「フル１プ」ノ諸原素ノ「アトーム」ハ同シ舎密性価ヲ有ス故二舎密抱合中互一一場処ヲ
換へ得ルモノナリ之ヲ四のＰ已目］の亘〈同位〉卜名ク故一一一「アトーム」ノ「ブローム」ハ｜
「アトーム」ノ「ヨヂウム」卜互一一「エクイファレン卜」也且シ｜「アトーム」ノ酸素ハニ
「アトーム」ノ「ホロール」卜互一一三クイファレント」ナリ又一「アトーム」ノ炭素ハ四
「アトーム」ノ「フリュヲール」卜互一一「エクイファレン卜」ナリ且シ以上ノ理一一由テ酸素
ノ｜「アトーム」ハニ「アトーム」ノ水素ノ場所ヲ取り之ヲ瀧離セシムヘシ尚此他此例一一従
原素ヲＥ四号弓四］臼
或
冒
・
巨
皀
の
耳
ト
泉
ム
」
性
等
卜
唱
へ
得
ル
ノ
｜
｜
フ
ナ
リ
時トシテハ「クワンチファーレンシー」数ヲ簡易ナルコトノ為一一「ロマ」ノ数字ヲ以テ徴
スル事アリ例之ハ。】〔切昌ニノ如シ」「１ニファーレント」原素ハ数字ヲ位セス」鉱属モ亦「１
ニファーレント」及言ロ］←弓四』①旨く複和合位〉一一区別ス例之ハ【四』旨目＆］・国二①Ⅱ【○］又
○巳・旨曰＆］・国二①Ⅱ
Ｉ「ｏ｜
ノ如シ」
「ピファレント」ノ「アトーム」ハ舎密抱合ヲナス時ハ「ユニファレント」ノー「アトー
ム」ヲ要スル義ナリ又第三「フループ」ノ原素ヲ亘箇］①昌卜名ク又第四「フループ」ノ諸
原素ヲＰ目号弓四］の昌卜名ツク」諸原素「アトーム」ノ舎密性価ノ差異ヲＥ四三弓四］の皀の
或冒・巨皀の耳ト名ツノ故二「１－－ファレンチ」等ノ代り二一「アトーム」性一一「アトー
Ｏ
坐
￣￣
００
－￣
1０５
（国‐。）是し酸素ノ｜ハ瀧離シ易ス
窒
素
「
フ
ル
ー
プ
」
ハ
「
、
ト
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
ト
」
ナ
リ
ト
錐
モ
恐
ク
ハ
或
ル
抱
合
一
一
於
テ
ハ
率
Ｐロ目邑のぐ四］の言ナラン例之ハ「アムモーーアキ」卜「ワートルストフホロリーデ」ハ直一一抱合
シテ「アムモニュムホロリーデ」Ⅱｚ皀国単十国○』Ⅱ（三国曇。］）トナル
若シ「フオスフオールトリホロリーデ」中二「ホロール」ヲ加フル時ハ「フオスフオ１ルペ
ンタホロリーデ」トナル即旧皀○］②＋ｓｏ］Ⅱ弓ご○］画ナリ
以上ノ如キ抱合ハ唯固形体或ハ流動体ノ形ヲ以テノミ現在ス若之ヲ蒸発セシムル時ハ更二二
筒ノ集合「モルキュレ」トナル然しドモ時トシテハ此ノ如キ抱合物蒸気トナルモ分析セサル
如キモノアリ併シ此ノ如キ蒸気ハニ筒ノ集合「モルキュレ」蒸気ノ混合物ダル事ヲ徴シ得ル
淫例之ハ「フオスフオールペンタホロリーデ」ノ蒸気ハヲオスフオールトリホロリーデ」
卜「ホロール」蒸気ノ混合物ナリ又「ホロールアムモーーュム」ノ蒸気ハ塩酸卜「アムモニア
キ」蒸気ノ混合物一一他ナラス故二此ノ如キ蒸気ノ異重ハ通常ノ法則一一随ハス例之ハ「アム
モニュムホロリーデ」ノ蒸気同種類「モルキュレ」ヨリ成ル時ハ其異重ハ屋・ヨナリ然しド
モ四容ノ「ホロールアムモーーュム」ハーー容ノ塩酸即塩酸ノー「モルキュレ」トー容ノ「アム
シ
テ
他
ノ
｜
「
ア
ト
飽
和
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
（国‐。‐。）且
（国‐。‐国）曰
（国‐。‐○‐国
チ
ニ
水
ト
ナ
ル
「アトーム」
是し水素卜酸素ノ｜ト抱合〆残リタル酸素ノ三ハ瀧離シ易ス
是レ水素ノーート酸素ノート抱合スル故二飽化抱合シテ瀧離シ難シ
）是し水素一一卜酸素ノーート抱合シテ残リタル酸素ノニハ瀧離シ易ス故二直
ハ独立スルモノナリ若シ之二水素一「アトーム」ヲ加フル時ハ抱合
2３ 2２２１
三価五価
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
の
考
え
は
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
に窒素を五価と考えた。
五塩化リンは気体となると、
三
塩
化
リ
ン
と
塩
素
分
子
に
分
解するとしている。塩化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
も
同
じ
様
に
ア
ン
モ
ニ
ア
と
塩
化
水
素
に
な
る
と
し
て
い
る
。
1０６
「上Ｆロヲキシーデ」モ亦以上ノ理一一従テ考定シ得へシ何トナレハ其抱合物中ニハ必ス○国
ナル「フループ」現在ス是レ水中ノ｜筒ノ水素ヲ減セシモノ也故一一○国モ亦「ラヂカー
ル」ナリ之ヲ「ヒドロヲキシーレ」卜名夕例之ハ「ワートルストフホロリーデ」卜「ナトリ
ュム」ヲ混スル時ハ水素卜「ナトリュムホロリーデ」ヲ得ル即暉国皀＋ｚ胃Ⅱ■閏十四ｚ四○］
ノ如シ此理一一由テ水卜「ナトリュム」ヲ混スル時ハ水素卜「ナトリュムヒドロヲキシーデ」
ヲ得ル即函国○四＋ｚ智Ⅱ国画十四ｚ四○国ノ如シ
硫酸及硫酸塩中ニハ（⑩◎蝉）〈スワーフルジヲキシーデ〉Ⅱ（ｍ⑩）（。。）（○○）ナル元素
「フループ」現在ス是即「ピファレント」「ラジカール」一一シテーー筒ノ独立化合位ヲ有スル
モニアキ」即「アムモニアキ」ノ｜「モルキュレ」ヨリ成ル故一一一容ノ「ホロールアムモニ
ュム」ノ重ハ（霊。、＋］『）一心Ⅱ］⑭．ヨナリ是レ試検一一由テ確定サレシモノナリ
許多ノ舎密抱合ヲ「型ラヂカール」結合卜定〆得ル是即不同種類「アトーム」合シテ原素ノ
性質ヲ現ハスモノナリ」夫レ「ラヂカール」ハニ筒以上ノ「シュルチファーレント」原素ヨ
リ成り互二飽和抱合ヲ成サルモノナリ例之ハ硝酸及硝酸塩中一一ハｚ①函存在ス是即「ユニフ
ァーレントラヂカール」ナリ」窒素ノ｜「アトーム」ハ一一一筒ノ化合位ヲ有ス即チｚ旨ＰⅡ
（ｚｚｚ）ｓｏ）（○○）此一一筒ノ化合位ハ「ピファーレント」酸素ノー「アトーム」ヲ以テ飽和
シ其他ノー化合位ハ酸素ノ｜化合位卜飽和ス故二尚酸素ノ｜化合位独立ス故一一是し「ユーーフ
ァーレントラヂカール」ナリヱＰⅡ■Ⅱ○］Ⅱ団届共二同ジ
硝酸ハ水中ノー筒ノ水素「ユニファーレントラヂカール」即ＺＰ卜交代セシモノト考定シ
得ル例スルニエＪｊ
Ｚｏコフ
ノ如シ又總テノ酸素酸ノ抱合ハ此例一一従う
痕几』竹フル一一瓦Ｕ○
毛Ｊ・
へシ」
2４
複数原子よりなる反応基
をラジカルと名つけている。
107
合
ス
ル
ノ
理
明
ナ
リ
第
一
「
ユ
ニ
フ
ァ
ー
レ
ン
ト
ア
ト
ー
ム
」
或
ハ
「
ラ
ヂ
カ
ー
ル
」
符
号
ヲ
用
１
又
抱
合
シ
タ
ル
「
ユ
ー
ー
フ
ァ
ー
レ
ン
ト
ア
ト
ー
ム
」
或ル理学家雪奇盲』の氏一筒ノ符号ヲ発明セリ之二由テ「アトーム」ノ「モルキュレ」一一集
第一一独立「ピファーレント」原素或ハ「ラヂカール」ハ、ⅢⅡ□此ノ如キ符号ヲ用上
符
号
ヲ
用
１
又
抱
合
シ
タ
ル
此
ノ
如
キ
符
号
ヲ
以
テ
徴
ス
燐酸及燐酸塩中ニハ率旧昌○旨Ⅱ（旧旧旧）（。。）ナル「トリファーレントラヂカール」存在
シ
唯
燐
ノ
｜
「
ア
ト
ー
ム
」
酸
素
ノ
｜
「
ア
ト
ー
ム
」
卜
抱
合
シ
他
ノ
三
筒
ノ
化
合
位
ヲ
独
立
セ
シ
ム
例
之
者
ナ
リ
此
「
ラ
ジ
カ
ー
ル
」
ハ
原
素
或
他
ノ
「
ラ
ジ
カ
ー
ル
」
卜
左
ノ
抱
合
ヲ
ナ
ス
ノ、
の一一○画
の一一○口□’’○ ○工
〔
ｏ工
〔
［
〔
○六
ｏ大
の一一○口
の－０ｍ
○一一
○工
○大
○一
［㈹一
で三○ の一一○ｍ戸エエＯ
工
ｏ工
Ｏｌ
ｏ工
〔
〔
〔
の二○凶
の一一○凶
Ｏｌ
Ｏｌ
ｚｏ画
口一一○
ｏ工
［
ｏ工
で一一一○
ノ
独
立
ス
ル
モ
ノ
ニ
ハ
或
ハ
「
ラ
ヂ
カ
ー
ル
」
ｏ工
［
ｏ工ｏ工 の一一○凶〔ゴーｏ此孟キ
ハハⅢⅢ
2６ 2５
勺Ｐ②‐とは考えていな
かった。
ケ
ク
レ
、
ド
イ
ツ
の
有
機
化
学
者
桿⑰画①０］⑭＠の。
1０８
書スル時ハ酸素ハ「ピファーレント」ニシテ其「アトーム」悉ク独立スル事ヲ徴ス又
州拙・ノ如キ符号ハ水ヲ徴スルモノナリ又㈱と。ハ轄町スーラヂヵー
合スル時ハ［ＵⅡＨＵ此ノ如キ符号ヲ以テ徴ス」若シ０
抱
合
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
「アルコール」ノ符号ハ○傾国らナリ之ヲ以上ノ符号ヲ以テ書記スル時ハ左ノ如シ
硫酸ノ符号ハ国沈Ｃナリ之ヲ以上ノ符号ヲ以テ徴スル時ハ左ノ如シ
国沈○《
目鬘ｏの○ｏエエｏヨ引田］剴帛』脂宕』割引軍エエエＯ工 此ノ如キ符号ヲ用上若シニ筒ノ「アトーム」ノ内一筒ノミ抱
｢-戸Ｔ］
此
ノ
如
キ
符
号
ヲ
可企ロ客
学
Ｌ＿
無
機
抱 巻之･合
物
第
－
－－
￣
篇
鉱
属
１１０
舎
密
学
巻
之
二
目
次
無
機
抱
合
物
第
二
篇
鉱
属
通
論
＊結晶論
十
二
各
論
十
七
加榴母‐
十七
那篤榴母２
世朱母３
二
十
九
個毘十母４
利知烏母’
二
十
九
加累朱母６
斯
篤
倫
知
由
母
７
三
十
四
抜榴母８
亜律密紐母，
三
十
六
痂掘浬里母皿
別利榴母皿
四
十
亜鉛
嘉度密烏母蝿
四
十
四
意摸胄母蝿
満俺皿
四
十
五
鉄
箇
抜
が
胄
母
応
五
十
六
曜結榴母岻
格魯密烏母〃
五
十
人
由良紐母旧
錫
六十一
知多紐母⑬
莫
列
貌
的
紐
母
別
六
十
四
絆□示弗刺謬母皿
私知彪母遡
六
十
五
比斯密胄母羽
華那冑母型
七
十
多示榴母泌
銅
七
十
五
鉛
喜
度
刺
示
義
榴
母
沁
七
十
九
銀
金
八
十
六
白金
巴
示
刺
胄
母
”
九
十
＊結晶論は追加記入した。
稗目次にはタングステン以下は書かれていないため、追加記入した。
二
十
四
二
十
九
三十一
三
十
四
四
十
四
十
二
四
十
五
四
十
八
五
十
七
六十一
六
十
四
六
十
五
六
十
九
七
十
四
七
十
九
八
十
二
八
十
八
２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７６５４３２１
カ
リ
ウ
ム
ナ
ト
リ
ウ
ム
セシ、ワム
ル
ピ
ジ
チ
ワ
ム
リチ●ワム
カルシ●ワム
ス
ト
ロ
ン
チ
●
ワ
ム
バ
リ
ウ
ム
アルミ一〒ワム
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ベ
リ
リ
ウ
ム
カ
ド
ミ
ウ
ム
インジ●ワム
マ
ン
ガ
ン
コ
バ
ル
ト
ニ
ッ
ケ
ル
ク
ロ
ム
、ワーフン・
チ
タ
ン
タ
ン
グ
ス
テ
ン
モ
リ
ブ
デ
ン
ア
ン
チ
モ
ン
ピ
ス
マ
ス
バ
ナ
ジ
ン
タ
リ
ウ
ム
水
銀
パ
ラ
ジ
ュ
ム
1１１
当今ハ四十八筒ノ鉱属宇宙間二存在スルヲ知ル総テノ鉱属ハ通常温一一於テハ２固形体トナル
但シ水銀ハ此例一一従ハスシテ流動体ナリ」総テノ鉱属ハ必ス光輝ヲ有シ又温及３越列幾ヲ非
鉱属ヨリモ能ク導クモノナリ」鉱属ハ不透明ナリ
鉱属ノ４異重ハ甚夕差異アリ例之左ノ如シ
写
昼
旨
日
画
］
．
⑫
田
口
屋
四
色
盲
目
】］。⑭
句］四はロ四
ｍ
］
□
Ｆ
○
四
」
］』・函
の○口』５
得
②
②
図
芭
ぐ
の
門
６
■○・画
閉
葛
時
７
】
四
・
墨
の
国
］
の
曰
三
ぽ
①。⑫
弓匠昌屋ロ日
］桿・②【○℃の門
⑫。①
ｚ房斤巴
⑪
．
⑫
○
旨
局
Ｏ
Ｂ
旨
目
⑨
．
①
○四」目盲目
⑫
。
①
之
巨
曰
旨
旨
曰
四
・
ｍ
①
閂きず四房
⑭
。
□
の
言
○
口
奇
旨
曰
画。、』
言ｍｐｍ四目
⑫
Ｃ
言
四
召
の
の
旨
目
］
・
『
⑨
回国の局８
コ
．
⑫
ｏ
巳
○
旨
目
。。⑨⑪
舎
密
学
巻
之
二
和
蘭
陸
軍
第
一
等
医
官
私
魯
以
斯
氏
口
授藤本
清
辰
筆
記
無
機
抱
合
物
第
二
篇
‐
鉱
属
通
論
８７６５４３２１
金属固体
電
気
ま
た
は
電
流
比重
金銀水銀鉄
１１２
或ル鉱属ハ熾熱シテ蒸発セシメ得ル者ナリ例スルーー水銀ハ’’’百五十度一一於テ蒸発ス又「カリ
ュム」「ナトリュム」「Ⅳマフ子シュム」或ハ亜鉛ヲ白熾スル時ハ之ヲ蒸留シ得ルモノナリ」
鉱属ノ異重五ヨリ下ナル時ハ是ヲ９軽鉱属卜云五以上ヲ、重鉱属卜云」殆ン卜凡テノ鉱属熾
熱一一由テ皿流動体二変形ス是鉱属ノ⑫溶解点一一随フ者ナリ例之ハ左ノ如シ
【
弓
芹
－』①。
弓］皀
画⑭□○
門
巳
旨
目
＋⑪、。
四
ｍ
目
三
旨
国司ＣＣ
Ｚ
昌
国
色
目
①Ｃｏ
ｏ
昌
日
旨
日
⑭］⑨。
旧○四曰
四哩心ｏ
三】垣の且国の蔦
』○画ＣＣ
Ｎ』ロ庁
一四函Ｃ
Ｑ国ロゴ巴①且国の菌］四○○。
』四ｍ○
○
○
レニ』目○日目目
、一四四］崎
］
⑭
○
○
ｌ
］
』
○
○
℃ＣＣｏ
Ｏ
ｏ
少］目曰」ロ旨日
切目①①」ごロ①穂
】
、
。
○
ｌ
］
①
○
○
】ＣＣＣｏ
Ｏ
Ｎ■ぐの円
○○二二
。⑬。。
【○℃①門
］○℃ＣＯ
旧］四はロ囚
暉ＣＣＣＯ
弓】昌
凶】ロ屍
シロは日○日目目
少尉①日。皀曰
｡｡､－．－コ
● ● ● ●
G･司桿ＣＤ
田口亘二言目
ｚ
四
宮
旨
目
尻四底巨目
５群庁」ｐＨロ
得・画⑭
○・の『凶
○・⑫①⑨
○・ｍ①⑭
1７１６１５１４１３ 1２１１１０９
金
属
重
金
属
融
解
物
融解点（本書では温度表記は
摂氏℃である）
白
鋳
鉄
灰鋳鉄
鋼
鉄
錬鉄マグ
ネ
シ
ュ
ム
1１３
鉱テ形於夕打庶
属一体テ脆延幾
薑:言盲言黙冨屋夛寄雲花戻藪篁喜金０９斤‐巨召巨首屋同合テ靭レル属舳皀冒:畠：言圓‐量/性能又ハニ ロＤＢローノ’９ヲク種些曰圓ア功固有粉々少晉l癖鰄識竈蕊蕊霊××××××××××××,,竈庇例シリノテ………＿:蕊：筆画一…………=雪”｢灌窒tｏヨヨ吟 旨・言と言会於ニスーフテユ之
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総ワ属ノーニ
テルノ温ハマ
ノム固二甚テ
2２２１ 2０ 1９１８
、。。且が昼丙Ⅱｇの・践。
ゴロ目亘繭Ⅱ彦のｇ
ア
ト
ー
ム
温
Ⅱ
原
子
熱
原子量
ピ
ス
マ
ス
ロ巳ｏｐｍ・祠の三（岳】］）の定律
で
あ
り
，
元
素
（
単
体
）
の
比
熱
と
そ
の
原
子
量
の
積
は
そ
の
元
素
１
グ
ラ
ム
原
子
の
比
熱
で
あ
り
，
こ
れ
を
原
子
熱
と
云
う
。
固
体
元
素
の原子熱はほぼ一定値である。
1１４
○
鉱
属
ノ
所
在
唯僅カノ鉱属ノミ他物卜混合セスシテ天地間一一存在ス」鉱属ハ地層中二散在スル事甚不同ナ
リ
而
通
常
酸
素
硫
「
ホ
ロ
ー
ル
」
或
他
ノ
非
鉱
属
卜
抱
合
シ
存
在
ス
」
或
鉱
属
二
於
テ
ハ
見
出
ス
ル
量
甚
夕
些
少
ニ
シ
テ
又
或
鉱
属
二
於
テ
ハ
見
出
ス
ル
量
甚
夕
大
ナ
リ
」
別
固
形
地
層
ヲ
形
成
ス
ル
所
ノ
配
結
晶
石
ハ
殆
ン
卜
全
ク
「
妬
ア
リ
ュ
ミ
ニ
ュ
ム
」
鉄
夛
カ
ル
キ
」
「
マ
フ
子
シ
ュ
ム
」
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
ノ
珪
素
及
上
但
シ
以
上
ノ
「
ア
ト
ー
ム
」
温
ノ
数
些
少
ノ
差
異
ア
リ
何
ト
ナ
レ
ハ
「
卯
ソ
ー
ル
テ
レ
ー
キ
」
温
ヲ
定
ム
ル
事
甚
夕
困
難
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
此
「
ソ
ー
ル
テ
レ
ー
キ
」
温
ノ
助
ケ
ヲ
以
鉱
属
化
合
量
ノ
疑
シ
キ
者
ヲ
確
定
シ
得
ル
〈
即
固
有
温
ヲ
以
テ
「
ア
ト
ー
ム
」
温
ヲ
除
ス
ル
時
ハ
得
へ
シ
〉
非鉱属ノ窒素「出ホロール」「ブローム」「ヨヂュム」「セレニュム」「テリュリュム」及「ア
ル
セ
ニ
キ
ュ
ム
」
ハ
鉱
属
ト
同
等
ノ
「
ア
ト
ー
ム
」
温
ヲ
有
ス
此
他
ノ
非
鉱
属
ノ
「
ア
ト
ー
ム
」
温
ハ
是
ョ
リ
モ
少
ナ
リ
【＆閂
【葛」丙
凶芭ぐの局
○○目』
弓］四は目四
目』回
国』田口二（ぽ
し目（ロロ○口目目
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塩
素固形
地
層
，
岩
石
よ
り
な
る
地
層
結
晶
状
岩
石
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
カ
ル
シ
ウ
ム
1１５
酸素卜抱合セシモノョリ成ル以上ノ抱合ヲ時トシテハ羽切監・胃抱合〈珪素抱合「シリカー
ト」ハ羽燧石也〉ト称ス此抱合物ヨリ鉱属ヲ釦分析スル事ナシ若シ金属ヲ得ン卜欲セハ他ノ
抱合物ノ能ク鉱属ヲ遊離セシムル者ヲ以テス此ノ如キ抱合ヲ鉱卜名ツク」重鉱属ヲ含ム所ノ
鉱ハ通常旧キ結晶石ノ間一一於テ之ヲ見ル又結晶石ノ破裂孔中二鉱ヲ以テ克タシタル者ヲ鉱脈
〈メタールアーデレン〉日の富］良の門①巨及「瓢ハング」鉱道卜名シ
言旨①国］○四の〈鉱山学）及上の①。］・巴の〈地層学〉一一於テハ鉱ノ所在及其散布スル事ヲ研究ス
ルモノナリ又其鉱〈狸エルッの耳のⅡ。■の〉ノ所在ヲ探索シ之ヲ取り得ルハ鉱工ノ任ナリ
羽言の冨臣員巴のハ鉱属ヲ清浄二鉱中ヨリ分析スルノ術也
○
型
鉱
属
舎
密
性
ノ
性
質
鉱属ハ互二抱合スル事アリ又非鉱属卜抱合スル事アリ」鉱属互ノ抱合物ヲ躯］の、の国長卜名ク
此「レヘーリンフ」鉱属舎密性々質ヲ有ス若シ此「レヘーリンフ」ヲ製セント欲スル時ハ鉱
属ヲ互一一熔解セシムヘシ其量ハ時トシテハ定量一一従ハサル事アリ故二是レ｜兀来一筒ノ混合物
ナリ」躯叶①。庁口時〈「テフニーキ」ハ「師ヒリーキ」語ニテ即術卜云意ナリ故二是細工場ヲ凡
テ云語ナリ〉二於テハ此「レヘーリンフ」ヲ採用スル事甚夕多シ何トナレハ是時トシテ鉱属
一一有セサル所ノ性質ヲ有スル事アレハナリ例スルニ貨幣ハ黄金卜銀トノ「レヘーリンフ」ヨ
リ成タルモノハ用ユル事充ハス何トナレハ軟靭ニシテ速力二磨滅スルカ故ナリ若シ黄金卜銅
或ハ黄金及銀卜銅ノ「レヘーリンフ」ヲ以テ製スル時ハ甚夕堅硬ニシテ磨滅スル事ナシ」銅
ノミニテハ軟靭ニシテ細工スル事難シ然しドモー容ノ亜鉛卜一容ノ銅トヲ以テ「レヘーリン
フ」ヲ製スル時ハ黄銅即詞メッシンク」トナリ甚夕堅剛性ヲ有シ能ク細工物トナシ得へ
3８３７３６ 3５３４３３３２３１３０２９２８
珪酸塩
晶石分解
の
意
金
属
鉱
脈
，
傾
斜
鉱
道
関當Ⅱ目の鉱石
冶
金
学
，
冶
金
術
金属の化学的性質
合
金
（
合
金
を
化
合
物
と
し
て
捕らえている）
技術ギリ
シ
ャ
語
日の圏目、宮思のⅡ黄銅
1１６
第一哩切四ｍ】のｓの。※己の
是
し
水
中
ノ
水
素
ノ
ー
部
又
ハ
其
水
素
全
ク
鉱
属
卜
交
代
ス
ル
モ
ノ
ト
思
考
ス
ヘ
シ
若
シ
水
素
ノ
一
部
ノ
ミ
○如言①冨昌・ニニの口
或ル鉱属二於テハ酸素卜甚夕強キ親和カヲ有ス故一一此ノ如キ鉱属ハ空気ノ通セサル処一一貯フ
モ
ノ
ナ
リ
又
或
ル
鉱
属
一
一
於
テ
ハ
熾
熱
シ
テ
初
メ
テ
酸
素
卜
抱
合
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
又
高
度
温
二
於
テ
モ
酸
素
卜
抱
合
セ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
鉱
属
酸
素
ト
ノ
抱
合
ヲ
「
⑪
メ
タ
ー
ル
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
卜
名
ケ
此
抱
合
ヲ
分
ッ
「レヘーリンフ」ノ熔解点ハ其内二含ム所ノ鉱属熔解点ヨリ低シ例之ハ鉛ハ三百一一一十四度錫
ハニ百一一一十五度「ピスミット」ハ一一百七十度「カドミュム」ハ一一一百十五度ノ熔解点ヲ有ス然
し
ド
モ
ニ
容
ノ
「
ピ
ス
ミ
ッ
ト
」
一
容
ノ
錫
一
容
ノ
鉛
ヲ
以
テ
製
シ
タ
ル
「
レ
ヘ
ー
リ
ン
フ
」
ハ
九
十
五
度
ノ
温
二
熔
解
ス
是
即
沸
騰
点
ヨ
リ
モ
低
シ
又
人
容
ノ
鉛
十
五
容
ノ
「
ビ
ス
ミ
ッ
ト
」
四
容
ノ
錫
三
容
ノ
「
カ
ド
ミ
ュ
ム
」
ヲ
以
テ
製
シ
タ
ル
「
レ
ヘ
ー
リ
ン
フ
」
ハ
六
十
五
度
ノ
温
二
於
テ
流
動
躰
ト
ナ
ル
水銀卜他ノ鉱属ノ抱合物ヲ扣四日昌悪日四卜名ク此「アマルハーマ」ノ熔解点ハ必ス水銀ノ
熔
解
点
ヨ
リ
モ
高
シ
鉱
属
ハ
能
夕
非
鉱
属
ト
モ
抱
合
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
シル又３９
得鉱西大
ル属洋畷ザ
モノ、ノヲ
ノー鐘製
也容ヲス
故ノ製ル
ー錫ス鉱
之トル属
ヲ二鉱ハ
鏡容属堅
ニノハ剛
用銅二且
ユト容難
ノノ靭
弓錫ナ
レトリ
ヘ人是
｜容レ
リノ九
ン銅容
フトノ
ーノ銅
ヨヨー
リレ容
成へノ
ルＩ錫
是リノ
レン‐
白フレ
ノ巳Ｐ￣＿
シーコト
左
ノ
如
シ
一
容
ノ
錫
ノ
「
レ
ヘ
ー
リ
ン
フ
」
ヨ
リ
成
止
「
レ
ヘ
ー
リ
ン
フ
」
ヨ
リ
成
ル
」
又
鏡
ヲ
製
ス
ョ
リ
成
ル
是
レ
白
色
ニ
シ
テ
能
ク
美
麗
二
研
磨
4２４１４０３９
大
砲アマ
ル
ガ
ム
金
属
酸
化
物
塩
基
性
酸
化
物
1１７
○躯の①のＰ巳○二」①ハーー「アトーム」ノ鉱属一一一「アトーム」ノ酸素卜抱合セシモノナリ是レ三
「モルキュレ」ノ水一一等シクシテ其内ノ六「アトーム」ノ水素ハニ「アトーム」ノ鉱属卜交
代セシモノナリ例スルニ「アリュミニュムヲキシーデ」Ⅱ缶Ｆｏ函又鉄ハ「セスクイヲキシー
デ」ナリ即司の乙璽ナリ此「ヲキシーデ」ノ「ヒドロヲキシーデ」ハ六「モルキュレ」ノ水中
鉱属卜交代スル時ハ之ヲ“四三門・薯」の卜名ク」若シ「カリュム」ヲ
中一一投スル時ハＨ遊離シ「カリュムヒドロヲキオシーデ」ヲ形成ス即幸甲○
ノ如シ
又
能
ク
此
「
カ
リ
ュ
ム
ヒ
ド
ロ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
中
ノ
Ｈ
ヲ
「
カ
リ
ュ
ム
」
ヲ
以
テ
交
代
シ
得
ル
然
ル
時
ハ
ヲ形成ス
「カリュムヲキシーデ」Ⅱ索甲ｏ
「蛆ピハーレント」鉱属ハ水中ノー「アトーム」ノ水素卜交代ス例スルニ「カルシュムオキ
シーデ」Ⅱ。固◎Ⅱｏ回回由
及・冴脈
ノ如シ此ノ如キ金属ノ「ヒドロオキシーデ」ハ水ノー「モルキュレ」ヲ以テ形成シ其中ノ一一
「
ア
ト
ー
ム
」
ノ
水
素
卜
交
代
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
例
ス
ル
ニ
ナ
リ
ヱ甲○×、Ⅱ垂“甲。、
麺山一甲○口一一
エエ
旨Ｈ
Ｏ
4５４４４３
水
酸
化
物
二価金属
三乙国型酸化物
1１８
第一一顕⑩ｇの篇・昌皀の
是し詞ワートルストフヂヲキシーデ」中ノ水素鉱属卜交代セシモノト思考スヘシ故一一「（
若シ「バーシセヲキシーデ」或ハ「ヒドロヲキシーデ」ヲ酸卜触合セシムル時ハ団複分析ヲ
ナシ酸中ノ水素「ヲキシーデ」中ノ鉱属卜互一一場所替ヲナス例之
【四］旨日ご号・皀曰のの四］己の←の局目冒建雪皀の円【四］旨日已冒圏蔑・虎⑩四百の言①局
Ⅳ甲Ｃ＋ＺｍｍＹｏⅡ立甲ｏ＋ｚｍｍ甲○
ノ水素ノ半ヲ「畑セキスファーレントアトーム」一一由テ交代サレシモノナリ例之ハ「アリュ
ミ
ニ
ュ
ム
ヒ
ド
ロ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
Ⅱ
ｗ
シ｜凶由詔ノ如シ
庶多ノ「蛆バーシスオキシーデ」水卜抱合シ「ヒドロヲキシーデ」トナル事アリ」水中一一溶
解スヘキ「ヒドロヲキシーデ」ハ狙四］宮］】の＆のレアクシ１」ヲ呈ス是即印赤色試検紙ヲ青色
ト
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
○四］臼一厘□曰。浅『」①国ヨ四ぐの］ロロロ門囲二二四一の円
○四］○首目の巳ご旨回昌。届。旨の
○・○＋謂甲ｏ”Ⅲ革ｏ＋蛸
＆国①届の①のＰ■】。浅］」の寵
ＮＰＥ旨巨巨届記口国の門○ぽき門
「ｇｏ②
＋
⑤エ。｜
「の閲○一③
口国の門○け」○国』①訂
「の閂○一③＋ 甲ｏ凶
一『四升の届
のエ間○
5９５８５７５６５５５４５３５２５１ 5０４９４８ 4７４６
三
価
原
子
筐
（
。
ご
轡
，
水
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
塩
基
性
酸
化
物
アル
カリ
性反応
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
の
赤
色
紙
を
青色とする。
複
分
解
硝
酸
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
硫
酸
酸化鉄（Ⅲ）
塩酸塩化鉄（Ⅲ）
過
酸
化
物
過
酸
化
水
素
1１９
○Ｎ○三
若シ酸中ノ水素鉱属卜交代スル時ハ｜箇ノ新躰ヲ得ル之ヲ舎密性塩卜名ツク」夫レ塩ハ
種
々
ノ
法
ヲ
以
テ
製
造
ス
団国『ご口ぐの］国二宮円凶時ご片ＮＱＰ←
第一鉱属酸中ノ水素卜直一一交代スルモノ例之Ｎｐ＋国園印○《Ⅱ■”＋Ｎｐ⑩。』ノ如シ
第
二
「
砲
ハ
ー
シ
ス
オ
キ
シ
ー
デ
」
或
ハ
「
ヒ
ド
ロ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
モ
酸
卜
触
合
ス
ル
時
ハ
砲
複
分
析
１
シ
ス
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
ヨ
リ
モ
多
量
ノ
酸
素
ヲ
含
有
シ
「
ワ
ー
ト
ル
ス
ト
フ
ヂ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
ノ
如
夕
容
易
ク
自
己
ノ
酸
素
ノ
一
部
ヲ
遊
離
セ
シ
ム
ル
カ
故
二
是
即
酸
化
躰
ナ
リ
」
若
シ
詞
シ
ュ
ペ
ル
ヲ
キ
シ
１デ」卜塩酸ヲ触合セシムル時ハ「ワートルストフヂオキシーデ」ヲ形成シ或ハ「ホロー
ル」ヲ発生ス例スル一一三口○画十心四○］Ⅱ言巨○岸＋画四ら＋○庁ノ如シ
若シ酸素酸「シュペルオキシーデ」卜触合スル時ハ酸素ヲ遊離ス例スルニ三口○画十四壇のＰ
Ⅱ
冨
巨
ｍ
ｅ
＋
回
る
＋
○
ノ
如
シ
第一一一両シュールフオルメンデヲキシーデ」及鉱属酸
庶多ノ鉱属酸素及水素卜抱合シ酸トナルモノアリ此抱合ノ｜ニノモノハ固定ナリト錐モ或
ル抱合一一於テハ唯塩中一一ノミ現在シ得ルモノアリ
ス
ワ
ー
フ
ル
シ
ュ
ー
ル
コ
ー
ペ
ル
ソ
ウ
ト
ホ
ロ
ー
ル
ポ
ッ
タ
ー
シ
ュ
ム
○口。＋国画の○一ⅡＯｐｍｏ』＋国画。
【
四
○
＋
国
Ｏ
］
Ⅱ
【
。
〕
＋
国
唾
。
ノ
如
シ
第一一一既二論セシ如ク酸ハ水及一一一一一「“アンヒドリート」ヨリ形成シ得ルモノナリ此法二
従
テ
塩
モ
亦
形
成
シ
得
ル
是
即
「
オ
キ
シ
ー
デ
」
卜
抱
合
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
〈
但
シ
届
シ
ュ
ー
ル
フ
ォ
ル
メ
ヲ
ナ
シ
水
及
塩
ヲ
形
成
ス
例
之
皿硫酸亜鉛（塩）
舩国思曽言・旦烏Ⅱ
塩
基
性
酸
化
物
㈹
複
分
解
Ｍ
無
水
物
閲
帥
に
同
じ
Ⅱ田巨目‐ず月日のロロ自国ｇのⅡ
酸
性
酸
化
物
，
錫
酸
な
ど
1２０
之 此塩ハ酸中ノ水素ノ一部鉱属卜交代セシモノナリ且此塩ハ時トシテハ酸味ヲ帯上青色試検紙
ヲ赤色トナス事アリ但シ是レ其酸及鉱属ノ性質一一関スル者ナリ〈塩ノ性質二関セス〉何トナ
レハ「町シューレソウト」中一一弱酸存在スル時ハ屡「頤アルカリーセレアクシー」ヲ呈ス」
若シ此塩中二存スル「ヒドロヲキシーデ」及酸ノカ殆ン卜同等ナル時ハ中性両レアクシ
Ｉ
」
ヲ
呈
ス
●
【
テ
ウ
レ
」
塩
ヲ
形 （【Ｃｅ
第一一師凶冒の：三
此塩ハ酸中ノ水素悉ク鉱属卜交代セシモノナリ例スルニ
（【○］）（【ｚｏ“）（患、。《）（○四⑩Ｐ）（三四喚弔Ｐ）
第一、ｚ・自国］①国○三
ンテヲキシーデ」ハ容易ク水卜「ヲキシーデアンヒドリート」一元分析スル性質ヲ有ス〉例
スルニの。“十四函○Ⅱ国噌ｍＰ及上切る頃十○四○Ⅱ○四ｍＳ閨ノ如シ
此他尚塩ノ製法種々アリ卜錐モ是レ后一一詳論スヘシ
「ｍテウェバーシセシュール」ハ「ユニファーレン卜」鉱属卜共一一酸性塩及「ノルマー
塩ヲ形成ス又「ピファレント」鉱属卜抱合スル時ハ唯「ノルマーレ」塩ノミヲ形成ス例
○塩ヲ左ノ種類一一区別ス
7０６９６８６７６６
正塩（中性塩）
酸性塩
アルカリ性反応
反応性
目己吊の富農・冨自目Ⅱ一一塩
基
酸
1２１
此
塩
ハ
「
ノ
ル
マ
ー
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
例
之
７口○局目このＮ○三
６
第一一一池団四巴の＆の国・昌
此塩ハ「ノルマーレ」塩卜「市バーシセオキシーデ」或ハ「ヒドロヲキシーデ」卜共一一抱合
雲エエ畜聖同＝
○「ねメールバーシセシュール」念ミュルチファーレント」或ハ「ユーーファーレント」鉱
属
ト
抱
合
シ
テ
種
々
ノ
酸
性
塩
ヲ
形
成
ス
例
之
凶自局の国○巨言
、季｝の。←〕〔雫｝の。←〕
〔
○ｍの（層〕
璋単○。 丁
Ｚ。］曰口］の国○一目、三○百已四］のＮ○一目ぐゅロの①ロー弓①のず四ｍ』の○ぽの凶皀冒
曰の言国ご口］の皀曰の言］
＋万里工い○い
工蒜言すゅ巴のＣ庁のげ国』門○〆】』の
｝召曇、、一一〕
Ｕ○一
Ｚｎ汀
いつこ’
す四の】○匠①国○口←
｝ 。、｜互印｝ｏ⑭
ト〕
召
△
7６７５７４７３７２ 7１
二塩基酸と二価金属との正塩
ｚ巳日、后（誤）ｚ日日巴の
言の①＆罵房・宮目目Ⅱ多塩基酸
言巳一昔、行員Ⅱ多価
塩基性塩
塩
基
性
酸
化
物
この反応式は次式である。
而亘三○②）旧十句す（○国）頃Ⅱ
四勺亘ｚ○塵）（○四）
1２２
シロは日・ロ旨目己の口冨の目ぼけ匙のⅡ切宮印勵
旧匠○のご匠○門口己の目ざ〆『」①Ⅱ旧暉。⑨
ｚ胃国目日の目官庁・のは宣目目蔑Ⅱｚ留切す、」ｚ皀・円旨目已旨・のご庁：爵Ⅱ三四四句Ｐ
或ル鉱属「シユルフィーデン」ハ水中二溶解スト錐モ其他ハ水中二溶解スル能ハス」或ル鉱
属「シュルフィ１デン」ハ塩酸一一遇テ分析シ硫化水素ヲ発生セシムト錐モ又或ル鉱属「シュ
ルフィーデ」ハ塩酸ヲ以テ侵蝕セシムル事能ハス此鉱属「シユルフイーデン」ノ或ルモノーー
於テハ「アルカリーセ」液中二溶解シ又或ル者ハ溶解スル能ハス此溶解スル度ノ差異一一由テ
分析舎密上一一鉱属ヲ師隔絶スルノ用ヲナサシム
○祠のロ官匠・‐Ｎ○三のロ
総テノ鉱属ハ硫卜抱合シ得ルモノ也此抱合ヲ、切目官巨二のロト名付地層中二「ミ子ラーレン」
即鉱即〈エルッ〉トナリテ多量現在ス」或ル「”シユルフイーデン」一一於テハ其構造ノ形容
「バーシセヲキシーデ」及「ヒドロヲキシーデ」卜等シキモノアリ是レ硫化水素Ⅱ
中ノ水素ノ｜部或ハ全部鉱属卜交代セシモノト思考スヘシ
ニ｝の或ル「シユルフイーデン」一一於テハ其構造ノ形容ハ「アンヒドリ１デン」一一等
シキ者アリ此「シュルフィーデ」ハ「、バーシセシュルフイ１デ」卜抱合シ得
ル之ヲ「亜シュルフオーソウテン」卜名ツク例スルーー
ｚ四三巨日の属］己三のⅡ亟幽の
三四甲ｏ
ｚ菖国目日日『』のⅡ
第四或ル「ノルマーレ塩二於テハ「両シュールヲキシーデ」卜抱合シ得ル此抱合ハ下條一一於
一ア詳論スヘシ
8７８６ 8５８４８３８２ 8１８０７９７８７７
胃
目
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国
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性
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貝
の
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石
国画昌圏冒自ほぼ号Ⅱ
塩
基
性
硫
化
物
晋官宮５口當旦門に同じ
五
硫
化
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ン
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モ
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ュ
ム
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テ
ト
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ン
酸
ナ
ト
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ュ
ム
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ナ
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ュ
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分
析
化
学
的
に
識
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す
る
1２３
「躯セレニーデ」及「ｗテリュリーデ」ハ其構造「シュルフィーデ」一一等シ
鉱属ハ能ク燐窒素「叩ボール」珪素炭素及水素ト抱合シ得ル此抱合ハ緊要ナラス故一一其條二
就
テ
詳
論
ス
ベ
シ
○
鉱
属
区
別
鉱属ハ各自固有ノ名ヲ有ス是レ其発明者ノ名ヲ以テシ而シテ多クハ「‐キリーキ」国
ノ神名ヲ以テ之ヲ命スルモノナリ
鉱属ノ究理性及舎密性々質一一従テ種々ノ綱〈宙“、、の〉一一区別ス
第一綱少岸呂曰の菌］の■
是一一属スル者ハ【Ｐ底ロ日》ｚ四三巨曰》○四のの旨日）因巨亘』旨目・ロー巨巨Ｂナリ且此鉱属ノ悉夕「２
１ニファーレント」ニシテ通常温一一於テハ柔軟ナリ又低温一一於テ３熔解ス之ヲ強ク熾熱スル
時ハ蒸気トナル此鉱属ハ酸素一一甚夕強キ親和カヲ有ス此理一一由テ水ヲ通常温一一於テ４分析セ
シムルモノ也且同時一一「ヒドロオキシーデ」ヲ形成ス是レ尤トモ能ク水中二溶解スルモノナ
リ此「ヒドロオキシーデ」ハ宇宙間二於テ尤トモ強キ「５バーシス」ナリ之ヲ５少岸邑のロト
名ク「６ノルマーレ」炭酸塩〈カルボナーテン〉及「アルカリー」鉱属ノ７ｍ目旨宮」のロハ水
第一一綱８少胃９房呂巨の言］①巨
是二属スル者ハ。＆・旨Ｂ》切甘・皀旨目）９国ｍご巨曰》ナリ是即「ｍピファレント」鉱属一一シテ通
常温一一於テ酸素卜抱合シ水ヲ分析スル者ナリ此鉱属ハ甚夕強キ「、バーシセヲキシーデ」ヲ
リ
此
「
ヒ
ド
ロ
オ
キ
シ
ー
名クマノルマーレ」四
中一一溶解スル性ヲ有ス
1１１０９８７６５４３２１ 9０８９８８
ギ
リ
シ
ャ
語
一価
融
解分解アルカリ，塩基
中性炭酸塩
硫化物
ア
ル
カ
リ
土
類
金
属
国四国巨巳バリウム
ニ価
塩基性酸化物
ホテセ
ウノレレ
素ルン
化化
物物
1２４
第五綱鉄部Ⅱ巫菩の①円喝・皀
是一一属スル者ハ巨目、：Ｐ冑①円．【・言］ず》ｚ岸斤の］．○胃・白旨目》ご国巨旨目）ナリ此鉱属ハ高度
温二在テ水ヲ分析ス此鉱属ハ揮発性ナラス〈人工ヲ以テ蒸発セシムベカラサルヲ曰フ〉此鉱
属ハ数箇ノ「オキシーデ」及「シュルフィーデ」ヲ形成シ而其「率モノオキシーデ」ハ強キ
中一一溶解セス
形成ス之ヲ哩少岸四］」の＆①四四己の巨卜名夕」此鉱属ノ「上Ｆロヲキシーデ」ハ第一綱ノモノョ
リ水中二溶解スル事少ナシ」此鉱属ノ同ノルマーレ」炭酸塩ハ水中二溶解セス然しＦモ此
鉱属ノ「シユルフィーデン」ハ能ク水中一一溶解ス」此鉱属ノ「オキシーデ」ハ炭素或ハ水素
ヲ以テ高度ノ温ヲ与フト錐モロレヂェセーレン」シ能ハス
第
三
綱
嘔
缶
四
二
日
の
言
」
自
是一一属スル者ハど二目ロ旨目》団のご匡皀昌尋言旨Ｐ因豈ロ日》○の昌巨嘔旧図昌宮口亘曰》
、巨身曰旨目ナリ」此鉱属ハ宇宙問二多ク存セス故一一其抱合そ僅カノミヲ知ル但シ「アリ
ュミニュム」ハ此例一一非ス」此鉱属ノ「オキシーデ」ヲ旧息昌のロト名ケ是水中二溶解セザ
ルモノナリ且炭素及水素ヲ以テ「レヂュセーレとシ能ハス
第四綱亜鉛部Ⅱ国冒斤唱・のご
是二属スル者ハ富国壱の皀目．Ｎ自斤．Ｏ昌日旨曰閂昌旨曰ナリ是レ「ピファレント」鉱属ニシ
テ高度温一一遇ゥ時ハ蒸発スルモノナリ又之ヲ空中一一於テ熾熱スル時ハ焔ヲ以テ燃化ス〈之ヲ
蒸発スルーーハ空気ヲ絶ツヘシ〉此鉱属ハ高度温一一於テノミ水ヲ分析ス且此鉱属ハ｜筒ノ「オ
キシーデ」及一筒ノ「シュルフィーデ」ノミヲ形成ス」「四マフ子シュムシュルフイーテ」
ハ水中二溶解スト錐モ元シンキシュルフィーテ」及「、力Ｆミュムシュルフイーデ」ハ水
2３ 2２２１２０１９１８ 1７ 1６１５１４１３１２
アルカリ士類
例へば炭酸カルシウム
還元，愚＆■８愚ロⅡ円の昌吊
土
類
金
属
ラ
ン
タ
ン
は
こ
の
部
類
に
入
っ
て
いる。希士類がまだ無かった。
この元素は現在は認められて
いない。
国四目戸固己の（ドイツ語）士類
硫
化
マ
グ
ネ
シ
ュ
ム
硫
化
亜
鉛
硫化
カド
ミウム
旨
Ｐ
９
．
口
・
も
鉄
属
元
素
に
入
れられていた。
｜酸化物
1２５
「バーシス」ニシテ「型セスクイオキシーデ」ハ弱キ「バーシス」ナリ且其「シュルフィー
デ」ハ水中一一溶解セスト錐モ弱酸中ニハ能ク溶解ス
第
六
綱
錫
部
Ⅱ
率
弓
旨
唱
・
の
己
是一一属スル者ハ弓曰》目』宮口旨日田旨斤・ロ盲目》弓旨・門旨目》弓目冨ぼ巨日．ｚ】・宮巨Ｐナリ此中初
〆四筒ハ「躯クワドリファーレント」ニシテ「亜シリシュム」ノ如ク「ホロール」卜抱合シ
テ「邪テータラホロリーデ」ヲ形成シ得ル又「タンターリュム」及「ニヲピュム」ハ
「率クインクエファーレント」ニシテ甚夕旱レー一見ル者ナリ
第七綱汕雪・］陣：日日・巴
是一一属スル者ハ言・］『三四の己屋曰》三・』陣四日旨曰ナリ此鉱属ハ甚タ旱レー一見ルモノナリ而
「、セキスファレント」〈六加合位〉ナリ且此鉱属ハ「ホロール」卜共一一抱合シテ揮発「ホ
ロリーデ」ヲ形成ス」此鉱属ノ「理トリオキシーデ」ハ酸ノ「アンヒドリーデ」ニシテ緊要
ナ
ル
塩
ヲ
形
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
第
八
綱
少
皀
旨
・
已
巨
曰
躯
・
崗
砕
ご
旨
目
四
・
の
己
是二属スル者ハシニ』曰○口目曰く｜名〉ぬ叶曽旨日》国尉目三旨》ご目三首目ナリ此鉱属ハ非鉱属
ト鉱属ノ境界ヲ成ス者ニシテ其抱合ハ燐及砒石ノ抱合一一等シ
第九綱鉛部Ⅱ５．．」四・のご
是二属スル者ハＦｏｏ２目曰四巨
二甚夕類似ス此鉱属ハ「アル」
シーデ」及「シュルフィーデ」
第
十
綱
銀
部
Ⅱ
躯
厚
辱
の
量
国辱の信目の己
弓盲目盲目ナリ是レ型重鉱属ニシテ其抱合ハ第一第一一綱ノ金属ノ抱合
「アルカリー」鉱属及「アールドアルカリー」鉱属ノ差異ハ其「オキ
『－デ」ノ水中二溶解セサル性ヲ有スルヲ以テ知ルヘシ
3５３４３３ 3２３１３０２９２８２７２６ 2５２４
三
酸化
物
周
期
律
表
の
Ⅳ
ａ
，
Ⅳ
ｂ
，
Ｖ
ａ
，
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
も
こ
の
属
に
含
まれていた。
四価トリ
ウ
ム
四塩化物目ず○二
五価タン
グ
ス
テ
ン
属
騨些国ｓ１①巳Ⅱ６価
タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸
，
モ
リ
ブ
テ
ン
酸
無
水
物
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Ⅱ
日
ま
た
は
重
金
属
銅
，
水
銀
，
銀
1２６
是一一属スル者ハ【・己の局》【三Ｆ国」］ぐの局ナリ此鉱属ハ水ヲ分析スルノ性ヲ有セス」銅及水銀
ハ高度温二於テ独立酸素卜触合スル時ハ酸化スルモノナリ又夕銀ハ決シテ独立酸素卜抱合セ
ス」硝酸及強硫酸ハ以上ノ鉱属ヲ腐蝕ス」此鉱属ハ空一「バーシセヲキシーデ」ヲ形成ス」
銀ハ「ユニファ１レント」ニシテ銅及水銀ハ「ピファーレント」鉱属ナリ又此鉱属ノ「シュ
ルフィーデ」ハ水中及弱酸中一一溶解セス且此「シュルフイーデ」ハ「”シュルフオーバーシ
ス
」
卜
抱
合
ス
ル
事
ナ
シ
第十一綱金部Ⅱ○・巨」唄・のご
是二属スル者ハ○・目２国皀目口》田口］］昌旨屋因旨・昌巨屋困皀匠①已巨日〉閂昌』日日》○の曰旨曰ナ
リ」黄金及白金ハ硝酸中一一溶解セスト錐モ能ク王水中二溶解シ又「ホロール」一一由テ腐蝕サ
ルル者ナリ此鉱属ノ「ヲキシーデ」ヲ熾熱スル時ハ鉱属卜酸素トー分析ス又此鉱属ヲ高貴鉱
属Ⅱ〈躯因』①］曰の冨巳〉卜名ク且此高貴鉱属部一一水銀及銀ヲ算入ス何トナレバ此「ヲキシー
デ」そ亦温一一由テ「レヂュセーレン」サルモノナリ」黄金ハ「函トリファーレント」ニシテ
白金ハ「加クワドリファーレント」ナリ以下五箇ノ鉱属ハ常一一白金卜⑩抱合シ現在ス故一一之
ヲ白金鉱属Ⅱ旧］昌旨四日の言］のロト名ク
４１４０３９ 3８３７３６
二
塩
基
性
酸
化
物
シ
ュ
ル
フ
オ
ー
バ
ー
シ
ス
，
不
詳
固号旨扁冨巳Ⅱロ＆］の目の国］
貴
金
属
三価四価
抱
合
と
あ
る
が
混
在
で
あ
る
。
1２７
結晶ハ種々ノ法ヲ以テ製造ス例スルニ硝酸加里ヲ水中二溶解シ而シテ其溶液ヲ徐々一一蒸発
セシムル時ハ硝石ハ結晶トナリ其器ノ周壁一一附着ス又夕無形硫ヲ熔解セシメ而后其流動硫
ヲ徐々二放冷スル時ハ硫ハ固形体トナルーー従テ結晶ヲ形成ス又或ル物体一一於テハ固形躰ヨ
リ直二蒸発スルモノアリ例スルニ「３アルセニッキトリヲキシーデ」及「４ヨヂュム」等ノ
如シ若シ此ノ如キ躰ノ蒸気ヲ徐々二放冷スル時ハ結晶体トナルモノナリ」宇宙間二於テ鉱
石中一一能ク形成シタル結晶ヲ見ル然リト錐モ何レノ法ヲ以テ自然二結晶ヲ形成スルヤハ未
夕詳ナラス恐クハ其結晶長キ時間ヲ費シ以テ形成スル者ナラン何トナレハ結晶ヲ徐々――
製スル時ハ其形状正シク且シ大ナレハナリ」〈然しドモ冬時一夜ニシテ数尺ノ雪ヲ降シ打水
凝固シテ｜夜ニシテ数十寸ノ厚氷ヲ形成スル事極メテ迅速ナリト曰フヘシ此條ハ只通常見
凝固シテ｜夜ニシテ数十ユ
ル
所
ヲ
以
テ
言
ヲ
ナ
ス
ノ
ミ
〉
〈「‐キリスタロ」ハ硝子「２ハラフィー」ハ書卜云「ヒリ
ー
キ
」
ノ
語
ナ
リ
然
し
ト
モ
当
時
ハ
此
意
ヲ
以
テ
論
ス
ル
ニ
非
ス〉
殆ント総テノ躰例スルーー原素又ハ抱合物ハ流動体或ハ気状躰ヨリ固形躰一一移り行クトキハ
平面ヲ以テ境サレタル規則正シキ｜定ノ形状ヲ取ルモノナリ此形状ヲ結晶〈‐キリスタル〉
卜
名
ク規則正シキトハ算術ヲ以テ其内容ノ度ヲ正シク算シ得ルヲ曰フ動物躰ノ内容ノ如キハ其
大
抵
ヲ
得
へ
シ
ト
錐
モ
之
ヲ
正
シ
ク
測
ル
能
ハ
ス
結晶論】【国の冨皀○ｍ目己巨①
４ ３２１
開国②鐡邑Ⅱ○円】の（四］
〔出陣のⅡ巴四ｍの
崔勗の亘Ｃ言』○邑已のⅡしめ鱒○国
三
酸
化
ヒ
素
ヨウ素
1２８
第一晦閃①、の］曰昌】、①。命因の噸巨］』の門の津の」の①］〈正形系統〉
此系統ハーーー筒ノ同大ナル軸ノ互二垂線一一位シタルモノナリ此系統一一属スル単一
咽○二口の。虎国の〆巴二の届（凶ののぐ］四斤）即〈第十一一一図〉ｍｏＣ言の己の門（。。辱く］四斤）即
咽雲・目すの三・」の８の』の園（閂ざ：］ご］目）〈第十五図〉四目の言四の』の局（急の国］鳥）
結晶ハ規則正シキ境界ヲ有スルカ故一一一定ノ方位一一容易ク分ケ得ル之ヲ５破裂性〈スプレー
トバールヘード〉卜曰フ」庶多ノ結晶ハ光線及温ヲ通スルーー其方位一一由テ強弱アリ且シ庶多
ノ結晶ハ６複僥屈ナリ例スルーー７百房の宮菖けノ結晶ヲ以テ物躰ヲ視ル時ハ其躰８重形ヲ皇
ス」凡ソ物体ノ結晶ヲナササル者ヲ無形Ⅱ四日。ご旨卜名ク例スルーー護謨硝子及膠等ナリ此
ノ如キ躰ハ破裂性ヲ有セスシテ光線ヲ９単僥屈ス」植物及動物ノ肝要ナル成部分ハ結晶体一一
非スト錐モ必一定ノ形状ヲ有ス之ヲ有機形状命ヲルハーヒセフォルム〉卜名夕
通常諸躰必ス’筒ノ固有結晶形状ヲ有ス故一一其結晶ヲ見テ其躰ヲ知り得へシ例スルーー若シ｜
ノ溶解液ヨリ結晶ヲ形成スル時ハ其極微結晶卜錐モ最モ大ナル結晶卜同一ノ形状ヲ有ス故一一
結晶ノ周囲増大スルモ其形状ハ変スル事ナシ
総テノ結晶ハ平面ヲ以テ分界サルルモノナリ又其一一面ノ切線ヲ「ｕカント」卜名ク又一一一面
以上ノ切点ヲ角卜名夕」角ノ種類及其数ハ結晶一一由テ甚夕不同アリ故一一結晶ノ種類数千ア
リ此数千ノ形状ヲ哩窪の］の①］〈系統〉ヲ以テ分シ先シ結晶ヲ区別セント欲スル時ハー筒ノ想
像線ヲ定〆其線ハ結晶ノ中点ヲ貫通シ而シテ其線一一対シテハ両面「過シメ１トリセ」一一位
スルモノトス此ノ如キ線ヲ凹軸Ⅱロの卜名ク
ナ
リ
ナ
ル
結
晶
ハ
〈第十四図〉
〈第十六図〉
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バールヘード（不詳）
複
屈
折
石英
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折
○用唄罠凰閣丘貝月日Ⅱ自彊日の
ぎ円目
炭巴埠寸尻目扇（独）Ｉの昼Ｐ
の局の稜
の訂后の］Ⅱの】閏の目結晶系
砕日日の可】圏けⅡ望目白の胃旨
対称
少のⅡ画己の軸
等軸晶系，立方品系，三軸
は同じ長さ，互いに直交する。
六面体，固の圀屠局Ⅱの員已目のの
八面体，○・丘ヨ爵房Ⅱの樹巨
ご］四目のの
■ずＯＢ宮◎已昌のＢけの号自Ⅱ
斜
方
十
二
面
体
目ヨ、巳岸厚月Ⅱ什冨の盲の酉呉の
四面体，己旨旦旨斤Ⅱさ自
己』四己のの
1２９
第一一率のロ三国冨斤①切計の』の①］
此系統ハーーー筒ノ互一一垂線一一位シタル軸ヲ有ス其一一筒ノ副軸ハ同大ニシテ他ノーノ主軸ハ副軸
ヨリモ長ナル事アリ又短ナリ事アリ是二属スル者ハ率の目号昌】の。庁の二目目』の〈第十八図
〉ナリ及上野の目ｇ厨房・匠のご国の曰四〈第一一十図〉ナリ」コノ系統一一随テ麺錫石、
函【・己の烏」のの加国］・の」］・・ぬ国○三結晶ス
此結晶系統一一従テ」旨目、日・卵］○・局］目の．、国尹『四ぐの岸甘のの）聖丙の口斤の目○三・羽Ｐ］巳Ｐ
邸、畠目昌等結晶ス
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食塩田旨ゴのご患］房
ミ
ョ
ウ
バ
ン
，
明
馨
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
，
黒
鉛
正方晶系目の胃四四目］の『の訂目
三軸，副軸は同じ長さで，
直角に交わる。
正
方
両
錐
体
電首長・息］宜己旨四目』
正方柱体
の己○砲
硫
化
銅
ｏ
Ｅ
ｍ
赤血塩夢弓（○ｚ）。
1３０
第四“団昏・曰亘のｓ①弊の』の①］
此系統ハ幅一一一筒ノ不同軸ノ互二垂線二位スルモノナリ是二属スルモノハ躯困旨・曰宮の＆の
二目目」の〈第一一十一一一、’’十四図〉、卿因旨・日亘の＆の己国の目印〈第一一十五図〉ナリ此系統二
従テ趨青国巾・已呂廻自・冨婁印Ｎ：胃囮冨昌、Ｎ旨宣』冨・・］〈硝酸亜鉛〉硝石及硫ノ「
ヱスワーフルコールストフ」中一一溶解シタルモノハ此例一一結晶ス此他尚〈自然性硫
此系統ハ巫四筒ノ軸ヲ有シ其〈副〉軸ハ悉ク同大ニシテ互二交叉シ六十度ノ角ヲナス其主
軸ハ副軸ヨリモ長キコトアリ又短キ事アリ而副軸ヲ以テ形成シ得ル所ノ面一一垂線一一位ス是
二属スル者ハ”国①恩ｍｏｐＰ］①三国巨已の〈第一一十一図〉叫国の恩、○口四］のご国の日囚〈第一一十一一
図〉及窕因庁・曰ず・の』の円ナリ此系統一一従テ「細ハラヒ１卜」氷〈此結晶ハ尤モ能雪ヲ以見得
へシ〉ｗ【ヨ四目の》躯【・冒旦・狙尻四房の冨菖戸扣目］国の局の百四弓》〈硝酸曹達⑪ｚ四首目日日言凹皀
〉（哩○昏臣の四ぽの奇の届）、網の白周回且結晶ス
第一一一ｍ■の混信・巨四］のの←①］の①』〈六角系統〉
￣寧訂一
苧
二
：十一一
画
4４ 4３４２４１４０３９３８３７ 3６ 3５３４３３ 3２３１
六
方
品
系
結晶軸曾》凹膨》曾》Ｃがあり，
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軸
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Ｑ田」旨←Ⅱグラファイト
黒
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用Ｓロ日ロⅡ庁・自己（独）鋼玉
方解石【巴冨で目（独）
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因の星ぽ夢○屋
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系
1３１
第五弘言・ロ・斤匡巳の＆の⑩計の］の①］
是レ弱一一一筒ノ不同軸ヲ有シ其二筒ノ軸ハ互一一交叉シ「殖シケーフ」状角ヲナシ他ノ｜軸
ハーー筒ノ軸ヲ以テ形成シ得ル面二垂線二位ス之二属スル者ハ切言・ロ○匹時日の・庁①弓胃四日匙
〈即第二十六図〉ナリ此系統二従テ熔解硫、炭酸曹達誼団・厨房》顕【四］盲目＆］・国胃〈ホロ
ールシュールポッターサ〉、三四冒旨目の■ぽ冨皀〈硫酸曹達〉Ⅱ〈叩①］四弓の目・言〉》のぎの）
骨の目」三・・』〉“この匡の冨昌旨及餌閃】の訪目房の届く蒔糖〉結晶ス
”ぬ①」の①、の口冒「目の］〉モ此結晶ヲナス
笄一一
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玉
石
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硫黄
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、の＆の、：（独）天然産硫黄
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斜
晶
系
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晶
軸
四
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す
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軸
の
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差
角
αⅡγⅡ卯度，β羊９０度
野営＄虎Ⅱ○三巳の》斜めに
単
斜
錐
体
珊
砂
，
ホ
ウ
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩素
酸カリ
ウム【ＯＳ
蜜
の］画曽田一のの四］一．硫酸ナトリ
ウ
ム
の
俗
称
，
ド
イ
ツ
の
医
師
』・餌①］冒す臼によって下剤，
利
尿
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
による。
石膏
硫酸鉄（Ⅱ）
1３２
夫レ総テノ結晶ハ必ス以上ノ系統中ノ’一一属スルモノナリ然しトモ或ル結晶一一於テハー系
統中ノ数種ノモノ合シテ其形状ヲナスモノアリ之一一由テ結晶ノ種類甚夕多シ又或ル結晶一一
於テハ同系統ノ結晶一一似スシテ不同系統ノ結晶一一類似スルモノアリ然しトモ其角ヲ綿密ニ
測り軸ヲ定ムル時ハ必ス其系統ヲ確定スヘシ」或ル物体一一於テハ一一筒ノ系統一一従上結晶ス
ルモノアリ之ヲ祠己目・皀巨の〈｜｜形〉卜名ク例スルーー炭素、硫、炭酸加児基等ノ如シ
庶多ノ抱合物ノ舎密性及其結晶類似スル時ハ之ヲ自切・目。ご旨の卜名ク例スルーー
ロ畳旨目二・三のⅡ（三四○］）邑二冒旦・＆』のⅡ（Ｚこ）》口曽三日胃・目」のⅡ（三島塙）ハ悉「キ
ュピュス」ノ形二結晶ス故二是レ「イソモルフー」ナリ又口四三口目ごぽ・ので冨皀Ⅱ
（ｚ曾餌旧○曇十］国国蝉。）及目三口目胃の①目自Ⅱ（ｚ四出疹のＰ＋］四国国①）ハ皆「モノキリニセ」
状二結晶ス故一一「イソモルフー」ナリ
是し、一一一筒ノ不同軸ヲ有シ而シテ其軸互一一合シ直角ヲナス事ナシ此結晶ノ形状ハ甚夕複
雑ナリ然しトモ其本形ハ印自国庁］』日のＳの旧胃四目」の及上砠弓爲房］旨】の＆の弔昌の日四〈第一一十
七〉図ナリ此系統一一従テ結晶スル者ハ“硫酸酸化銅〈ｍ【・己の§冨四ぐの］〉〕刀【四］旨ＢＳＣ冑・目色昌
氾少弓』の言Ⅱ（⑩。＆‐ぐ①］」の百四号）》稻団○・局目貝等ナリ
５
第六６自国］島昌の＆の切言の］の①］
7５ 7４７３ 7２ 7１７０６９６８６７ 6６６５６４ 6３
句の屋呂目（独），長石，
【筐、巌○重．三四迄夢。》．
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銅
硫化銅
二クロム酸カリウム，
重
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
筐宮忌（独）ｚＰどの屋○国を
主
成
分
と
す
る
長
石
ホ
ウ
酸
一一形体，多形体言ご目・邑巨の目
の一つ。
同
形
体
，
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質
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像
1３３
［
１
］
【
回
■
ロ
日
具
旧
・
富
の
の
旨
曰
「
１
ア
ト
ー
ム
」
重
宅
』
符
号
【
「カリウム」ハ其初〆２越列幾流通ヲ以テ「３カリュムヒドロヲキシーテ」ヨリ得ル者ナリ
［製造法］「４カリュムカルボナート」卜炭トヲ能ク混和セシメ〈此混合物ヲ製セント欲セハ
「５ワインステーン」ヲ空気ノ透通セザル所一一於テ熾熱スヘシ〉而此混合物ヲ鉄ノ「レトル
ト」中二入し空気ヲ絶テ強ク熾熱スル時ハ其「レトルト」中一一於テ「６コＩルヲキシーデ」
及純粋ノ「カリュム」ヲ形成ス然しトモ「カリュム」ハ高度ノ温二於テハ甚夕揮発也故一一之
ヲ蒸鰡シテ７石炭油ヲ充タシタル器中一一受ク〈石炭油中ニハ酸素ヲ含マサレハ他〉此製造法
ハ甚夕困難且甚夕危険ナリ之ヲ製スル時ハ空気ヲ全ク絶ツヘシ何トナレハ「カリュム」蒸気
空気卜触ル、時ハ直一一発焔スレハナリ且其器ハ全夕乾燥ナラシムヘシ何トナレハ「カリュ
ム」ハ水ヲ８分析スルカ故一一其器水気ヲ帯フル時ハ水素ヲ発生シ以テ強キ圧カヲ起シ終二器
械ヲ破裂セシムルニ至ル此他尚一ノ危険ナル事アリ即製造時一一方テ容易夕発焔スル所ノ黒体
ヲ形成シ属々管ヲ閉塞シ以テ破裂セシムル事アリ此体ハ「カリュム」トヨールヲキシー
デ」トノ抱合物ナリ又此製造法ヲ以テ得ル「カリュム」ハ必ス多少此黒体混合ス之ヲ純粋ナ
ラシメント欲セハ石炭油中一一溶解セシメ而后布袋ヲ以テ搾出シ又或ハ新二之ヲ蒸鰡スヘシ
第一綱し戸口匡日の菌］自
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目
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の
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日
田ロ宮ｓロロ〕仔耳旨旨目（シロ冒口○口旨日）
鉱
属
各
論
８７６５４３２１原子量
電
流
，
こ
こ
で
は
電
気
分
解
の
意
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
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1３４
「カリュム」ハ温及焔ヲ発シ「ホロール」硫及其他ノ非鉱属卜抱合シ得ル
「カリュム」抱合物ハ多量一一宇宙間二存在ス是レ皿『の］」の宮口曽及其他ノ坦切臣・目①ロナリ以
上ノ鉱石ハーー乃至一一一「咽プロセント」ノ「カリュム」ヲ含有ス然卜錐モ「カリュム」抱合物
ヲ以上ノ鉱石ヨリＭ分析スル事ナシ何トナレハ「カリュム」ヲ珪素卜凹分析セシムルース多
量ノ費ヲ要スレハナリ」「カリュム」抱合物ヲ製セント欲スル時ハ陸植物ノ灰ヲ以一アスヘ
シ」地層中一一ハ多クノ「カリュム」塩存在ス是レ「⑫シリカート」ノ分裂スル事一一由テ生ス
ルモノナリ」植物ハ己レノ生活ノ為一一地層中ヨリ「カリュム」塩ヲ資ルモノ也故二若シ其灰
バ
イ
イ
ク
ヲ水ヲ以テ浸出シ而シテ之ヲ蒸発セシムル時ハ狙寶篝スル所ノ粗糖ナル晦剥多亜斯ヲ得ル
〈但シ此「ポットァス」ハ舎密家及医家ノ採用スヘキ者一一非ス只石鹸ヲ造クルー一用ユルノ
ヘベヘ〉 〈「カリュム」ハ通常之ヲ貯フルニモ必ス石炭油中二於テス若シ些少モ空気一一触ル、トキハ
直二酸化シ以一ア消滅スルモノナリ〉
「カリュム」ハ銀白色ヲ帯上而シテ強キ光輝ヲ有ス零点二於テハ脆シト錐そ通常温一一於テハ
其柔軟ナル事蝋ノ如シ又「カリュム」ハ六十一一度半ノ温二於一ア９熔解ス若シ之ヲ尚熾熱スル
時ハ緑青ノ蒸気トナル
此鉱属ヲ空気一一暴露スル時ハ直二其光輝ヲ失上暗体トナル是レ空中ノ酸素ノ抱合スレハナ
リ」「カリュム」ハ水上一一浮ミ而シテ其水ヲ分析シ、【国。及国ヲ形成ス且此時舎密作用一一
由テ強キ温ヲ発シ水素ヲ発焔セシム而シテ其焔ハ紫色ヲ帯フ是レ「カリウム」蒸気ノ其焔中
一一存在スル故ナリ」
1６１５１４１３１２１１ 1０９融解水酸基をこのように記して
いる。
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1３５
○
「カリュム」ノ「ヲキシーデ」
「カリュムヂオキシーデ」及「カリュムテートルヲキシーデ」ハ「カリュム」ノ高度温二於
テ酸化スル時一一於テ発生スルモノナリ」「カリュムモノオキシーデ」ハ白色粉末ニシテ之ヲ
、通紅セシムル時ハ熔解シ尚強ク熾熱スル時ハ蒸発スルモノナリ若シ之ヲ水卜混和スル時ハ
強キ温ヲ発シ「カリュムヒドロオキシーデ」ヲ形成ス例スルニ
其製造法十一一分ノ水中一一一分ノ「カリュムカルボナート」ヲ溶解シ而此溶液中一一一分ノ
「カルシュムヒドロヲキシーデ」ヲ加入シ而シテ此液ヲ煮ル時ハ、溶解スヘカラサル「カル
シュムカルボナーテ」及「垣ベーテンデポッダース」ノ、溶解液ヲ得ル而シテ其液ヲ他器一一
移シ而シテ其中一一此一一少ノ酸ヲ注キ試ムヘシ若シ之一一由テ其液沸騰スル時ハ尚純粋ナラス〈然
ル時ハ尚ホ莫ルヘシ此沸騰スルハ炭酸ナリ炭酸ハ弱酸ナルヲ以テ他ノ酸二由テ追逐サルレハ
ナリ〉若シ其溶液純粋ナル時ハ之ヲ銀Ⅲ一一入し蒸発セシメ而之ヲ熔解シ管中一一注キ管状トナ
ムル時一一発生ス
素早○＋立甲ｏⅡ
「カリュムヒトロヲキシーデ」
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リ
【四ほ日日ロ○口○〆『」の
【四厚ロロ】」旨〆］」の
【印匡昌皀の富。Ｈ］』の
「
カ
リ
ュ
ム
モ
ノ
ヲ
キ
シ
１
デ
」
ハ
「
カ
リ
四季甲。
ヲ〈腐蝕加里四目←①己①巳・言のｓ〉卜名クル事アリ其「四
厨噌。
【図。⑬
【国○一
ユム」ヲ通常温二於テ乾燥ナル空気中二於テ酸化セシ
２１ 2０１９１８１７
加熱する
昼怠口号Ⅱ８口の言腐蝕性の
分子式
水
酸
基
を
こ
の
よ
う
に
書
い
て
いた。
本
書
で
は
「
溶
」
と
「
熔
」
の
区
別
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
1３６
［製法］硝石ヲ製セント欲セハ窒素含有有機物卜木灰及「寵カルキ」ヲ混合シ而シテ之ヲ空
気一一暴露スヘシ然ル時ハ窒素ハ酸化シ木灰中ノ「カリュム」卜抱合シ硝石ヲ形成ス」「イン
ヂーセアルシッペル」一一於テハ此怯ヲ以テ自然一一硝石ヲ形成ス
此塩ハ「劃インヂーセアルシペル」ノ地層中一一存在シ〈但シ此土地一一ノミ存スル者二非スシ
テ凡テ熱国ノ地層一一存在スル者ナリ然しドモ此士地ヨリ多ク売出スルカ故一一其土地高名トナ
しり〉而シテ多量一一世界中一一売出ス
ス〈是し即「咽ベーデンデポッダース」ナリ〉
「カリュムヒトロオキシーテ」ノ固形体ハ白色結晶体ナリ若シ之ヲ高度温二遇ハシムル時ハ
分析セスシテ蒸発シ且此体ハ水中一一尤モ強ク溶解ス此溶液ヲ空己・旨の＆］。。、卜名ク此「ポッ
タースローフ」ハ強キ「アルカリ性ノ「レアクシー」ヲナシ強烈ナル腐蝕味ヲ有シ表皮ヲ剥
脱ス〈元来「ポッタース」ハ無味ナリ其腐蝕味アルハ舌ノ表皮ヲ剥脱スルーー由ルナリ亦指頭
ヲ其溶液中二挿入スル時ハ粘滑性感ヲナス是レ其表皮ヲ溶解スルーー由ルモノナリ〉
若シ「カリュムヒＦロヲキシーテ」ノ固形体ナル者ヲ空気一一暴露スル時ハ空中ノ水分ヲ引キ
又同時一一空中ノ炭酸ヲ取り「カリュムカルボナート」一一変形ス
固形「カリュムヒＦロヲキシーテ」ヲ腐蝕石Ⅱ鋼岳己】の。：の言巨曰く是舎密家ノ名二非スシ
テ医官ヨリ名付シ者ナリ〉卜名ク是レ製造所一一於テ甚夕採用サレ又医薬一一そ採用セレシ者ナ
Ⅳ〆
【四匡巨日日毎凹昌Ⅱ一
符
号
屍
三
○
国 Ⅱ⑩四百の訂届く硝石〉
２５ 2４ 2３ 2２
ＨｂｏｍＩ］目、の（独），
冨匡目、の灰汁，
洗濯用アルカリ液
Ｈ画ご后（巴）Ⅱの８己ｐ
○ｍ目のはｂＥｐⅡ○四口のはｏ
門口已匿○ケⅡ閂ご』】四目・
インドの地名ピハール州
と考えられるが，
石灰
1３７
‐
ソ
靴
フ
－
３
Ｅ
Ｅ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
ｅ
火薬ノ最上ナル者ハ大抵一一「モルキュレ」ノ硝石一「アトーーム」ノ硫一一一「アトー‐ム」ノ炭素
ノ混合物ヨリ成ルモノナリ若シ火薬ヲ燃ス時ハ硝石ノ酸素ハ炭素卜抱合シ「コールストフモ
ノオキシーデ」及「コールストフヂオキシーデ」ヲ形成シ窒素ハ遊離シ硫ハ酸素及「カリュ
ム
」
卜
抱
合
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
而
シ
テ
其
残
留
ス
ル
モ
ノ
ハ
主
ト
シ
テ
左
ノ
モ
ノ
ョ
リ
成
ル
即
チ
「
副
カ
リ
ュ
其酸素ノ｜
火
薬 譲閣一十三・１二○二煎閥
此溶液ヲ蒸発セシメ而后之ヲ放冷スル時ハ硝石ハ大ナル結晶躰トナル而シテ其結晶ハ「率ロ
ムピセ」系統一一属ス此結晶ハ未夕純粋硝石一一非ス尚之ヲ純粋ナラシメント欲スル時ハ其結晶
ヲ更一一温湯中二溶解セシメ之ヲ放冷スル時一一屡々其器ヲ振邉ス之二由テ大ナル結晶ヲナシ能
ハスシテ唯小ナル結晶ヲナス之ヲ「率サルペートルメール」卜名ク是レ大ナル結晶ヨリモ純
粋ナリ何トナレハ大ナル結晶一一於テ屡々其中間二孔アリテ其中一一粗糖硝石ヲ充ス事アレハナ
硝石ハ殆ン卜半分ノ重ハ酸素ヨリ成ル者ナリ而之ヲ熾熱シ或ハ酸化シ易キ躰卜触合スル時ハ
ママ
印度ノ硝石及窕硝石園ノ硝石ハ純粋ナーフス之二由テ之ヲ〈粗糖硝石〈亜リューウエンサルパ
ー
ト
ル
〉
卜
名
ク
此
粗
糖
硝
石
ヲ
純
粋
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
ハ
温
湯
ヲ
以
テ
浸
出
シ
而
シ
テ
其
溶
液
中
二
「カリュムカルボナート」ヲ加入ス然ル時ハ粗糖硝石中一一存スル「カルシュム」及「マフ子
シ
ュ
ム
」
塩
ヲ
遊
離
セ
シ
ム
リ
部
ヲ
失
フ
モ
ノ
ナ
リ
０
Ｊ
】
・
』
切目の庁門口耳
3１３０２９２８２７ 2６
硝石を産出している所，
（インドでは人工培養法
はおこなっていない）
目ロゴのロⅡ国冨》粗製
斜
方
品
系
日のの］Ⅱ曰の四」》庫○尋自
国９画目罫Ⅱ己・言ｇｇ火薬
硫
酸
カ
リ
ウ
ム
1３８
ム
シ
ュ
ル
フ
ア
ー
ト
」
「
亜
カ
リ
ュ
ム
カ
ル
ボ
ナ
ー
ト
」
「
麺
カ
リ
ュ
ム
ヒ
ポ
シ
ュ
ル
フ
イ
ー
ト
」
ロ
カ
リ
ュ
ム
シ
ュ
ル
フ
ィ
ー
デ
」
等
ナ
リ
其
瓦
斯
ハ
窒
素
炭
酸
〈
コ
ー
ル
ス
ト
フ
ジ
ヲ
キ
シ
ー
デ
〉
及
ヨ
ー
ル
ス
トフモノヲキシーデ」並一一水素及「躯スワーフルワートルストフ」等ナリ」火薬ヲ燃ス時一一
方テ強キ破裂ヲ生スル所以ハ迅速ナル燃焼一一由テ一時一一発生スル瓦斯ノ作用二由ル者ナリ」
火薬ハ空気ノ流通一一由ラスシテ発焔スルモノナリ〈是酸素ヲ含有スル故ナリ〉
炭
酸
加
里
【凹匡目白８弓○口、皀
符
号
浄○○酉
此塩ヲ「ポッタース」卜名クル事アリ尤そ「躯リスラント」「アメリカ」一一於テ製造サル、
チ
シ
者ナリ」陸植物ノ葉及其”穗枝中一一ハ多クノ「カリュム」塩ヲ含有スト錐そ幹及大枝中一一ハ
其此一一少ノミ含有ス此塩ハ「卵オルハニフシュール」卜「カリュム」ノ抱合物ナリ
チ
シ
若シ其穗枝ヲ焼時ハ有機酸ヲ分析シ其灰中二「カリュムカルボナート」ヲ形成ス故一一其灰ヲ
浸
出
シ
而
シ
テ
蒸
発
セ
シ
ム
ル
時
ハ
通
常
「
ポ
ッ
タ
ー
ス
」
〈
即
粗
糖
加
里
〉
ヲ
得
ル
此
粗
糖
ポ
ッ
タ
ー
ス
」
ハ
常
一
一
「
”
カ
リ
ュ
ム
ホ
ロ
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１
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」
及
「
扣
力
リ
ュ
ム
シ
ュ
ル
フ
ア
ー
ト
」
ヲ
含
有
シ
テ
純
粋
ナ
ラ
ス然しトモ「カリュムカルホナート」ハ他ノ両躰ヨリモ容易夕溶解スルモノナルカ故一一其溶
液
中
ヨ
リ
純
粋
ノ
「
ポ
ッ
ト
ア
ス
」
ヲ
得
ル
事
容
易
ナ
リ
〈
此
製
造
ヲ
但
シ
「
リ
ス
ラ
ン
ト
」
及
「
ア
メ
リ
カ」二限ルー非ス然レトモ此両国ハ樹木若干繁殖スルカ故一一其樹木ノ価廉ニシテ製造スル事
多
ケ
レ
ハ
ナ
リ
〉
若
シ
純
粋
ナ
ル
嫁
○
○
轡
ヲ
製
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
先
シ
純
粋
ナ
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酒
石
ヲ
化
炭
セ
シ
メ
而
シ
テ
其
黒
躰
ヲ
浸
出
シ
之
ヲ
濾
過
シ
再
后
之
ヲ
蒸
発
セ
シ
ム
ヘ
シ
〈
酒
石
ハ
「
⑪
シ
ュ
ー
レ
ウ
ェ
ー
ン
ス
テ
ー
ン
ポ
ッ
ト
ア
ス
」
ニ
シ
テ
是
レ
酒
ノ
泡
醸
中
其
桶
ノ
周
囲
一
一
附
着
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
〉
純
粋
ノ
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酸
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ハ
白
色
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晶
体
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テ
空
気
湿
気
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ル
時
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口
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炭
酸
カ
リ
ウ
ム
チオ硫酸カリウム愚のら霞
硫
化
カ
リ
ウ
ム
硫
化
水
素
閂の宮口』か、胃］四目』か不明
稗
枝
Ⅱ
若
い
枝
（胃恩曰閣冒巨目Ⅱ有機酸
【
Ｑ
患の。』
国巨目剴ご息詰のロ己・冨呂Ⅱ
酒
石
酸
カ
リ
ウ
ム
1３９
若シ可燃躰ヲ「カリュムホロラート」ト混合シ之ヲ熾熱スル時ハ破裂ス其破裂ハ硝石卜可燃
躰卜混セシモノ〈即火薬〉ヨリモ強シ例スルニ「カリュムホロラート」ト硫トノ混合物ヲ槌
ヲ以テ｜回打ッ時ハ強キ破裂声ヲ発ス又「カリュムホロラート」ト砂糖ノ混合物中一一強硫酸
中二溶解ス而シテ其溶液ハ強キ「アルカリ」性「坐レアクシー」ヲ呈シ而シテ腐蝕味ヲ有シ
且甚夕容易夕炭酸ヲ資リ「躯ヂュッヘルコールシュールポッタース」一一変ス是レ元来ハ「カ
ナ
リ
リュムヒドロカルボナート」ナリ其「フオリュムレ」ハ幸甲○○①
【口匡ＥＢＯ臣○国』のⅡ【○］
是
し
「
ホ
ロ
ー
ル
」
論
ヲ
参
考
ス
ヘ
シ
シ
難
キ
「
カ
リ
ュ
「フオリュムレ」
塩酸加里Ⅱ【四ぼ口日＆］・国皀Ⅱ【ｏ］○噸
［製造法］是し温ナル「カルキ」水中二「ホロール」ヲ飽和セシムヘシ然ル時ハ「カルキホ
ロラート」ヲ形成ス之ヲ「カリュムホロリード」ヲ以テ分析ス而シテ之ヲ放冷スル時ハ溶解
シ
難
キ
「
カ
リ
ュ
ム
ホ
ロ
ラ
ー
ト
」
ハ
板
状
結
晶
ヲ
ナ
ス
是
レ
「
“
モ
ノ
キ
リ
ニ
ー
セ
」
系
統
二
属
ス
其
「カリュムホロラート」ハ「輻カッーンドリュケレー」一一於テ酸化躰トシテ採用シ又「北リ
ュシフエル」ノ破裂スルモ此「カリュムホロラート」ノ作用ナリ又煙花師二於テモ之ヲ採用
○一○の
六 ○ｍ
ｏｌｏの
二滴ヲ注ク時ハ其混合物発焔ス」
＋
尖
○一
い六○一Ⅱ○
○’
＋恂穴。｜○②
4６４５４４４３４２
反応性
重
炭
酸
カ
リ
ウ
ム
単
斜
晶
系
カ
ッ
ー
ン
ド
リ
ュ
ケ
レ
ー
不
詳
四目】ず閉Ⅱ目四百■マッチ
1４０
若シ硫化水素ヲ「ポットアスローフ」中二送入スル時ハ「カリュムヒドロシュルフイーデ」
Ⅱ炭田、ヲ形成ス是レ黄色結晶体トナルモノナリ」此他ノ抱合物ハ緊要ノモノニ非ス
【国］旨曰のロ］己冨皀Ⅱ嵌切Ｃ
此レ水中一一溶解シ易クシテ「ロンピセ」状結晶ヲナス「カリュムヒドロシュルファート」
「カリュム」硫
是
レ
左
ノ
抱
合
物
ア
リ
夫レ「力リュムョヂーテ」ハ尤モ能ク水中一一溶解シ「カリュムホロリーデ」及食塩ノ如ク
「⑪キュピュス」状二結晶ス」製造所一一於テハ「力リュムョヂーデ」ヲ製スルニ鉄屑卜「ヨ
ヂュム」及水ヲ混合セシメ之ヲ振蕩ス然ル時ハ其溶液中一一「狼エーセルョヂーデ」ヲ形成ス
是レ容易ク「カリュムカルボナート」ヲ以テ分析シ得ルモノナリ」「力リュムョヂーデ」ハ
医
薬
及
撮
影
局
二
採
用
ス
［製造法］
紅スヘシ」
ス
浄、齢の園》毎切望・齢印寧
「カリュムモノシュルフィート」Ⅱ患、ハ硫酸加里卜炭ヲ混和セシメ之ヲ熾熱シ製ス
円げの。《＋四○Ⅱ閂ｐ、＋四○○蝉
【臣巨日］ａ昼のⅡ田ご
］ニヂュム」ヲ「ポットアースローフ」中一一溶解セシメ之ヲ蒸発シ其残留物ヲ通
硫
ト
ノ
抱
合
4８４７
正
方
晶
系
ヨ
ウ
化
鉄
句
畠
1４１
［
２
］
ｚ
四
宮
旨
曰
○
ｍ
、
。
＆
ロ
日
符
号
ｚ
Ｐ
ア
ト
ー
ム
重
一一十三
此鉱属ハー腐蝕曹達ヲ越列幾流通ヲ以テ分析シ初メテ発明セリ」「ナトリウム」ヲ製セント欲
セ
ハ
「
カ
リ
ュ
ム
」
ノ
如
ク
炭
酸
曹
達
ヲ
炭
ヲ
以
テ
「
２
レ
ヂ
ュ
セ
ー
レ
と
ス
ヘ
シ
但
シ
「
ナ
ト
リ
ュ
ム」ヲ製造スルハ危険ナル事ナシ」「ナトリュム」ハ銀色ノ鉱属ニシテ通常温一一於テハ柔軟
ナリ其異重ハ○・ヨニシテ其熔解点ハ誤・の。ナリ若シ之ヲ通紅セシムル時ハ無色蒸気トナ
ル」「ナトリュム」ハ空中一一於テ速一一酸化シテ而シテ水上二浮ミ其水ヲ分析シ腐蝕曹達及水
素ヲ形成ス且此時ハ水素発焔セス若シ之ヲシテ発焔セシメント欲スル時ハ其水ヲ温〆或ハ
「ナトリュム」ヲ始終同処一一置夕へシ此如クシテ水素ヲ発焔セシムル時ハ其焔ハ「ナトリュ
紫
色
部
ニ
ア
リ
チ
ナ
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
ヲ
注
ク
ーデ」Ⅱ（図【白十句一○］』）
殆ン卜凡テノ「カリュム」塩ハ溶解性ヲ有る「カリュムカルボナート」ハ空中ノ湿気ヲ引
卜錐モ「ナトリュムカルボナート」ハ然ラス」「カリュム塩ノ溶解中一一酒石酸ヲ過量一一溶解
セシムル時ハ溶解スヘカラサル結晶粉末ヲ得ル是酒石也」「カリュム」塩溶液中二「印プラ
チナホロリーデ」ヲ注ク時ハ黄色結晶沈殿物ヲ得ル此沈殿物ハ「副カリュムプラチナホロル
二
名
〉
扇
シ
ュ
ー
レ
ス
ワ
ー
フ
ル
シ
ュ
ー
ル
ポ
ッ
タ
ー
ス
」
Ⅱ
ハ
「
カ
リ
ュ
ム
シ
ュ
室｝の。（
ル
フ
ァ
ー
ト
」
ヲ
製
造
ス
ル
時
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
「カリュム」抱合物ノ徴候
「カリュム」抱合物ノ最善ノ徴候ハ光輝ヲ発セサル焔一一紫色ヲ与フルヲ以テス「カリュム」
ノ、己の皀冒日焔ハ｜｜筒ノ透明ナル線ヨリ成り而其一條ハ「スペクトリュム」ノ赤部其一條ハ
ナ
リ
１
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
２
還
元
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国目園ョ回息旨三包○宮の＆Ⅱ
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シ
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石
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ハ
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燥
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」
Ⅱ
ｚ
智
○
一
一
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末
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一
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遇
テ
温
ヲ
発
シ
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シ
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デ
」
Ⅱ
一一変化
二ｍ甲。
ス」健康一一害アリ〉
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
抱
合
物
ハ
宇
宙
間
一
一
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モ
多
ク
散
布
シ
且
多
ク
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石
ア
リ
「
ス
ペ
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ト
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ア
ナ
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セ
」
一
一
由
テ
微
細
ノ
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
分
子
ヲ
そ
徴
シ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
舎
密
局
一
一
於
テ
ハ
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
ヲ
強
キ
マ
レ
ヂ
ュ
ク
シ
Ｉ
」
薬
ト
ナ
シ
採
用
ス
ム」蒸気一一由テ黄色ヲ帯フル者ナリ
「ナトリュム」抱合物ハ宇宙間一一尤
〈腐蝕曹達ヲ得ルノ「フオリュムレ」〉
ｚ四宮旨目ｓｏ〆】』の
４。※】」①ロぐ四目ｚ皀国日巨
○ｍ工回甲
○画
＋
三四甲ｚ閏○函 ○○⑭ⅡＯｍｏｏ。＋い二四甲。
５４３
還
元
剤
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
酸
化
物
昆苦旨の呂怠Ｈ］Ｂ房○口（○国）”
1４３
是し不定ナル黄色粉末ニシテ「ナトリュム」を乾燥酸素中一一於テ熾熱シテ得ルモノナリ
食塩三四三口目＆］・目色のⅡ６【の目のロ国○三
符
号
三四○］
此
塩
ハ
両
間
二
存
ス
ル
事
甚
夕
多
シ
且
許
多
ノ
山
国
一
一
存
ス
ル
事
ア
リ
之
ヲ
７
石
塩
ト
曰
フ
又
許
多
ノ
泉
水
等甚夕食塩一一富饒スルモノアリ海水中ニハ大凡一一一「８プロセント」ヲ含有ス」夫レ宇宙間万
物
即
地
層
水
動
植
物
悉
ク
此
塩
ヲ
含
有
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
シ
食塩ハ石塩含塩泉或ハ海水ヨリ得ル者ナリ」石塩ハ時トシテハ甚夕純粋ニシテ直一一食用一一供
スヘキモノアリ又純粋ナラスシテ色ヲ帯フル時ハ之ヲ９ｍの国臨目の①ａ〈是石塩ヲ水中一一熔解
セ
シ
メ
是
ヲ
濾
過
シ
而
更
二
結
晶
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
者
ヲ
云
〉
ス
ベ
シ
含塩泉ヨリ得ン卜欲セハ其水ヲ蒸発セシムル時ハ食塩其器底一一於テ結晶ス」海水ハ含塩泉水
ヨリモ食塩一一乏シ故二海水ヲ以テハ他ノ法ヲ以テ製ス即寒国一一於テハ海水ヲ海辺ノ水溜内一一
充テ而シテ其水中ノ氷ヲ時々取除ク時ハ残留ノ水ハ甚夕食塩一一富メルカ故一一之ヲ蒸発シテ食
塩ヲ得易シ」又暖国ニシテ降雨稀レナル地一一於テハ海岸一一数箇ノ水溜ヲ造り其内二海水ヲ流
通セシム然ル時ハ其運動一一由テ速一一蒸発シ富塩水残留ス」
中
和
温
ノ
国
一
一
於
テ
ハ
其
下
部
其
上
部
ヨ
リ
広
キ
竈
ヲ
造
り
其
竈
ハ
全
ク
樹
枝
ヨ
リ
成
ル
而
シ
テ
之
ヲ
桶
内
一一置キ海水ヲ上部ヨリ潅入スル時ハ水其樹枝ヲ治テ速二蒸発シ塩一一富ダル水ノミ桶内一一来
ル」若シ以上ノ法ニテ塩分一一富メル水ヲ得ル時ハ之ヲ釜中一一入し蒸発セシムヘシ
海
水
ハ
大
凡
左
ノ
塩
ヲ
含
有
ス
９８７６
田甘言目の四］←食塩
岩塩パー
セ
ン
ト
ののＨＰ庫凹目の①ＨＰⅡ局の、口の□
再精製
1４４
ｕ
硫
酸
加
児
基
及
⑫
炭
酸
加
児
基
ハ
水
中
二
溶
解
シ
難
キ
カ
故
二
海
水
塩
分
二
富
ム
時
ハ
直
二
結
晶
ス
食
塩
ハ
冷
水
及
温
水
二
溶
解
ス
ル
ノ
量
等
シ
即
一
分
ノ
食
塩
ハ
四
・
辺
］
Ｃ
ナ
ル
水
中
二
溶
解
ス
又
「
咽
マ
フ
子シュム」塩ハ温水中溶解スルノ量冷水中一一於ルョリ多量ナリ故一一食塩ハ海水ノ沸騰中ヨリ
取
出
ス
ヘ
シ
」
若
シ
食
塩
ヲ
結
晶
セ
シ
ム
ル
時
煮
テ
動
揺
セ
シ
ム
ル
時
ハ
細
小
結
晶
ヲ
得
ル
之
ヲ
良
塩
卜
名
ク
」
若
シ
海
水
静
止
ナ
ル
時
ハ
大
ナ
ル
結
晶
ヲ
得
ル
是
レ
四
側
「
ピ
ラ
ミ
ー
デ
」
ノ
内
空
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
小
ナ
ル
ロ
キ
ュ
ピ
ュ
ニ
ョ
リ
成
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
売
買
一
一
誉
ク
所
ノ
「
咽
ハ
ラ
ヒ
子
ｌ
ル
ド
」
シ
タ
ル
処
ノ
食
塩
ハ
未
夕
純
粋
ナ
ラ
ス
純
粋
ナ
ル
食
塩
ハ
空
中
ノ
湿
気
ヲ
引
ス
又
是
ヲ
熾
熱
ス
ル
モ
音
ヲ
発
ス
ル
事
ナ
シ
〈
皇
国
二
製
ス
ル
処
ノ
食
塩
ハ
善
良
ナ
ラ
ス
如
何
ト
ナ
レ
ハ
其
中
一
一
木
屑
藁
等
ヲ
混
シ
且
其
色
暗
ナ
リ
凡
テ
塩
ハ
白
色
ナ
ル
ヲ
善
良
ト
ス
故
一
一
以
来
其
製
造
ヲ
ｚ四首旨曰○区○国」の
【回］旨日Ｃ庁］○国」の
豈自四ｍ目のの】ロロＰＣ庁］○円』』の
ｏ巴○旨曰の巨巷庁口昌
二言四目の巴一目曰の已戸ぽげ凹皀
豈自四ｍ】】①の』ｐご曰ず円。□曰」』①
○四］＆忌日】○四局す。】】四四合
］○○・○○
ヨの。←①ｍ
】・○⑭
＠．一画
Ｐ・吟唱
⑤。←］
○・■『
。。。←
図
海
水
濃
縮
ノ
図喜鑿
k≦i萱三塁
￣、
1５１４１３１２１１１０
成分は％で記されている．
硫
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
マグネシウム
六
面
体
の
結
晶
９
と
同
じ
1４５
又「ナトリュムシュルフィーデ」ハ釜中ノ石灰卜共一一熾熱サレ溶解スヘキ「ナトリュムカル
ボナート」及溶解スヘカラサル、石灰酸素硫ノ抱合物ヲ形成ス例スルニ
囮ｚ皆、＋四○口○○国Ⅱ国ｚ§○○四十○四○〉四○口の＋○○瞳
ノ如シ炭酸曹達ノ溶液ヲ蒸発シ得ル所ノ結晶ヲ更一一釜中一一入し熾熱スル時ハ水ヲ含マサル曹
達ヲ得ル之ヲ嘔囚の○四］・旨回国のｍｏｇ〈「カルシ子ｌルド」ハ無水ノ義〉ト曰フ此曹達ハ純粋
ナラス些少ノ腐蝕曹「ナトリュムシュルフィーデ」「ナトリュムシュルファート」及「ホロ
ー
ル
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
ヲ
含
ム
」
若
シ
扇
へ
カ
ル
シ
子
Ｉ
ル
デ
ソ
ー
ダ
ー
」
ヲ
温
湯
中
二
溶
解
セ
シ
メ
之
ヲ
放
冷
ス
ル
時
ハ
大
ニ
シ
テ
透
明
ナ
ル
結
晶
ヲ
得
ル
之
ヲ
四
ｍ
の
斤
国
の
冨
匡
の
①
の
ａ
の
炭
酸
曹
達
Ⅱ
［製造法］是し往昔ハ海草灰ヨリ得ン卜錐モ方今ハ食塩ヲ以テ製ス即食塩ハ硫酸ヲ混シ之ヲ
釜中一一於テ熾熱スル時ハ「ナトリュムシュルファート」ヲ形成ス此「ナトリュムシュルファ
ート」卜同量ノ石灰及四分ノ三ナル石炭ヲ混シ之ヲ曹達釜中ニテ熾熱ス之一一由テ暗黒色ノ熔
解物ヲ得ル之ヲ粗慥曹達卜名夕曹達釜中一一熾熱スル間「ナトリュムシュルファート」ハ炭一一
由
テ
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
シ
ュ
ル
フ
イ
ー
デ
」
一
一
「
レ
ヂ
ュ
セ
レ
ン
」
サ
ル
、
モ
ノ
ナ
リ
例
ス
ル
ニ
左
ノ
如
シ
食塩ハ物ノ腐敗ヲ防ク者ナリ但シ其物ノ腐敗スルノ理ハ即空中一一小虫飛行シ其卵ヲ物体上一一
散落シ其卵生活スルニ由ル故一一其物体上一一塩ヲ散布シ之ヲ遮レハ其害ナシ此理二由テ物体ヲ
肩
ブ
リ
ッ
キ
」
等
ノ
器
中
二
納
ル
時
モ
害
ナ
シ
〉
炭
酸
曹
達
Ⅱ
二
四
三
口
曰
＆
弓
・
冒
昌
精密一一セン事ヲ希望スルノミ〉
丙
ブ
リ
ッ
キ
」
炭
酸
曹
達
符
号
「ナトリュムシュルフイーデ」
ｚ
胃
の
○
一
＋
』
。
Ⅱ
ｚ
曾
叩
十
Ｚ胃○○璽
一一ＰＣ。
1９１８ 1７１６
因］房Ⅱ奇冒已自のブリキ
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
，
硫
化
カ
ル
シ
ウ
ム
無
水
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
結
晶
化
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
1４６
製
造
法
之
ヲ
得
ン
卜
欲
セ
ハ
結
晶
炭
酸
曹
達
ノ
結
晶
水
ノ
ー
部
ヲ
取
除
タ
ル
モ
ノ
ニ
炭
酸
瓦
斯
ヲ
送
ク
ル
ヘ
シ
」
此
躰
ヲ
医
家
ニ
ハ
重
炭
酸
曹
達
卜
称
シ
、
沸
騰
薬
二
供
ス
ｚ
Ｐ
冨
旨
日
日
冨
四
胃
Ⅱ
三
四
三
○
寧
是レ尤トモ皿旧①日中ニアリ故一一之ヲ巫○匠臣‐、四百の｛の届く「ヒーリー」ハ「ペーリュ」ノ西
方一一アリ〉卜名ツク此物ハ培養トシ採用ス又夕硝酸製造場二於テ硝酸加里ヲ製スル時一一用１
Ｚ昌昌二日の巳己庁口皀Ⅱｚ曾切Ｐ
是ヲ売買ニハ麺。］：ずの目○三卜名ツク此塩ハ大ナル透明結晶躰ニシテ十筒ノ結晶水ヲ含ム
空中一一於テ其結晶水ノ｜部ヲ失上粉末トナル此塩ハ許多ノ鉱水中含塩泉水及海水中二存在
ス」此塩ハ四医薬一一供シ又夕醍放冷薬二供スル事アリ」若シ「函ハラウベルソウ卜」ノ粉末
一一半量ヨリ少ク多キ塩酸ヲ注ク時ハ’’十五度乃至一一一十度寒暖計ヲ下降セシム
硫酸曹達ハ零点ヨリ’一一十一一一度二至ル迄ハ溶解ノ量漸々増加シ三十三度ヨリ沸騰点二至ル迄其
量漸々減少ス是一ノ例外ナル者ナリ如何トナレハ凡テノ塩ハ温度増加スルニ随テ溶解ノ量モ
量
漸
々
減
少
ス
是
一
又
増
加
ス
ル
者
ナ
リ
ｚ胃○○箪十］Ｃ困る卜名ク
亘弩言宣…号・口重Ⅱ雪Ｓ四
ｚ
Ｐ
言
旨
日
す
。
届
ロ
ニ
。
【
因
。
］
符号ｚ胃○割切曇＋ご国障○
此体ヲ製センニハ炭酸曹達一一「率
キ
ス
」
ヲ
形
成
ス
」
「
ボ
ラ
キ
ス
」
ヲ
趣 国○局国民
「
率
ボ
ー
ル
シ
ュ
ー
ル
」
ヲ
注
ク
ト
キ
ハ
炭
酸
及
上
含
水
結
晶
ノ
「
ポ
ラ
ヲ熾熱シテ白熾トナル時ハｚ胃切罎○二一変シ硝子状体トナル此
2６２５２４２３２２２１ ２０
沸
騰
散
と
も
云
う
。
重
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
，
酒
石
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
混
合
し
て
水
に
溶
かしたもの。
ペ
ル
ー
チ
リ
硝
石
の］口９円一ｍの四］奇（前出）
潟下剤，緩下剤，利尿剤
冷
シ
ッ
プ
薬
ホ
ウ
酸
1４７
和
合
量
七
符
号
巨
此鉱属抱合物ハ両問諸処二於テ「アルカリＩ」鉱属卜共一一存スト錐トモ其量ハ僅徴ナリ」
率巨８．閑、』旨日の円ナル鉱属中ニハ多量一一「リチュム」ヲ含有ス〈「ミカ」ハ｜ノ鉱石一一シ
テ高度温二遇フモ破烈セス故二欧州二於テ常一一之ヲ「翠一フンフ」ノ蓋一一用ヘリ〉
［３］○四のの旨目の自切口冨ｓｐＢ
此
鉱
属
ハ
両
間
一
一
於
テ
殆
ン
ト
諸
処
一
一
存
ス
ト
錐
モ
其
量
甚
夕
少
シ
而
シ
テ
常
二
「
カ
リ
ュ
ム
」
抱
合
物
卜
共
一
一
現
在
ス
」
此
鉱
属
抱
合
ハ
「
カ
リ
ュ
ム
」
抱
合
一
一
等
シ
〈
此
鉱
属
ハ
輔
近
ノ
発
明
ニ
シ
テ
符
号
等
未
夕
詳
ナ
ラ
ス
又
此
躰
ハ
医
薬
及
製
造
所
一
一
於
テ
緊
要
ナ
ラ
ス
〉
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
塩
ハ
其
一
ヲ
除
ク
ノ
他
悉
ク
水
中
二
溶
解
シ
易
シ
ア
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
曹
達
ハ
水
中
一一溶解シ難シト錐モ「アンチモニュム」「ポッタース」ハ能夕水中二溶解ス」
凡
テ
無
色
瓦
斯
焔
ハ
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
抱
合
物
一
一
由
テ
強
ク
色
ヲ
付
ラ
ル
、
」
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
ノ
「
ス
ペ
ク
ト
リ
ュ
ム
」
ハ
｜
筒
ノ
透
明
ナ
ル
黄
線
ナ
リ
ｚ四冒旨目の臣○四皀
是
レ
珪
素
條
ヲ
参
考
ス
ヘ
シ
ナ
ト
リ
ュ
ム
抱
合
物
ノ
徴
［４］旧詳匠】ロ日
「ボラキス」
ロ
ウ
チ
ャ
ク
ヲ
鐘
着
セ
シ
ム
ノ
熾
熱
シ
熔
解
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
酸
化
鉱
属
ヲ
熔
解
セ
シ
ム
ル
性
ヲ
有
ス
故
一
一
之
ヲ
以
テ
鉱
属
〈
珪
酸
曹
達
〉
＆
ミ
ニ
①
缶
］
四
の
水
硝
子
2９２８ 2７
ア
ン
チ
モ
ン
（
Ｖ
）
酸
ナ
ト
リウム三四［淫（○国）。］
言旨国Ⅱ①］盲目閂（独）雲母
ラ
ン
プ
1４８
【四尽日巨匠弓弓○ｍ目官亘』①Ⅱ季甲の
吉目・三目ご号・の昌三のⅡ垣碆早の
是し諸酸卜抱合シ塩ヲ形成ス是レ「イソモルフ」ニシテ構造ハ「カリュム」塩一一同シ
凡テノ「アムモニアキ」塩ハ其「アトームフループ」一一「アムモーーム」Ⅱｚ国碆ヲ視ル是レ
「副ユニファーレントラヂカール」トナリ存在シ抱合物中ノ鉱属卜交代スルモノナリ例之
【
回
屋
色
目
◎
屋
○
国
」
の
Ⅱ
【
ｅ
シ
日
日
。
■
旨
日
Ｃ
庁
］
○
国
』
①
Ⅱ
三
国
一
。
］
Ⅱ素早＄←
【口屋ロ日の目ぽげＰ昌
少日日・ロ旨日の巨百丘口皀Ⅱ
三悪甲の２
鉱
属
光
輝
ヲ
有
ス
若シ「理ナトリウムアマルハーマ」卜「アムモニウムホロリーデ」溶液トヲ混スル時ハ「ホ
ロールナトリュム」及「麺アムモニュムアマルハーマー」ヲ形成ス是レ軽キ気孔性体ニシテ
「アムモニュム」抱合物
Ⅱ
ｚ
四
一
此
物
非
鉱
属
集
リ
テ
抱
合
ヲ
ナ
ス
ト
錐
モ
其
性
質
ハ
亜
児
加
里
鉱
属
二
似
タ
リ
故
二
此
二
算
入
ス
「リチュム」ハ巨弓旨日＆］・国皀のヲ「釦エレキトロリーセン」シテ得ルモノナリ」「リチュ
ム
」
ハ
金
属
中
最
軽
ノ
者
ニ
シ
テ
其
異
重
ハ
Ｐ
ニ
ナ
リ
而
シ
テ
此
物
銀
白
色
ニ
シ
テ
百
八
十
度
ノ
温
二
熔
解ス」凡テノ「リチュム」抱合物ハ諸無色瓦斯焔二鮮紅色ヲ呈ス」「リチュムスペクトリュ
ム
」
ハ
一
條
ノ
透
明
ナ
ル
赤
色
線
ナ
リ
ノ
如
シ
レ
ロ
目
巨
○
員
四
斤
Ⅱ
ｚ
国
箪
3３３２３１３０
固房庸亘ご与団目Ⅱ電気分解
一価の反応基
ナ
ト
リ
ュ
ム
ア
マ
ル
ガ
ム
ア
ン
モ
〒
ワ
ム
ア
マ
ル
ガ
ム
1４９
此塩ハ「アムモニアッキ」ノ臭気ヲ有シ甚シキ揮発躰ナリ若シ之ヲ空気二曝ス時ハ徐々一一
「
ア
ム
モ
ニ
ュ
ム
ヒ
ド
ロ
カ
ル
ボ
ナ
ー
ト
」
Ⅱ
一一変ス
ニエー甲ＣＯ四
［製法］「サルミアッキ」卜「ケレート」ヲ混シ熾熱スル時ハ炭酸アムモニ
晶
体
ト
ナ
リ
「
虹
シ
ュ
ブ
リ
ー
レ
ン
」
ヲ
ナ
ス
其
符
号
ハ
元
来
義一」Ｓ＋
ナリ故一一是し炭酸アムモニュム」卜炭酸ナリ
釜ロシトス〉 レロ目ロ○曰ロロ〕○旨き国己①○ｍｍ四旨巨旨斤
符
号
三
由
ら
］
此塩ハ石炭「ハス」製造所二於テ傍ラ得ルモノナリ是レ「アムモニアキ」水ヲ塩酸ヲ以ツテ
飽和シ之ヲ蒸発シテ其残溜物ヲ鋼、二言口の①局のロスヘシ此「誼シュブリメールデサルミアッ
キ」ハ軟靭ナル綿状躰ニシテ粉末トナシ能ハス之ヲ水中一一溶解セシムル時ハ「躯レヒュリー
レ」系統ノ小結晶ヲナス是即「サルミアッキ」ナリ」若シ「サルミアッキ」ヲ熾熱スル時ハ
熔解セスシテ直一一蒸発スルモノナリ」「サルミアッキ」ハ諏鍍錫躯鋳着或ハ”医薬一一供ス
〈「サルモアッキ」ノ善悪ヲ知ン卜欲セハ是ヲ小皿一一入し熾熱シテ蒸発セシメ而残留物無ヲ
炭
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画［（ｚ四一）園○○国］＋○○画である。
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○四］・旨日・〆】」のａ門口］丙Ⅱ○四○
［製法］純粋ナル炭酸加児基く例スルニ白色５マルメル石〉ヲ白熾ナラシムヘシ」若シ之ヲ多
量二製セント欲セハ通常ノ「カルキ」石ヲ「カルキ」釜中一一於テ白熾トナラシムヘシ
「カルシュムオキシーデ」ハ粗脆ニシテ９熔解スヘカラサル白色躰ナリ而シテ強キ温ヲ発シ
水ト抱合シテ以テ白色粉末トナル之レ「カルシュムヒドロオキシーデ」即ｍＱのごロの・耳の門
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○四
２加児基ハ旧キ結晶石中一一「３シリカート」トナリテ存在ス又地層ノ厚層ヲナシ「カルボナー
ト」即４【四房の訂のＰ５三日日の円．’【旦計トナリテ存在ス又夕「シュルファート」即、旨のトナ
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「カルシュム」ハ淡黄色ニシテ其異重ハ・・語ナリ而シテ空中二於テ直二酸化ス故一一之ヲ石
第一一綱少四昌四］富ぼ目①富』目
○四］Ｂ巨円目〕
印叶爲○口はｐＨ目）
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［製法］犯、日日・已四，］」ｃ已呂ヲ硫化水素瓦斯ヲ以テ飽和セシムル時ハ之ヲ得ル」此塩ハ舎
密局一一於テ試検薬及分析薬トナシ採用スル事多シ
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石灰石
】【胃曰曾Ⅱ目胃す］の大理石
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塩化カルシウム○四○庁
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である。
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1５１
【四房〈精石灰〉Ⅱ○四国園○瞳ナリ」｜分ノ「カルシュムヒドロヲキシーデ」ハ七百一一一十分ノ
冷水中二溶解シ又千三百分ノ沸騰水中二溶解ス此溶液ヲ加児基水ト名ケ是レ「アルカリーセ
レアクシー」ヲ呈ス」精石灰ヲ熾熱スル時ハ更一一加児基ヲキシーデ」及水ヲ分析ス」「力ル
キヲキシーデ」及「カルシュムヒドロヲキシーデ」ハ好ンテ空中ノ炭酸ヲ引クカ故一一精石灰
ハ漸々凝固ス此理一一従テ之ヲ以テ、〈シックイ油石灰〉一一用ユ若シ之レーー砂ヲ加入スレハ
「カルシュムシュリカート」トナリテ其堅硬恰そ石ノ如シ」若シ水中一一物体ヲ造成セント欲
セハ焼キタル結麗士及含珪素加児基石ヲ混シ其〈油石灰シックイ〉一一供スヘシ」石灰ハ善良
ノ⑫培養具ナリ是レ「シリカート」ヨリ「カリュム」抱合物ヲ遊離セシムレハナリ又地中ニ
アル物体ノ腐敗ヲ催進スルカ故二培養具一一用ヒテ良シトス
炭酸加児基Ⅱ○四］・旨曰８号・目昌Ⅱ○四○○勢
或ル山一一於テハ全夕此塩〈「マルメル」「カルキ」石等）ヲ以テ成ルモノナリ」珪土山及珊瑚
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ニ
シ
テ
「
型
モ
ノ
キ
リ
ニ
ー
セ
」
系
統
ノ
結
晶
ヲ
ナ
ス
之
ヲ
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〉
「ヒプス」ハ多クノ泉水中二溶解シテ存在ス一分ノ「ヒプス」ハ四百四十分ノ水中二溶解ス
「ヒプス」含有水ハ煮ルト錐そ軟水トナラス」若シ「ヒプス」ヲ徐々一一熾熱スル時ハ｜｜「モ
レキュレ」ノ水ヲ失上更一一「印アンヒドリート」トナリ若シ之レニ再上水ヲ注ク時ハーー「モ
レキュレ」ノ水ヲ取り暫時ノ后硬キ石トナル之二由テ医家ハ距骨兒瘻掘等ノ繍帯一一採用ス
〈施帯時二方テ更二固硬トナラサル事アリ是レ既一一一一「モレキュレ」ノ水ヲ含有スルニ由ル
事
ア
リ
「カルシュムカルボナート」ハ〈「ヂモルフ」〈二形〉体ナリ」「カルシュムカルボナート」
ハ純粋ノ水中ニハ殆ン卜溶解セスト錐モ炭酸含有水中ニハ能ク溶解ス」「カルキ」ヲ含ンダ
ル地層ヨリ得ル水中ニハ必ス炭酸加児基ノ炭酸含有水中二溶解シ現在ス若シ此水ヲ空気一一暴
露スルトキハ炭酸ハ飛散シ炭酸加児基ハ沈殿ス此理一一由テ自然一一「ロドロイフステーン」ヲ
形成スル事アリ」又加児基含有水ヲ煮ル時ハ炭酸ヲ失う之一一由テ蒸気舩等一一旭釜石ヲ生スル
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此時二方テハ更一一之ヲ徐々一一熾熱スヘシ〉亦「ヒプス」ヲ以テ像等ヲ押シ写スコトアリ〈人
体ノ真像ヲ得ン卜欲セハ其体ノ周囲一一是ヲ塗り堅固トナル后是ヲ切除シ而是ヲ合〆其内空中
一一亦「ヒプス」ヲ入し堅固スル后更一一其周囲ノ「ヒプス」ヲ切去スル時ハ得ン卜欲スル処ノ
真像ヲ得ル〉但シ此「ヒプス」像ヲ戸外一一置時ハ「躯スペルマセーチ」或白石鹸ヲ塗り置ク
ヘシ是一一由テ溶解スヘカラサル「”カルキセープ」ヲ形成ス又之ヲ「率ワートルハラス」ヲ
記しｇは①庁ハ美ナル結晶ヲナシタル鉱石一一シテ○の上の祠１心
是
レ
燐
條
ヲ
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ス
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シ
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又燐酸加児基ノ結晶ヲナサ、ルモノアリ之ヲ鉱山学ニハ「魂フオスフオリート」卜名ツク此
体ヲ培養一一供スルモノナリ」「カルシュム」ヲ徴セント欲スル時ハ「躯オラニー及緑色ナル
「躯リフトスペクトリュム」ヲ以テスヘシ」加児基抱合物ノ揮発ナルモノハ無色焔一一赤黄色
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体
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［製法］之ヲ製造セント欲セハ「マルメル」或ハ「カルキ石ヲ塩酸中一一溶解シ其溶液「”スト
ロープ」状トナルマテ蒸発セシメ而后之ヲ放冷スル時ハ針状結晶ヲナス是レ○四○庁十①出る
ナリ若シ此結晶ヲ熾熱スル時ハ”ポレウス状体ナル是レ即○四○佇古国噌○ナリ此体ハ甚夕
能ク空中ノ水気ヲ吸収スルモノナルカ故二舎密局一一於テ気状体ヲ乾燥ナラシムル為〆一一用１
○四］＆ｐＨロ酉ロ○国」の○命皿ご］。Ｂの己四四一ぽⅡ○四国Ｆ
是し宇宙間一一大ナル「キュピュス」状結晶ヲナシ存シ又時トシテハ結晶美色ヲ有スル事アリ
此体ハ「亜フリュオールワートルストフ」ヲ製スルノ用ヲナシ又金属等ノ熔解ヲ催進ス
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名ツク〈「バレュム」ハ重キノ意即圧スルノ意ナリ〉又「カルボナート」トナリ存在スル事
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此鉱属ハ「カルボナート」トナリテ現在ス此鉱石ヲ「師ストロンシアニート」卜名ク又
「躯シュルファート」トナリ存在ス此鉱石ヲｏの］の晋旨卜名ク
「ストロンチュム」抱合物ハ海水中ニモ存在ス
［製法］「ストロンシュムホロリーテ」ヲ熔解セシメ之ヲ「エレキトロレーセン」スヘシ
「ストロンシュム」ハ淡黄色ニシテ其異重ハ図・量ナリ」若シ「ストロンシアニート」ヲ硝
酸中一一熔解スル時ハ「ストロンシュムニトラ１卜」Ⅱ”⑩円ｚ噌○のヲ得ル此躰ハ焔一一美赤色ヲ
呈スル性アルカ故二煙花家之ヲ採用ス「ストロンシュム」ノ「リフトスペクトリュム」ハ一
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此躰ハ規則正シキ届ヲクタエーデルス」結晶ヲナス此体そ亦「シュルファート」ノ有無ヲ
試ムル為二採用サル」「バレュム」ノ「リフトスペクトリュム」ハ数條ノ鋺有光線ヨリ成り
塩類中一一於テ最モ溶解スヘカラサルモ
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「バリュムモノヲキシーデ」ハ灰白色ナル「ポレウス」状体ニシテ強キ温ヲ生シ水ト抱合シ
「バレュムヒトロオキシーテ」Ⅱ蛆団四四個○蝉ヲ形成ス此体ハ白色粉末ニシテ白熾一一至テ水分
ヲ失ハスシテ熔解ス「バレュムヒトロヲキシーテ」ハ沸騰水中一一溶解ス且此溶液ハ腐蝕「輻
アルカリーセレアクシー｜ヲナシ而シテ其液中ヨリ含水結晶ヲ得ル即切四国園○噌十⑫出ろ
若シ試検セント欲スル溶解液中一一此液ヲ注ク時白色沈殿物ヲ形成ス然ル時ハ其含有ス
ルヲ徴ス而此白色物ハ他ノ液中二溶解セサル者ナリ
国回国巨曰＆］・国皀のⅡ国四○唇
「蛭ウイトリート」ヲ塩酸中一一溶解シ而シテ其溶液ヲ結晶セシムヘシ其結晶ハ
山国らヨリ成ルモノナリ」「ホロールバリー卜」ノ溶液ハ「シュルファート」ノ有無
国四ご巨曰のロ官庁回皀Ⅱ国四ｍ○今
「バレュムモノオキシーテ」ヲ酸素流通中二於テ三百乃至四百度ノ温ヲ以テ熾熱ス
匿素ノ｜「アトーム」ヲ取り団四○函トナル若シ之ヲ尚強夕熾熱スル時ハ更一一分析シ
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ヘ
シ
「
ア
リ
ュ
ミ
ニ
ュ
ム
」
ハ
銀
白
色
ニ
シ
テ
且
美
麗
ノ
光
輝
ヲ
有
シ
能
ク
鍛
錬
シ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
此
鉱
属
ハ
甚
カ
ザ
リ
タ軽キ者ニシテ其異重ハ四・ｍのナリ是レ空中二於テ錆ヲ生セス之二由テ物ノ錺リ及光線ヲ受
クル器械等一一採用ス
［司几］」少」一厘口】甘口目Ｐ己曰
ア
ト
ー
ム
重
弓
・
Ｐ
符
号
」
臣
「アリュミニュム」ハ多ク両問一一存在シ是し「‐ケレー」２日の円、の］》３］の］の言①の口及４結晶石ノ大
第一一一綱シ四ａ目①言］①ロ
８７６ ５４３２ １ 4９４８
【宮Ⅱ＆ご》粘土
言画昌》泥灰士
の百ｓ粘板岩
氷晶石，。ｑ臣扇ｚ曾筐罰
塩化アルミニウム，
三・臣の円はど○岸を【で還元
し
て
金
属
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を得た（屋弓）。
コ
ラ
ン
ダ
ム
，
酸
化
物
鉱
物
サ
フ
ァ
イ
ア
ル
ピ
ー
津
、
局
の
珪
フ
シ
化
水
素
酸
国回の障記フルオロ珪酸
バリ、ワム
1５７
［製法］純粋ナル「ケレイ」ヲ強硫酸ト混シ之ヲ熾熱スベシ」「アリュミ一三ムシュルフアー
ト」ハ「カリュムシュルファート」卜或ハ「アムモニュムシュルファート」卜共一一皿重塩ヲ
形成ス之ヲ「埴アロイン」卜名ク此重塩ハ「アリュミニウム」塩中一一於テ能夕結晶シ且純粋
ニ
製
シ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
錐
モ
其
他
ノ
者
ハ
純
粋
ナ
ラ
シ
ム
ル
能
ハ
ス
［製法］「アリユミーーュム」塩ノ溶液中一一「アムモニアキ」ヲ注ク時ハ「シュレー」状沈殿
物ヲ生ス是レ「、アリュミーニムヒドロォキシーデ」Ⅱ窯甲・のナリ
若
シ
此
沈
殿
物
ヲ
熾
熱
ス
ル
時
ハ
水
分
ヲ
失
上
白
色
粉
末
ト
ナ
ル
是
レ
即
「
ア
リ
ュ
ミ
ニ
ュ
ム
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
〈
｜
名
〉
同
ア
ロ
イ
ン
ア
ー
ル
Ｆ
」
ナ
リ
「アリュムニュムオキシーデ」ハ弱キ「バーシス」ニシテ其塩ノ溶液ハ酸性「レアクシー」
ヲ
ナ
シ
甘
味
ア
ル
収
敞
味
ヲ
有
ス
⑫
此
塩
ヲ
以
テ
染
工
ハ
色
素
ヲ
綿
布
一
一
固
着
セ
シ
ム
ど
巨
曰
旨
旨
日
○
屋
○
三
の
是し「ｕアロインアールデ」卜炭ヲ混和シ「旧ホロールハス」流通中一一於テ熾熱スル時ハ
白色ニシテ揮発ナル結晶体ヲ得ル是レ空中ノ湿気ヲ取ル者ニシテ其体ハ炭忘○Ｆヨリ成ル」
４円目・ぼ①弓ハ鉱石ニシテ多夕両間二存在シ此体ハ「アリュミニュムナトリュムフリュヲリ
ート」崖冨岸十のｚ囚国］ヨリ成り此体ヲ以テ「アリュミニュム」ヲ製ス
１卜」し庁弓岸十のｚ囚国ヨリ成り此体ヲ以テ
レ」皀貝目目目Ｂ２官庁凹呉Ⅱ少庁（⑩Ｐ）轡
９少自国局芭ハ｜
ル
等
ノ
用
ヲ
ナ
ス 「コリュンド」ノ純粋ナラサル物一一シテ之ヲ以テ摩擦研磨シテ光沢ヲ生セシム
1５１４１３１２ 1１１０ ９エメリー因目の昌（英）コラ
ン
ダ
ム
と
磁
鉄
鉱
の
混
合
鉱
物
を研磨剤として使用した。
と
Ｓ
ご
酋
乞昌昌胃号》酸化アルミニ
ウ
ム
の
別
称
媒
染
剤
と
し
て
の
使
用
塩素ガス
□・弓后困］量複塩
少
旨
目
明
バ
ン
Ⅱ
崖
色
目
（
独
）
Ⅱと巨曰（英）
1５８
溶
解
ス
ヘ
キ
「
ア
リ
ュ
ミ
ニ
ュ
Ｉダーローフ」中一一溶解ス
若
シ
豆
ア
リ
ュ
ミ
ニ
ュ
ム
」
以
テ
吹
夕
時
ハ
青
色
焔
ヲ
発
ス
含純ハニテ
ム粋｜ヨー
事ナトケカ
ナルーレリ
シ－ノ１１
是
し
大
ナ
ル
「
Ⅳ
レ
ヒ
ュ
リ
ー
レ
ヲ
ク
タ
エ
ー
デ
ル
ス
」
一
一
結
晶
ス
［製法］是し嘔陸］昌已①】ヨリ製シ其「アロインレイ」ハ石炭及「エーセルキース」田の切噌ヲ含
有ス此鉱石ヲ空中一一於テ熾熱スル時ハ「四アリュミニュムシュルファート」ヲ形成ス若シ之
一
一
「
カ
リ
ュ
ム
ソ
ウ
ト
」
ヲ
加
入
ス
ル
時
ハ
「
カ
リ
ュ
ム
ア
ロ
イ
ン
」
ヲ
得
ル
之
ヲ
結
晶
セ
シ
メ
テ
以
テ
情
浄ニナスヘシ」
如くの匡のご口昌旨
「カリュム塩ノ溶解スヘキ者ヲ形成ス是レ水卜共二流シ其残留物ヲ「ケレー」卜名ツク故
「
ケ
レ
ー
」
ハ
多
少
純
粋
ナ
ル
含
水
、
キ
ー
セ
ル
シ
ュ
１
ル
ア
リ
ュ
ミ
一
三
ム
」
ナ
リ
又
「
フ
ェ
ル
ド
ス
ート」ノ磨滅一一由り尚此類ノ鉱石ヲ形成スル事アリ
Ⅲナル「ケレー」ヲ〈率弔・目①］の旨：己の。、尻四・』旨の陶士〉卜云ウ是決シテ鉄及有機体ヲ
旭【巳旨曰四］已口
硝
子
ハ鉱石ニシテのの一アース
ユム」
フ
イ
ゴ
塩
ヲ
「
コ
バ
ル
ト
」
塩
溶
液
ヲ
以
テ
濡
シ
之
ヲ
焼
ダ
ル
炭
上
二
置
キ
輪
ヲ
礁｝心のｏ二塁工画ｏ
塩
ハ
「
ア
ム
モ
ニ
ア
キ
」
卜
遇
テ
沈
殿
物
ヲ
生
ス
此
沈
殿
物
ハ
「
邪
ソ
甲。ロ
ョリ成ル此「フェルトスパート」ハ磨滅一一由
2４２３２２２１２０１９ 1８１７１６
カ
リ
明
馨
正
八
面
体
結
晶
し盲目雷明馨石，
愚のＰ・崖いくのＰ）・吟匡（○国）霞
乞い（のＰ）弩
正長石民（筐の崖Ｐ）
ケイ酸アルミニウ
ム
陶
土
，
カ
オ
リ
ン
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
吹
管
分
析
に
よ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウムの分析を示す。
1５９
「アルカリ１」ノ「シリカート」ハ透明ニシテ水中一一溶解ス
「率アールドアルカリー」ノ「シリカート」ハ水中二溶解セス其結晶ハ酸二由テ分析サル
「アールドアルカリー」ノ「シリカート」卜「アルカリ１」ノ「シリカート」トノ混合物ハ
水及酸一一由テ腐蝕サレスシテ其体ハ「アモルフ」ナリ之ヲ硝子ト云う」硝子一一数種アリ
［其二曹達硝子是し「ナトリュムシリカート」卜「カルシュムシリカート」ヨリ成り之ヲ
窓硝子白色瓶子等一一採用ス
［其二］「率ポッタースハラス」是し「カリュムシリカート」卜「カルシュムシリカート」
ヨリ成り此硝子ハ熔解シ難キモノナリ故一一舎密器械ノ白熾トナラシムル者一一採用ス
［其三］「野ロードハラス」是し「率ロードシリカート」「カリュムシリカート」及上「カ
ルシュムシリカート」ヨリ成ル此硝子ハ熔解シ易シ然しトモ強ク光線ヲ率僥屈スル性ヲ有ス
［其四］緑色硝子是し「ナトリュム」「カルシュム」「アリュミニュム」鉄等ノ「シリカー
ト」ノ清浄ナラサル混合物ヨリ成ル是レ尤トモ価ノ廉ナルモノナリ故一一之ヲ色等一一関セサル
下等ノ諸器一一採用ス例スルニ酒瓶等ノ如シ
緑硝子ヲ製セント欲セハ些少ノ「釦エーセルオキシヂュレ」ヲ加入スヘシ」純粋白色硝子ヲ
製セント欲セハ必些少ノ、満俺「ヲキシーデ」或「亜アルセニッキトリヲキシーデ」ヲ加入
ス何トナレハ其物体ヨリ全ク鉄分ヲ取除スル事甚夕困難ナレハナリ且鉄ハ緑色ヲ呈スルモノ
ナリ其色ハ以上ノ両品一一由テ取除ラル、者ナリ
宝石ノ贋造物ハ鉛硝子二種々ノ酸化金属ヲ以テ色ヲ呈セシムルモノナリ
ル
シ
ュ
ム
シ
リ
カ
ー
ト
」
ヨ
リ
成
ル
此
硝
子
故一一之ヲ眼鏡望遠鏡顕微鏡等一一採用ス
諸
硝
子
之
舎
密
性
成
分
3２３１３０２９２８２７２６２５
アルカリ士類
カ
リ
ガ
ラ
ス
鉛
ガ
ラ
ス
ケイ酸鉛
屈
折
酸
化
鉄
（
Ⅲ
）
酸
化マンガン
（Ⅳ）
尾豚”○塵
1６０
卵ぐ①】】里①信］四の
鋤、己］の、の」、］四の
船
板
ガ
ラ
ス
の
原
料
組
成
ニョ】註国ロロニ
］ＣＣｇ・凶］Ｐ弓の円園口ご●曰
桿ＣＣｇ・
（単位ｇⅡ』①の］Ⅱ冨凰）
ケ
イ
砂
円内四円丙
⑭
①
【
巳
斤
⑨
（三「ロ旨のの曲目ｇ）惇ＣＣｇ
Ｑ①○四］◎】］】①の円已の⑩。□四図心Ｑの○四』。】口①の円曰①切○已四⑭⑨
石
灰
石
（
■
曰
の
）
霊
。』四一戸すの目皀皀
后
足
肯
の
①
巨
時
宮
』
○
二
口
①
】
へ
⑨
、の国邑凰口の①円已のの。』、Ⅱ
シ扇①ロ房｛国・混旦のＥ⑭。］四ｍｍ・旨の目のロ
・○○
ソ
ー
ダ
灰
画心
〔出口□ず田園。■ずⅡ
の］Ｐｍｍｏ庁①門ぐ①ロ
ＨＣＣ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
届
躯団○げの①日尉○旨の］四の
汕国■巨奇、］四ｍ
三
酸
化
ヒ
素
巨
函
凶巨』ぐの局■ロロ』
ご○Ｎ一厘弓の局国四口●」
。○Ｃ
屑
ガ
ラ
ス
』ＣＣ
ｏの国Ｐ弓のａのご○言の・昏函①言①日の
⑬○
円【爲弓計
⑫
の
①
目
弓
の
己
の
巳
・
菌
の
◎
旨
乞
国己匡ごロ召の①目
望
Ｐ
の
囚
官
の
冨
帛
画
①旨のの○旨①門ぐのロ
ー
◎
。
』
四
ｍ
：
旨
①
届
く
の
ロ
□
Ｃ
‐
】
。
◎
陶器及士器旧・］Ｃの］の旨①ロレ凹昌のョ①局斤
是
レ
多
少
純
粋
ナ
ル
「
ア
リ
ュ
ミ
ニ
ュ
ム
シ
リ
カ
Ｉ
卜
」
ヨ
リ
成
り
且
シ
高
度
温
二
於
テ
焼
キ
シ
モ
ノ
ナ
リ
其
表
面
ハ
「
師
ハ
ラ
シ
ュ
１
ル
」
或
ハ
「
躯
フ
ェ
ル
ド
ス
パ
ー
ト
」
ヲ
以
テ
塗
り
以
テ
水
ノ
漏
ラ
サ
ル
ヘ
ク
ナス者ナリ」陶器ハ舎密局一一於テ甚夕採用サル是レ其「ハラシュール」ハ多クノ者一一由テ腐
蝕セサレハナリ又硝子ハ強キ温度ノ水中或ハ強キ「躯ロープ」中ニハ此一一少溶解ス
土
器
ハ
陶
器
ヨ
リ
モ
清
浄
ナ
ラ
サ
ル
「
ケ
レ
ー
」
ヨ
リ
ナ
リ
而
シ
テ
之
ヲ
低
温
一
一
於
テ
焼
キ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
土
器
ノ
表
面
ハ
「
ハ
ラ
シ
ュ
ー
ル
」
ノ
代
リ
ニ
鉛
硝
子
ヲ
以
テ
塗
ル
事
ア
リ
是
レ
健
康
二
害
ア
リ
之
ヲ
検
ス
3９３８ 3７ 3６ 3５ 3４
鏡
ガ
ラ
ス
（
光
学
ガ
ラ
ス
）
の
原
料
組
成
精
製
ケ
イ
砂
二
三
石
灰
石
廓
ソーダ灰
函、
一
一
一
酸
化
ヒ
素
・
一
画
屑
ガ
ラ
ス
］○つ
ボ
ヘ
ミ
ア
ガ
ラ
ス
の
原
料
組
成
精
製
ケ
イ
砂
已
三
精
製
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
霊
氷
晶
石
⑭
褐
石
四一一
屑
ガ
ラ
ス
心Ｃ
フ
リ
ン
ト
ガ
ラ
ス
（
鉛
ガ
ラ
ス
）
原
料
組
成
精
製
ケ
イ
砂
ご
宣
酸
化
鉛
四つ
精
製
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
』
○
硝
石
函
屑
ガ
ラ
ス
、
Ｃ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
〔聟目白目Ⅱの息日の」》、］§のⅡ
釉薬（ウワグスリ）
ご巴口：圏晉長石
腐
食
性
ア
ル
カ
リ
，
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
，
ま
た
は
カ
リ
ウ
ム
，
1６１
「いエマイルハラス」ハ乳白色ニシテ是レ「ハラス状躰一一「狸チンヲキシーデ」ヲ加入セシ
モノナリ是レ姐時辰儀ノ示板又医術器械等一一採用ス
ロ］胃四日■ごロハ青色素ニシテ純粋ナル「ケレー」「“ヘカルシ子１ルデソーダー」硫木炭ヲ
混
和
シ
熾
熱
シ
テ
製
ス
「
ア
ト
ー
ム
」
重
①
函
団の
此鉱属ハ媚国のご」］ナル鉱石中二存シ又美ナル緑色ヲ有シタル輯の日四国、」中一一モ存在ス」
ミ
レ
リ
ュ
ム
」
塩
類
ハ
甘
味
ヲ
有
ス
此他ノ第一一一綱鉱属ハ甚夕稀レニ存在シ且医術一一肝要ナラザル者ナリ
ル
ニ
ハ
其
土
器
中
ヲ
含
ム
モ
ノ
ト
ス
汀
エ
マ
イ
ル
ハ
［２］団の局己屋ロ日
ハ其土器中一元錆ヲ入し暫時沸騰セシメ而后硫化水素ヲ送入ス若シ褐色ヲ呈スル時ハ鉛
4６４５ 4４４３４２ ４１４０
酢エ
ナ
メ
ル
ガ
ラ
ス
，
ホ
ウ
ロ
ウ
，
つ
や
出
し
ガ
ラ
ス
酸化スズ
時計（ざ愚旨目＄ａの８ｇ》Ⅱ
の○三の８］。旨のの（佛）
ソーダ灰，無水炭酸ナト
リ
ウ
ム
緑柱石笛の。と函○閨》の、』。”
の日周回圏Ⅱの日の目］』
1６２
第
四
綱
亜
鉛
部
〈此光線ヲ以テ暗処ノ内景或ハ暗室一一関ス所ノ病者ヲ撮影スルニ太陽ノ光線一一代ス所謂「ビ
ア
ブ
リ
カ
ーフミーデ」ナル者ハ亜布里加ノ｜地一一シテ地中海卜紅海トノ間「４エヘプテ」一一アリ其周囲
我一半方里許数十里ヲ隔テ、歓望スヘシ悉夕石ヲ畳シテ以テ造クル其製今ヲ距ル事二千余年
一一アリ此内貴族ノ死躰ヲ直ニシ其厘中死躰ノ腐敗ヲ防クヘキ物質ヲ填充ス其術未夕知ルヘカ
ラ
ス
故
一
一
一
一
千
年
前
ノ
死
躰
今
日
尚
垪
其
本
想
ヲ
失
ハ
ス
昔
日
初
代
ノ
「
５
ナ
ポ
リ
ヲ
ン
」
此
「
エ
ゲ
プ
テ」ヲ征シ多ク死体ヲ得テ帰ル此時此「ピラミーデ」ヲ併セ得ン卜欲ストモ当時未夕能ハス
シ
テ
止
ム
方
今
此
地
ノ
人
先
人
ノ
死
躰
ヲ
売
出
ス
己
ノ
先
人
ヲ
売
却
ス
ル
ハ
不
仁
卜
曰
フ
ヘ
シ
此
死
体
ヲ
ア
ト
ー
ム
重
匿
符
号
富
、
「マフ子シュム」ハ多クノ「シリカート」及他ノ鉱石中一一存在スーロ・］・日】の言ハーノ鉱石ニ
シテ「カルシュムカルボナート」卜「マフ子シュムカルボナート」ノ抱合物ヨリ成ル又海水
及或ル陸地ノ水中一一此鉱属ノ「シュルファート」及「ホロリーデ」溶解シ存在ス
［製法］「２マフ子シユムホロリーデ」ヲ「ナトリュム」卜混和シ熾熱スヘシ
「
マ
フ
子
シ
ュ
ム
」
ハ
銀
白
色
ヲ
有
シ
軟
靭
ニ
シ
テ
其
異
重
ハ
Ｐ
量
ナ
リ
且
此
鉱
属
ハ
熾
熱
シ
テ
暗
赤
色
ト
ナ
ル
時
ハ
熔
解
シ
又
白
熾
ト
ナ
ル
時
ハ
沸
騰
ス
之
二
由
テ
容
易
ク
蒸
鰡
シ
得
ル
者
ナ
リ
」
「
マ
フ
子
シ
ュ
ム」ハ空中一一於テ差明ナル白色光輝ヲ発シ燃化シテ「３マフ子シユムオキシーデ」トナル此
「マフ子シュム」ノ光輝ハ舎密性光線ヲ有ス之二由テ此光線ヲ以テ太陽ノ光輝ノ通セサル処
ヲ
写
真
シ
得
ペ
シ
豈自四ｍロ①の】ｐＨロ
［１］シ【四ｍ目①のＰ臣Ｈロ
○四」貝目ｐＨロＮ甘口丙門口』』ロロ】
５４３２ １
□・盲目」扇（英）白雲石，
○四言、（。Ｐ）贈
塩化マグネシウム言、○庁
酸化マグネシュム言、。
エジプト
ナ
ポ
レ
オ
ン
1６３
豈自四ｍロの四口目○Ｋ］」の。届豈自四ｍ目の田口Ⅱ二国、。
［製法］「マフ子シュムカルボナート」ヲ熾熱スル時ハ白色「７アモルフ」ニシテ熔解スヘ
カラサル粉末ヲ得ル是即宮、。ナリ是レ医薬一一供シ焼ダル〈「マフ子シァ」８ｍの宮：」の
日四ｍ目のの旨〉Ⅱ富品目のの】目の冨卜名付」三ｍ○ハ水中二僅小ノミ溶解シ其溶液ハ弱キ「アル
カ
リ
性
レ
ア
ク
シ
ー
」
ヲ
ナ
ス
」
富岳ロ①の旨日ご弓・薯９のⅡ９言、出国ｏ噌
是「マフ子シュム」塩ヲ「ポッタースローフ」中一一加入スル時一一生スル白色沈殿物ナリ
「マフ子シュム」ハ乾燥スル空中一一於テ錆ヲ生セスト錐モ若シ其空気湿気ヲ帯フル時ハ錆ヲ
生ス」若シニフ子シュム」ヲ燈ムル時ハ水ヲ分析シ水素ヲ遊離セシム」「マフ子シュム」
ハ
塩
酸
及
硫
酸
中
二
溶
解
ス
目巨目】の卜曰フ然しトモ医ハ此事ヲ知ラサルヘカラス許多ノ解剖書一一「ミュミー」ヲ挙ヶ
６テ論スルモノアリ此「ピーフミーテ」｜ノ内景ヲ撮影スルモノアリ是亦「マフ子シュム」光線
ヲ用ユルモノナリ〉
三四ｍ目のの旨目・匡・国已①Ⅱ言、ｏほ
［製法］「マフ子シユムヲキシーデ」或ハ「マフ子シュムカルボナート」ヲ塩酸中一一溶解シ而
シテ此溶液中一一「ｍサルミアッキ」ヲ加入シ而后之ヲ熾熱シテ白色トナラシム然ル時ハ「サ
ルミアッキ」ノ蒸気飛散シ「マフ子シユムホロリーデ」ノ結晶残留ス
1０９８７６
ご［巨巨目のⅡロ］巨閂ロロ】望ミンイーフ
無形状体
。のワ肘ロロロのⅡ門○四鷺のｇ
言喫○国）園
塩化
アン
モニウム
1６４
言長目①の旨目の巨旨冨冒Ⅱ三ｍｍＰ＋。■蝉○
是し丙エンケルセソウ卜」又ハョピットルソウト」卜名ツク事アリ此塩ハ「ロムピ１
セ」状結晶ヲナシ「超ピットルワートル」中一一存在ス
［製法］「１ドロミート」或ハロマグ子シート」ヲ稀硫酸中一一溶解スヘシ」「マフ子シュムシ
ュルフアート」ハ「アルカリー」鉱属ノ「シュルファート」ト帽重塩ヲ形成シ得ル例スルニ
言血、。（＋塚、Ｐ＋①津○ノ如シ
富岳ロの切目目３弓・息昌Ⅱ言、○○塑
是レニフ子シート」ナル鉱石トナリテ現在ス
医薬二供スル処ノ炭酸「マフ子シュム」ハ咽マフ子シュウムカルボナート」トニフ子シュ
ムヒドロヲキシーデ」ノ混合物ヨリ成ル者ニシテ是レ温ナルⅣ苦塩溶液中一一「ナトリウムカ
医
薬
一
一供スル処ノ炭酸ニフ
ム
ヒ
ド
ロ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
ノ
混
合
ルボナート」ヲ注キ以テ製ス
星［ぬの○』＋ｚ胃○○画－１↓更［、○○堕十ｚ四函の。繧
若シ此医薬一一供スル炭酸マフ子シュム」ヲ炭酸含有水中一一溶解セシムル時ハ純粋ナル炭酸
「マフ子シュム」ノ結晶ヲ得ル」「マフ子シュム」塩卜忌アルドアルカリＩ塩トノ差異左
「マフ子シュムシュルフアート」ハ水中一一溶解ス又「マフ子シュムカルボナート」ハテム
モニュムホロリーデ」〈即「サルミアッキ」〉中一一溶解ス
若シ「マフ子シュム塩中一一「アムモニュムホロリーデ」「ナトリュムフォスファート」及
ノ
如
シ
111８１７１６１５１４１３ 1２
エンケルセソウト↓エプ
ソン塩、天然産硫酸マグ
ネ
シ
ュ
ム
国辱円圏昌Ⅱ宮計§の餌］叶
潟利塩
国酵雷】ヨロ詰吋苦味水
炭
酸
マ
グ
ネ
シ
ュ
ム
複塩菱苦土鉱言、ＣＱ
苦塩Ⅱ硫酸マグネシウム塩
アルカリ士類塩
1６５
「アムモニアッキ」ヲ注夕時ハ結晶性沈殿物ヲ得ル是レ「マフ子シュムアムモニユムフォス
ファート」ナリ其「フオムレ」
富、三国學弓。』＋①困るナリ此塩ハ「マフ子シュム」塩中一一於テ尤トモ溶解シ難キモノナリ是レ
人躰中一一於テハ唄尿石ノ成分ヲナス事アリ
等
ナ
リ
亜鉛ハ青色ヲ帯上結晶状二破壊シ是し通常温一一於テハ脆シト錐モ百一一一十度ノ温二於テ軟靭ト
ナル此時一一方テハ能ク細エヲナシ得へシ又一一百度ノ温一一至ル時ハ更二粗脆トナル此時二方ツ
テハ能ク粉末トモナスヘシ亜鉛ノ異重ハセニシテ四百一一十八度ノ温一一熔解シ之ヲ通紅セシム
ル時ハ蒸発ス此蒸気空気卜触合スル時ハ透明光輝ヲ有シタル緑色焔トナリ終一一「シンキヲキ
シーデ」一一変ス」亜鉛ハ乾燥ナル空中及湿気ヲ帯ダル空中一一於テモ酸化シ難シ故一一鉄板ヲ
「シンキ」層ヲ以テ覆う事アリ此ノ如ク鍍亜鉛シタル鉄ヲ売買ニハ率、の遅き目］のの①ａ回国の局
卜云う亜鉛ハ多クノ鉱属ヨレヘーリンフ」ノ成分ヲナス例スルニ「顔メッシング」及新銀
シ
ー
デ
」
ヲ
炭
卜
混
シ
「
レ
ト
ル
之ヲ冷受器一一受クルモノナリ
［
２
］
Ｎ
曰
斤
＆
凶
曰
２
日
Ⅱ
亜
鉛
ア
ト
ー
ム
重
霊
睡
符
号
Ｎ
ｐ
亜鉛鉱石ノ両問二存在スル者ハ元シンキブレンデ」即「シンキシュルフォーデ」
皿【巴四日］口晋①の口即Ｎ百斤・閂ず・ロ四昌及上巫困。。』‐国営丙①目の即凶旨斤・星』のナリ
［製法］以上ノ鉱石ノ｜ヲ空中二於テ燃ス時ハ「シンキヲキシーデ」ヲ形成ス此「シンキオキ
シーデ」ヲ炭卜混シ「レトルト」中一一於テ熾熱スル時炭酸飛散シ純粋ナル亜鉛ハ蒸気トナル
2５２４ 2３２２２１２０１９
尿
石
Ⅱ
尿
道
結
石
閃亜鉛鉱国昌の
菱亜鉛鉱国皀○○国
紅亜鉛鉱
恩ご昌旨厨忌口茄・鍍金をする。
ト
タ
ン
ー
亜
鉛
ひ
き
鉄
板
合金曰の、の冒頭Ⅱ宮園の真鏑，黄銅
1６６
図】ロ屍○四門す。ｐｐｍ←ⅡＮｐ○○聾
是レ宇宙間ニハ、【四］四目】ロの←の①ロトナリ現在ス
［製法］亜鉛塩溶液中一一「ナトリュムカルボナート」ノ溶液ヲ注ク時ハ白色沈殿物ヲ生ス是レ
「シンキカルボナート」卜「シンキヒドロヲキシーデ」ノ混合物ヨリ成ル若シ之ヲ再一一一結晶
Ｎ百斤の巨百旨、豊ⅡＮｐｍＰ＋『国函◎
是し扇シンキフィトリヲール」又ハ「ウィットフィトリヲール」ノ名アリ
［製法］「シンキブレンデ」ヲ空中一一於テ燃ス時ハ不潔ナル「スワーフルシュールシンキ」ヲ
得ル之ヲ再三結晶セシムル時ハ終二清浄ノモノトナル」「シンキシュルフアート」ハ「アル
カ
リ
ー
鉱
属
ノ
「
シ
ュ
ル
フ
ァ
ー
ト
」
卜
重
塩
ヲ
形
成
ス
田口斤○〆冒』のⅡＮｐ○
［製法］亜鉛ヲ空中一一於テ燃化セシムヘシ
「シンキヲキシーデ」ハ白色無形粉末ナリ若シ之ヲ熾熱スル時ハ黄色ヲ呈スト錐モ又之ヲ放
冷スレハ更一一白色トナル」「シンキヲキシーデ」ハ塗物一一採用サル之ヲ「卵シンキウイッ
テ」卜曰フ且此「シンキウィッテ」ハ「”ロートウィッテ」ヨリモ善良ナリ何トナレハ「シ
ンキゥィッテ」ハ硫化水素卜触合シ黄色ヲ呈セサレハナリ」若シ亜鉛塩溶液中二腐蝕「アル
カリ１」ヲ注ク時ハ白色粉末ナル「シンキヒドロヲキシーデ」ノ沈殿物ヲ生ス其符号旨因噌○国
亜鉛ハ稀酸中一一溶解シ以テ水素ヲ発生セシム
2８２７２６
園目」国詞罵Ⅱ国旨○重亘忌
鉛
白
，
酸
化
鉛
国目】斤言辱国。］》量「彦与のぐ】月旨］
1６７
「シンキシュルフイーデ」ハ□酸中二溶解セスト錐モ鉱酸中ニハ硫化水素ヲ発生セシメテ能
ク溶解ス此性質二由テ亜鉛ノ有無ヲ容易ク徴シ得ル者ナリ
若シ”亜鉛抱合物ヲ「コバルト」溶液ヲ以テ浸シ而シテ之ヲ焼ダル木炭上一一置キ輔ヲ以テ吹
夕
時
ハ
緑
色
焔
ヲ
発
ス
是
し
元
シ
ン
キ
ブ
レ
ン
デ
」
ナ
ル
鉱
石
』
［製法］亜鉛塩ノ溶液中一一「アムモ
キシュルフイーデ」ノ沈殿物ヲ得ル
トナラシムル時ハ終二其純粋ノ者ヲ得ヘシ
ムル時ハ揮発体トナル
［製法］
ムヘシ
［３］○四」曰旨Ｂ
ア
ト
ー
ム
重
］
届
符
号
○
』
「カドミュム」ハ殆ン卜総テ亜鉛卜抱合シ現在スト錐モ其量甚夕小ナリ
「ホロールシンキ」ハ白色体ニシテ能夕水中二溶解シ空中一一於テハ湿気ヲ引キ之ヲ通紅セシ
Ｎ旨丙○臣○国』のⅡＮｐｏ岸
亜鉛ヲ「ホロール瓦斯中一一燃焼シ或ハ亜鉛ヲ塩酸中一一溶解セシメ其溶液ヲ蒸発セシ
国百斤の巨旨昏匙①ⅡＮｐ⑩
〉キブレンデ」ナル鉱石トナリテ現在ス
鉛塩ノ溶液中一一「アムモニュムシュルフィーデ」
ヲ加入スル時ハ白色ナル「シン
2９
亜鉛の吹管分析による検出・
同定である。
1６８
［製法］「カドミュム」ハ亜鉛製造ノ時得ル者一一シテ容易ク亜鉛卜分別シ得ル是レ亜鉛ヲ蒸
鰡スル時一一其初期二蒸昇スル者ハ「カドミュム」ナリ〈是し「カドミュム」ハ亜鉛ヨリモ樟
発ナレハ也〉
「カドミュム」ハ白色ニシテ鍛錬性ヲ有シ其異重ハ⑪．⑦也且此鉱属ハ一一一百十五度ノ温二熔解
シ若シ之ヲ空中一一於テ熾熱スル時ハ燃化シテ弧褐色「カドミュウムヲキシーデ」トナル」
「カドミュム」塩ノ舎密性々質ハ亜鉛塩卜等シ然しドモ「カドミュム」塩ハ其溶液中一一硫化
水素ヲ注グ時ハ美黄色豆カドミュムシュルフィーデ」ヲ得ル
「カドミュムョヂーデ」ハ率撮影場二採用ス又黄色「カドミュムシュルフィート」ハ塗物ニ
ム
シ
バ
採用ス又「麺カドミュムアマルハーマ」ハ雛歯ヲ填充スル為メニ採用ス何トナレハ「カドミ
ュムアマルハーマ」ハ製造シ得夕ル時ハ甚夕柔軟ニシテ暫時ノ后堅硬トナル者ナレハナリ
［４］百ｓ目目ア
ト
ー
ム
重
召
．
⑫
符
号
旨
此鉱属ハ「シンキブレンデ」中一一小量一一現在ス
ヨインヂュム」ノ「リフトスペクトリュム」ハ美ナル｜條ノ暗青色線ナリ此鉱属ハ「スペ
クトラール」分析一一由テ初メテ発明セシモノニシテ未夕悉ク詳ナラス〈青色素二「躯インヂ
ホ」ナル者アリ此「インヂュム」ノ光線分析ハ彼ノ「インヂホ」ノ美青色一一類ス故一一此名ヲ
得ホ
ノレＬ－
モナ
ノル
ナ者
リア
ーーＴＴ
3２３１３０3４３３3５
酸
化
カ
ド
ミ
ウ
ム
硫
化
カ
ド
ミ
ウ
ム
湿
式
写
真
の
感
光
剤
に
は
ヨ
ウ
化
カドミウムを加えていた。
カ
ド
ミ
ウ
ム
ア
マ
ル
ガ
ム
キ
ル
ヒ
ホ
フ
，
ブ
ン
ゼ
ン
の
分
光
分
析
に
よ
り
イ
ン
ヂ
ュ
ム
が
発
見
された。
イ
ン
ジ
ゴ
1６９
満
俺
卜
酸
素
ノ
抱
合
富自彊目目・ロ・皀曰の。届言目、：ロ・皇冒］のⅡ宮口○
［製法］「マンハーンカルボナート」ヲ空気ヲ絶テ熾熱スヘシ又夕或ハ「マンハーン」ノ高度
酸化（物）ヲ水素流通中一一於テ熾熱シ製造シ得ル
「マンハーンヲキシーデ」ハ緑色粉末ニシテ空中二於テ速二高度酸化ヲナス是レ強キ「６（
１
シ
ス
」
ニ
シ
テ
種
々
ノ
塩
ヲ
形
成
シ
其
塩
ハ
悉
ク
淡
赤
色
ヲ
帯
フ
ル
モ
ノ
ナ
リ
［製法］「１マンハーンヲキシーデ」ノ｜ヲ炭卜混和シ甚夕高キ温ヲ以テ熾熱ス之一一由テ其
「オキシーデ」ハ「２レヂュセーレン」サレ純粋ノ鉱属トナル
「３マンハネシュム」ノ鉱属ハ淡赤色粗脆ニシテ甚夕堅シ之二由テ能ク硝子一一図画シ得ル者
ナリ此鉱属ハ空中一一於テ速二酸化シ水ヲ通常温一一於テ分析ス故一一此体ハ「アルカリー」鉱属
ノ如ク石炭油中一一貯フヘシ且此体ハ弱キ「４マグネート」性ナリ」満俺鉱属ハ採用セラレス
然しトモ鉄卜合シタル「５レヘーリンフ」ハ鋼鉄製造一一採用セラル
ア
ト
ー
ム
重
誤
符
号
満俺ハ両間一一殆ト酸化シテノミ現在ス
富四口、：ロｚ芹斤の］
回国の局○旨円。□目ロロ】
【
○
ず
四
房
□
国
目
ご
日
［１］二国四口、四四口○虎亭自口目、四口のの〕目ごＰ
第
五
綱
鉄
部
ご［ロ
６５４３２１
酸
化
マ
ン
ガ
ン
宮
口
Ｐ
還元
昌閂】窓口８旨日の音訳
磁性，
合金塩基
１７０
「マンハーンヲキシヂュレ」塩中一一「アルカリー」ヲ加入スル時ハ白色ナルニンハーンヒ
ドロヲキシーデ」Ⅱ富口国乙噌ナル沈殿物ヲ得ル
ｚ［四口、四四口。旨］○門昼①Ⅱ更［昌○］⑬
［製法］「ホロール」ヲ褐石卜塩酸ヨリ製セシ溶液ヲ蒸発セシムル時ハ
冨口○Ｆヨリ成ル者ナリ〈「ホロール」條ヲ参考スヘシ〉
ナル薔薇赤色ナル結晶ヲ得ル
炭酸満俺Ⅱ言自彊目・胃す。息昌Ⅱ言巨○○単
此塩ハ両間ニマブロインスパート」ナル鉱石トナリ現在ス
［製法］満俺塩溶液ヲ「アルカリ１」鉱属炭酸塩ノ溶液ヲ注キ以テ沈殿セシムベシ然ル時ハ
白色沈殿物ヲ生ス是レ炭酸満俺及「マンハーンヒドロヲキシーデ」ナルモノナリ
硫
酸
満
俺
Ⅱ
三
自
彊
目
の
□
ぽ
冨
昌
Ⅱ言目⑩○一＋⑨四四○
［製法］〈７褐石プロエンステーン〉ト硫酸ヲ混和シ之ヲ暖ムル時ハ酸素ハ飛散シ此塩ノ美
此塩ハ９辱目日】の計ナル鉱石トナリ現在ス
［製法］酸化満俺ノ｜ヲ酸素中一一於テ白熾トナラシムヘシ」此体ハ白色粉末ニシテ弱キ「（
シ白色目、四四口の①ｍＰｐＳ〆】巳①Ⅱ』白目函ｏ単
ノ
結
晶
ヲ
得
ル
是
即
７９８
褐
石
ブ
ラ
ウ
ン
鉱
石
喚宮冒○鍾・冨昆】○雪
国吋巳貝芭息昏》菱マンガン鉱
６
に
同
じ
1７１
三口○画十国鱈○ノ如シ
イ
売買一一醤ク所ノ褐石ハ「ホロール」ノ製造及硝子ノ製造一一採用サル」両間二自然二現在スル
褐石ハ元来種々ノ酸化満俺ノ混合物ナリ且褐石ハ「ｍピロリュウシート」ヲ多ク含ムニ従テ
善
良
ナ
リ
ト
ス言目
四
目
目
貝
及
・
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の
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目
自
彊
目
目
目
［製法］「旭マンハーンヲキシーデ」ト腐蝕加里ヲ混合シ空気流通中一一於テ白熾トナラシムヘ
シ然ル時ハ暗緑色ナル躰ヲ形成ス此躰ハ些少ノ水中二溶解ス若シ之ヲ蒸発セシムレハ｜ノ結
晶ヲ得ル是即「画カリュムマンハナート」Ｉ毎宮口○一ナリ若シ此「カリュムマンハナー
ト」中一一酸液ヲ注ク時ハ鮮紅色ヲ呈シ終一一「マンハーンヂヲキシーデ」ナル沈殿物ヲ形成ス
〈酸トナラス〉又緑色ナル「カリュムマンハナート」溶液中一一多量ノ水ヲ注ク時ハ其液鮮紅
色ヲ呈ス之一一由テ往昔ハ此「カリュムマンハナート」ヲ凹○盲目口①］の○口目ロの国］の卜名ケシ
モノナリ〈「カメレオン：ハ或ル動物ノ名ナリ此物光線反射一一由テ種々ノ色ヲ呈スル者」
独
立
肩
マ
ン
ハ
ー
ン
シ
ュ
ー
ル
」
ハ
未
夕
知
ル
事
ヲ
得
ス
此
「
ヲ
名
ア
リ
［製法］満俺塩ノ溶液中一一フーダーローフ」及「ｕナトリュムヒポホロリート」ヲ注ク時ハ
黒色ナル含水宮口○園ノ沈殿物ヲ得ル例之ハｚ四○ｓ＋函三四国。＋宮口⑩○一Ⅱｚ四○］＋三四噴叩。←＋
－シニナリ故一一唯不定ナル塩ヲ形成スルノミ
三目、四目＆・〆己のⅡ言口○障
此「ヲキシーデ」ハ両問一一多夕現在シ「７ブロインステーン」
又ハ、旧胃・旨巴の計ナル鉱石ノ
1４１３１２１１ １０1５
ご目］目』意鉱石，パイロ
ルース鉱，三目○
次亜塩素酸ナトリウム
ニ
酸
化
マ
ン
ガ
ン
マンガン酸カリウム
言目胃已呂閂９行・Ｐ
【三・ｍ＆の①］のに由って此名
前が付けられた。マンガン酸
カ
リ
ウ
ム
溶
液
の
色
の
変
化
に
由
来している。
マ
ン
ガ
ン
酸
1７２
【囚■色目己の局日四口、四目囚昌Ⅱ炭田田口○一
［製法］「カリュムマンハナート」ノ緑色溶液中一一過量ノ水ヲ注クヘシ然ル時ハ其液中ヨリ暗
赤色ノ結晶ヲ得ル是即嘔戻言Ｃナリ
若シ「カリュム。へルマンハナート」卜硫酸ヲ混合スル時ハ多量ノ酸素「ロオソン」ノ形状ヲ
ナシ流離ス之一一由テ容易ク「オソン」ヲ含有シタル空気ヲ製シ得ル〈故一一若シ医家「ヲソ
ン」ヲ得ン卜欲シテ此法一一由ル時ハ小瓶ヲ以テ容易ク「オゾン」ヲ得ルヘシ〉
「マンハナート」及「ペルマンハナー卜」ハ己レノ固有酸素ノ一部ヲ容易ク遊離セシム之一一
由テ酸化剤トシテ採用サレ又之ヲ以テ有機躰ヲ腐敗セシメ又不潔ノ海綿ヲ清浄ナラシメ亦医
ウ
ガ
イ
グ
ス
リ
家ハ之ヲ以テロ或ハ咽喉ノ含漱剤トシテ臭気ヲ除ク」満俺抱合物ヲ徴セント欲セハ其試検セ
ント欲スル躰ヲ腐蝕加里及硝酸加里中一一熔解セシムヘシ若シ満俺ノ小量ヲ含有スル時ハ其熔
解
物
緑
色
ヲ
呈
二
［２］且国の馬
具
国
の
胃
目
已
Ⅱ
鉄
ア
ト
ー
ム
重
霊
符
号
恵
鉄ハ両間二多クハ抱合シ現在ス又両問二於テ見ル所ノ純粋ナル鉄ハー己已の←の○月の←の①ロノ地上
ジ
ュ
ン
コ
ウ
ニ落ツルモノナリ」「メテヲール」石ハ天体中「２フラネーテン」ノ内一一共一一循行スル者一一
シテ遇々破壊シテ地上一一落ツル者ナリ而シテ所謂流星ハ皆此「メテオール石ノ地上一一落下ス
ル者一一シテ其発光ハ他ノ落チサル部分卜相磨シ温卜共一一生スルモノナリ而シテ流星ハ九月十
月ノ間一一多シ天躰ノ或ル部分一一於テハ此石ヲ以テ積充スルモノナリ
1７１６１限
石
２己崖自舅Ⅱご］目の（宇宙
過マンガン酸カリウム
この反応では発生機の酸素
が発生しており，オゾンで
はない。
１７３
［製法］若シ「３エーセルヲキシーデ」ヲ水素流通中一一於テ熾熱スル時ハ純粋ノ鉄ヲ得ル此純
粋ナル鉄粉ハ水素瓦斯中一一貯フヘシ何トナレハ空気卜触合スル時ハ直二酸化スレハナリ〈此
酸化ハ鉄粉ノ酸化シテ燃焼スルモノナリ他ノ４檸鉄ノ如キモ其酸化スルノ理ハ同一ナリト錐
暫時一一シテ燃焼スルノ甚シキニ至ラハ是レ鉄粉ノ水素一一由テ還一兀セシモノハ其粉粒極メテ微
細ナレハナリ〉純粋ナル鉄ノ異重ハヨ⑰ナリ而シテ銀白色ヲ有シ軟靭ナリ且此体ノ分子結合
ハ甚夕強キ者ニシテ一一ｓストレープ」厚ノ線ハ能ク’’百五十６キロハラム」ノ重ヲ懸垂スヘ
シ」純粋ナル鉄ノ結晶ハ「７テールリンフ」状ヲナス又〈錬鉄８スメートエーセル〉ハ結晶性
分裂ヲ有ス若シ其鉄ヲ一ノ棒二打延ハス時ハ其分裂線状トナル又夕其分裂線状トナルーー従テ
セ
ン
ド
ウ
鉄強剛トナル又試検二由テ此線状分裂ヲ有シタル軟靭強剛ナル錬鉄ヲ持続シテ９顔動或ハ振
蕩スル時ハ更一一結晶性分裂トナリ其鉄ハ甚夕粗脆ナリ〈但シ鉄ハ熔解セシメスト錐モ数百年
ノ久シキヲ径ル時ハ白ラ結晶性分裂ノ者トナルモノナリ故一一鉄橋及蒸気車ノ、鉤子等ハ此幣
ヲ予防ス即鉄橋ハ’一一重ニ製シ蒸気車ノ鉤子ハ一一一一一筒ヲ以テ固定ス此理ヲ知サル時ハ不意一一大
純粋ノ鉄及錬鉄ハ千五百度ノ温二於テ熔解ス又此熔解点一一至ル前ハ其鉄甚夕柔軟トナリ能ク
害
ヲ
招
ク
コ
ト
ア
リ
〉
純粋ナル鉄ハ通常温ヲ有シタル乾燥ナル空気中或ハ清浄水中一一於テハ其躰ヲ変セスシテ鉱属
光輝ヲ保シ又炭酸含有水中或ハ湿気ヲ帯ダル空気中一一純粋ナル鉄ヲ置ク時ハ直二「ｕエーセ
ルヒドロヲキオシーデ」ノ層ヲ以テ被う之ヲ〈旭錆円・の巴〉卜名ツタ」若シ鉄ヲ空中一一於テ
熾熱スル時ハ黒色「ヲキシーデ」ノ層ヲ形成ス之ヲ沮国凹白①局の旨、卜名ク又白熾ナル鉄ノ上
一一水蒸気ヲ送りダル時ハ水ヲ分析シ此黒色ロヲキシーデ」ヲ形成ス
二
板
ヲ
鋳
着
セ
シ
メ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
８７６５４３1３１２１１１０９1４
酸化鉄（Ⅲ）
揮鉄Ⅱ純粋の鉄
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
キ
ロ
グ
ラ
ム
テ
ー
ル
リ
ン
フ
板
状
品
、日の①且恩劇Ⅱ胃・長宮旨・Ｐ
錬鉄顛動
Ⅱ
振
動
を
あ
た
え
る
こ
と
鉤
子
Ⅱ
金
属
の
カ
ギ
，
留
め
金
句只○国）②
門吊皀Ⅱさび
因由日の岳冒頭Ⅱぽ四目日の円の］長
鉄
の
表
面
の
酸
化
物
酸
化
鉄
（
Ⅱ
）
，
悪
。
1７４
却国○・ｍ・ぐのロハ□皿「ケーヘル」ノ状ヲ有シ而シテ火一一焼サル石ヲ以テ製シ其高サ十乃至
十五巫肘其中径最広部ハ四乃至六肘其火ロハ密閉シ其釜中一一要スル空気ハ頚糒戸ヲ以テ吹入
スルモノナリ又鉄ノ鉱石木炭等ノ混合物ハ釜ノ上ロョリ入し若シ其混合物下降スル時ハ更一一
新ナルモノヲ入ル此釜ノ下端ヲ「邸ハールド」卜名ツク此「ハールド」中一一於テ熔解シタル
鉄及熔解催進剤集ル其熔解シタル鉄ハ毎十二時一一取出シ之ヲ砂型中一一入ル又夕熔液鉄中二浮
ク他物ヲ「率スラッケン」卜名ク是レ自然一一流出スルモノナリ」「印ホーヘヲーフェン」ハ
｜
回
製
ス
ル
時
ハ
数
年
間
絶
ヘ
ス
日
夜
其
作
用
ヲ
ナ
ス
者
ナ
リ
鉄ノ鉱石ハ釜中一一於テ下端ノ燃焼中一一於テ形成スル「邪コールヲキシーデ」一一由テ「”レヂ
ュセーレン」サレ「邪ポレウス状鉱属トナル之一一由テ鉄ハ漸次二下降シ釜中一一於テ最モ熱キ
嘔豈【①一回臣一厘門、】①ぐ四口回国①局
フイゴ
往
昔
ハ
鉄
ヲ
製
ス
ル
ニ
木
炭
或
石
炭
卜
鉄
鉱
石
ヲ
混
合
セ
シ
者
ヲ
釜
中
二
於
テ
熾
熱
ス
〈
但
シ
糒
戸
ヲ
具
フ
ル
モ
ノ
也
〉
然
ル
時
ハ
「
ポ
レ
ウ
ス
状
躰
ヲ
得
ル
是
レ
錬
鉄
ニ
シ
テ
之
ヲ
打
延
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
方今ハ先シ初〆一一鋳鉄ヲ製シ而シテ其鋳鉄中ノ珪素及炭素ヲ取除キ以テ錬鉄トナス
鉄ヲ製セント欲スル鉱石ハ先シ初二空中一一於テ熾熱シ之二由テ垢、冨四弓菩の円の←の①】］即「フ
ェローカルボナート」及上「Ⅳブロインエーセルステーン」ハ官①局の①のＰ巳・皀己の一一変ス而
后此鉱石卜木炭或石炭或「コークス」及熔解ヲ催進スヘキ者ヲ混シ釜中一一於テ熾熱ス此熔解
ヲ催進スル者ハ其鉱石一一従テ差異アリ例之ハ其鉱石「シリカート」ヲ含有スル時ハ「旭カル
キ
ス
テ
ー
ン
」
ヲ
以
テ
之
ヲ
催
進
ス
又
鉱
石
「
シ
リ
カ
ー
ト
」
一
一
貧
シ
キ
時
ハ
砂
或
ハ
四
】
ロ
の
】
ヲ
以
テ
之
ヲ
催
進
ス
2８２７２６２５２４２３ 2２ 2１２０１９１８１７１６１５
鉄
の
精
錬
句の。。②
褐鉄鉱，句碑○題
石
灰
石
粘土
高
炉
閑居霜』Ⅱ８口の円錐形のもの
炉
の
形
肘Ⅱ約帥、であるから
フ
ィ
ー
ト
を
示
し
て
い
る
と
考えられる。
フイゴ
用旨胃□Ⅱ啓のの昼の火口
の旨丙Ⅱの］岳スラグ
一酸化炭素
還元
多孔質状の，ｓｏ目の
１７５
炭
素
ヲ
含
有
ス
部二来ル此一一於テ其鉄ハ炭素ヲ取り以テ鋳鉄トナリ熔解ス又此熱部一一於テ「カルシュム」及
「
ア
リ
ュ
ミ
ニ
ュ
ム
シ
リ
カ
ー
ト
」
ノ
熔
解
物
ヲ
形
成
ス
此
熔
解
シ
タ
ル
「
シ
リ
カ
ー
ト
」
ヲ
「
頭
ス
ラ
ッ
ケ
ン
」
卜
名
ケ
而
シ
テ
之
ヲ
以
テ
熔
解
シ
タ
ル
鉄
ヲ
被
包
ス
之
二
由
テ
熔
解
シ
タ
ル
鉄
ハ
率
糒
戸
ヲ
以
テ
吹
入スル所ノ空気ノ為一一酸化スル事ナシ」釜ノ熱部一一於テ溶解シタル鉄ハ「シリカート」中ヨ
リ
些
少
ノ
珪
素
ヲ
取
り
共
二
抱
合
ス
第
一
〈
率
鋳
鉄
ヒ
ー
ト
エ
ー
セ
ル
〉
ハ
鉄
炭
素
「
キ
ー
セ
ル
」
ノ
卯
抱
合
物
ナ
リ
但
シ
其
化
合
量
ハ
舎
密
法
則一一従ハスシテ多少アリ此量一一従テ鉄種々ノ形容ヲ呈ス
皿
鏡
鉄
ハ
甚
夕
堅
ク
シ
テ
粗
脆
ナ
リ
其
色
銀
白
ニ
シ
テ
結
晶
性
分
裂
性
ヲ
有
シ
鉄
類
中
最
モ
多
ク
炭
素
ヲ
含
ムモノナリ符号ハ殆ン卜左ノ如シ即国の一○十葛の昌函匹
巫
白
色
鋳
鉄
ハ
鏡
鉄
ヨ
リ
モ
僅
力
少
シ
ク
炭
素
ヲ
含
有
シ
鏡
鉄
ヨ
リ
モ
柔
軟
ニ
シ
テ
粒
状
分
裂
性
ヲ
有
ス
”灰色鋳鉄ハ炭素及「ハラフィート」ノ小板ヲ含ム之一一由テ灰白色ヲ呈スルモノナリ且此鉄
ハ以上ノ両種ノ鋳鉄一一比スレハ柔軟ニシテ且粗脆ナラス
庶多ノ鋳鉄ニハ此一一少ノ硫及燐ヲ含有ス是レ甚夕鉄ノ性分ヲ害スルモノナリ〈此二物若シ十分
一「プロセント」ナル時ハ其鉄ハ用ヲナサ、ルモノナリ〉灰白鋳鉄ハ種々ノ物体ヲ鋳造スル
為
メ
ニ
採
用
ス
又
夕
白
色
鋳
鉄
及
鏡
鉄
ヲ
以
テ
ハ
錬
鉄
或
ハ
鋼
鉄
ヲ
製
ス
第
二
錬
鉄
一
名
〈
酬
棹
鉄
ス
タ
ー
フ
エ
ー
セ
ル
〉
是
し
殆
ン
卜
純
粋
ナ
ル
鉄
ニ
シ
テ
甚
夕
小
量
ノ
［
製
法
］
鋳
鉄
ノ
熔
解
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
「
弱
オ
ー
ペ
ン
ハ
ー
ル
Ｆ
」
或
ハ
焔
釜
中
二
入
し
空
気
一
一
触
合
セ
シ
ム然ル時ハ其熔解鉄ハ「ヲキシーデ」層ヲ以テ被包ス而シテ鉄棹ヲ以テ常一一其熔解物ヲ施撹
シ終二結合躰トナラシム而后其体ヲ取出シ之ヲ打延シテ棹或ハ板トナーフシム此鋳鉄釜中一一於
3５ 3４ 3３ 3２ 3１ 3０ 2９
鋳鉄，四①且恩吋Ⅱ８ｍ（ごＰ
銑鉄，白銑，炭化鉄，
抱
合
物
（
化
合
物
）
と
記
し
て
い
る
が
混
合
物
で
あ
る
。
｜
部
は
炭
素
と
鉄
が
化
合
し
て
いるともいわれる。
鏡
鉄
，
鋳
鉄
の
一
種
，
炭
素
含量の多いもの，句ＰＣ＋
小量の酸》
白
色
鋳
鉄
，
白
銑
，
鏡
鉄
よ
り
炭
素
含
量
の
少
な
い
鋳
鉄
灰色鋳鉄，灰銑，さらに
炭素含量の少ないもの
の冨色昼吊ＨⅡワ閏月目．
ご叩＆鉄インゴット，鍛鉄
鋳
鉄
釜
，
反
射
炉
１７６
テ熔解スル時二方テハ其鉄中ノ炭素鉄オキシーテ」中ノ酸素一一由テ酸化シテ「コールオキシ
ーデ」トナル又夕珪素ハ酸化シテ詞キーセルコールド」トナリ又其鉄中含有スル所ノ硫及
燐
モ
過
半
酸
化
セ
ラ
ル
、
モ
ノ
ナ
リ
第一一一鋼鉄ハ鋳鉄一一比スレハ此一一少ノ炭素ヲ含ミ棹鉄一一比スル時ハ多クノ炭素ヲ含ム
［製法］最上ノ錬鉄ノ小片卜炭ヲ混シ密閉シタル釜中一一入し之ヲ熾熱スル時ハ炭卜抱合シ
諏○の曰①旨の冨巴ヲ得ル此「セメントスタール」ハ外層ハ内層ヨリモ多クノ炭素ヲ含有ス若
シ
其
炭
素
ヲ
シ
テ
平
均
セ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
ハ
之
ヲ
打
延
シ
或
ハ
更
二
鋳
ル
ヘ
シ
鋼鉄ハー乃至ニプロセント」ノ炭素ヲ含ミ細粒状分裂性ヲ有シ且シ容易ク熔解シ錬鉄一一比
スレハ細エヲナシ易シ鋼鉄ハ容易ク錆ヲ生セス〈剣刃ノ緊燗ダル粒状ノ有ヲ呈スルハ此細粒
状
分
裂
性
ヲ
有
ス
ル
ニ
由
と
白
熾
ナ
ル
鋼
鉄
ヲ
冷
水
中
等
二
投
シ
急
頓
二
冷
ス
時
ハ
粗
脆
且
堅
ク
ナ
ル
之
ヲ以テ能ク硝子上一一図画スヘシ若シ白熾鋼鉄ヲ徐々二放冷スル時ハ柔軟ニシテ能ク屈僥スヘ
キ
躰
ト
ナ
ル
之
二
由
テ
鋼
鉄
ヲ
堅
ク
ナ
シ
或
ハ
軟
靭
屈
僥
性
ト
ナ
ス
ニ
ハ
尤
モ
易
シ
躯団の閉の日の円氏ノ鋼鉄ハ鋳鉄ヨリ直二製シ而シテ其怯ハ容易クシテ且シ費用少ナシ
其
製
法
ヨ
ベ
ッ
セ
メ
ル
」
氏
ハ
鋳
鉄
ヲ
「
レ
ト
ル
ト
」
状
器
中
二
熔
解
セ
シ
メ
而
后
空
気
ヲ
吹
入
ス
之
二由テ珪素及炭素全夕酸化ス之二由テ其鉄ハ錬鉄トナル然ル后漸々鏡鉄ヲ加ヘテ以テ炭素ノ
量ヲ定ム之二由テ其鉄終二鋼鉄トナル又其「レトルト」状器ハ火二焼サル「ケレート」錬鉄
ヲ以テ製ス」
「ベッセメル」氏ハ此法一一由テ一一十分時間一一一千「キロハラム」ノ鋳鉄ヲ鋼鉄一一変セシム
鉄
卜
酸
素
ノ
抱
合
3８ 3７ 3６
キ
ー
セ
ル
コ
ー
ル
ド
↓
酸
化
珪
素
コ
ロ
イ
ド
，
コ
ロ
イ
ド
ケ
イ
酸
（ざ日の目曾冨巴Ⅱ８日の目の扇の］
炭
化
鋼
■活の＄Ｂｇ
ｍ旨出の目昌団のｍの①白日（屋屋‐
］毛⑭）イギリスのベッセマー
製
鋼
法
の
発
明
者
1７７
易
セ
ス
ク
イ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
一名国の月昼‐・星』①Ⅱ弓①噛○閨
是レ褐色或ハ黄色ノ塩ヲ形成ス而シテ其塩中一一於テハ鉄ノー「アトーム」ハ六「アトーム」
ノ水素ヲ抱合ス此抱合ヲ蝸甸の局国曰くの弓旨」旨いのロト名ク
“黒色鉄「オキシーデ」ハ国の◎ト田の乙堕ノ混合物ニシテ■の②。』ナリ此黒色オキシーデ」
ハ
固
有
ノ
塩
ヲ
形
成
ス
ル
ヲ
得
ス
国の胃。‐○民望』①Ⅱ弓の○
是ヲ旨①円・皀已目］①卜称スル事アリ此「オキ
何
ト
ナ
レ
ハ
直
チ
ニ
酸
素
ヲ
引
キ
変
体
ス
レ
ハ
ナ
リ
［製法］「フェロー」塩溶液中一一「アルカリ
「フエローヒドロキシーデ」Ⅱ媚甸の国乙噴ナ両
鉄ハ｜｜筒ノ調バーシセヲキシーデ」ヲ形成ス
「
モ
ノ
オ
キ
シ
ー
デ
」
｜
名
フ
ェ
ロ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
Ⅱ
国
の
○
是多クノ塩ヲ形成シ其塩ハ白或ハ緑色ヲ有ス且此塩中ニハ鉄ハ両ピファーレント」鉱属ト
ナリテ現在ス此抱合ヲ如司の胃・‐ぐの昏旨ｓｐｍのロト名ク
国の胃。‐ぬロぽげ口菖Ⅱ田の⑩。ヰヨ国隠○
之ヲ緑色「躯フイトリオール」或ハニーセルフィトリヲール」卜称スル事アリ此塩ハ淡緑
「フェロー」抱合
中一一「アルカリー」
Ⅱ媚甸の国乙噌ナリ
「オキシヂュレ」
ヲ加入スル時ハ白色ナル沈殿物ヲ得ル是即
ノ独立シタル者ハ未夕視ル事ヲ得ス
4４ 4３ 4２４１４０３９4６４５
塩
基
性
酸
化
鉄
二価二価
鉄
化
合
物
、の、Ｐ巳・昌弓、一一一酸素一一鉄、
酸化物，フェリッド酸化物
フェリッド化合物，三価鉄
化合物
黒色鉄酸化物Ⅱ四酸素三鉄
酸化物
国父○国）四
緑色ａｓ且巳包恩ご旨旨｝
1７８
「
ス
チ
ッ
キ
ス
ト
フ
エ
ー
セ
ル
」
Ⅱ
団
甸
９
ｚ
製法乾燥ナル「ホロールハス」ヲ白熾ナル鉄屑中一一送入スル時ハ白色ナル揮発躰ヲ形成ス
若シ此体ヲ「アムモニアキ」ハス」中一一於テ白熾トナラシムル時ハ光輝アル粗脆ナル躰ヲ形
成
ス
是
レ
ヌ
チ
ッ
キ
ス
ト
フ
エ
ー
セ
ル
」
Ⅱ
田
の
図
ヱ
ナ
リ
色ニシテ「モノキリニセ」結晶ヲナス〈「フィトリオール」ハ硫酸卜云ウ意也〉
［製法］稀硫酸中一一旧キ鉄〈新鉄そ最善ナリト錐只其下直ヲ以テ用ルノミ〉ヲ溶解セシム其
「フオリュムレ」弓①＋因め。』Ⅱ国の、Ｐ＋国園
［又ノ法］「ｗスタラールキース」ヲ空中一一於テ熾熱シ之二由テ乾燥ナル「“エーセルフイ
トリヲール」ヲ形成ス爾后之ヲ水中二溶解セシメテ之ヲ蒸発セシムル時ハ結晶体トナル
「エーセルフィトリオール」ハ「インキ」製造一一採用シ又夕塗エハ之ヲ以テ黒色紫色ヲ呈セ
シ
ム
又
三
１
セ
ル
フ
ィ
ト
リ
ヲ
ー
ル
」
ハ
多
夕
医
薬
二
採
用
サ
ル
「エーセルフィトリオール」ハ速一一空中ノ酸素ヲ引キ褐色トナリ「頓フェリッド」塩一一変化
ス舎密］弓・門皀・目四二於テハ之ヲ「アルコール」中一一貯へ以テ常一一純粋ナーフシム
イ
売買一一鴬ク「エーセルフィトリオール」ハ常二多少酸化セシモノナリ若シ之ヲ清浄ナーフシメ
ント欲セハ水中二溶解セシメ而其黄色溶液一一鉄粉及一二滴ノ稀硫酸ヲ注キ之ヲ沸騰セシムヘ
シ
然
ル
時
ハ
水
素
ヲ
遊
離
ス
其
水
素
ハ
「
フ
ェ
リ
ッ
ド
」
塩
ヲ
「
畑
レ
ヂ
ュ
セ
ー
レ
ン
」
シ
詞
フ
ェ
ロ
ー
塩一一変化セシム此作用ハ其溶液中一一於テ容易ク見ルヘシ即其液透明緑色トナルモノナリ若シ
舎密上純粋ナル結晶ヲ得ン卜欲セハ此溶液ヲ「アルコール」中一一注キ而シテ其内一一於テ結晶
セ
シ
ム
ヘ
シ
5１５０４９４８４７
、冨胃房旨Ｐ二硫化鉄
Ⅲ
価
鉄
塩
還
元Ⅱ価鉄塩
言乏型チッ化物，言○・三・句の
で
見
ら
れ
る
侵
入
型
チ
ッ
化
物
。
１７９
弓の旨。‐切目官宜』の。【印因口斤の」ぐ○目Ｓｍ‐Ｎゴ目の昼国の馬Ⅱ局の、
［製法］鉄ヲ硫卜混シ熾熱スル時ハ黒色ナル「頭ポレウス」状躰ヲ得ル此躰ハ高度ノ温二於
テ熔解シ之ヲ放冷スル時ハ光輝ヲ有シタル結晶状躰トナル〈弱是レ乾燥分析ナリ〉
鉄塩ヲ「スワーフルアムモニュム」ヲ以テ沈殿セシムル時ハ黒色粉末ヲ得ル是レ稀薄ナル
「
印
ミ
ネ
一
フ
ロ
シ
ュ
ー
ル
」
中
二
溶
解
ス
〈
認
是
レ
湿
分
析
ナ
リ
〉
舎
密
「
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ア
ー
」
二
於
テ
ハ
ヲ
ェ
ロ
ー
シ
ュ
ル
フ
ィ
ー
デ
」
ヲ
以
テ
硫
化
水
素
ヲ
製
ス
国の月。‐○四局す。ｐ四四一Ⅱ田の○○単
此塩ハ両問二「“スパートエーセルステーン」ナル名ヲ有シタル鉄ノ鉱石トナリ現在ス此
「スパートエーセルステーン」ハ「ケレイ」ト混合シ多ク石炭坑ノアル山中一一存在ス之ヲ
弱】【］の昼国の局習の①ロト名ク此鉱石ハ鉄製造二採用ス
「フェローカルボナート」ハ炭酸含有水中一一溶解ス此溶液ハ両間二於テ所謂躯鋼鉄水中一一多
国の胃。‐＆］○国』の。、邑園の局＆］○国ロのⅡ巫甸の○Ｆナリ
製法塩酸中一一鉄ヲ溶解シ而其溶液ヲ蒸発セシムヘシ」然ル時ハ緑色ナル「認上ホロスコー
ピ
セ
」
結
晶
ヲ
ナ
ス
是
即
「
フ
ェ
ロ
ー
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
ノ
結
晶
Ⅱ
因
の
ｏ
岸
＋
』
回
る
ナ
リ
「フエロ
ク存在ス
、□一二ヶの］‐Ｎ『国ぐの昼園の円Ⅱ田の切噛
6１６０ 5９５８ 5７５６ 5５ 5４５３５２
塩化鉄（Ⅱ）
吸湿性
ｇ圏冒ご恩届尉のロ》菱鉄鉱，
炭酸鉄（Ⅱ）
民后且恩忌雷呂Ⅱ。］皇旨目
の
ｓ
帛
鉄
錆
を
含
む
水
一硫化鉄（Ⅱ），
の巳８』Ⅱの旨巴の
多
孔
質
句
品
の
定
性
的
分
析
を
記
し
て
い
る
。
熱
分
解
と
溶
液
中
で
の
分解について，
鉱物酸
一一硫化鉄，司品
1８０
是し「ヂモルフ」体ニシテ両問一一金黄色ナル「翅へキサエーデル」トナリ存ス之ヲ「館エー
セルキース」或ハ餌弔】国巴卜名ツク又「ロムピセ」系統ノ結晶ヲナシ存在スル事アリ之ヲ
砿日日百国①一．卵ョ自の房」のの》町の旨：戸』のの卜名付夕
三Ｉセルキース」ハ硫酸製造一一多ク採用サル
扇
フ
ェ
リ
ッ
ト
」
抱
合
因の月匙‐○済『」①○馬＆園の局の①のロロ』。※】』①Ⅱ弓の晩。⑭
是し四因。。』‐昔の門晋の①ロノ名ヲ有シタル鉱石トナリ現在ス此鉱石ハ時トシテハ結晶シ存スル
事
ア
リ
然
ル
時
ハ
之
ヲ
【
エ
ー
セ
ル
ハ
ラ
ン
ス
」
卜
名
ク
［製法］「フェリット」塩ノ溶液中一一「アムモニアキ」或ハ腐蝕「ポットアス」ヲ注ク時ハ茶
褐
色
ノ
沈
殿
物
ヲ
得
ル
是
即
「
、
エ
ー
セ
ル
オ
キ
シ
ー
テ
ヒ
ド
ラ
ー
ト
」
即
「
フ
ェ
ル
ッ
ト
ヒ
Ｆ
ロ
ヲ
キ
シ
ーデ」「⑩一二山‐
ナリ」「フェリットヲキシーデ」ハ赤色ナル塗物一一用１又之ヲ以
、団門目〕ロー回国の局晋①の口
是
レ
両
問
二
現
在
ス
ル
所
ノ
甚
夕
肝
要
ナ
ル
鉄
鉱
石
ノ
名
ナ
リ
其
結
合
ハ
ナ
リ
」
通
常
ノ
鉄
錆
ノ
抱
合
亦
此
ノ
如
シ
テ
硝
子
或
鉱
属
ヲ
研
磨
ス
田①居国ｇｏ旨］○国ｇ①。届邑国の帛○唇】○国」①Ⅱ田①熈○』①
串 「の一一一
○の
工の
諏申ｏ⑭
７３
7３７２７１７０ 6９６８ 6７６６６５６４６３６２
立
方
品
系
の
結
晶
与恩禺詰のⅡ硫化鉄
用旨后←Ⅱ勺胃旨黄鉄鉱
三国邑圏の与白鉄鉱
ミ
ロ
扇
禺
后
の
不
詳
の甘口巳匠盟》の司画＆Ⅱ輝く，
輝
鉄
鉱
三
価
鉄
化
合
物
毎５（昼恩畠扇のロⅡ円の」旨Ｃｐ
ｍ８ｐＰ赤鉄鉱
与恩摘旨目↓、旨目Ⅱ綺麗な
図（句の（○四）塵）》句の瞬○遙津○
褐
鉄
鉱
，
巨
曰
目
旨
（
英
）
司の瞬○雲自浄。
1８１
黒色エーセルオキシーデ｜名狙冨四ｍロの丘のｏ互国の円・蹟△のⅡ国の酉。』
此体ハ正形「ねオクタエーデルス」トナリテ現在シ鉱山家之ヲ「、マフネチセエーセルステ
ーン」卜称シ多ク「スウェーデン」及上「ノールウェーヘン」ヨリ出テ之ヲ以テ最上鉄ヲ製
沈
殿
物
ヲ
生
ス
［製法］「フェロー塩及「フェリット塩溶液中一一「アルカリー」ヲ加入スル時ハ黒色沈殿物
ヲ得ル是即因の乙繧ナリ
戸
ケ
ー
ル
ブ
ル
ー
Ｆ
ロ
ー
フ
ソ
ウ
ト
」
ハ
「
フ
ェ
ロ
ー
塩
溶
液
卜
触
合
シ
白
色
或
ハ
淡
青
色
ノ
沈
殿
物
ヲ
形成シ空気一一触ル、時其沈殿物直一一暗青色一一変ス
ヲ
ェ
リ
ッ
ト
塩
ノ
溶
液
ハ
黄
色
或
ハ
褐
色
ヲ
有
ス
「アルカリー」ハ「フェリット塩溶液卜触合シ赤褐色ノヲェリットヒドロヲキシーデ」ノ
「両ヘールブルードローフソウト」ハヲェリット塩溶液卜触ル、時ハ直一一暗青色ノ沈殿物
ヲ形成ス
ス ［製法］鉄ヲ乾燥ナル「ホロール」瓦斯中一一熾熱スル時ハ光輝ヲ有シタル赤褐色ナル結晶板
ヲ形成ス是即「泡フェリッドホロリーデ」ナリ此体ハ空中一一於テ速二湿気ヲ引クモノナリ」
肩フェロー塩ハ水気ヲ帯ヒサル時ハ白色ナリト錐モ水気ヲ帯フル時ハ緑色ヲ呈ス
「派アルカリーエン」ハ「フエロー塩溶液ト触合シ白色沈殿物ヲナシ其沈殿物ハ速力一一緑色
一一変ス
戸
ケ
8０７９７８ 7７ 7６７５７４
塩化鉄（Ⅲ）匂のロ塵
房○辰塩化鉄（Ⅱ）
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
で
房Ｓ国）函がまづ出来て白色
沈殿となり，これが変化し
て緑色の沈殿となる。
〔活の与旨の目ｇＰ８言》黄血塩，
塚恵（○ｚ）・
磁性酸化鉄，四三酸化鉄
八
面
体
晶
昌酉彊の房昌凰吊吋憲のロ》
磁
性
鉄
鉱
石
1８２
此酸ノ独立シタル者ハ未夕詳ナラス然しドモ此酸ノ「カリュム」塩ハ既二詳ナリ其符号
嵌田のＣナリ此塩ハ硝石卜「エーセルオキシーデ」ヲ混和シ熾熱シ之ヲ製ス若シ此塩ヲ分析
スル時ハ三Ｉセルシュール」ヲ得スシテ「フェリットオキシーデ」ヲ得ル
［
３
］
【
○
ケ
四
岸
具
○
・
言
］
三
目
ア
ト
ー
ム
重
麗
司
符
号
○
・
「コバルト」ハ帯赤白色鉱属ニシテ鉄ノ如夕「‐マフネート」一一由テ引ル、者ナリ又鉄ノ如
ク熔解シ難キ者ニシテ其異重ハ⑬．、ニシテ塩酸或ハ稀硫酸中二溶解シ以テ水素ヲ発生セシ
ム」「コバルト」ハ両間一一「２アルセニッキ」卜抱合シ現在ス此鉱石ヲ３⑩この丙・宮］ず卜名ク
又砒石及硫卜抱合シ現在スル者アリ之ヲ４の］目の屍・冨辱卜名ク
「コバルト」抱合物ハ美青色ヲ有ス故一一之ヲ塗具トナシ採用ス
５団旨目司の①］ハ医薬及洗糠具トナシ用ユル者ニシテ是レ「６コバルトハラス」ノ粉末一一他ナ
ラス当今ハ此色素ノ代リニ多ク７口］冒口目四二ロヲ採用ス
「コバルト」ハ酸素卜種々ノ量ヲ以テ抱合ス其「モノヲキシーデ」Ⅱ○・○ハ強キ「バー
シス」ニシテ多クノ塩ヲ形成ス其塩中水気ヲ帯フル者ハ薔薇赤色ニシテ水気ヲ帯ヒサル者ハ
青
色
ナ
リ
【○す四房Ｃ旨」○国ｇのⅡ○○○佇
［製法］「コバルト」ヲ塩酸中一一溶解セシムヘシ然ル時ハ赤色或ハ青色ナル結晶ヲ得ル
別回国の局国皀戸局
８１３２１７６５４
磁石ヒ素
のご貿片＆巳言ⅡＯＢ豚の砒コバ
ルト鉱
○度目烏＆巴一Ⅱ輝コバルト鉱
国旨巨ョ用］》亘自Ⅱす］巨の
コ
バ
ル
ト
ガ
ラ
ス
紺青，群青，青金石，花紺青，
ラ
ピ
ス
ラ
リ
ー
鉄
酸
，
鉄
の
酸
化
物
が
陰
イ
オ
ン
となり塩を作る。
1８３
青
色
ト
ナ
ラ
シ
ム
［
４
］
Ｚ
涛
斤
の
］
・
閉
三
局
８
盲
目
ア
ト
ー
ム
重
認
司
符
号
ｚ
】
「一一ツケル」ハ両間一一砒石卜抱合シ現在ス此鉱石ヲ「ｕコーペルニッケル」ト曰フ又砒石及
硫ハ抱合シ現在スル事アリ之ヲ「⑫ニッケルハランス」ト称ス」「一一ツケル」及「コバル
ト」ハ当今一一至ル迄常一一「超メテオールステーン」中一一於テ見出ス
「ニッケル」ハ「ニッケルヲキシーデ」ヲ炭ヲ以「ｕレヂュセーレン」シ製スルモノナリ」
「一一ツケル」ハ或ル国一一於テハ貨幣二用１又「ニッケル」ヲ鉱属「屯レヘーリンフ」二採用
若シ「９ボラキス」粉末ヲ白金線ノー端０字状一一屈曲シタル上一一於テ熔解セシムル時ハ所謂
「ｍボラキスパーレル」ヲ得ル若シ其粉末中一一「コバルト」現在スル時ハ其「ボラキスパー
レル」一一青色ヲ呈ス
ヨ
バ
ル
ト
」
有
無
ノ
徴
候
若シ試検セント欲スル者ヲ硝子卜共一一熔解セシムル時ハ此一一少ノ「コバルト」ト錐モ其硝子ヲ
】【○す山岸、①のＰ目』。浅］』のⅡ○○函。②
［製法］ヨバルト」塩溶液卜「ホロールカルキ」溶液トヲ混和スル時ハ黒色ナル含水沈殿
物ヲ形成ス是即○・画Ｐニシテ「８バーシセ」性質ヲ有セス
「コバルトニトラート」Ⅱ。。（ｚ◎酉）函及「コバルトシュウルファート」ⅡｏｏｍＰ
９８1５１４１３１２１１１０
塩基性
ホウ砂球反応でのコバルト
の
検
出
更月日己の色昌棚砂球をいう
紅砒ニッケル鉱，三岳、
硫
砒
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
，
ｚ
屋
路
限石還元合金
1８４
ス
ル
事
ア
リ
此
「
レ
ヘ
ー
リ
ン
フ
」
ヲ
新
銀
卜
称
ス
此
新
銀
ハ
ニ
ッ
ケ
ル
」
亜
鉛
及
銅
ヨ
リ
成
ル
モ
ノ
ナ
リ〈新銀ハ其光彩硬軟空気二触レテ酸化セス其景況正シク士〈一一銀二真似ス故一一西洋一一於テハ
真
銀
ニ
ハ
官
印
之
ヲ
刻
以
テ
売
鶯
シ
セ
シ
ム
〉
「
ニ
ッ
ケ
ル
」
ハ
堅
硬
白
色
ニ
シ
テ
鍛
銀
性
ヲ
有
シ
強
キ
「
肥
マ
フ
子
チ
ー
セ
」
ナ
リ
且
此
鉱
属
ハ
熔
解
点
ハ
鉄
ノ
熔
解
点
ヨ
リ
モ
梢
低
シ
而
シ
テ
其
異
重
ハ
⑫
⑪
ナ
リ
」
「
ニ
ッ
ケ
ル
オ
キ
シ
ー
デ
」
ハ
「
コ
パ
ル
ト
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
二
同
等
ナ
リ
其
「
モ
ノ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
Ⅱ
二
○
ハ
「
、
ニ
ッ
ケ
ル
ニ
ト
ラ
ー
ト
」
或
ハ
同
ニ
ッ
ケ
ル
カ
ル
ボ
ナ
ー
ト
」
ヲ
熾
熱
シ
製
ス
「
ニ
ッ
ケ
ル
」
卜
「
コ
バ
ル
ト
」
ノ
差
異
ハ
「
ニ
ッ
ケ
ル
」
二
於
テ
ハ
「
四
ボ
ラ
キ
ス
パ
ー
レ
ル
」
二
赤
色
三
ツ
ケ
ル
」
塩
ノ
水
気
ヲ
帯
タ
ル
モ
ノ
ハ
美
緑
色
ヲ
ナ
シ
水
気
ヲ
帯
ヒ
サ
ル
者
ハ
黄
色
ヲ
ナ
ス
若シ「コバルト」塩溶液中二「カリュムーートリート」及些少ノ酪酸ヲ注ク時ハ沈殿物ヲ呈ス
ト
錐
そ
「
ニ
ッ
ケ
ル
」
塩
ハ
否
ラ
ス
ヲ
皇
ス
ル
者
ナ
リ
［５］○旨門○○門口○烏○庁局。Ｒ■甘口ごＰ
ア
ト
ー
ム
重
霊
．
⑨
符
号
○円
「
ホ
ロ
ミ
ュ
ム
」
ハ
両
間
一
一
多
夕
存
在
セ
ス
其
最
モ
肝
要
ナ
ル
鉱
石
ハ
「
印
ホ
ロ
ー
ム
エ
ー
セ
ル
ス
テ
ー
ア
メ
リ
カ
ン」Ⅱ○円園司①。』ナリ是レ亜墨利加及「ノールウゥーヘン」一一於テ見出ス」惣テノ「ホロ
ミ
ュ
ム
」
抱
合
物
ハ
美
色
ヲ
有
ス
故
一
一
之
ヲ
塗
具
ト
ナ
シ
採
用
ス
」
「
ホ
ロ
ミ
ュ
ム
」
ハ
「
皿
ヒ
リ
ー
キ
ミ
ュ
ム
」
抱
合
物
ハ
美
色
コ
セ
」
語
ニ
シ
テ
色
ノ
義
ナ
リ
［
製
法
］
「
聖
ホ
ロ
ー
ム
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
卜
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
ト
ヲ
共
一
一
熾
熱
ス
然
ル
時
ハ
鉱
属
「
ホ
ロ
ミ
2２２１２０ 1９１８１７１６
磁性
硝酸ニッケルヱズヱＰ）闇
炭
酸
ニ
ッ
ケ
ル
二
○
○
②
国○国洪已の胃］》ニッケルの棚砂
球
反
応
ク
ロ
ム
鉄
鉱
＆
９
日
】
訂
ギ
リ
シ
ャ
塩化クロム，○円○房
1８５
其
一
ホ
ロ
モ
ー
抱
合一一変スレハナリ
「ホロミュムモノオキシーデ」Ⅱ厚○及其「セスクイヲキシーデ」○層○画ハ「バーシス」
ニシテ「邸エーセルオキシーデ」一一等シ以上一一筒ノ者ハ鉄ノ如ク互一一抱合シテ○屋。←トナリ
得ルモノナリ又夕鉄ノ如ク「ホロミュムトリヲキシーデ」○ろ饅ナル抱合物アリ是レ水中一一
溶解シテ強酸トナル者ナリ
其一一「ホロミット」抱合「率ホロミット」塩溶液中一一「アムモニアキハス」ヲ送入スル
時ハ緑色ナル「”ホロミッドヒドロヲキシーデ」○房困る。ノ沈殿物ヲ形成ス」若シ此「ヒド
ロヲキシーデ」ヲ熾熱スル時ハ「率ホロミットオキシーデ」○厨Ｐヲ得ル此躰ハ美ナル緑色
粉末ニシテ之ヲ以テ硝子一一緑色ヲ与へ或ハ陶器一一図画ス
率の日貝昌巳ハ美ナル緑色石ニシテ其緑色ハ此「ホロミットヲキシーデ」ノ有無一一関ス
製造所一一於テ多量一一此躰ヲ製セント欲スル時ハ「釦カリュムホロマート」卜「皿ボリュムト
リオキシーデ」卜共一一熾熱シ其白熾ナル躰ヲ水ヲ以テ浸出ス然ル時ハ美ナル緑色粉末ヲ得ル
此
塩
ハ
扇
ホ
ロ
モ
ッ
ド
ホ
ロ
一一溶解スル時ハ青色ヲ呈ス
ユ
ム
」
ノ
結
晶
粉
末
ワ
ニ於テモ尚熔解セス
「ホローム」抱合ハ鉄抱合ノ如クョホロモー抱合及「弱ホロミット」抱合一一分シ
〈｜ホロモー抱合是し僅力ノミ詳ナリ何トナレハ速力一一酸素ヲ引キ「ホロミッド」抱
ノ結晶粉末ヲ得ル此鉱属「ホロミュム」ハ甚夕熔解シ難キ者ニシテ白金ノ蒸発スル度
○匠円ｏｐＰｏ０Ｏげき国」のⅡ○門○岸
「率ホロモッドホロリーデ」ヲ熾熱シ而其内一一水素ヲ送入シ製ス是白色塩ニシテ水中
2８２７２６２５２４２３3１３０２９
酸
化
鉄
クロム（Ⅱ）塩類
ク
ロ
ム
（
Ⅲ
）
塩
類
塩化クロム，ｓｏ］璽
画（○貝○四）竺）》出色○局○蜜
二
ク
ロ
ム
三
酸
化
物
，
無
水
クロム酸
の日胃国凰Ⅱエメラルド，緑玉
患ＯＨＣ
三酸化ホウ素，国○蜜
1８６
若シ「ホロミト」抱合物ノ｜ヲ硝石及「カリュムカルボナートト熔解セシムル時ハ「オキシ
ダーシー」ヲナシ熔解シタル黄色躰ヲ得ル是レ「”カリュムホロマート」Ⅱ津○局。』ヲ含
有スルモノナリ」若シ黄色ナル「カリュムホロマート」溶液中一一「カリュム」ノ半卜抱合ス
ヘキ量ノ硫酸ヲ注ク時ハ暗黄色ノ溶液ヲ得ル若シ此溶液ヲ蒸発セシムル時ハ大ナル赤黄色ノ
結晶ヲナス是即「抑カリュムヂホロマート」Ⅱ浄○層○ゴナリ此「カリュムヂホロマート」ヲ
拭く’一一躯○局。。□已国Ｅ臣帛
師○胃○・日四三口耐⑭｝」の○一十塁工凶ｏ
此躰ハ暗紫色ノ結晶ヲ形成ス是レ「カリュムヂホロマート」溶液中一一此一一少ノ硫酸ヲ注キシ者
一一「スワーフルヂヲキシーデ」一一送入シ製ス
是し巫○屋国・○・ヨリ成ル是レ塗具一一採用サレ躯①昌碩ロの訂‐喝・の曰くヒンエッッー〉ノ名アリ
〈「ヒンエッッ」ハ佛人ノ名〉且シ此躰ハ那切・旨ョ①旨国・目①円‐巴・のロノ如クニ美ナル緑色ヲ
ア
タ
ヒ
有
シ
危
険
ナ
ル
事
ナ
シ
卜
錐
モ
其
価
里
貝
シ
「
ホ
ロ
ミ
ッ
ト
」
塩
ハ
緑
或
ハ
紫
色
ヲ
帯
若シ”「ホロールハス」ヲ木炭卜「ホロームセスクイヲキシーデ」混合物ノ白熾ナル内一一
送入スル時ハ「ホロミットホロリーデ」ハ扇シユブリメーレン」シ美一麗ナル紫色結晶トナ
ﾉレ
否○口ｏヱェ品○三の○房苧の。二二・
錨
塩
素
ガ
ス
と
木
炭
と
○
局
Ｐ
と
を加熱すると○吋Ｑ篦の結晶が
出来る。
○局。』＋四○＋由○庁Ⅱ国○局○房十函○○
船
昇
華
師
ク
ロ
ム
ミ
ヨ
ワ
バ
ン
冊
ク
ロ
ム
酸
測
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
仙
二
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
狸記載の化合物は不詳，
ク
ロ
ム
（
Ⅲ
）
化
合
物
，
郷①巳四扇冨戊巴のＰギネット緑，
○
目
○
已
津
○
廻国昌忌門，閂８口．
句。且繭７ｍ目石口》
、＆葛の旨百田弓四の①の皀
○巨（○画出》○噂）灼己冒（し、。“）い》
シ
ュ
ワ
イ
ン
フ
ル
卜
緑
１８７
多量――製シ売買一一ハ亦或ハ「いヂュッヘルホロームシュールポットアス」ノ名ヲ以ク露ク此
体ハ種々ノ塗器製造一一採用サレ又之ヲ以一ア他ノ「ホローム」製造ヲナス
若シ「カリュムヂホロマート」溶液中一一「ホロームトリオキシ１デ」ヲ加入シ其溶液ヲ蒸発
セシムル時ハ「カリュムトリホロマート」ノ結晶躰狸患。Ｈ己らヲ得ル
「カリュムホロマート」ノ舎密性結合左ノ如シ
姻屍囚匡目目○冑○日四胃Ⅱ
一 ○「○
○回
否
【四］旨日ｓｏ冑○日四四（Ⅱ
一 ｏａＯａ
ｏ⑭
否
若シ「ホロマート」ノ「“へコンセントレールデ」溶液中一一硫酸ヲ過量一一注キ之ヲ放冷スル
時ハ赤色針状結晶ヲナス是レ「ホロームトリオキシーデ」○局Ｐナリ
若シ「ホロマート」溶液中一一溶解スヘキ鉛塩ヲ加入スル時ハ美ナル黄色沈殿物ヲ呈ス是レ
「ロードホロマート」一一シテ之ヲ塗具一一採用シ「媚ホロマートヘール」卜称ス其「ホリュム
し」ハ旧ず○局○曇ナリ
「ホロマート」溶液
【四屋巨目貫旨旨円。ｐ］凹皀Ⅱ
溶液ハ銀塩溶液ト触合スル時ハ暗赤色ノ沈殿ヲ呈ス是レ扇シルフルホロマ
○○○
杏二二二
￣￣
○
一
4２４１4３4６４５４４
州と同じ，弓昌》一愚］Ⅱ＆巨巨の
強い酸性でこの化合物が
出来る。シ唇（。厚○旨十一）目Ⅱ函
尻
ら
甸
○
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
【い○層○二一クロム酸カリウム
辱○厨○旨一一一クロム酸カリウム
。Ｒご貝繭目同国は＆》濃縮溶液
ク
ロ
ム
黄
，
ク
ロ
ム
酸
鉛
ク
ロ
ム
酸
銀
1８８
１ト」し四○円。《ナリ「ホロマート」ハ「バレュム」塩卜触合スル時ハ淡黄色ノ沈殿物ヲ呈
ス
是
レ
万
バ
レ
ュ
ム
ホ
ロ
マ
ー
ト
」
Ⅱ
国
四
○
屑
○
一
ナ
リ
若シ「カリュムジホロマート」ヲ温ナル塩酸中一一溶解シ之ヲ放冷スル時ハ燈皮色ノ結晶ヲナ
ス是即「蛆カリュムホロールホロマート」Ⅱ【ＳＯＨＣ塵ナリ
「ホローム」抱合物ハ熔解シ硝石及「ポットアス」一一由テ黄色塩ヲ形成スルヲ以テ徴スヘシ
此黄色塩ノ溶液中一一「“レヂュセーレンデストッフェン」剤例スルニ砂糖「アルコール」等
ヲ加入スル時ハ徐々一一緑色トナル亦此黄色塩溶液中一一鉛塩ヲ加入スル時ハ美ナル黄色沈殿物
ヲ
ナ
シ
銀
塩
ヲ
加
入
ス
レ
ハ
赤
色
沈
殿
物
ヲ
呈
ス
「
、
ホ
ロ
ミ
ッ
ト
オ
キ
シ
ー
デ
」
ハ
「
ボ
ラ
キ
ス
」
球
ヲ
青
色
ト
ナ
ス
ナリ」
ヲ
発
ス
「
ユ
ラ
ニ
ュ
ム
」
ハ
酸
素
卜
抱
合
シ
「
ユ
ラ
ニ
ュ
ム
モ
ノ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
Ⅱ
□
○
及
「
ユ
ラ
ニ
ュ
ム
セ
ス
クイオキシーデ」Ⅱロ蝉○塵ヲ形成ス此二筒ノ「オキシーデ」ハ「バーシセ」性質ヲ有シ而シ
テ「モノヲキシーデ」塩ハ緑色ニシテ「セスクイオキシーデ」塩ハ黄色ナリ」「ユラニュム
モノオキシーデ」ヲ以テ黒色硝子ヲ製シ又陶器ヲ図画シ得ル」「セスクイオキシーデ」ヲ以
［
６
］
ご
国
巳
色
目
ア
ト
ー
ム
重
］
ｇ
符
号
ご
〈頭注「ユラニュム」ハ「、ユラニュス」星ノ名カラノ名ナラン〉
「ユラニュム」ハ宇宙間二多夕現在セス其鉱石ハ巫口目自己の屍の尋のⅡ口箪。』及上砠己国已①←
ナリ」「ユラニュム」ハ鋼鉄色ヲ有シ其異重ハ』⑫．Ｐナリ高度温二於テハ燃焼シテ赫灼ダル焔
5３ 5２５１ 5０４９４８４７ユ
ラ
ニ
ュ
ス
ロ
目
口
巨
の
Ⅱ
天
王
星
ご風呂の＆の目（独），
閃ウラン鉱，ご国昌已計ご乙辱
胆
と
同
じ
ク
ロ
ム
酸
バ
リ
ウ
ム
塩
化
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
還
元
剤
酸化クロムの珊砂球反応
1８９
錫ノ色ハ銀色一一等シ且シ甚夕柔軟ニシテ打延シ易キ者ナリ故二甚夕簿キ板二打延シ得ル是レ
英国ヨリ出ス錫多分砒石銅及其他ノ鉱属ヲ混ススンカー」ヨリ出ス錫ハ殆ン卜舎密上純粋
難キ鉱属「６レヘーリンフ」ハ釜中一一残留ス
弓
目
弓
庁
○
国
日
ロ
弓
】
冨
口
旨
曰
自国ロョぼロ日凶旨８口旨日Ｚ』○ず旨ロ〕
［
１
］
錫
Ⅱ
弓
旨
。届の奇四口目ｐＨロ
ア
ト
ー
ム
重
］
Ｃ
⑫
符
号
⑩口
錫ハ宇宙間二独立シ存スル事ナク其鉱石卜錐モ僅ノ場所二於テノミ見出サル」錫ハ錫石
ｍｐＰトナリ英国二存在ス又此錫石粉末トナリ存スル事アリ殊二「ｌバンカー」鴫ノ濱汀一一
存ス之ヲ「２セープチン」卜名ク〈「バンカー」ハ「１ヤーファー」ノ近傍ニアル鴫ノ名也〉
［製法］錫石ヲ粉末トナシ而シテ此粉末ヲ洗浄シ以テ鉱石中ノ軽キ成分ヲ遊離セシメ而后之
ヲ「３フラムオーフエン」一一於テ此一一少ノ木炭及「カルキ」卜共一一熔解セシム之一一由テ鉱属「４
レジュセーレン」サレ「５スラッケン」〈即「カルシュムシリカート」〉卜共一一下降ス之ヲ取
り出スヘシ此ノ如クシテ製セン錫ハ尚他ノ鉱属ヲ混ス若シ之ヲ清浄ナラシメント」欲セハ
徐々一一熾熱シ熔解セシムヘシ然ル時ハ純粋ナル錫ノ熔解シ易キモノハ初期二流出シ其熔解シ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
局一一於テモ採用サル
テ既一一知ル所ノ黄色硝子ヲ製ス之ヲ「ユラーン」硝子卜名ク」「ユラニュム」抱合物ハ撮影
第
六
綱
錫
部
目
目
弓
言
昌
ロ
日
自
国
ロ
ョ
ぼ
ロ
日
田
錫
Ⅱ
弓
旨
６５４３２ １国四長宮島，インドネシア・
スマトラ島の東部に位置す
る小島
不
明
言日目『のロ炉の名前
還元の旨盟
合金
１９０
錫箔〈７プラットチン〉ナリ」錫集合性ハ強カラス若シ｜｜「ストレープ」厚ノ錫線８十六比ヲ
懸垂スル時ハ断絶ス」錫ハ’’百三十五度ノ混一一熔解シ其異重ハヨ・単ナリ」若シ純粋ナル錫棹
ヲ
僥
屈
ス
ル
時
ハ
音
ヲ
発
ス
之
ヲ
９
錫
鳴
卜
名
ク
是
レ
錫
ノ
結
晶
構
造
〈
ｍ
ス
ト
リ
ュ
ク
チ
ュ
ー
ル
〉
一
一
関
スルモノナリ」若シ鉄ノ、鍍錫板一一王水ヲ注キ其表層ノ錫ヲ取除スル時ハ其板上一一花状ヲ皇
ス是亦結晶構造一一関ス〈是し光線反射一一由テ結晶面種々ノ赫灼ダル者ヲ呈スルモノナリ〉
錫ハ平温度一一於テハ乾燥ナル空中及湿気ヲ有シタル空中ニテ殆ン卜全夕酸化セス」錫ヲ強ク
熾
熱
ス
ル
時
ハ
燃
焼
シ
テ
白
粉
ト
ナ
ル
之
ヲ
錫
灰
卜
名
ク
即
是
レ
「
チ
ン
ヂ
オ
キ
シ
ー
デ
」
Ⅱ
の
ロ
○
過
ナ
リ
」
錫
ハ
塩
酸
中
一
一
溶
解
シ
水
素
及
己
チ
ン
ヂ
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
ヲ
形
成
ス
錫ハ硝酸一一由テ酸化サレ咽錫酸〈チンシューレ〉トナル是レ白粉ニシテ水中二溶解セサルモ
ノナリ」錫ハ銅及鉄ヲ鍍錫スル為一一採用ス之二由テ以上ノ鉱属空気一一由テ酸化セラルルヲ防
夕
」
錫
ハ
多
ク
ノ
金
属
マ
レ
ヘ
ー
リ
ン
フ
」
成
分
中
一
一
ア
リ
例
之
ハ
「
ブ
ロ
ン
ス
」
鐘
ノ
鉱
属
山
畷
ノ
鉱
属
肩
ブ
リ
タ
ニ
ア
」
鉱
属
等
也
」
錫ヲ以テ多クノ厨器ヲ製ス但シ此錫ハ常一一鉛ヲ含有ス何トナレハ錫一一鉛ヲ加フル時ハ錫ノミ
ョ
リ
モ
細
工
シ
易
ケ
レ
ハ
ナ
リ
此
ノ
如
キ
厨
器
ハ
鉛
ヲ
含
力
故
一
一
健
康
ヲ
害
ス
弓旨曰・口・混乱の。虎自目・昌目』のⅡのロ。
［製法］「チンホロリーデ」溶液中一一「アルカリー」鉱属ノ「カルボナート」ヲ加入スル時
ハ
白
粉
ナ
ル
沈
殿
物
ヲ
呈
ス
是
即
「
チ
ン
ヒ
ド
ロ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
Ⅱ
埴
、
■
出
る
鱈
ナ
リ
若
シ
此
「
ヒ
ド
ロ
ヲ
キシーデ」ヲ炭酸中一一於テ熾熱スル時ハ水分遊離シ黒色ナル「チンモノオキシーデ」残留ス
此「チンモノオキシーデ」空気二触ルル時ハ直一一「チンヂオキシーデ」一一変化ス
1６ 1５１４ 1３１２１１１０ ９８７
ご旨註Ⅱ酉ｇ
意
味
不
詳
国旨巨函のの。冒巴（独），
○円『○点はロ》
且Ｎｐ⑤註巨ｐＨⅡの庁周回。【巨吋の
ス
ズ
メ
ッ
キ
鋼
板
ブ
リ
キ
の皀○ぽ
、己○自用博○酸化スズ（Ⅳ）
水
和
物
大砲
国Ｈ写自己回・ロの威臣（ｍｐｍ戸
ＯＳし、合金に似たもの
の口（○四）頃
1９１
錫
卜
硫
ハ
ニ
箇
ノ
抱
合
物
ヲ
ナ
ス
弓】］目①叶居、○庁］○国」の。虎白目ら庁］○国』のⅡ⑩］】。』←
［製法］錫ヲ「ホロールハス」中一一熾熱スル時ハ無色流動体ヲ得ル是百一一十度ノ温一一沸騰ス
若シ之一一些少ノ水ヲ加フル時ハ結晶体ヲナス此塩ヲ亜目旨８日ご・の昼の卜名ケ塗物一一採用ス
又此体ヲ多量――製セント欲セハ錫ヲ王水中一一溶解セシムヘシ
弓』ロｓｏ〆】ｇ①Ⅱ、ロ。⑬
［製法］錫ヲ空中一一於テ強ク熾熱スヘシ
若シ錫ヲ硝酸ヲ以テ酸化セシムル時ハ国国印ロｏ饅トナル之ヲ旧巳①菌はロ目貝卜名ク之二由テ塩
ヲ形成シ得ル若シ「四チンテータラホロリーデ」ノ溶液中一一「アムモニアッキ」ヲ加入スル
時ハ「咀〆タチンシュール」ト同等ノ躰ヲ得ル之ヲ錫酸卜称ス此躰ハ能ク酸中一一溶解シ又塩
ヲ形成シ得ル」若シ錫石ヲ硝酸曹達卜共一一熾熱スル時ハ「卯ナトリュムスタナート」〈錫酸
曹達〉ヲ形成ス此塩ヲ売買ニハ「型プレパレールソウト」卜名ツケ布片等ヲ染ムル腐蝕剤
〈
イ
ロ
ト
メ
〉
ト
ナ
ス
弓」ロー旨庁］○国」の（目】曰の庁］○局目局の）Ⅱ切口○岸
（頭注）【此塩ハ錫ヲ塩酸中一一溶解セシメ以多量一一製ス且此塩ハ針状結晶ヲナシ
切目○庁十画因るトナル此結晶ヲ錫塩卜名クⅣ染物工腐蝕剤トシ用ユ即色止ナリ】
2２ 2１２０１９１８１７
媒染剤
メタ錫酸
のロ。］←
スズ酸ナトリウム，ｚ智、ご○嘗
勺忌己周回昌目昌国旨昌盲詳円
（
独
）
染
料
の
吸
着
剤
，
媒
染
剤
錫複合剤，縮合剤，媒染剤
1９２
是し硫化水素ヲ「チンヂホロリーデ」溶液中一一送入シ製ス
弓】口』肘ロ］ご旨』』のⅡｍｐｍ瞠
是レ硫化水素ヲ「チンテータラホロリーデ」溶液中一一送入シ製造ス」又夕此「チンヂシュル
フ
イ
ー
デ
」
ヲ
「
麺
チ
ン
ア
マ
ル
ー
マ
」
中
二
硫
黄
花
及
「
ホ
ロ
ー
ル
ア
ム
モ
ニ
ュ
ム
」
ヲ
混
和
シ
之
ヲ
「
シ
ユ
ブ
リ
メ
ー
レ
ン
」
シ
製
造
ス
然
ル
時
ハ
金
黄
色
ナ
ル
結
晶
板
ヲ
得
ル
此
体
ヲ
以
テ
物
躰
ヲ
塗
り
以
テ
鉱
属
ノ
者
ヲ
ナ
サ
シ
ム
錫
ノ
有
無
ヲ
徴
ス
ル
怯
若シ錫抱合物ヲ木炭上一一置キ之ヲ「別レヂュクシー」焔中一一於テ熾熱スル時ハ鍛錬スヘキ鉱
属粒ヲ得ル此鉱属粒ハ塩酸中二溶解ス若シ其溶液中一一扇シュブリマート」ヲ加入スル時ハ
白
色
沈
殿
物
ヲ
呈
シ
之
ヲ
暖
ム
ル
時
ハ
黒
色
ト
ナ
ル
是
レ
元
ク
ウ
イ
ッ
キ
ス
ル
フ
ル
」
ノ
細
末
ヨ
リ
成
ル
モ
ノ
ナ
リ 弓旨日○口○ｍ目官庁どのⅡのロの
国
、
ｏ
庁
十
ｍ
ロ
皀
園
Ⅱ
四
ｍ
＋
の
ロ
皀
碆
（頭注）【錫硫トノ抱合物ハ水中及稀酸中二溶解セスト錐モ「アムモニュムシュルヒ
陶器一一図画ス】
－
デ
」
中
ニ
ハ
能
ク
溶
解
ス
酢○・三・巨・国二のⅡレロ○］酉是ヲ「チンホロリーデ」中一一注ク時ハ鮮紅色ナル沈澱物
ヲ呈ス此沈殿物ヲ怨弓口邑の堵ぐ四ｐｏＰｍの旨の卜云是ヲ以テ硝子二鮮紅色ヲ呈セシメ亦
2８２７ ２６２５２４ 羽目旨目目屈蒟日巨スズの
還
元
焔
昇
示
函出、○ほ＋の昌○ほⅡ国鳴○ぽ＋
ｍｐｏＦ
国噂○ぽ＋の自○庁Ⅱ国、＋のロ。］←》
金
属
水
銀
の
生
成
に
よ
り
灰
色
と成る。
塩
化
金
囿巨円己］の＆○四ｍの旨の》カシウス
パ
ー
プ
ル
，
カ
シ
ウ
ス
、
ロ
ー
マ
軍
人
で
政
治
家
の
名
前
⑬用出し巨○岸十単のロ○庁Ⅱ
四四○］＋函の自白一十画しＰ
金
コ
ロ
イ
ド
の
生
成
に
よ
り
着
色
する。 アマ
ル
ガ
ム
1９３
ア
ト
ー
ム
重
霊
符
号
言
・
「モレフデニュム」ハ宇宙間一一「‐モレブデーンハランス」Ⅱ富・印画ナル鉱石トナリ存在ス
此鉱石ハ甚夕「ポットロード」一一類ス若シ三・ｍ過ヲ空中一一於テ熾熱スル時ハ「２スワーフル
ヂオキシーデ」及白粉状ナル「モレブデーーュムトリヲキシーデ」言・Ｐヲ形成ス」若シ「モ
レブデーーュムトリヲキシーデ」ヲ「アムモニアキ」中一一熔解セシムル時ハ「３アムモーーュム
モレブダート」ヲ得ル此塩ハ舎密局一一於テ燐ノ有無ヲ検シ或ハ燐ヲ分析セシムル為一一採用ス
〈燐條ヲ参考スヘシ〉
第七綱三・庁自已四・のご
言。ごずｇｍのロ旨日
［１］言○ほず２回のロ旨曰○馬言○ごず２の①口
ス
ル
性
ヲ
知
ル
ノ
ミ
ア
ト
ー
ム
重
弓
符
号
国
「チタニュム」ハ稀一一宇宙間二現在シ其舎密性性質ハ錫二等シ此体ハ懇四四日の一層中一一於テ
和切言］の〕或ハ目耳目目日ｓｏ洪己のⅡ目』Ｐナル鉱石トナリ存在ス
「チターーュム」ハ唯灰色粉末ナルモノヲ知ルノミ且此鉱属ハ高度温二於テ直チニ窒素ト抱合
［２］弓群四目』ｐＨ巨○烏弓耳四四口
「ジルコーーーュム」「トリュム」「タンタリュム」「ニヲピュム」ナル鉱属ハ宇宙間一一甚夕稀
一一存在シ其舎密性性質ハ未夕悉ク詳ナラス
ご『○匡可四口］】ロ門口
3０２９３２１
花
崗
岩
自ら国一一酸化チタン
二硫化モリブデン，輝水鉛鉱
二
酸化
イオウ
モ
リ
ブ
テ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
（二四苦言・Ｐ
1９４
若シ些少ノ「ウオルー
鋼
鉄
ヲ
堅
剛
ナ
ラ
シ
ム
「河ワオルフーフミユム」
Ｉ
ム
ト
リ
オ
キ
シ
ー
デ
」
此
鉱
属
ハ
「カルシ
知
ル
ノ
ミ
「
８
ウ
オ
ル
フ
ラ
ー
ム
シ
ュ
ー
ル
ソ
ー
ダ
ー
」
ハ
衣
服
或
ハ
軽
キ
可
燃
体
ヲ
燃
へ
難
キ
者
ト
ナ
ス
ニ
採
用
ス
是
レ
「
ウ
オ
ル
フ
ラ
ー
ム
シ
ュ
ー
ル
ソ
ー
ダ
ー
」
ヲ
衣
服
二
附
ス
ル
糊
中
一
一
混
和
ス
ヘ
シ
此
ノ
如
キ
衣
服
ハ
焔
ヲ
発
シ
燃
ル
事
ナ
ク
唯
化
炭
ス
ル
ノ
ミ
戸
２￣
ア
ト
ー
ム
重
］
眉
符
号
のす
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
ハ
宇
宙
間
二
独
立
シ
存
在
シ
又
ハ
「
‐
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
ハ
ラ
ン
ス
」
｜
名
○国ロゴの宮のの、』目のⅡの百ｍ鴎ナル鉱石中二存在ス
［製法］「アンチモニュムハランス」卜半量ノ鉄ヲ混シ之ヲ熾熱スヘシ其「フリュムレ」Ⅱ
［
１
］
し
ロ
は
Ｂ
ｏ
ｐ
旨
目
。
【
の
一
号
旨
曰
第
八
綱
ご『。」陣四目旨ロ］○閑三○］陣四四口］
ア
ト
ー
ム
重
。⑪ト
ハ
「
ウ
オ
ル
フ
ラ
ー
ム
」
鉱
石
Ⅱ
４
］
シ
ュ
ム
ウ
オ
ル
フ
ラ
マ
ー
ト
」
〉
ナ
ル
「、ワオルフラーム」
’し目は目○口］色目、門○のご
缶皀】曰○口旨目》団』の日ロ叶戸ご口皀四ｓ目目〉
ヲ
形
成
ス
ハ
酸
素
卜
抱
合
シ
テ
「
６
ウ
オ
ル
フ
ラ
ー
ム
ヂ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
及
「
７
ウ
オ
ル
フ
ラ
］⑪心
符
号
ご『
鉱石Ⅱ４国の三○《中二存在ス又夕５ｍ・庁巨］】①註Ⅱ（○口二Ｐ）〈即
ｌ
卜
」
〉
ナ
ル
鉱
石
中
ニ
モ
存
在
ス
」
此
鉱
石
ハ
只
灰
色
粉
末
タ
ル
モ
ノ
ヲ
ヲ鋼鉄一一加入スル時ハ其鋼鉄非常一一堅剛トナル故二此躰ヲ以
８７６ ５４１輝
安
鉱
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉄
鉱
灰
重
石
，
タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸
カ
ル
シウ／ム
ニ
酸
化
タ
ン
グ
ス
テ
ン
三
酸
化
タ
ン
グ
ス
テ
ン
タ
ン
グ
ス
テ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
ｚ曾三。』
1９５
硫酸中二溶解セス」「アンチモニ
ュム」ハ容易ク王水中二溶解ス
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
鉱
属
ハ
多
ク
「アンチモニュム」ト七十七乃一
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
ハ
砒
石
ト
コ
ト酸素抱合一一等シ
「アンチモニュム」ハ光輝アル青白色鉱属ナリ其結晶ハ「２ロムボエーデルス」ナリ」「アン
チモニュム」ハ甚夕粗脆ナルモノナリ之一一由テ能ク粉末トナシ得ル又「アンチモニュム」ハ
四百五十度ノ温二熔解ス若シ此躰白熾トナル時ハ水素「３アトモスフェ１ル」中一一能ク蒸留
シ得ルモノナリ」「アンチモニュム」ハ通常温度一一於テハ空中ノ酸素卜抱合セスト錐モ熔解
形状二於テハ能夕抱合ス又此鉱属ヲ強ク熾熱スル時ハ発煙燃焼ス且此時二方テ白色蒸気ヲ発
ス是レ「アンチモーーュムトリヲキシーデ」Ⅱｍ百○函ナリ」「アンチモニュム」ハ稀塩酸及稀
硫酸中二溶解セス」「アンチモニュム」ハ硝酸一一由リテ酸化スト錐モ溶解セス」「アンチモニ
リ 喚甸の＋切宮切幽Ⅱ哩甸の印十の宮也又「アンチモニュム」ハ「アンチモーーュムハランス」ヲ
空中一一於テ熾熱シ其形成シタル「オキシーデ」ヲ炭ヲ以テ「レヂュセーレン」シ製スル事ァ
［製法］「アンイ
フオリユムレ」
画⑩す○］函十⑪三四画○．鱒Ⅱ切宮。②＋①ｚ四○］＋⑫○○瞳
レニ』目・已目目言】○二』のⅡ印百○四
「アンチモニュムトリホロリーデ」溶液中一一「ソーダーローフ」ヲ加入スヘシ其「
鉱属ハ多ク活字板一一用１但シ此活字一一用ユルモノハ十七乃至一一十分ノ
ト七十七乃至八十分ノ鉛ヨリナル所ノ鉱属マレヘーリンフ」ナリ
ハ砒石卜「５イソモルフ」ナリ」「アンチモニュム」酸素抱合ノ結合砒石
５４３２
三
方
晶
系
菱
面
体
水
素
雰
囲
気
中
合
金異質
同
像
体
1９６
三①菌‐色目は目○口旨曰ロロロ局Ⅱ国駈宮○割
是し「７アンチモニュムペンターホロリーデ」中二水ヲ加入シ形成スル白色沈殿物ナリ
少皀旨〕○已口曰己①皀○〆『』のⅡ切宮○酊
是
レ
黄
色
体
ニ
シ
テ
熾
熱
ス
ル
時
ハ
酸
素
ノ
ー
部
ヲ
失
上
、
宮
。
』
ト
ナ
ル
此
「
ペ
ン
ト
オ
キ
シ
ー
デ
」
ハ
種
々
ノ
塩
ヲ
形
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ナ
リ
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
ト
リ
オ
キ
シ
ー
デ
」
ハ
白
色
結
晶
粉
末
ニ
シ
テ
針
状
「
ロ
ム
ピ
セ
」
結
晶
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
是
亦
正
形
「
オ
ク
タ
エ
ー
デ
ル
ス
」
結
晶
ヲ
ナ
サ
シ
メ
得
ル
此
体
ハ
全
ク
結
晶
ヲ
形
成
ス
ル
所
ノ
「
ア
ル
セ
ニ
ッ
キ
ト
リ
オ
キ
シ
ー
デ
」
卜
「
イ
ソ
モ
ル
フ
」
ナ
リ
若シ「アンチモニュムトリオキシーデ」ヲ酒石溶液中一一溶解セシメ而后其溶液ヲ蒸発セシム
ル時ハ６吐酒石ノ結晶体ヲ得ル之ヲ舎密局一一於テハ「カリュムスチビオタルタラート」卜名
ケ此塩ハ医薬一一採用サル
若
シ
「
ノ
ナ
リ
シロは日。■旨目旨旨旨］○国』のⅡ印すｏ］単
［第一製法］乾燥「ホロールハス」ヲ過量ノ「アンチモニュム」卜触合セシムヘシ
［第一一製法］「８アンチモニュムトリシュルフィーデ」ヲ温ナル塩酸中一一溶解シ而后此溶液ヲ
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
卜
「
ホ
ロ
ー
ル
」
ト
ノ
抱
合
》シ「アンチモニュム」ヲ「ホロールハス」中二持来ス時ハ此雨一兀素発焔シ共二抱合スルモ
６
酒
石
酸
ア
ン
チ
モ
ニ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
催
吐
剤
，
発
汗
剤
，
去
疲
剤
な
ど
に
使
用
７
ｍ
す
。
岸
８
ｍ
す
の
②
1９７
跨已」曰・已巨日己の巨富のロぼけ昼のⅡ、亘切寧
此
体
ハ
燈
皮
赤
色
ニ
シ
テ
、
金
硫
黄
卜
名
ケ
医
薬
二
供
ス
［製法］「アンチモニュムトリシュルフイーデ」ヲ硫及「ソーダーローフ」ヲ混シ之ヲ沸騰
セ
シ
ム
爾
后
其
溶
液
ヲ
放
冷
ス
ル
時
ハ
大
ナ
ル
結
晶
ヲ
ナ
ス
是
レ
ヨ
ナ
ト
リ
ュ
ム
シ
ュ
ル
フ
オ
ー
ス
チ
ピ
アート」ｚ囚酉切孟』＋国噴○ナリ若シ此体二塩酸ヲ注ク時ハ硫化水素ヲ発生シ其結晶分裂シテ金
［
製
法
］
過
量
ノ
「
ホ
ロ
ー
ル
ハ
ス
」
卜
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
或
ハ
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
ト
リ
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
卜
触
合
セ
シ
ム
ヘ
シ
然
ル
時
ハ
発
煙
流
動
躰
ヲ
得
ル
少昌』曰○口目目（国の白き巨皀①Ⅱ、宮印箪
［
製
法
］
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
ト
リ
オ
キ
シ
ー
デ
」
溶
液
中
一
一
硫
化
水
素
ヲ
送
入
ス
ル
時
ハ
榿
皮
色
ニ
シ
テ
「アモルフ」ナル粉末ヲ得ル」亦此体ノ結晶シタルモノアリ其体ハ暗灰色ニシテ光線状結晶
ヲ
ナ
シ
鉱
属
光
輝
ヲ
有
ス
之
ヲ
「
ｍ
ハ
ラ
ー
ウ
ス
ピ
ー
ス
ハ
ラ
ン
ス
」
ト
云
う
蒸
留
ス
ヘ
シ
然
ル
時
ハ
先
シ
剰
余
ノ
塩
酸
ヲ
遊
離
シ
爾
后
白
色
結
晶
体
ナ
ル
者
ヲ
蒸
留
ス
是
レ
「
ア
ン
チ
モ
ニュムトリホロリーデ」ニシテ之ヲ「９アンチモーーュムボートル」卜称スル事アリ
（紙片の注）【塩化アンチモンハ吸湿性デ、粘稠ナ半液体状トナル、コレヲ「アンチ
モ
ン
バ
タ
ー
」
卜
呼
ブ
】
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
硫
ト
ノ
抱
合
シロは曰○口旨目］己のロ冨○屋○国」のⅡ、す。］②
1２１１１０９
国○當吋Ⅱす巨耳胃バター
（澪目色后の四目］の》１を参照
去
疲
剤
と
し
て
使
用
三四吋盲目目百ヶ９斤ご目画菖
チ
オ
ア
ン
チ
モ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
1９８
［
製
法
］
此
製
法
ハ
砒
石
塩
酸
卜
触
合
セ
シ
ム
ヘ
シ
硫
黄
及
食
塩
ト
ナ
ル
「
ア
ン
チ
モ
ー
ン
ワ
ー
ト
ル
ス
ト
フ
」
ハ
無
色
ハ
ス
」
ニ
シ
テ
之
二
火
ヲ
点
ス
ル
時
ハ
青
色
状
焔
ヲ
発
シ
燃
化
シ
テ
水
及
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
ト
リ
オ
キ
シ
ー
デ
」
ト
ナ
ル
「アンチモーンワートルストフ」ヲ通紅セシムル時ハ水素及上「アンチモニュム」ノ鉱属一一
分
析
ス
此
「
ア
ン
チ
モ
ー
ニ
ム
」
鉱
属
ハ
砒
石
ノ
如
夕
其
瓦
斯
ヲ
焼
キ
タ
ル
管
中
ヲ
通
過
セ
シ
ム
ル
時
其
冷
部
一
一
附
着
シ
、
鉱
属
鏡
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
若シ「アンチモニュム」ヲ含ンダル流躰中一一亜鉛及稀硫酸ヲ注夕時ハ「アンチモーンワート
ル
ス
ト
フ
」
ヲ
発
生
ス
是
レ
砒
石
條
二
論
セ
シ
法
ヲ
以
テ
徴
ス
ヘ
シ
此
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
抱
合
物
ハ
砒
石
抱
合
物
ノ
如
ク
強
キ
中
毒
性
ヲ
有
ス
是
レ
皿
医
学
断
訟
一
一
於
テ
屡
々
以
上
ノ
試
検
ヲ
ナ
ス
事
ア
リ
」
精
シ
キ
舎
密
家
ハ
微
量
ノ
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
ノ
有
無
ヲ
徴
シ
又
夕
能
ク
此
鉱
属
卜
砒
石
ノ
分
別
ヲ
ナ
シ
得
ル
左
ニ
ー
ニ
ノ
砒
石
ト
ス
チ
ピ
ュ
ム
」
ノ
差
異
ヲ
記
ス
其
一
「
ス
チ
ピ
ュ
ム
」
卜
「
ア
ル
セ
ニ
ッ
キ
」
ノ
鉱
属
鏡
ノ
外
見
上
差
異
ア
リ
是
レ
精
巧
ナ
ル
舎
密
家
二
於
テ
ハ
能
ク
肉
眼
ヲ
以
テ
モ
分
別
シ
得
ル
其
一
一
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
輪
ハ
焔
ノ
前
后
一
一
附
着
ス
ト
錐
モ
砒
石
輪
ハ
唯
焔
レヨ目目。ロゴ昌①局晋○ｍⅡめす国箪
此
製
法
ハ
砒
石
水
素
ノ
如
ク
シ
テ
亜
鉛
卜
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
ノ
鉱
属
「
レ
ヘ
ー
リ
ン
フ
」
ヲ
画ｚ四璽国の、《＋①四○］Ⅱ切宮、②＋①ｚ四○］＋②国噛、
1４１３
ヒ
素
鏡
と
同
じ
医
学
関
係
裁
判
1９９
「ピスミユット」（
中一一存スル事アリ
其
三
砒
石
焔
或
ハ
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
焔
中
二
冷
ナ
ル
器
物
〈
楡
ハ
陶
器
〉
ヲ
置
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ダ
ル
鉱
属
鏡
ノ
酸
化
性
ハ
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シ
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石
鏡
ヲ
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リ
ュ
ム
ヒ
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ト
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ル
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ヲ
以
テ
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ス
時
ハ
砒
石
鏡
ハ
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ス
ヘ
シ
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酸
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シ
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解
ス
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ナ
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鏡
ヲ
此
ノ
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ス
時
ハ
消
滅
ス
ル
事
ナ
シ
又
消
滅
ス
ル
時
ハ
長
キ
時
間
ヲ
要
ス
ヘ
シ
其
四
稀
硝
酸
ハ
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
鏡
及
砒
石
鏡
ヲ
溶
解
ス
若
シ
徐
々
一
一
此
溶液ヲ蒸発セシメ自后一滴ノ「埴シルフルニトラート」ト此一一少ノ甚夕稀
薄
ナ
ル
「
ア
ム
モ
ニ
ア
ッ
キ
」
ヲ
注
ク
時
ハ
「
ア
ル
セ
ニ
ッ
キ
鏡
ノ
溶
解
セ
シ
モ
ノ
ハ
赤
色
ナ
ル
「
、
シ
ル
フ
ル
ア
ル
セ
ナ
ー
ト
」
ヲ
呈
ス
若
シ
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
ム
」
鏡
溶
解
シ
現
在
ス
ル
時
ハ
色
ヲ
変
セ
ス
［製法］「ピスミュトハーフンス」卜半量ノ鉄卜共一一熾熱スヘシ
［２］団］のロ］巨叶け。俺団】のロ旨言汀日ロ
ア
ト
ー
ム
重
凹］Ｃ
符
号
印】
「
ピ
ス
ミ
ュ
ッ
ト
」
ハ
宇
宙
間
二
独
立
シ
現
在
ス
ル
事
ア
リ
又
「
埴
ピ
ス
ミ
ュ
ッ
ト
ハ
ラ
ン
ス
」
ノ
后
部
ニ
ノ
ミ
付
着
ス
鉱
属
鏡
の
図
ワの
団忌⑩⑬
1８１７１６１５
ｚｍｏＳ》晒し粉および晒し液
硝酸銀
上酸銀
輝蒼鉛華
2００
ｚのヨヨ○口三ｍ目の言］翌⑫」・国〕》⑨ｇ・旧戸車２．のＰ麺切目①』８ロニ①心・画・
罰○ｍの一の日①←巴
四口・因」》】』・句戸］Ｐ・ｍＰｍＨｐの岸ごロロ一℃山・望心・
ニョ○○巴のロ〕①一四］
トニ・団錺画皀・旧戸Ｐ』・の口》■２．○」〉のロ〕の岸ごロロ計①⑨』一四・
ピ
ス
ミ
ッ
ト
」
ノ
鉱
属
ナ
ル
モ
ノ
ハ
赤
色
ヲ
帯
ヒ
タ
ル
白
色
ナ
リ
其
異
重
ハ
①
．
⑫
ニ
シ
テ
「
四
ロ
ム
ボ
エ
ー
デルス」一一結晶ス此鉱属ノ熔解点ハ四重。ニシテ又白熾トナラシムル時ハ揮発体トナル通常
温ノ乾燥ナル空中一一於テハ「ピスミュト」ハ酸化スル事ナク之ヲ強ク熾熱スル時ハ青色焔ヲ
発
シ
燃
化
シ
テ
刀
ピ
ス
ミ
ュ
ト
ト
リ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
ト
ナ
ル
「
ピ
ス
ミ
ュ
ト
」
ノ
粉
末
ヲ
「
ホ
ロ
ー
ル
ハ
ス」中一一投スル時ハ発煙シ抱合シテ「ピスミュットホロリーデ」Ⅱ四○』函トナル
「ピスミュト」ハ容易夕硝酸中一一溶解ス
「
ピ
ス
ミ
ュ
ト
」
鉱
属
ハ
多
ク
ノ
熔
解
シ
易
キ
鉱
属
云
レ
ヘ
ー
リ
ン
フ
」
ヲ
製
ス
ル
為
二
採
用
サ
ル
例
之
囚の日三ご国・昌己①Ⅱ国け○喫
此躰ハ黄色粉末ニシテ「ピスミュト」ヲ空中一一於テ燃焼セシムル時一一形成スルモノナリ此
「ヲキシーデ」ノ「ヒドロヲキシーデ」Ⅱ型国璽団己箪ハ「バーシス」ノ作用ヲナス事アリ又
弱
酸
ノ
作
用
ヲ
ナ
ス
事
ア
ル
」
「
ピ
ス
ミ
ュ
ト
オ
キ
シ
ー
デ
」
ヲ
元
ポ
ッ
ト
ア
ス
ロ
ー
フ
」
中
二
溶
解
セ
シ
メ
其
中
一
一
「
ホ
ロ
ー
ル
ハ
ス
」
ヲ
送
入
ス
ル
時
ハ
血
赤
色
ナ
ル
沈
殿
物
ヲ
呈
ス
是
レ
「
邪
ビ
ス
ミ
ュ
ト
シ
ュール」ナリ若シ此沈殿物ヲ乾燥ナラシメ而后徐々一一熾熱スル時ハ褐色ナル「ピスミュトペ
ンタヲキシーデ」団貯○二一変ス
「
ピ
ス
ミ
ュ
ト
ニ
ト
ラ
ー
ト
」
ハ
垂
ノ、
ハ透明ナル結晶ヲ形成ス是レ囚（ｚ○饅）塵十ワ四国○ヨリ成ル者ナリ
2６２５２４２３２２２１２０ 1９
ア
ン
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モ
ン
と
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様
な
ヒ
素
型
結
晶
三
酸
化
ビ
ス
マ
ス
合
金ｄＩ
ｇ
＆
Ⅱ
冨
目
融
解
点
塩基囚（。■）塵）酸四團国Ｐ
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
ビ
ス
マ
ス
酸
2０１
粗
脆
ナ
ル
粒
ヲ
得
ル
「
ピ
ス
ミ
ュ
ト
」
抱
合
物
ノ
徴
候
若シ「ピスミュト」ノ強塩酸或強硝酸中一一溶解セシモノニ水ヲ注ク時ハ其溶液混濁ヲ生ス此
作用ハ「アンチモニュム」一一於テモ然リ但シ能ク「アンチモーーュム」卜「ピスミュト」ノ分
別ヲナシ得ルモノナリ是レ「アンチモーーュムシュルフィーデ」ハ「スワーフルアンモニュ
ム」中一一溶解シ卜錐モ「ピスミュトシュルフィーデ」ハ否サレハナリ
フ
イ
ゴ
「ピスミット」抱合物ヲ焼ダル炭上二置キ輔ヲ以テ之ヲ吹ク時ハ「ピスミュット」鉱属ノ
若シ此「ピスミュットニトラート」中二水ヲ注ク時ハ分析シテ硝酸及一筒ノ「”バーシセ塩
トナル之ヲ「ニトラスピスミュト」ト名ケ是レ溶解スヘカラサル白色結晶粉末ナリ之ヲ医薬
一一採用ス其「フオリュムレ」ハ
ナ
リ
三㈹》
｛ ｍ－
ｚｏ②
［３］ご回口ｍｓｐＢ
ア
ト
ー
ム
重
臼
⑪
符
号
ご
「ファナーヂュム」ハ只小量或ル鉄鉱石中二存在ス」此鉱属ハ酸素卜甚夕強キ親和カヲ有ス
ル
ヲ
以
テ
未
夕
純
粋
ノ
モ
ノ
ヲ
得
ル
能
ハ
ス
〃塩基性塩，国（○四）贈ｚＰ
２０２
第
九
綱
鉛
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Ｆ○二．弓昏口已ご曰
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。
。
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具
旧
］
四
日
す
口
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鉛
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ト
ー
ム
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画
ｓ
符
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鉛
鉱
石
ノ
最
モ
肝
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
「
‐
ロ
ー
ド
ハ
ラ
ン
ス
」
旧
す
の
ナ
リ
［製法］「ロードハランス」㈲。。』ぬ」目ロヲ焔釜中一一熾熱スヘシ若シ其鉱石「シリカート」卜
混
合
ス
ル
時
ハ
「
カ
ル
キ
」
ヲ
加
入
シ
熔
解
シ
易
キ
「
２
ス
ラ
ッ
ケ
ン
」
ヲ
形
成
セ
シ
ム
此
熾
熱
一
一
由
テ
硫
及鉛酸化シ「３スワーフルヂヲキシーデ」「ｊｐ１ドヲキシーデ」及「５ロードシュルファー
ト
」
ヲ
形
成
ス
且
此
釜
暫
時
熾
熱
ノ
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ヲ
強
〆
同
時
一
一
釜
ノ
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ロ
ヲ
密
閉
シ
空
気
ヲ
絶
ツ
ヘ
シ
之
二
由
鉛ハ青色ヲ帯ダル白色鉱属ナリ其異重ハ］］．⑭ニシテ甚夕屈僥性ヲ有シ且甚夕柔軟ナル者ニ
シ
テ
爪
ヲ
以
テ
能
ク
図
画
ス
ヘ
シ
」
鉛
ハ
板
二
打
延
シ
又
牽
述
シ
線
ト
ナ
シ
得
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モ
ノ
ナ
リ
但
シ
鉛
ハ
大
ナ
ル堅剛性〈７ファストヘード〉ヲ有セス｜｜「ミリメートル」中径ノ線ハ既一一一一「キロハラ
ム」ノ重二由テ断絶ス」鉛ハ一一一百一一一十四度一一於テ熔解シ高度ノ温二於テハ揮発体トナルト錐
そ之ヲ蒸留スルヲ得ス」鉛ハ乾燥ナル空中一一於テハ鉱属光輝ヲ保チ湿気ヲ帯ダル空中一一於テ
ハ直二酸化鉛ノ層ヲ以テ掩ハル」鉛ハ清浄ナル水ノ空気ヲ含マサルモノ、中一一貯フル時ハ酸
化
ス
ル
事
ナ
シ
若
シ
空
気
ヲ
含
ミ
タ
ル
水
中
一
一
貯
フ
ル
時
ハ
「
８
ロ
ー
ド
ヒ
ド
ロ
オ
キ
シ
ー
デ
」
Ⅱ
（旧す■乙噌）ヲ形成ス是レ僅ノミ水中二溶解スルモノ也是レ医学一一於テ甚夕肝要ナル着目スヘ
殆
ン
卜
総
テ
ノ
「
ロ
ー
ド
ハ
ラ
ン
ス
」
出
シ
白
后
之
ヲ
６
分
析
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
卜
」
ヲ
形
成
ス
且
此
釜
曹
晧
撹
テ
鉛
ノ
鉱
属
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
得
ル
ナ
ル
鉱
石
中
ニ
ハ
此
一
一
少
ノ
銀
ヲ
含
有
ス
此
銀
ハ
鉛
卜
共
二
釜
中
ヨ
リ
８ ７６５４３２１
方
鉛
鉱
ス
ラ
グ
ニ
酸
化
イ
オ
ウ
酸化鉛（Ⅱ）
硫酸鉛（Ⅱ）
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離
ぐ
思
昏
日
』
Ⅱ
駐
留
宮
己
堅剛性
水酸化鉛宅三○国）噛
2０３
此体ハ熔解シタル鉛ヲ空気二暴露シ製スルモノナリ此体ハ黄色粉末ニシテ之ヲ通紅ナラシ
ムル時ハ熔解ス若之ヲ放冷スル時ハ帯赤黄色板トナル之ヲ二・・局辱くロードヒリット〉卜
名夕此「ロードヒリット」ヲ「ポットアスローフ」中一一溶解セシムル時ハロロムピセブリ
キ事件ナリ何トナレハ鉛ヲ以テ屋ヲ葺キ又ハ樋トナス事アリ且シ鉛抱合物ハ総テ中毒性ヲ有
スルモノナレハナリ」若シ鉛「ホロリーデ」及「ニトラート」ヲ含有シタル水中ニアル時ハ
多量一一溶解スルモノナリ
若シ水中一一「カルボナート」或ハ「９シュルファート」ヲ含ミシモノノ中一一鉛ヲ投スル時ハ
其表面一一溶解スヘカラサル「、ロードシュルファート」或ハ「、ロードカルボナート」ヲ形
成ス此ノ如キ水ハ飲料一一供スルモ害ナシ
飲水中鉛ノ有無ヲ徴スルニ先シ其水一「リートル」許ヲ取り其中一一此一一少ノ塩酸ヲ注キ自后久
夕硫化水素ヲ其中一一送入スヘシ若シ其水鉛ヲ含ム時ハ国ロードシュルフィーデ」ヲ形成シ
水ヲ褐色トナラシム其褐色ヲ能ク見ン卜欲セハ長キ円柱状硝子管中一一其水ヲ入し之ヲ白紙上
名
夕
此
冒
Ｉ
ド
ヒ
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ッ
ス
マ
」
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ル
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ヲ
ナ
ス
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ノ
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ⅡⅡ画旧ず。＋旧す。函ナ、ソ
［製法］「アモルフ」匝
「ロードオキシーデ」ハ肩キーセルシュール」ト抱合シ溶解シ易キ「シリカート」ヲ形成
ス故二此躰硝子製造及「埴ハラシュール」製造一一採用サル
Ⅳ日の巳のハ「ロードオキシーデ」及「ロードヂオキシーデ」ノ混合物ナリ其「フオルムレ」
一一載セ見ルヘシ
旧○○ｇｏ〆『ｇのⅡ旧す。
ナ
ル
黄
色
「ロードオキシーデ」ヲ空中一一於テ長ク熾熱シ熔解点ノ近キ
1３１２１１１０９1７１６１５１４
硫酸塩
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田す、
旨。』唄房。、房‐↓、］凹詳の（独）
Ⅱの曰・・弓密陀僧，
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ケイ酸
囚闇巨目Ⅱの日日の］》砿郷
旧宮Ｐ四酸化三鉛，鉛丹，
光
明
丹
2０４
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塩
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色
ニ
シ
テ
其
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中
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解
ス
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モ
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味
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帯
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ル
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テ
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モ
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採
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ス
５．．９８己皀・冷旧○・二のの自房の局鉛糖
鉛
糖
ハ
水
中
二
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解
ス
酷
酸
條
ヲ
参
考
ス
ヘ
シ
製
法
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シ
セ
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ド
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セ
タ
ー
ト
」
ノ
溶
液
中
一
一
炭
酸
ヲ
送
入
ス
ル
時
ハ
白
色
沈
殿
物
ヲ
得
ル
是
レ
ョ
ー
ド
カ
ル
ボ
ナ
ー
ト
」
卜
「
ロ
ー
ド
ヒ
ド
ロ
オ
キ
シ
ー
デ
」
ヨ
リ
成
ル
者
ナ
リ
此
沈
殿
物
ヲ
鉛
白
Ⅱ
イ
曙す。○霞十句ず国悼Ｐ卜名ケ多夕塗物一一採用サル売買一一醤ク「、ロードウィッテ」ハ屡「ケレ
イ
ト
」
或
ハ
訂
ス
ワ
ー
ル
ス
パ
ー
ト
」
ヲ
以
テ
贋
造
ス
ＦｏｏｇｏｍＨす。曰四四計Ⅱ旧ず○○瞠
是レ宇宙間一一於テハ昭白鉛鉱Ⅱ二は‐］。。」の目のナル鉱石トナリテ現在ス」「ロードカルボナー
［
製
法
］
「
ロ
ー
ド
オ
キ
シ
ー
デ
」
ヲ
稀
硝
酸
中
二
溶
解
セ
シ
ム
ヘ
シ
」
此
塩
ハ
水
中
一
一
溶
解
シ
人
面
結
晶
ヲ
ナ
ス
卜
」
ハ
水
中
二
溶
解
セ
ス
二
至
ラ
シ
ム
ル
時
ハ
酸
素
ヲ
引
キ
「
ロ
メ
ニ
ー
」
二
変
化
ス
此
体
ハ
赤
色
粉
末
ニ
シ
テ
塗
物
及
結
晶
硝
子
一
一
旧○○二口詳局四口←
Ｕワ閂三的》
２１２０１９１８
炭
酸
鉛
，
白
鉛
鉱
塩
基
性
酢
酸
鉛
］
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号
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Ⅱ
鉛
白
ロゴ冨昌Ｐ芦国四ｍ○一》重晶塩
2０５
Ｆ○○号ロ官宮』のⅡ旧ず切
是レ宇宙間一一「‐ロードハランス」ナル鉱石トナリ存在ス
［製法］鉛溶液中一一硫化水素ヲ送入スル時ハ黒色沈殿物ヲ得ル是即「ロードシュルフィー
デ
」
ナ
リ ５。。』○ず』○国』のⅡ旧す○ほ
此体ハ「懇ホールンロード」ナル鉱石中一一存在ス其鉱石ハ旧す○岸＋弓す○○画ノ混合物ナリ
［製法］鉛塩溶液中一一「型ホロリーデ」溶液ヲ注クヘシ」若シ「ロードホロリーデ」ヲ溶解
シ
自
后
之
ヲ
放
冷
ス
ル
時
ハ
角
状
ノ
固
形
体
ト
ナ
ル
塩
ハ
水
中
二
溶
解
セ
ス
Ｆ８ｇｏ＆』のⅡ旧す』画
温ナル「力リュムョヂーデ」ノ飽和溶液ヲ温ナル「ロードニトラート」飽和溶液中一一注キ之
ヲ放冷スル時ハ金黄色ナル結晶ヲ得ル是即「ロードョヂーデ」ナリ
Ｆ○○号ロぼけ凹皀Ⅱ弓ずの。←
此体ハ宇宙問二小ナル白色結晶ヲナシ現在ス此鉱ヲ「聖ロードフィトーオール」卜名ク」此
［製法］若シ鉛溶液中二硫酸ヲ注ク時白色沈殿物ヲ生ス是即「ロードシュルファート」ナリ
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自己目昌臥已Ⅱ硫酸鉛
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詳
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化
物
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鉛
抱
合
物
ノ
徴
候
鉛抱合物ハ其溶液中一一硫化水素ヲ通スル時ハ黒色沈殿物ヲ呈シ且其沈殿物ハ稀硝酸中一一熔解
ス
ル
ヲ
以
テ
徴
ス
又
鉛
抱
合
物
ハ
溶
解
ス
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カ
ラ
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ル
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ル
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デ
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ト
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又
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ー
デ
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形
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モ
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シ
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抱
合
物
ヲ
焼
ダ
ル
炭
上
一
一
置
キ
糒
ヲ
以
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時
ハ
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テ
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ス
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キ
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ア
ル
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得
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体
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ト
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ー
ル
」
卜
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此
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初
テ
発
見
セ
シ
」
此
鉱
属
ハ
未
夕
両
問
二
多
ク
見
出セス此鉱属ハ甚夕柔軟ニシテ熔解シ易ク空気卜触合スル時ハ直チーー酸化ス故二之ヲ水中一一
貯
フ
若
シ
之
ヲ
空
中
ニ
テ
熾
熱
ス
ル
時
ハ
赫
灼
ダ
ル
緑
色
焔
ヲ
発
シ
燃
焼
ス
」
「
タ
リ
ュ
ム
ス
ペ
ク
ト
リ
ュ
「
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ー
ド
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
ハ
水
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一
溶
解
セ
ス
又
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ー
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ュ
ル
フ
ィ
ー
デ
」
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「
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ー
ド
ホ
ロ
マ
ー
ト
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モ
亦
然
リ
ム
」
ハ
｜
條
ノ
透
明
ナ
ル
緑
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線
ヨ
リ
成
ル
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タ
リ
ュ
ム
」
ノ
鉱
属
ナ
ル
モ
ノ
ハ
稀
硝
醗
モ
ノ
ナ
リ
ノ鉱属ナルモノハ稀硝酸及稀硫酸中二溶解シ塩酸中一一於テハ僅力ノミ溶解スル
卜
名
ケ
塗
物
一
一
採
用
サ
ル
尚
「
ホ
ロ
ミ
ュ
ム
」
條
ヲ
参
考
ス
ヘ
シ
2６ 2５
○丘ｇＢＰ皀函の①］Ⅱクロマート
イ
エ
ロ
ー
、
ク
ロ
ム
酸
鉛
の
黄
色
の
粉
末
国巨曰の①Ｐ円口居ゲゲ○庫により
分光分析で発見された。
2０７
第
十
綱
銀
部
民・己の局》国辱①門》尿司時
［
１
］
銅
Ⅱ
【
・
己
①
局
・
虎
。
ｇ
日
日
ア
ト
ー
ム
重
＄
⑤
符
号
Ｏ
巨
銅ハ宇宙間二独立シ存シ又或ハ鉱石中二存スト錐モ容易ク分析シ得ルモノナリ故二銅ハ往昔
ヨ
リ
諸
州
ノ
人
民
之
ヲ
見
出
ス
１独立銅ハ多量一一本朝２北亜墨利加及「３シベリー」二於テ見出ス
銅鉱ノ最肝要ナルモノハ「４コーペルキース」Ⅱ○口、＋国の函切”「５．１ペルハランス」ｏ旨⑩
「６マラヒート」ｏｐｏｏ璽十○口■画○噂「７ロートコーペルエルッ」○冒○ナリ
製
法
純
粋
ナ
ル
銅
ハ
「
コ
ー
ペ
ル
オ
キ
シ
ー
デ
」
ヲ
水
素
流
通
中
ニ
テ
熾
熱
シ
製
ス
銅塩溶液中一一「８ファルファニーエレキ」流通ヲ通セシムル時ハ純粋ナル銅ヲ得ル
若シ銅ヲ多量二製セント欲セハ「コーペルヲキシーデ」或其「カルボナート」ヲ釜中ニテ熾
熱
シ
炭
ヲ
以
テ
之
ヲ
「
９
レ
ヂ
ュ
セ
ー
レ
ピ
ス
ベ
シ
若
シ
硫
ヲ
含
有
シ
タ
ル
鉱
石
ヲ
以
テ
銅
ヲ
製
セ
ン
ト
欲
ス
ル
時
ハ
先
シ
其
鉱
石
ヲ
空
中
ニ
テ
熾
熱
シ
以
テ
酸
化
セ
シ
ム
ヘ
シ
銅ハ固有ノ赤色ヲ有シ甚夕鍛錬性アリ最モ堅剛ナルモノニシテ二「ｍストレープ」中径ノ線
ハ能夕一一百「ｕキロハラム」ノ重ヲ懸へシ其異重ハ⑫．①函ナリ」銅ヲ通紅ナラシムル時熔解
シ
之
ヲ
白
熾
ト
ナ
ス
時
ハ
僅
力
揮
発
ト
ナ
リ
水
素
瓦
斯
ト
触
合
シ
緑
色
ト
ナ
ル
」
銅
ハ
温
及
三
レ
キ
」
「
タ
リ
ュ
ム
」
塩
ハ
無
色
ニ
シ
テ
中
毒
性
ヲ
有
ス
１１１０９ ８７６５４３２１
金属銅，遊離銅
北
ア
メ
リ
カ
シ
ベ
リ
ア
黄銅鉱
輝銅鉱
孔雀石
赤銅鉱
ガルバニー越列幾，電流，
こ
の
部
分
は
電
気
精
錬
の
説
明
還元セン
チ
メ
ー
ト
ル
キ
ロ
グ
ラ
ム
2０８
若シ銅ヲ咽帯湿空中一一置夕時ハ徐々一一緑層ヲ以テ被う是し「Ｍバーシセコーペルカルボナー
ト」ナリ之ヲ百エーデルフルーンスパーン」卜名ク」銅ハ平温ヲ有シタル乾燥空気中一一於
テ
ハ
変
化
ス
ル
事
ナ
シ
若
シ
之
ヲ
白
熾
ナ
ラ
シ
ム
ル
時
ハ
「
コ
ー
ペ
ル
オ
キ
シ
ー
デ
」
ノ
層
ヲ
以
テ
被
包
ス
之
ヲ
扇
コ
ー
ペ
ル
ハ
ー
メ
ル
ス
ラ
フ
」
卜
名
夕
」
白熾ナル銅ハ水蒸気ヲ分析セス又銅ノ細末ハ温ナル塩酸中二溶解シ水素ヲ発生ス」
銅ハ硝酸中一一尤トモ能ク溶解シ此時「、スチッキストフオキシーデ」ヲ遊離セシム
銅ハ多クノ鉱属「レヘーリンフ」中一一存在ス例之ハ肩メッシングブリッキ」ノ如シ」
銅ノ貨幣ハ殆ン卜六十「四プロセント」ノ銅ヲ含ム又汕海舩ノ外面ヲ被う銅モ之一一同シ
「
ブ
ロ
ン
ス
」
鉱
属
ハ
銅
亜
鉛
及
錫
ヨ
リ
成
凸
、
鏡
鉱
属
聖
大
砲
〈
カ
ノ
ン
〉
鉱
属
、
巫
鐘
鉱
属
ハ
銅
及
錫ヨリ成ル」以上ノ鉱属「レヘーリンフ」ハ徐々一一放冷ス例之ハ白熾ナルモノヲー時一一水中
一一投スル時ハ柔軟ニシテ打延スヘキ性アリ是レ鋼鉄一一相反スル者ナリ
銅ハ「ピファレント鉱属ニシテ｜｜種ノ抱合ヲナス其一種ヲ型○目官昼‐ぐの弓】三目、のロト名ケ
此抱合中ニハ｜「モルキュレ」ノ銅現在シ其一一種ヲ率○巨官・‐ぐの弓旨ｓｐｍのロト名ク
此抱合中ニハーー「モルキュレ」ノ銅「ピファーレント」トナリテ存在ス故二此抱合中一一ハ銅
ノー化合位ハ互一一飽和セシモノト思考スヘシ例之ハｏ目Ⅱ、ＨⅡＵハ「キュプリッド」抱
合中二存スル者一一シテ○二Ⅱ、ⅡⅢｍｒＵハ「キュプロー」抱合中二存スルモノナリ即
ノ
最
上
⑫
善
導
躰
ナ
リ
左
ノ
抱
合
ノ
如
シ
○臣ご国』‐ｏ臣○国」の
ｌＯｌ
ＯＥｌＱ
○自己曙。‐○旨］○国」の
ＯＦＯｌ
ＯＦＯ－
2５２４２３２２２１２０１９１８１７１６ 1５１４１３１２
良
導
体
湿
っ
た
空
気
中
塩
基
性
炭
酸
銅
のｇ】Ⅱ曰・亘の》く巳肩口Ⅱ些］．
ｇ胃５口Ⅱｏ亘ｐ緑錆，
ハ
ー
メ
ル
（
不
詳
）
酸
化
銅
皮
膜
一酸化窒素
言のｇ目吾ＨｇのⅡ青銅
パ
ー
セ
ン
ト
船舶
鏡
用
銅
合
金
大
砲
用
合
金
鐘
用
合
金
銅
（
Ⅱ
）
化
合
物
銅
（
１
）
化
合
物
2０９
Ｏ目ご昌烏目］己冒回自Ⅱ○口の。』＋ロ出歯。
［
製
法
］
此
躰
ヲ
多
量
一
一
製
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
「
配
コ
ー
ペ
ル
ハ
ー
メ
ル
ス
ラ
フ
」
ヲ
硫
酸
中
二
溶
解
セ
シ
ム
ヘ
シ
又
夕
「
コ
ー
ペ
ル
ハ
ラ
ン
ス
」
ヲ
酸
化
セ
シ
メ
多
量
一
一
此
躰
ヲ
得
ル
事
ア
リ
此
塩
ハ
大
ナ
ル
青
色
ノ
「
率
ト
リ
キ
リ
ニ
ー
セ
」
結
晶
ヲ
ナ
ス
之
ヲ
「
率
コ
ー
ペ
ル
フ
ィ
ト
リ
オ
ー
ル
」
卜
称
ス
ル
事
ア
リ
此
塩
ハ
多
ク
「
ｍ
ハ
ル
ハ
ー
プ
ラ
ス
チ
ー
」
一
一
採
用
サ
ル
又
「
皿
ハ
ル
フ
ァ
ー
ニ
セ
セ
ル
」
ニ
モ
採
用
サ
ル
其
他
此
塩
ヲ
塗
物
染
物
二
採
用
サ
ル
且
シ
「
亜
コ
ー
ペ
ル
アルセニッキ」〈「スウェーンフェルテルフレーン」〉及其他ノ色素製造ニモ採用サル」此塩
ハ熾熱一一由テ結晶水ヲ失上白色粉末一一変ス若シ此白色粉末ヲ尚強ク熾熱スル時ハ「スワーフ
ル
ヂ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
酸
素
及
ヨ
ー
ペ
ル
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
一
一
分
析
サ
ル
調「コーペルフィトリオール」溶液中一一過量ノ「アンモニアッキ」ヲ注ク時ハ美ナル暗青色
液
ト
ナ
ル
若
シ
此
溶
液
中
一
一
「
ア
ル
コ
ー
ル
」
ヲ
加
入
ス
ル
時
ハ
暗
青
色
ノ
結
晶
ヲ
呈
ス
是
レ
「
型
キ
ュ
「キュプリット」抱合
酸化銅Ⅱ○口官昼‐○二』の。命【・己の届○二」のⅡ○巨○
［
製
法
］
銅
ヲ
空
中
ニ
テ
白
熾
ト
ナ
シ
以
テ
酸
化
セ
シ
ム
ヘ
シ
又
「
コ
ー
ペ
ル
ニ
ト
ラ
ー
ト
」
ヲ
熾
熱
ス
ル
時
モ
此
躰
ヲ
得
ル
懇
此
躰
ハ
黒
色
粉
末
ニ
シ
テ
高
度
温
二
於
テ
他
ノ
酸
化
躰
一
一
容
易
ク
酸
素
ヲ
与
フ
ル
モ
ノ
ナリ故二此躰ハ舎密局一一於テ炭素含有ノ抱合物分析二採用サル
○色ご国字。※］』の
。□Ⅱ。
ｏ自己円。‐。※『』の
○○
こ亡
'’
０
3４３３ 3２３１ 3０２９２８２７ 2６
有
機
物
の
炭
素
含
量
分
析
で
は
酸
化
銅
の
熱
分
解
で
酸
素
を
発
生
し
、
試
料
の
酸
化
分
解
を
し
て
発
生
し
た
炭
酸
ガ
ス
量
を
測
定
した。
咀と同じ酸化銅スラグ
三斜晶系
硫酸銅Ｃｓの目旨ｇ】
（意写日臣ご旨晋房Ⅱ電型術と
云われた。
のＰごＰ昌駕け８臣電池
亜ヒ酸銅
酔ケョの旨昏尉訂円四言》
、
＆
葛
の
旨
昏
耳
閂
は
ド
イ
ツ
の
町名，胃ごロⅡ四の①Ｐ
亜ヒ酸の項参照。
硫酸銅を「碧響」と呼んだ。
銅アンミン錯体，
宕巨（ｚ国塵）←］の。今
２１０
製
法
銅
或
ハ
ヨ
ー
ペ
ル
オ
キ
シ
ー
デ
」
ヲ
硝
酸
中
二
溶
解
セ
シ
ム
ヘ
シ
此
塩
ハ
美
ナ
ル
青
色
ニ
シ
テ
大
ナ
ル
「
卵
プ
リ
ス
マ
タ
」
状
結
晶
ヲ
ナ
シ
能
ク
水
中
二
溶
解
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
房）己の月匠］・国」①Ⅱ”ｏｐＯＦ
製
法
銅
ヲ
「
ホ
ロ
ー
ル
ハ
ス
」
中
ニ
テ
熾
熱
ス
ヘ
シ
又
夕
此
塩
ヲ
湿
道
一
一
由
テ
製
シ
得
ル
是
レ
「
コ
ー
ペ
ル
オ
キ
シ
ー
デ
」
ヲ
塩
酸
中
二
溶
解
セ
シ
ム
ヘ
シ
若
シ
其
青
色
液
ヲ
蒸
発
セ
シ
ム
ル
時
ハ
針
状
結
晶
ヲ
ナ
ス
ルオキシーデ」ヲ塩酸中一一
是即○口○Ｆ十画困るヨリナル
ｏ自己国」８号○口凹昌Ⅱ躯ｏロ○○酉十○巨国噌○噌
此塩ハ宇宙間一一美緑色ヲ有シタル「”マラヒート」ナル鉱石トナリ現在ス
製
法
銅
溶
液
中
一
一
「
カ
リ
ュ
ム
カ
ル
ボ
ナ
ー
ト
」
ヲ
注
ク
時
ハ
緑
色
沈
殿
物
ヲ
得
ル
是
レ
ヨ
ー
ペ
ル
カ
ル
ボ
ナ
ー
ト
」
ナ
リ
此塩ハ水中及酒精中一一能夕溶解ス且其酒精二溶解セシ者一一火ヲ点スル時ハ美ナル緑色焔ヲ発
ス ペロ
ー
ア
ム
モ
ニ
ュ
ム
シ
ュ
ル
フ
ァ
ー
ト
」
ヨ
リ
成
ル
其
「
フ
オ
リ
ュ
ム
レ
」
ハ
ｏ
自
の
Ｐ
＋
⑬
ｚ
国
饒
ナ
リ
凡
テ
ノ
「
キ
ュ
プ
リ
ッ
ド
」
塩
ハ
「
ア
ム
モ
ニ
ア
ッ
キ
」
卜
抱
合
ス
ル
事
以
上
ノ
塩
ノ
如
シ
泥○自己国』皀詳局四四一
ｏ匡占奎朋十のェ画ｏ
3９３８３７３６３５
硝酸銅（Ⅱ）
プ
リ
ズ
ム
状
結
晶
塩化銅（Ⅱ）
塩
基
性
炭
酸
銅
言口旨囚忌孔雀石
2１１
媚○目己の局・‐＆］・国」の（円き己の局＆］・冒日）Ⅱｏ冒○」蝉
製法「キュプリットホロリーデ」ノ溶液卜塩酸及銅ヲ混シ之ヲ熾熱スル時ハ褐色ノ溶液ヲ
得
ル
此
溶
液
中
二
水
ヲ
注
ク
時
ハ
白
色
沈
殿
物
ヲ
ナ
ス
是
レ
「
キ
ュ
プ
ロ
ー
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
ナ
リ
汀
キ
ュ
プ
ロ
ー
抱
合
Ｏ皀の局・‐○二』の一名ｏｇ①局・‐・薯冒』のⅡ○日ｏ
此
体
ハ
宇
宙
間
二
銅
鉱
石
ト
ナ
リ
現
在
ス
製法亜「コーペルオキシーデ」ヲ銅屑卜共一一熾熱スヘシ」又夕「コーペルフィトリオール」
溶液中一云葡萄糖及「ポットアスローフ」ヲ注キ而后其溶液ヲ煮ル時ハ葡萄糖ハ酸化シ美赤
色
沈
殿
物
ヲ
ナ
ス
是
即
「
キ
ュ
プ
ロ
オ
キ
シ
ー
デ
」
ナ
リ
此
製
法
ヲ
以
テ
“
医
家
葡
萄
糖
ノ
有
無
ヲ
試
検
ス
色
沈
殿
物
ヲ
ナ
ス
是
即
「
キ
ュ
プ
ロ
オ
キ
シ
ー
デ
」
ナ
リ
「キュプローオキシーデ」ハ硝子一一美赤色ヲ呈ス
「
キ
ュ
プ
ロ
ー
オ
キ
シ
ー
デ
」
塩
ハ
無
色
ナ
リ
錐
そ
空
気
製
法
「
キ
ュ
プ
リ
ッ
ト
シ
ュ
ル
フ
イ
ー
デ
」
ナ
リ
円き己の国局の①巳の合一名如、＆①の］一ｍｍ届。①巳
此塩ハ緑色素トシテ多ク採用サル其製法ハ硫酸銅溶液中一一「ナトリュムアルセニッキ」ヲ加
入
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
属○℃の勗巨］ご言皀のⅡ○口の
「キュプリット塩溶液中一一硫化水素ヲ送入スル時ハ黒色沈殿物ヲ呈ス是即「コーペル
塩ハ無色ナリ錐そ空気一一触ルル時ハ速二緑或ハ青色一一変ス
4５ 4４ 4３ 4２４１ 4０
亜ヒ酸銅，皿参照，
、ｓの巴のによって発明された。
一
価
銅
の
化
合
物
一酸化銅○巨白）。と金属銅との
反応によりＯＥＣを作っている。
硫酸銅溶液に葡萄糖を加えて
アルカリ性で加熱すると，糖の
還元作用により，銅（Ⅱ）イオン
は銅（１）イオンとなり，ｏＥｏ
として沈殿する。
糖
尿
病
患
者
の
尿
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
検査に使用した。
塩化銅（１）
2１２
凡
テ
ノ
銅
塩
ハ
強
キ
中
毒
性
ヲ
有
ス
」
銅
ノ
有
無
ヲ
徴
ス
ル
ノ
法
〈
銅
ハ
中
毒
性
ノ
者
ナ
リ
而
以
下
挙
ケ
ル
試
検
法
ハ
皆
其
鋭
敏
ノ
モ
ノ
ナ
リ
而
許
多
ノ
モ
ノ
銅
ヲ
以
テ
贋
造
ス
ル
モ
ノ
多
シ
医
家
能
ク
之
ヲ
注
意
ス
ヘ
其
一
一
「
ホ
ッ
ト
ア
ス
ロ
ー
フ
」
ハ
銅
塩
溶
液
二
青
色
ノ
ヨ
ー
ペ
ル
ヒ
ド
ロ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
セ
シ
ム
其
沈
殿
物
ハ
熾
熱
二
由
テ
黒
色
二
変
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
其
三
「
ア
ム
モ
ニ
ア
ッ
キ
」
ヲ
銅
塩
溶
液
中
二
注
夕
時
ハ
其
液
暗
青
色
ト
ナ
ル
其
四
純
粋
ナ
ル
鉄
ヲ
銅
塩
溶
液
中
二
挿
入
ス
ル
時
ハ
其
表
面
二
純
粋
ナ
ル
銅
付
着
ス
命
ノ
プ
ラ
ス
チ
ー
キ
」
ヲ
参
考
ス
ベ
シ
〉
シ〉其一一ブス
［
２
］
水
銀
Ⅱ
【
三
斤
凰
辱
の
爲
【
冨
房
・
開
国
己
爲
肖
四
日
目
ア
ト
ー
ム
重
巴
①
蒸
気
稠
密
］
ｓ
符
号
国
、
水銀ハ宇宙間一一独立シ存在スル事アリ卜錐モ多分ハ硫卜抱合シ１○首目すの局トナリテ現在ス
例之ハ本朝「２スパニア」「カリホルニア」「３．ヘーリュー」等二於テ見ルガ如シ
［製法］「‐シナベル」ヲ空中ニテ熾熱スル時ハ硫ハ燃焼シ水銀蒸気ハ陶管中一一於テ稠密
水
銀
ハ
鉱
属
中
一
一
於
テ
通
常
温
度
一
一
流
動
形
ヲ
保
ツ
モ
ノ
ナ
リ
而
銀
白
色
ヲ
有
シ
零
度
二
於
テ
ハ
］
⑭
．
＄
①
ノ
異
重
ヲ
有
シ
零
点
下
四
十
度
一
一
至
ル
時
ハ
固
形
躰
ト
ナ
リ
「
４
レ
ヒ
ュ
リ
ー
レ
セ
」
系
統
ノ
結
晶
ヲ
ナ
ス
」
水
銀
ノ
固
形
体
ナ
ル
モ
ノ
ハ
打
延
ス
ヘ
キ
性
ヲ
有
シ
其
異
重
ハ
屋
・
ト
ナ
リ
」
水
銀
ハ
三
百
五
十
度
ノ
ト
ナ
ス 「
キ
ュ
プ
リ
ッ
ト
シ
ュ
ル
フ
ィ
ー
デ
」
ハ
黒
色
ニ
シ
テ
硝
酸
中
二
溶
解
シ
塩
酸
一
一
溶
解
セ
サ
ル
ヲ
以
ノ
沈
殿
物
ヲ
呈
「ハルファー
４３２１ “帥
を
参
照
。
辰
砂
，
硫
化
水
銀
スペイン
ペ
リ
ー
菱
面
体
系
2１３
「メルキュリット」抱合
【ョ岸・〆己の。爲三の目目目』‐・昌曰のⅡ国、。
製法「クウイキニトラート」ヲ注意シテ熾熱スヘシ又夕水銀ヲ熾熱シ一一一百度ノ温一一至ラシ
メ以テ製ス此ノ如クシテ製セシモノハ赤色結晶状粉末ナリ〈但シ是し空中一一於テスルモノ
也〉若シ「メルキュリッド」塩溶液中二「９ホットアスローごヲ注ク時ハ黄色ノ「アモル
フ」ナル「メルキュリットオキシーデ」ヲ得ル
温――沸騰ス然しドモ水銀ハ常一一徐々一一蒸発スルモノナリ」水銀ノ蒸気ハ無色ニシテ殆ン卜七
倍雰囲気ヨリモ重シ且シ水素ヨリモ〈百倍〉重シ
純粋ノ水銀ハ帯湿空中又ハ乾燥空中一一於テモ変化スル事ナシ
若シ水銀ヲ三百度以上ノ温ヲ以テ熾熱スル時ハ酸素卜抱合シ徐々一一赤色粉末トナル」水銀ハ
直一一「ホロール」「ヨード」「ブローム」或ハ硫卜抱合ス」水銀ハ塩酸一一由テ侵蝕サレス」水
銀ハ容易ク硝酸中一一溶解ス」水銀ヲ強硫酸卜共二熾熱スル時ハ「５スワーフルヂオキシー
デ」遊離シマクゥィキシュルファート」ノ溶液ヲ得ル
水銀ハ７細工場一一於テハ銀或ハ黄金ヲ其鉱中ヨリ分析スル為一一採用ス又水銀ハ鍍金及理化試
検器械一一採用サル」西洋ノ鏡ハ硝子ノー面ヲ「Ｂチンアマルハーマ」ヲ以テ塗タルモノナ
リ」水銀及多クノ水銀抱合物ハ医薬二採用サル然しドモ悉夕是レ大ナル中毒性ヲ有スルモノ
水銀ハ「ピファーレント」鉱属一一シテニ種ノ抱合ヲナスコト銅抱合二於ケルカ如シ
水
銀
ハ
天
躰
中
ノ
星
ノ
名
ヲ
取
り
宮
①
局
２
国
ロ
の
卜
名
ク
コ
ト
ァ
リ
ナリ
リー
７６５９８
二
酸
化
イ
オ
ウ
硫酸水銀
銀
，
金
を
水
銀
の
ア
マ
ル
ガ
ム
と
して分離する。
スズアマルガム
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
２１４
製
法
水
銀
卜
過
量
ノ
硝
酸
卜
共
一
一
熾
熱
ス
ヘ
シ
又
赤
色
ナ
ル
「
ク
ゥ
ィ
キ
ヲ
キ
シ
１
デ
」
〈
「
メ
ル
キ
ュ
イ
ッ
ト
オ
キ
シ
ー
デ
」
〉
ヲ
硝
酸
中
二
溶
解
セ
シ
メ
以
テ
製
ス
ル
事
ア
リ
毒
性
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
「
シ
解シ一一百九十五度ニテ蒸発ス
室田①門○国』‐○庁］○国』①○ｍｎｍ目ずぼ□Ｐ四四←
一名○圧］・昌一目Ｐ国己国信］旨Ｑ目ＰⅡ四ｍ○Ｆ
製
法
食
塩
卜
「
ク
ゥ
イ
キ
シ
ュ
ル
フ
ァ
ー
ト
」
ノ
混
合
物
ヲ
熾
熱
ス
ル
時
ハ
「
皿
シ
ュ
ブ
リ
マ
ー
ト
」
ハ
「ｍシユブリメーレン」シ結晶状躰トナル」「シュブリマート」ハ医薬一一供スト錐そ最大中
毒性ヲ有スルモノナリ」「シュブリマート」ハ容易ク水中一一溶解シ’’百六十五度ノ温ニテ熔
若
シ
「
シ
ュ
ブ
リ
マ
ー
ト
」
溶
液
中
一
一
「
ア
ム
モ
ニ
ア
ッ
キ
」
ヲ
注
ク
時
ハ
白
色
沈
殿
物
ヲ
生
ス
之
ヲ
「咽ウィッテペレシピタート」卜称シ医業一一供ス其「フオリュムレ」四ｍｏ庁十四三四函Ⅱｚ因ら］＋
Ｚ国騨国ｍｅナリ所謂「ウィッテペレシピタート」ハ舎密上二於テハ「皿クウィッキアムモ
ニ
ュ
ム
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
ナ
リ
言の目自国』‐印巨ぽ宮旦のⅡ唱
是宇宙間一一○首巨弓のＨ卜成テ存在ス
製
法
硫
及
水
銀
ノ
混
合
物
ヲ
「
シ
ニ
二白①門ＱＥ局】ｇ０ｐ】註屠四四計
旭出血の
１
ブ
リ
ー
メ
ー
レ
ン
」
エロ【
Ｚ。⑪
ｏ
Ｚｏの
ス
ヘ
シ
」
此
体
ハ
美
赤
色
ノ
粉
末
ニ
シ
テ
1５ 1４１３１２１１１０
硝酸水銀（Ⅱ）
昇
示
昇
華
急』８吋円甘】冨詰》白色沈殿
［四ｍ（ｚ津）拳］Ｓ・塩化水銀
ア
ン
ミ
ン
錯
体
硫化水銀（Ⅱ）
2１５
製法硝酸ヲ通常温度一一於テ水銀卜触合セシムヘシ
「脂フエルミルリオン」〈ぐの局】巳監・ロ〉卜称スル事アリ是レ塗物一一多ク採用サル
「メルキュロー抱合
三［の居貝・‐・臣・国』の。届Ⅳ○四］・目の」一名ｏげ］・国言］旨
国ご号自明百○ｍｇ目Ⅱ国四○ほ
製法注意シテ四分ノ「四シュプリマート」トー一一分ノ水銀ヲ混和シ而此混合物ヲ硝子器中ニ
テ「⑬シユブリメーレン」セシムヘシ然ル時ハ光線状ナル「シュブリメーレピノ結晶躰ヲ
得ル而后此躰ヲ細末トナシ水ヲ以テ能夕洗上是し「シュブリマート」ノ其中一一存在スルモノ
ヲ遊離セシムルタメナリ」純粋ナル「カロメル」ヲ製セント欲セハ「カロメル」ヲ硝子球中
一一蒸気ヲ通過セシムル中一一「麺コンデンセーレン」スヘシ之ヲ「郡カロメルアラファペゥ
ル」Ⅱ（○＆四目の」少］ゆくｇの貝）卜云〈「カロメル」ヲ蒸気中一一於テ製造スル意ナリ〉
「カロメル」ハ水中二溶解セス「ポットアスローフ」ト触ル、時ハ美黒色ヲナス之一一由テ此
躰ヲ「カロメル」卜名夕〈「カロメル」ハ美黒色ノ意也〉
其一若シ水銀抱合物ヲ「ナトリュムカルボナート」卜共一一硝子管中ニテ熾熱スル時ハ「四
シ
ュ
ブ
リ
メ
ー
レ
と
シ
赫
灼
ダ
ル
鉱
属
水
銀
粒
ヲ
形
成
ス
其二「メルキュリッド」塩溶液中一一小量ノ硫化水素ヲ注ク時ハ白色沈殿物ヲ生ス若シ多量ノ
水
銀
抱
合
物
ノ
徴
三の冒一臣国ニー巳言回皀
エ＠門
Ｚ。②
Ｚｎ厨
2１２０１９１８ 1７ 1６
二石目邑旨ロⅡその色から
バーミリオンと呼ばれ
カ
ロ
メ
ル
，
甘
示
，
塩
化
水銀（１）
昇示昇華凝縮気化カロメル
２１６
其得其
八ルセ
其
四
若
シ
水
銀
塩
溶
液
中
一
一
純
粋
ナ
ル
銅
ヲ
挿
入
ス
ル
時
ハ
其
面
一
一
水
銀
細
粒
固
着
シ
灰
白
色
層
ヲ
ナ
ス
若
シ
其
層
ヲ
摩
擦
ス
ル
時
ハ
其
面
鏡
ト
ナ
ル
其
五
水
銀
ノ
「
亜
シ
ュ
ル
フ
ィ
ー
デ
」
ハ
詞
ス
ワ
ー
フ
ル
ア
ム
モ
ニ
ュ
ム
」
及
上
硝
酸
中
二
溶
解
セ
ス
又
夕
「
湖
ク
ウ
ィ
ッ
キ
シ
ュ
ル
フ
ィ
ー
デ
」
ハ
王
水
一
一
由
テ
躯
分
析
サ
ル
ル
モ
ノ
ナ
リ
其
六
若
シ
「
メ
ル
キ
ュ
リ
ッ
ト
」
抱
合
物
溶
液
中
一
一
「
力
リ
ュ
ム
ョ
ヂ
ー
デ
」
ヲ
注
ク
時
ハ
美
赤
色
ノ
「夕イッキョヂーデ」汕国迅瞬ノ沈殿物ヲ得ル此躰ハ医薬二採用サル
其
七
若
シ
「
メ
ル
キ
ュ
リ
ッ
ト
」
抱
合
物
溶
液
中
一
一
「
ソ
ー
ダ
ー
ロ
ー
フ
」
ヲ
注
夕
時
ハ
黄
色
沈
殿
物
ヲ
国四ｍナリ
硫
化
水
素
ヲ
送
入
ス
ル
時
ハ
先
シ
黄
色
ト
ナ
リ
自
后
燈
皮
色
ト
ナ
リ
終
一
一
黒
色
ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
其一一一若シ「メルキュロー」塩溶液中一一硫化水素ヲ送入スル時ハ直一一黒色沈殿物ヲナス是レ
［３］銀ⅡＮ■ぐの局・閑吟品のロ三目
ア
ト
ー
ム
重
Ｂ
⑪
符
号
に
銀ハ既一一往昔一一於テ見出セラレシモノナリ
銀
ハ
両
問
一
一
独
立
シ
存
在
シ
又
硫
卜
抱
合
シ
「
酊
在
ス
ル
事
ア
リ
又
頚
硫
砒
石
及
「
ア
ン
チ
モ
ニ
ュ
其
九
若
シ
「
メ
ル
キ
ュ
ロ
ー
」
抱
合
物
溶
液
中
一
一
塩
酸
ヲ
注
ク
時
ハ
白
色
沈
殿
物
ヲ
得
ル
ス
若
シ
「
メ
ル
キ
ュ
ロ
ー
」
抱
合
物
溶
液
中
一
一
「
ソ
ー
ダ
ー
ロ
ー
フ
」
ヲ
注
ク
時
ハ
黒
色
沈
殿
物
ヲ
呈
ヨシルフルハランス」Ⅱシ四ｍナル鉱石トナリ現
ユム」卜共一一抱合シ鉱石ヲナス事アリ又「率ホール
シ、
2９ 2８２７２６２５２４２３２２
硫
化
物
硫
化
ア
ン
モ
ニ
ア
硫化水銀（Ⅱ）
分解ヨウ化水銀（Ⅱ）
硫
化
銀
，
輝
銀
鉱
銀
は
硫
化
鉛
，
ア
ン
チ
モ
ン
な
どの鉱石に含まれている。
塩
化
銀
2１７
ンシルフル」Ⅱシ、○】又ハ「和ブロームシルフル」Ⅱシ、淳等ノ鉱石中一一現在スル事アリ
殆ン卜総テノ「釦ロードハランス」中ニハ此一一少ノ銀ヲ含有ス此銀百分ノ｜「プロセント」存
在
ス
ル
時
ハ
之
ヲ
取
出
ス
ト
モ
利
益
ヲ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
鉛及銀ノ鉱属ヨレヘーリンフ」ノ熔解点ハ純粋鉛ノ熔解点ヨリモ低シ故一一此ノ如キ「レヘ
ーリンフ」ヲ熔解セシムル時ハ純粋ナル鉛ハ結晶シ其鉱属「レヘーリンフ」ハ熔解ノ形状ヲ
ナ
ス
若
今
其
凝
固
セ
ル
鉛
ヲ
取
除
ス
ヘ
シ
此
ノ
如
ク
数
回
ス
ル
時
ハ
其
器
中
ニ
ハ
銀
ヲ
多
ク
含
メ
ル
鉱
属
「レヘーリンフ」残留ス而后此「レヘーリンフ」ヲ木灰或ハ骨灰ヲ以テ製シタル粗糖ナル
フイゴ
「鋼クルース」中ニテ熾熱シ熔解セシメ輔ヲ以テ空気ヲ吹入ルヘシ此熾熱作用二由テ鉛酸
化スト錐モ銀ハ変スル事ナシ此熔解シタル「ロードオキシーデ」ハ「クルース」ノー側ニア
ル小孔及其周壁ノ気孔ヨリ流出ス若シ「クルース」中一一アル熔解鉱属ヲ唯ヨードオキシー
デ」ノ薄層ヲ以ノミ被う時ハ鉛悉ク流出セルモノト知ルベシ且此鉛薄層ハ虹ノ諸色ヲ呈シ終
一一分裂ス然ル時ハ光輝アル銀面ヲ視得へシ而后其銀ヲ取出スヘシ
銀ハ其鉱石ヨリ空中一一於テ熾熱シ或ハ「鋼アマルハーシー」法ヲ以テ製造セラル、モノナリ
銀ハ多量一一「メキシコ」「躯ペーリュー」「邪ヒーリー」一一於テ見出セーフル」銀ハ純白色鉱属
ニシテ強キ光輝ヲ有シ其光輝ハ乾燥空気中又ハ帯湿空中二於テモ変スル事ナク又夕熔解ノ形
状一一於テモ其光輝ヲ失ハス」銀ノ熔解ノ形状一一於テハ自己ノ容積ノ’一十一｜倍ノ酸素ヲ含蓄ス
ルノ性ヲ有ス然卜錐そ若シ些少ノ鉱属混合スル時ハ其性ヲ有セス又其銀凝固スル時ハ含蓄ス
ル所ノ酸素ヲ放出ス」銀ハ甚夕高度温一一於テハ揮発躰トナル故一一銀ハ「”カナルハス」焔ヲ
以テ能ク蒸鰡シ得ルモノナリ」銀ノ蒸気ハ淡青色ヲ有ス」銀ハ至極最上ノ温及越列幾ノ善導
躰〈銅ノ比ニアラス〉ナリ」銀ハ甚夕打延スヘキ性ヲ有シ一「躯ハラム」ノ銀ヲ以テー一千六
3８３７３６３５３４ 3３３２３１３０
シュウ化銀
方鉛鉱
合金臼昌のⅡ８］←の旨・長円・・曰）
融解炉，灰吹炉
ア
マ
ル
ガ
ム
法
ペリー
ギ
リ
シ
ヤ
水
素
と
酸
素
ガ
ス
混
合
気
グ
ラ
ム
２１８
銀ノ貨幣ハ各国ノ法一一従テ必ス定量ノ銀ヲ含ムヘシ但シ各国未夕全ク定リタル「レヘーリン
フ
」
ヲ
製
ス
ル
ヲ
得
ス
故
一
一
政
府
ヨ
リ
千
分
ノ
ニ
ノ
猶
豫
ヲ
ナ
ス
政府ノ法一一随フ時ハ本朝ノ銀ノ円金ハニ十「プロセント」ノ銅八十「プロセント」ノ銀ヲ含
ム又夕多クノ西洋ノ銀貨幣ハ十「プロセント」ノ銅九十「プロセント」ノ銀ヲ含ム英国ノ銀
貨幣ハセ半「プロセント」ノ銅ヲ含有ス又和蘭ノ銀貨幣ハ五半「プロセント」ノ銅ヲ含ム」
西洋一一於テハ総テノ銀器ハ政府一一於テ定ムル所ノ銀ノ量ヲ含有ス
百「メートルス」線トナシ得へシ」銀ハ甚夕容易ク硫卜抱合ス之一一由テ銀ノ器物屡々固有ノ
光輝ヲ失う事アリ是レ屡々空中一一硫化水素ノ存スルニ由ルモノナリ〈「”プロテイネ」等モ
硫
ヲ
含
有
ス
ル
ヲ
以
テ
通
常
食
□
ヲ
以
テ
鶏
卵
ヲ
抄
フ
ニ
其
□
黒
色
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ア
リ
以
テ
見
ル
ヘ
シ
〉
「ホロール」ハ通常温一一於テ能夕銀卜抱合ス」銀ハ容易夕硝酸中一一溶解シ「加スチッキスト
フオキシＩデ」ヲ発生セシム」若シ銀ト強硫酸卜共一一暖ムル時ハ「⑪シルフルシュルファー
ト
」
及
石
シ
ル
フ
ル
ヂ
ヲ
キ
シ
ー
テ
」
ヲ
形
成
ス
カ
ザ
リ
銀
ハ
貨
幣
家
財
及
種
々
ノ
錺
ト
シ
テ
採
用
サ
ル
但
シ
純
粋
ナ
ル
銀
ノ
ミ
ヲ
以
テ
ハ
柔
軟
ニ
シ
テ
以
上
ノ
細
エヲナシ能ハス然卜錐モ些少ノ銅ヲ混スル時ハ甚夕堅剛トナリ且銀ノ光輝ヲ失ハス銀ノ器物
一一美ナル色ヲ呈セシメント欲スル時ハ其器ヲ焼クヘシ然ル時ハ其面一一酸化銅ヲ以テ被フヘシ
之
ヲ
硝
酸
中
二
挿
入
ス
ル
時
ハ
酸
化
銅
熔
解
シ
純
粋
ノ
銀
面
ヲ
露
出
ス
且
其
面
ヲ
摩
擦
シ
平
坦
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
シ
是
ヲ
銀
ノ
白
煎
法
卜
曰
フ
国】き①吊皀す。※】ｇの○馬Ｎぱぐの円。浅】已巨］①
符
号
シ四○
4２４１４０３９
タ
ン
パ
ク
質
一酸化窒素
硫
酸
銀
過
酸
化
銀
，
二
酸
化
銀
２１９
因芭ぐの目匡○国』のⅡし、○］
此躰ハ両ホールンシルフル」ナル鉱石トナリ両間一一現在ス」
［製法］銀ノ溶液中一一塩酸食塩或ハ他ノ溶解スヘキ「ホロール」塩ヲ注夕時ハ白色ナル両フ
ロ
ッ
キ
ヘ
」
状
ノ
沈
殿
物
ヲ
呈
ス
是
即
扇
シ
ル
フ
ル
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
ナ
リ
」
若
シ
此
体
ヲ
空
気
一
一
暴
露
シ
置
ク
時
ハ
紫
色
ト
ナ
リ
漸
些
暗
色
ト
ナ
ル
又
夕
有
機
躰
卜
触
ル
、
時
ハ
速
二
変
色
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
此
理
一
一
由
凶］辱の目は国昌Ⅱし、三○函
製
法
銀
ヲ
適
宜
一
一
強
キ
硝
酸
中
二
溶
解
シ
而
后
其
溶
液
ヲ
蒸
発
セ
シ
ム
然
ル
時
ハ
届
タ
ー
フ
ル
」
状
ノ
「ロムピーセ」系統ノ結晶ヲナス此躰ハ冷水中ニハ同量一一溶解シ沸騰水中一一ハ半量一一溶解
ス」「輯ニトラスアルヘンシー」ハ「アルコール」中二溶解ス」此躰ヲ太陽ノ光線一一触ル、
時ハ黒色トナル尤トモ有機体卜触合スル時ハ速二黒色ヲ呈ス故一一此躰皮膚二触ル、時ハ其ノ
部二黒斑ヲ呈ス之二由テ白髪ヲ染〆又ハ糯祥等一一印ヲ記スルタメニ採用ス若シ此躰ヲ熾熱ス
ル
時
ハ
熔
解
ス
自
后
能
夕
之
ヲ
管
状
ト
ナ
シ
得
ル
之
ヲ
刀
ラ
ー
ピ
ス
イ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ー
リ
ス
」
〈
地
獄
石〉卜名ケ医薬一一供ス
是
し
強
キ
「
バ
ー
シ
ヲ
注
キ
以
テ
製
造
ス
是
し
黒
色
粉
末
ニ
シ
テ
容
易
ク
酸
素
ト
銀
一
一
分
析
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
国ばく関。※】己のⅡシ四○
「バーシス」ニシテ「蛆シルフウルニトーフート」溶液中一一「“ポットアスローフ」
4９４８ 4７ 4６４５４４４３
硝酸銀
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム
自画感］Ⅱ冨亘の》板状
日叶曰屡置品の日日のⅡ硝酸銀の
別称層壱旨目葡自己旨Ⅱ困邑目‐
里の旨く独〉
塩化銀
二）房Ⅱ凸・烏》ふさふさした
綿状の
2２０
凶］ぐのｄｏ＆ｇ①Ⅱし、』
製
法
溶
解
ス
ヘ
キ
「
ヨ
ヂ
ー
デ
」
ヲ
銀
溶
液
中
一
一
注
ク
ヘ
シ
」
「
シ
ル
フ
ル
ブ
ロ
ミ
ー
デ
」
及
「
シ
ル
フ
ル
ョ
ヂ
ー
デ
」
ハ
鉱
石
ト
ナ
リ
テ
現
在
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
是
亦
写
真
局
一
一
採
用
サ
ル
Ｎ■ぐ①弓局・巨已①Ⅱし、団届
製
法
溶
解
ス
ヘ
キ
「
ブ
ロ
ミ
ー
デ
」
ヲ
銀
溶
液
中
一
一
注
夕
時
ハ
淡
黄
色
ノ
沈
殿
物
ヲ
得
ル
是
レ
「
シ
ル
フ
ル
ブ
ロ
ミ
ー
デ
」
ナ
リ
テ
写
真
ヲ
ナ
ス
「
ホ
ロ
ー
ル
シ
ル
フ
ル
」
ハ
「
釦
ナ
ト
リ
ュ
ム
ヒ
ポ
シ
ュ
ル
フ
ィ
ー
ト
」
溶
液
中
一
一
容
易
ク
溶解ス故一一此「ナトリュムヒポシュルフィート」モ写真局一一採用サル是即像ヲ紙上二留ムル
モ
ノ
ナ
リ
何
ト
ナ
レ
ハ
此
躰
ハ
「
ホ
ロ
１
ル
シ
ル
フ
ル
」
ノ
光
線
一
一
触
レ
サ
ル
部
分
ヲ
溶
解
セ
シ
ム
レ
ハ
也
国ぱぐ①円のロほぽ昼のⅡ少四ｍ
此
躰
ハ
両
間
一
一
「
副
シ
ル
フ
ル
ハ
ラ
ン
ス
」
ナ
ル
鉱
石
ト
ナ
リ
テ
存
在
ス
製
法
銀
塩
ノ
溶
液
中
一
一
硫
化
水
素
ヲ
送
入
ス
ル
時
ハ
黒
色
沈
殿
物
ヲ
生
ス
是
即
「
シ
ル
フ
ル
シ
ュ
ル
フ
ィ
１
デ
」
ナ
リ
「シユルフ
中
ニ
ハ
溶
解
ユルフルシュルフイーデ」
ハ溶解セス
銀
有
無
ノ
徴
ハ沸騰スル硝酸中一一溶解シ「アムモーーュムシュルフィーデ」
５１５０
チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
輝
銀
鉱
2２１
其其 其
一
第
十
一
綱
金
部
ア
ト
ー
ム
重
こ
『
符
号
シ口
金ハ殆ン卜全ク独立シテノミ現在ス殊二旧キ地層ノ地肱中二現在ス」金ハ結晶石中二現在ス
ル事アリ又夕此ノ如キ石ノ磨滅二由テ形成スル所ノ砂中一一モ存在ス故一一川中一一モ存在ス」金
ハ世界中二甚夕散布シ現在スルモノナリ然しドモ当今一一至ルマデ唯僅カノ場処一一於テ多量ノ
金ヲ見出スルヲ得ル」本朝「カリフオリニア」「‐オースタラリア」一一於テ多量二金ヲ見出ス
「２エーセルキース」ナル鉱石ハ殆ント全ク些少ノ金ヲ含有スルモノナリ「カリフオルーーァ
ー｜及「オースタラリアＩ」ノ金坑ヲ発明セサル已前ハ西洋一一於テハ此「エーセルキース」
金ハ金ヲ含ンダル砂ヲ洗上以テ製シ得ルモノナリ是即砂ヲ水中一一於一丁攪混ス然ル時ハ砂粒ハ
金粒ヨリモ軽キヲ以一ア流出シ金粒ハ其器底一一残留ス而后其残留物ヲ水銀ヲ以テ溶解セシメ以
１
」
及
「
オ
ー
ス
ョ
リ
金
ヲ
製
セ
シ
○○口』》祠］四はロロ）のロｇの尼旨一
［１］金
Ⅱ
。
○
目
色
具
シ
ロ
門
口
日
塩酸ハ銀抱合物ノ溶液卜触ル、時ハ白色ナル「フロッキヘ」状沈殿物ヲ生ス此沈殿物
ハ硝酸中一一ハ溶解セスシテ「アムモーーアキ」中ニハ溶解ス
若シ鉄鋼亜鉛或ハ水銀ヲ銀抱合物溶液卜触レシムル時ハ其鉱属面一一銀固着ス
巫銀抱合物ヲ焼ダル炭上一一置キ輪ヲ以テ吹ク時ハ白色一一シテ能ク打延スヘキ性ヲ有シ
且熔解シ難キ鉱属粒ヲ得ル是即純粋ノ銀ナリ
のロニの旧］四｛片口四□Ｐの（Ｐ］のロ
朋
銀
の
吹
管
分
析
１
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
２
磁
硫
鉄
鉱
2２２
テ
「
３
ア
マ
ル
ハ
ー
マ
ー
」
ヲ
製
ス
然
ル
后
―
―
此
「
ア
マ
ル
ハ
ー
マ
」
ヲ
熾
熱
シ
水
銀
卜
黄
金
ト
ー
分
析
ス
金
ハ
美
黄
色
鉱
属
ニ
シ
テ
強
キ
光
輝
ヲ
有
シ
其
柔
軟
ナ
ル
事
殆
ン
ト
鉛
ノ
如
シ
其
異
重
ハ
ご
・
⑭
ナ
リ
」
金
ハ
強
キ
白
熾
ト
ナ
リ
初
メ
テ
熔
解
ス
高
度
温
二
於
テ
ハ
揮
発
躰
ト
ナ
ル
金
ハ
鉱
属
中
最
大
４
鍛
錬
性
ヲ
有
乙
金
ノ
極
薄
板
ハ
美
緑
色
ノ
光
輝
ヲ
透
過
セ
シ
ム
金
ハ
高
度
温
二
於
テ
モ
直
二
酸
素
卜
抱
合
ス
ル
事
ナ
シ
」
金
ハ
硫
化
水
素
ノ
存
ス
ル
空
気
中
一
一
於
テ
モ
固
有
光
輝
ヲ
失
ハ
ス
塩
酸
硫
酸
及
硝
酸
ハ
金
ヲ
腐
蝕
ス
ル
事
ナ
シ
「５セレーニム」酸ハ能夕金ヲ腐蝕ス
金
ハ
王
水
中
一
一
容
易
夕
溶
解
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
「
ホ
ロ
１
ル
」
其
抱
合
物
ヨ
リ
分
離
シ
金
卜
触
合
シ
「
６
ス
タ
ー
チ
ュ
ス
ナ
ー
セ
ン
ス
」
ノ
作
用
ヲ
ナ
ス
故
ナ
リ
舎密上純粋ノ金ハ平常ノ金ヲ王水中一一溶解ス而后其溶液中一一「７エーセルシュルファート」
ヲ
注
ク
ヘ
シ
然
ル
時
ハ
金
ハ
褐
色
粉
末
ト
ナ
リ
沈
殿
ス
其
「
フ
オ
リ
ュ
ム
レ
」
左
ノ
如
シ
曙百○］箪十の国のの。』Ⅱ画しロ＋画国の噌記。←＋田の蝉○Ｆ
純
粋
ノ
金
ハ
柔
軟
ニ
シ
テ
細
エ
ヲ
ナ
シ
難
シ
故
二
凡
テ
ノ
黄
金
器
物
ハ
金
卜
銀
或
ハ
銅
ト
ノ
鉱
属
「
８
レ
ヘ
１
リ
ン
フ
」
ヲ
以
テ
ス
」
多
ク
ノ
国
二
於
テ
ハ
金
ヲ
貨
幣
ト
ナ
シ
用
１
然
し
ド
モ
金
貨
幣
ハ
常
一
一
其
価
変
ス
ルノ憂アリ」本朝ノ金円及西洋「アメリカ」ノ金貨ハ殆ン卜十「プロセント」ノ銅ヲ含ム西
洋
及
「
ア
メ
リ
カ
」
一
一
於
テ
ハ
金
器
物
ハ
政
府
ヨ
リ
定
メ
シ
量
ノ
金
ヲ
含
有
ス
若シ金器物一一美ナル金色ヲ呈セシメント欲セハ銀條下一一論セシ法ヲ以テスヘシ
の○口巳言』○臣○国』のⅡ少巨○房
製
法
金
ノ
王
水
中
一
一
溶
解
セ
シ
モ
ノ
ヲ
蒸
発
セ
シ
ム
ル
時
ハ
終
一
一
褐
色
ナ
ル
「
９
ヒ
ホ
ロ
ス
コ
ー
ピ
セ
」
９８７６５４３
金
ア
マ
ル
ガ
ム
展
延
性
セ
レ
ン
酸
津
啓
Ｐ
発
生
機
状
態
硫
酸
鉄
合
金
吸
湿
性
2２３
［
２
］
白
金
Ⅱ
国
冒
目
印
・
帛
弓
］
菖
旨
巨
日
ア
ト
ー
ム
重
ご
剴
画
符
号
白
金
ハ
小
粒
ト
ナ
リ
テ
独
立
シ
存
在
シ
又
鉱
属
［
「四ブラシリー」「即ボルニヲ」等二存在ス
製
法
「
カ
ナ
ル
ハ
ス
」
焔
ヲ
以
テ
白
金
鉱
石
ヲ
其
一
溶
液
中
二
黄
金
ノ
有
無
ヲ
知
ン
卜
欲
セ
ハ
肩
エ
ー
セ
ル
シ
ュ
ル
フ
ァ
ー
ト
」
ヲ
加
入
ス
ヘ
シ
然
ル
時ハ金ノ褐色粉末トナリ沈殿ス此沈殿物ヲ熾熱シ輪ヲ以テ吹ク時ハ黄色金粒ヲ得ル
其一一金溶液中一一「妬チンヂホロリーデ」及「チンテータラホロリーデ」ノ混合物ヲ加入ス
ル
時
ハ
鮮
紅
色
ノ
沈
殿
物
ヲ
得
ル
之
ヲ
【
カ
シ
ュ
ス
」
氏
金
鮮
紅
卜
名
ク
ノ「、ホウドトリホロリーデ」ヲ得ル」「ホウドトリホロリーデ」溶液中一一「ｕマフネシュ
ムヲキシーデ」ヲ加入シ暖メシ后一一褐色沈殿物ヲ得ル若シ其沈殿物中二硝酸ヲ注夕時ハ「マ
フネシア」ハ硝酸中一一溶解シ唯「ホウドトリオキシーデ」ノミ残留スⅡ少冒。“
「ホウドトリオキシーデ」ハ舎密上一一於テハ「⑫シュールオキシーデ」ノ作用ヲナシ「バー
シス」卜共一一抱合シ塩ヲ形成ス此塩ヲ「田オラート」卜名ク例スルニ「力リュムオラート」
等
ノ
如
シ
Ⅱ
【
し
目
○
噌
少
目
囚
昌
「ホウドトリホロリーデ」ノ溶液中一一過量ノ「アムモニアッキ」ヲ注ク時ハ黄褐色ノ沈殿物
ヲ生ス之ヲ「川カナルホウド」卜名ク其舎密性集合ハ未夕詳ナラス若シ此「カナルホウド」
ヲ徐々一一燈〆或ハ槌ヲ以テ打シ時ハ破裂シテ爆鳴ヲ発ス
金
有
無
ノ
徴
句庁
「レヘーリンフ」
「辺カルキ」壺中一一熔解セシム之一一由テ「プラチ
トナリ浜汀一一現在ス是レ咀魯西亜
2１２０１９１８ 1７１６１５ 1４１３１２１１１０
塩化金レニロ轡
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
酸化銀
金酸塩缶巨（○国）電【しロＰ
田曰＆］碧巨２爆鳴金
ｚ四一レロロ』
ク
ロ
ロ
金
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
硫酸鉄
のロ○庁との自皀』
○圏の旨の己巨ご］の金のコロイド
状
物
と
水
酸
化
ス
ズ
の
混
合
物
ロシア
ブ
ラ
ジ
ル
ボ
ル
ネ
オ
石灰
2２４
ナ」「ローヂュム」「イリヂュム」ノ鉱属「型レヘーリンフ」ヲ得ル此他ノ混合物ノ鉱石中一一
現在セシモノハ高度温一一由テ蒸発スルモノナリ又此鉱属「レヘーリンフ」ハ純粋ノ白金一一非
スト錐トモ反テ白金ヨリモ堅クシテ王水一一由一アモ唯僅小ノミ腐蝕サル、モノナリ
白金ハ錫白色ヲ有シ空中一一於一ア変化スル事ナク唯能ク「カナルハス」中二溶解セシメ得ル
白金ハ酸類二由テ腐蝕サレス唯王水ノミ一一溶解ス以上ノ理一一本テ舎密局一一於テハ白金ヲ以テ
壷或ハⅢ等ヲ製シ採用ス然しドモ此壷等ヲ直二炭火上一一置クヘカラス何トナレハ白金炭灰卜
共一一抱合シ「邸キーセルプラチナ」トナリ鉱属甚夕粗脆トナル故ナリ」「ホロール」ヲ発生
セシムル抱合物ヲ白金壷中一一於テ処置スヘカラス何トナレハ其「ホロール」ノ「スターチュ
スナッセンス」一一由テ白金卜抱合スレハナリ例之ハ「アルカリー」鉱属ノ「ヒドロオキシー
デ」及「ニトラーテン」等一一容易ク「理レヂュセーレン」スル「ヲキシーデ」及「シュルフ
イーデ」又夕有機酸ノ鉱属塩及其「率フオスファーテン」ハ白金壷中一一於テ有機体卜共一一熾
イ
ー
デ
」
又
夕
有
機
酸
ノ
鉱
犀
熱或ハ熔解セシムヘカラス
白金殊一一其粉末ハ己レノ表面一一気状体ヲ密二蓄フルノ性ヲ有ス若シ「躯フラチナスポンス」
ヲ「カナルハス」中一一置ク時ハ其「ハス」密積シ由テ白熾トナリ終二破裂スル者ナリ」若シ
扇。ヘープアールデ」卜白金ノ粉末トヲ混セシムル時モ又能夕瓦斯ヲ密積ス然しドモ此時ハ
ヲ
｜
カ
ナ
ル
ハ
ヌ
「”ペープアー
破裂スル事ナシ
「率リュシフエルス」ヲ発明スル以前ハ一般一一頭己・のすの局①旨①門‐５回日己採用シ以テ点火ノ用ヲ
ナセシ此「ラムプ」ハ円柱状ノ硝子桶ヨリ成り其桶ノ半マテ稀硫酸ヲ以テ充夕シ又其桶中一一
「カラーン」ヲ有シタル鐘懸垂シ又其鐘中一一亜鉛ノ一片ヲ掛ヶ若今其亜鉛ト稀硫酸ヲ触合セ
シムル時ハ水素ヲ発生シ漸々酸ノ面ヲ圧シ以テ鐘外一一出サシメ以テ亜鉛卜稀硫酸トヲ触合セ
2９２８２７２６２５２４２３２２
合
金ケイ
化
白
金
（
ケ
イ
化
物
）
還
元リン
酸
塩
白
金
ス
ポ
ン
ジ
，
白
金
綿
ペ
ー
プ
ア
ー
ル
デ
不
明
閂皀凰静ＨⅡ曰自＆マッチ
ＤＣのすのＨの旨円］○ケ目ロ
三・』荷回巨、の発明による
ラ
ン
プ
2２５
「
ナ
ト
リ
ュ
ム
」
ノ
重
塩
ハ
水
中
及
稀
薄
精
酒
中
国○］←＋函Ｚ四○］＋①固るヨリ成ルモノナリ
若
シ
「
プ
ラ
チ
ナ
テ
ー
タ
ラ
ホ
ロ
リ
ー
デ
」
ヲ
》
旧』四はロ四←の一局四○唇］○国』のⅡ弓一○］』
製
法
白
金
ヲ
王
水
中
二
溶
解
セ
シ
メ
自
后
其
溶
液
ヲ
蒸
発
セ
シ
ム
ル
時
ハ
｜
筒
ノ
結
晶
ヲ
得
ル
是
レ
再○屋十四国頃。ヨリ成ルモノナリ若シ此結晶ヲ暖ムル時ハ塩酸飛散シ褐色ナル「プラチナテー
タラホロリーデ」残留ス」此「プラチナテータラホロリーデ」ハ白金抱合物中最肝要ノモノ
ナ
リ
何
ト
ナ
レ
ハ
他
ノ
白
金
抱
合
物
ハ
悉
夕
是
ヨ
リ
製
ス
レ
ハ
ナ
リ
「プラチナテータラホロリーデ」ハ「アルカリー」鉱属ノ「ホロリーデ」卜共一一複塩ヲ形成
ス此重塩ノ「カリュム」「セ１シュム」「リュピヂュム」及「アムモニュム」ハ甚夕溶解シ難
キモノナリ此汕重塩ハ水ヲ含マサル「、ヘキサーエーデルス」一一結晶ス
「ナトリュム」ノ重塩ハ水中及稀薄精酒中一一能ク溶解シ大ナル黄色結晶ヲナス是レ
シ
メ
ス
若
シ
亜
鉛
稀
硫
酸
卜
触
レ
サ
ル
時
ハ
水
素
ノ
発
生
止
ム
モ
ノ
ナ
リ
今
鐘
ノ
「
カ
ラ
ー
ン
」
ヲ
開
ク
時
ハ
水
素
ハ
其
小
孔
ヨ
リ
出
テ
「
プ
ラ
チ
ナ
ス
ポ
ン
ス
」
ヲ
吹
附
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
然
ル
時
ハ
「
プ
ラ
チ
ナ
ポ
ン
ス
」
ハ其瓦斯ヲ含蓄シ以テ白熾トナル之二由テ水素一一火ヲ点スルモ
ノ
ナ
リ
「
リ
ュ
シ
フ
ェ
ル
ス
」
ヲ
発
明
ノ
后
ハ
以
上
ノ
コ
フ
ム
プ
」
ヲ
採
用
ス
ル
モノナシ然卜錐モ舎密局一一於テハ此器ヲ以テ水素ヲ発生セシム
ルタメニ採用ス〈但シ白金「スポンス」ヲ用ユル事ナシ〉
ヲ熾熱シ一一百度ノ温二至ラシムル時ハ半分ノホロー
３１ 3０
クロロ白金酸塩，
博国○房》言回［再○］。］型塩を
作
る
。
重
塩
と
あ
る
が
錯
塩
である。
六
方
品
系
2２６
ル
」
ヲ
飛
散
セ
シ
メ
解
セ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
［３］旧巳］四二旨曰
く
「
パ
ラ
ヂ
ュ
ム
」
ハ
「
パ
ラ
ス
」
卜
云
「
亜
ヒ
リ
ー
キ
」
国
盛
時
軍
神
ノ
名
ナ
リ
〉
ア
ト
ー
ム
重
］
急
・
の
符
号
旧
」
「
パ
ラ
ヂ
ュ
ム
」
ハ
白
金
鉱
中
一
一
現
在
シ
又
「
躯
ブ
ラ
シ
リ
エ
ー
」
二
於
テ
見
出
ス
ル
所
ノ
黄
金
鉱
中
ニ
モ
現
在
ス
故
一
一
方
今
ハ
其
鉱
中
ヨ
リ
モ
此
躰
ヲ
製
ス
「
パ
ラ
ヂ
ュ
ム
」
ハ
白
金
ヨ
リ
モ
梢
暗
色
ヲ
帯
フ
」
「
・
ハ
ラ
ヂ
ュ
ム
」
ハ
硝
酸
中
王
水
中
並
二
温
ナ
ル
硫
酸
中
二
溶
解
ス
」
若
シ
「
パ
ラ
ヂ
ュ
ム
」
ヲ
熾
熱
シ
百
度
ノ
温
二
至
ラ
シ
ム
ル
時
ハ
六
百
容
余
ノ
水
素
瓦
斯
ヲ
含
蓄
ス
若
シ
又
之
ヲ
真
空
中
一
一
於
テ
尚
オ
強
ク
熾
熱
ス
ル
時
ハ
其
水
素
ヲ
矢
フ
モ
ノ
ナ
リ
又
水
素
ハ
強
ク
「
レ
ヂ
ュ
セ
ー
レ
ン
」
ス
ル
性
ヲ
有
ス
ル
事
ヲ
発
明
セ
シ
若
シ
「
パ
ラ
ヂ
ュ
ム
」
抱
合
物
溶
液
ヲ
「
鋤
ハ
ル
フ
ァ
ニ
ー
セ
」
流
通
ヲ
以
テ
分
析
ス
ル
時
ハ
其
溶
液
中
一
一
赫
灼
ダ
ル
光
輝
ア
ル
板
ヲ
見
ル
是
レ
｜
容
ノ
「
パ
ラ
ヂ
ュ
ム
」
卜
九
百
八
十
二
容
ノ
水
素
ト
ノ
金
属
「
レ
ヘ
白
金
ハ
酸
素
卜
抱
合
シ
「
モ
ノ
オ
キ
シ
ー
デ
」
及
「
ヂ
ヲ
キ
シ
ー
デ
」
ヲ
形
成
ス
然
し
ド
モ
此
抱
合
ハ
未
夕
純
粋
二
製
セ
シ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
且
シ
甚
夕
詳
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
Ｉ
リ
ン
フ
」
ヨ
リ
成
ル
モ
ノ
ナ
リ
若
シ
水
ヲ
「
ハ
ル
フ
ァ
ニ
ー
セ
」
用
ユ
ル
時
ハ
発
生
シ
タ
ル
水
素
ハ
ﾉレ
「プラチナヂホロリーデ」Ⅱ卑○］噴一一変ス此躰ハ緑色粉末一一シテ水中二溶
流
通
ヲ
以
テ
分
析
シ
其
「
弱
子
ガ
チ
ー
フ
ェ
」
極
一
一
「
パ
ラ
ヂ
ュ
ム
」
ヲ
「パラヂュム」卜抱合シ其「・ハラヂュム」棹断々延長スルヲ見
3５３４３３３２
ギ
リ
シ
ャ
ブ
ラ
ジ
ル
ガ
ル
バ
ニ
ー
電
気
陰
極
2２７
「力リュムョヂーデ」ハ「パラヂュム」抱合物溶液卜触ル、時ハ黒色沈殿物ヲ生ス是レ「バ
ラ
ヂ
ュ
ム
ョ
ヂ
ー
デ
」
Ⅱ
弔
邑
ナ
リ
此理一一由テ「パラヂュム」塩ヲ以テ「ヨヂュム」ノ量ヲ定ム「パラヂュム」ノ「ホロリー
デ」及「ブロミーデ」ハ水中一一溶解ス」
「イリヂュム」「オスミュム」「ロヂュム」「リュテニュム」ハ「プラチナ鉱属卜称スル事ア
リ是レ白金鉱中一一白金卜共二現在ス此囚箇ノ金属ハ白金鉱ヲ王水ヲ以テ分析スル時一一其水中
一一残留スルモノナリ且シ此鉱属ハ未夕全ク詳ナルモノナーフス尤トモ医術一一於テ肝要ナラサル
モ
ノ
ナ
リ
2２８
スロイス「舎密学」は明治四年一一一月（】雪】）から金沢医学館において、医学の基礎学科として講義し、通訳されたものを生徒が
筆
記
し
た
講
義
録
（
稿
本
）
で
あ
る
。
こ
の
舎
密
学
の
講
義
録
は
生
徒
で
あ
っ
た
藤
本
純
吉
、
藤
井
貞
為
、
稲
坂
謙
吉
に
よ
っ
て
筆
記
さ
れ
た
も
の
が
、
前
二
者
は
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
に
、
後
者
は
金
沢
大
学
医
学
部
記
念
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
「
舎
密
学
」
は
従
来
の
わ
が
国
の
化
学
史
で
は
定
説
と
な
っ
て
い
た
明
治
三
年
十
二
月
か
ら
の
リ
ッ
テ
ル
に
よ
る
大
阪
理
学
所
で
の
講
義
（
講
義
録
「
化
学
日
記
』
）
が
最
初
の
近
代
化
学
の
講
義
で
あ
る
と
す
る
も
の
を
大
き
く
覆
す
も
の
で
あ
る
。
ス
ロ
イ
ス
舎
密
学
で
は
、
最
新
の
化
学
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
リ
ッ
テ
ル
の
化
学
講
義
昭和五十一一一年（ご詔）に刊行された日本化学会編『日本の化学百年史ｌ化学と化学工業のあゆみ』「わが国化学の草創期」には、
明
治
一
一
年
五
月
の
ハ
ラ
タ
マ
の
大
阪
舎
密
局
で
の
講
義
と
、
続
く
明
治
一
一
一
年
十
二
月
か
ら
の
リ
ッ
テ
ル
の
大
阪
理
学
所
で
の
講
義
が
「
最
初
の
理
化
学
講
義
」
と
記
述
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
明
治
化
学
の
開
拓
者
』
で
は
、
「
物
理
学
・
化
学
と
も
本
格
的
な
も
の
で
、
実
験
を
重
視
し
、
実
用
を
重
ん
じ
な
が
ら
理
論
的
に
も
高
い
水
準
の
講
義
」
と
評
し
て
、
「
新
式
化
学
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
人
の
講
義
に
お
け
る
分
子
式
、
化
学
式
の
記
述
は
少
な
く
と
も
現
在
わ
れ
わ
れ
が
使
用
し
て
い
る
も
の
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
ユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
の
化
学
教
授
』
・
国
・
ぐ
自
弓
ロ
団
門
・
の
庁
が
届
ヨ
年
に
出
版
し
た
化
学
教
科
書
で
の
記
述
と
同
じ
で
あ
り
、
一
八
五
○
年
代
の
化
学
を
彼
等
は
大
阪
舎
密
局
と
理
学
所
で
講
義
し
て
い
た
の
で
あ
る。例えば、水の分子式はハラタマはＨＯと教え、リッテルは国噌○としていた。さらに硝酸は国．。。（ｚ○］一国）、硫酸は■頃・○鴎・
（の二○局）、リン酸は国璽・○函．（旧く○弓）と記述していた。化学反応式も同様である。また、リッテルの「化学日記』では非金属元素のみ
を
扱
い
、
金
属
元
素
の
化
学
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
原
子
、
分
子
の
概
念
、
化
学
反
応
の
理
論
的
考
え
は
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
様
な
理
由
か
ら
こ
の
講
義
は
届
己
年
代
の
「
新
式
化
学
」
と
は
云
い
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
解
説
2２９
リ
ッ
テ
ル
に
遅
れ
る
こ
と
二
ヶ
月
余
り
に
ス
ロ
イ
ス
の
化
学
（
舎
密
学
）
講
義
が
金
沢
医
学
館
で
始
ま
っ
た
。
そ
の
講
義
の
方
法
や
生
徒
の
学
習
法
に
つ
い
て
は
次
項
で
触
れ
る
が
、
そ
の
講
義
内
容
は
生
徒
が
残
し
た
講
義
記
録
に
詳
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
講
義
録
は
二
編
か
ら
な
り
、
「
舎
密
学
巻
之
一」の化学通論では「化学」の一般論を簡単に記し、「｜兀素表」では六十一一一種の元素の元素記号、原子量、原子価を挙げている。各
論
で
は
十
五
種
の
非
金
属
（
非
鉱
属
）
元
素
に
つ
い
て
記
し
て
、
最
後
に
ダ
ル
ト
ン
の
原
子
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
「
舎
密
学
巻
之
二
」
で
は
金
属
（
鉱
属）元素の比重や原子熱などの通論、分類および結晶学を扱い、ついで各論では一一一十五種の金属元素について取上げている。これ
ら
の
記
述
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
リ
ッ
テ
ル
が
講
義
し
た
化
学
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
違
い
は
本
書
の
記
述
か
ら
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
最
も
目
立
つ
相
違
は
分
子
式
、
化
学
反
応
式
の
記
述
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
記
述
法
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
事
で
あ
る
。
こ
のことはスロイスがどの化学書を基に講義をしたかによっている。金沢大学附属図書館医学部分館には、［１］三・房・言臣の局の
因』のＢの昌の○点○ぽの曰堂ご》弓丘の○局のは８］自己弓国・言四］（］⑭雪）［２］』・国．ご自已の自国門・の丙の西目」』の昼百ｍｇのロの・げの』百三の（』⑪ヨ）
が保存されている。これらの書籍には、「医学館」の印影が表紙に見られる。また、［３］国・国・田・の８①の旧ののｍ目の旨因］の日の目菌ご
○丘の目の叶昌（屋の①年版＊）の蘭語訳本［４］国の百・官旧①の■ず。①庁」①帛切・ぽ①房巨昌のｍ・旨・自急の弓冒、（］⑫ご）がある。さらに、金沢大学
附属図書館には、［５］因。Ｆ・男）ロ日目のの少。］四のの‐国○・斤・虎○庁の目の一旦（】⑪宝）があり、本書も医学館に架蔵されていた書籍である。
ス
ロ
イ
ス
舎
密
学
の
内
容
と
こ
れ
等
の
化
学
書
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
［
１
］
［
２
］
は
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
ス
ロ
イ
ス
の
講
義
録
「
稲
坂
本
」
に
は
表
紙
に
「
舎
密
学
ロ
ス
コ
ー
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
、
ロ
ス
コ
ー
の
著
書
を
調
査
す
る
と
［
３
］
が
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
発
行年からこの版を、あるいは［４］を使用した可能性もある。
ス
ロ
イ
ス
「
舎
密
学
」
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
主
要
な
元
素
の
天
然
で
の
存
在
状
態
お
よ
び
鉱
石
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
元
素
の
単
体
の
分
離
法
と
化
学
的
・
物
理
学
的
性
質
に
つ
い
て
、
主
な
化
合
物
に
つ
い
て
の
合
成
反
応
、
性
質
等
を
詳
述
し
て
い
る
。
さ
ら
に
非
金
属
元
素
の
化
学
的
な
分
析
方
法
、
および金属元素十一種の輝線スペクトルとナトリウムを例とした分光器での分析、七種の金属一兀素化合物の吹管分析、一一一種の金属
二
．
ス
ロ
イ
ス
の
化
学
講
義
2３０
本講義録の内容は本格的な化学教科書の一つと言われる明治十一一年に出版された丹波敬三蟇訳『無機化学』にも優るものである。
また、そのオランダ語の翻訳、特に化学用語の翻訳は注目される。その幾つかの例を表一に示した。スロイスは三人の通訳者に対
しては、常に学習することを要求していた。さらに彼等には各自に適した学科目を通訳させていた。｜方、加賀藩の壮猷館および
藩校で購入した洋書の中には、二十数冊の化学関係書籍が含まれていることから、「舎密局」に関係した者は当時の高度の化学知識
をかなり持ち合わせていたと推定される。特に、先に挙げたミラーおよびのユーマンスの両教科書には加賀藩の藩校印「学校」の
印
影
が
あ
り
、
こ
れ
は
医
学
館
が
開
設
さ
れ
る
以
前
の
慶
応
年
間
に
購
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
スロイスと前後して来日した外国人教師については、グリフィス（］召Ｃｌ』⑫員福井、東京）、クラーク（］雪』ｌ』⑫ョ》静岡、
東京）、レーゥェン（屋己ｌ』雪Ｐ長崎）、ブッヶマ（』⑫『］１房⑫⑫．大阪、東京、横浜、長崎）、エルメリンス（房ョＣｌ］⑪ヨ大
阪）が挙げられる．グリフィスとクラークは廃藩置県後に東京に移り、リッテルと共にした。ブッケマンとエルメリンスはリッテ
ルが大阪理学所に滞在していた時に大阪にいた。また、リッテルの『化学日記』が明治七年五月に官製版として時の文部省から出
版されていた（実際の出版は明治九年七月である）。また、彼の東京開成学校での業績は高く評価されていた。これらの事柄を考慮
す
る
と
、
リ
ッ
テ
ル
以
上
に
わ
が
国
の
化
学
へ
貢
献
し
た
人
は
な
い
と
見
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
化
学
史
で
は
、
金
沢
に
ス
ロ
イ
ス
は
来
て
い
た
こ
と
は
記
載
し
て
い
る
が
、
彼
の
講
義
内
容
ま
で
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
度
そ
の
講
義
内
容
の
詳
細
な
調
査
・
検
討
に
よ
り
初
め
て
ヌ
ロ
元素の棚砂球分析、硫化水素を使用した金属元素十一一種の硫化物の定性分析等が記述されている。特に分光分析に関しては、藤井
貞為本にはミラーの教科書に記載されたキルヒホフーブンゼンの分光器と全く同じ図が描かれている。結晶学では六種の結晶系を
結晶の図を挙げて、また実例を示して説明している。これはわが国での最初の結晶学の系統的な講義であったと言うことができる。
さらに分子モデルでは、ケクレの原子モデル（ソーセージモデル）を用いて、原子間の結合を説明し、分子の成り立ちを図示して
いる。ケクレがベンゼンの環状モデルを提出したのが一八六五年であることから、六年後にはすでにその名前がわが国に紹介され
て
い
た
。
ス
ロ
イ
ス
は
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
医
薬
と
し
て
有
用
な
化
合
物
ま
た
有
毒
な
化
合
物
に
つ
い
て
の
記
載
も
多
く
見
ら
れ
る
の
も
こ
の
「
舎
密
学
」
の
特
徴
で
あ
る
。
2３１
三．金沢医学館
本医学館は加賀藩が明治一一一年一一月（］召ｅに金沢市大手町の旧津田玄蕃邸に開
設した西洋医学の教育と患者の施療を目的とするものであった。幕末期に外国船
の来航に伴い、世に砲術ｌ特に西洋砲術ｌを重視する気運が高まり、加賀藩では
大橋作之進を中心として西洋砲術研究所が発足し、これを基に嘉永六年（屋記）
金沢上柿木畠に「西洋流火術方役所」が設置され、安政元年八月（］⑫壁）に「壮
猷館」となった。ここでは砲術・兵術・航海術のみならず、舎密学・医学など多
くの洋学の学習・研究が行なわれた。壮猷館舎密局には高峰元稜、松原小四郎、
翻訳方には鹿田文平、翻訳校正方に黒川良安、津田淳三が務め、オランダ兵書や
舎密学書の翻訳や医学書の研究を行っていた。安政四年には大田美農里が翻訳校
正方に加わった。特に文久一一年六月（】⑫缶）からは黒川を中心として津田、明石
昭斎、田中信吾、大田美農里、鈴木儀六等がここに赴き、医学に重点が置れるよ
イス舎密学」がリッテルの「化学日記』を遙かに上回るものであり、わが国の化
学史上最重要な史料の一つであることが明らかとなった。なお、スロイスの化学
講義録は明治七年九月の金沢変則専門学校の産業科本科目で他の学科Ｉ理学「ス
ロイス氏理学」、植物学ヌロイス氏植物学」、動物学「スロイス動物学」と共に
使用された。同年五月には石川県学校蔵梓として『官許動物学、初篇「二」が
出版された。また、明治九年には啓明学校（後に石川県中学師範学校となる）の
第四級の博物学でも、『スロイス動物学』が使用されていた。
(玄関部分）日金沢医学館の建物写真１
2３２
うになり蘭法医学書の会読を始めた。次いで慶応元年（屋霊）に彦一一一種痘所が開設された。一一年に藩主慶寧が西洋諸国にならい病
院や貧院を設置することを指示し、津田、高峰の建言を入れて、同一一一年十月（］⑫雪）に金沢東部の卯辰山中腹に病院として「卯辰
山養生所」を開院した。黒川、津田、田中、大田等を棟取として貧民の救療と蘭法医学の研究に従事し、また医学生徒の教育を行
った。ここに併設した舎密局には高峰が総理となり、硫酸や舎利別越幾斯、酪酸などが製造された。明治一兀年九月（］⑫霊）に加賀
藩は黒川等一一一名を長崎に派遣して、医師の招聰をオランダ政府に依頼した。また、「製造人体」（人体模型）、医療器械、書籍、医
薬品等の購入をもおこなった。次いで明治二年一一一月に長崎精得館で藺人医学教師Ｃ、Ｇ・マンスフェルドのもとに学び、長崎病院
に勤めていた伍堂卓爾にオランダ留学を命じた。明治｜一年八月にアムステルダムにおいて、伍堂はスロイスの雇用についての交渉
に
当
っ
た
。
このような経緯で、明治一一一年二月に卯辰山養生所を金沢大手町旧津田玄蕃邸に移して、「金沢医学館」は発足した。これはこの
「触留」に記された様に、従来の藩医、町医師、医師になることを希望する者に入学を許し、オランダ人教師により正規の西洋医
明治一一一年一一月（］雪Ｃ）に加賀藩は次の「触留」を発して「医学館」開設を公表した。
「触留」
医業之儀二付、先般従朝廷御布告ノ御趣意一一基キ、今般医学館御取開、別冊之通規則確定二相成候条、
従来之藩医ヲ初、総而医業之者或ハ百姓、町人タリ共、医術心懸候輩ハ右館一一入学勉励可有之候事。
附、今般和蘭第一等医官為教師御雇二相成、当十月到着之筈候条、前以学術研精可有之候事。
右
之
通
一
統
御
布
告
可
有
御
座
候
也
。
二
月 （中略）
学
政
所
2３３
授
業
は
午
前
八
時
に
始
ま
り
十
時
ま
で
、
ス
ロ
イ
ス
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
口
述
す
る
講
義
を
通
訳
が
和
訳
し
て
、
生
徒
は
筆
記
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
武谷俊一一一、馬塲健吉、伍堂卓爾の三人が通訳をして、また授業後の復習の教育をも担当した。
「
金
沢
県
医
学
館
規
則
十
六
条
」
に
は
本
館
で
の
医
学
生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
入
学
の
た
め
に
は
、
生
徒
は
先ず語学、数学および度学（三角関数）の原始、理学の概略（物理学基礎か）を学習している事（其一一）、年齢は十六才から一一一十才
を限度とすること（其三）、月曜日より五日間毎朝八時より十時まで講義を行い、第六日（土曜日）にはその週に行なった授業内容
の
理
解
度
を
試
す
検
査
を
行
う
事
（
其
七
）
、
生
徒
は
午
前
十
一
時
か
ら
十
二
時
ま
で
と
、
午
後
二
時
よ
り
四
時
ま
で
そ
の
受
け
た
学
科
の
復
習
・
暗
記
を
す
る
こ
と
（
其
七
）
、
通
弁
生
（
通
訳
）
は
生
徒
の
復
習
等
を
巡
視
し
、
質
問
に
は
丁
寧
に
説
明
せ
よ
（
其
八
）
と
あ
る
。
ま
た
、
通
弁
生
に
対
し
て
は
不
断和蘭語を勉強習熟し、スロイスの講義の時には、必ず一名出頭する事、また患者の回診の際も同様であること（其十四）、また通
弁
生
に
は
そ
の
才
質
適
当
の
学
科
を
授
け
、
速
や
か
に
習
得
さ
せ
て
ス
ロ
イ
ス
の
代
わ
り
に
其
の
学
科
を
講
義
す
る
こ
と
（
其
十
五
）
等
が
記
さ
れ
て
い
学教育を行うことを目指したものであった。同年十二月十五日には館内に病院を設けて、患者の入院治療を始めた。
医
学
館
の
教
育
規
則
、
特
に
教
育
学
科
目
に
つ
い
て
は
初
め
予
科
一
一
年
、
本
科
三
年
と
し
て
、
十
学
科
目
の
講
義
を
計
画
し
た
。
し
か
し
、
ス
ロ
イ
ス
の到着後（明治四年一一一月、］召］）にこれを改めて、修業年限を五ヵ年として、次のように配当した。
第
五
学
年
第
一
学
年
第
二
学
年
第
三
学
年
第
四
学
年
解剖学、包碆
局所解剖学、
病体解剖学、
病理各論、“
人
為
呼
吸
法
内外科検査、 包帯学、究理学、動物学、健康学、植物学、舎密学
学、健康学、舎密学、生理学、植物学、顕微鏡検査、薬剤学
学
、
病
理
通
論
、
外
科
通
論
、
外
科
手
術
、
内
外
科
検
査
、
打
検
法
、
聴
取
法
、
検
温
器
用
法
、
病
床
顕
微
鏡
用
法
、
外
科
各
論
、
外
科
手
術
、
内
外
科
検
法
、
眼
科
学
、
男
子
生
殖
病
、
中
毒
学
、
軍
中
療
法
、
銃
病
療
法
、
仮
死
検
査
法
、
皮
層
梅
毒
治
療
、
婦
人
生
殖
病
、
喉
頭
鏡
用
法
、
産
科
学
、
医
学
歴
史
、
越
列
機
用
法
、
精
神
病
学
、
断
訟
法
２３４
第
一
回
の
生
徒
は
九
名
で
あ
り
、
藤
本
純
吉
、
藤
井
貞
為
、
稲
坂
謙
吉
ら
が
含
ま
れ
て
い
た
。
医
学
館
は
入
学
希
望
者
の
増
加
に
伴
い
、
理
化
学
の
教
育
を
分
離
し
て
行
う
た
め
に
、
兼
六
園
内
に
金
沢
理
化
学
校
を
明
治
四
年
七
月
に
設
立
し
た
。
し
か
し
、
同
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
医
学
館
は
明
治
五
年
四
月
十
二
日
に
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
態
に
対
し
津
田
、
大
田
、
田
中
等
は
石
川
県
に
働
き
か
け
、
無
条
件
で
の
従
来
の
建
物
・
諸
器
械
の
総
て
を
借
用
し
て
、
私
費
を
投
じ
て
私
立
金
沢
病
院
の
開
設
の
許
可
を
取
り
、
こ
れ
を
維
持
し
た
。
明
治
八
年
六
月
（
】
の
急
）
に
は
石
川
県
立
の
金
沢病院となり、同九年八月（］召の）に石川県金沢医学所に移り、同十一一年十一月（屋ご）には石川県金沢医学校となり、隣接の地
（金沢殿町）に金沢病院を開設した。明治十七年一一一月（屋置）には石川県甲種医学校となり、同一一十年四月（屋召）の第四高等中
学校の開校により、同校医学部に改編された。同一一十七年（］⑪竃）には第四高等学校医学部となったが、明治一一一十四年（ここ）に
金沢医学専門学校として独立した。大正十一一年（］①届）に金沢医科大学となり、昭和二十四年（ご色）の新制金沢大学の発足により、
医
学
部
と
し
て
組
入
れ
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
旧
金
沢
医
学
館
の
建
物
は
大
正
十
一
年
倉
る。四．スロイス（国①一関白目◎すし９局国四目、］自国の）
写
真
２
スロイスは一八一一一一一一年八月十六日オランダ南部ステーンベルヘンで生まれ、一八四九年にユ
ト
レ
ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
に
入
学
、
’
八
五
四
年
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
陸
軍
に
入
隊
、
累
進
し
て
一
等
軍
医
と
な
っ
た
。
こ
の
間
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
研
究
を
行
い
一
八
六
六
年
に
学
位
を
取
得
し
た
。
一
八
五
○
年
の
同
医
学校の化学教授はく：」のロ津。①庁であり、ハラタマとスロイスはこの教授に化学を習ってい
た
０｜
方
、
加
賀
藩
か
ら
伍
堂
卓
爾
は
長
崎
の
精
得
館
（
病
院
）
に
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
の
も
と
に
学
ん
で
い
た
が
、
年
（
ご
居
）
に
兼
六
園
内
に
移
築
さ
れ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
2３５
明治二年に加賀藩軍艦奉行以下四名の藩士一行の渡欧にフランス語通訳として随行することを命じられて、四月一一一日に長崎を出港
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
・
マ
ル
セ
イ
ユ
に
上
陸
し
て
、
パ
リ
を
経
由
し
て
、
六
月
六
日
に
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
。
伍
堂
は
藩
命
を
為
し
た
後
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ユ
ト
レ
ヒ
ト
に
移
り
、
語
学
研
修
と
乗
馬
術
の
取
得
を
行
っ
た
。
そ
の
二
ヶ
月
後
に
、
加
賀
藩
と
の
取
り
引
き
の
あ
っ
た
ド
イ
ツ
商
人
ア
デ
レ
ア
ン
か
ら
の
連
絡
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
行
き
、
会
津
藩
馬
場
瑞
謙
お
よ
び
福
岡
藩
武
谷
俊
一
一
一
を
通
訳
と
し
て
、
ア
デ
レ
ア
ン
の
仲
介
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
軍
医
総監ファン・ハッセルトと医学教師雇入れの交渉をした。明治一一年八月十七日（’八六九年九月一一十二日）にオランダ陸軍一等軍医
ピータ－Ｊ．Ａ・スロイスと月給洋銀４００ドルで明治一一一年一月一一十日（’八七一年一月十日）から明治七年十二月（一八七四年
一
月
十
日
）
ま
で
の
三
ヵ
年
間
、
金
沢
藩
医
学
館
に
お
い
て
医
学
生
徒
を
教
育
し
、
病
院
内
外
の
患
者
の
治
療
に
従
事
す
る
こ
と
の
契
約
を
結
ん
だ
。
伍
堂は明治一一一年一月に金沢に帰着した。スロイスは夫人（言胃冒し召のの白目の①ロ国・且曰目）同伴で明治四年一月十日に香港からの船で
横
浜
に
到
着
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
て
い
た
武
谷
俊
一
一
一
も
随
行
し
て
帰
朝
し
た
。
彼
は
横
浜
に
滞
在
の
問
に
帰
国
す
る
た
め
に
来
て
い
た
ハ
ラ
タ
マ
と会っている。横浜には伍堂卓爾と浅津富之助（藩の教師出迎主任）が迎えに出た。明治四年三月四日（一八七一年四月一一十一一日）
に
ス
ロ
イ
ス
は
鉱
山
学
教
師
デ
ッ
ケ
ン
と
共
に
、
神
戸
よ
り
陸
路
金
沢
に
到
着
し
て
、
金
沢
大
手
町
外
国
教
師
館
（
元
寺
西
邸
）
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
金
沢
城
内
の
玉
泉
院丸に洋式館が建築され、ここに移り住んでいた。
スロイスは同年四月三日に直ちに医学館での教育方針を改め新しい方針を決定した。「医学館規定」には教育には五年を必要と
す
る
と
し
た
。
（
そ
の
詳
細
は
「
金
沢
医
学
館
」
の
項
に
記
し
た
。
）
ス
ロ
イ
ス
は
午
前
八
時
か
ら
十
時
ま
で
授
業
を
口
述
で
行
っ
た
。
三
人
の
通
訳
に
よ
り
和
訳
さ
れ
、
生
徒
は
そ
れ
を
筆
記
し
た
。
ま
た
、
日
本
人
教
師
に
よ
り
繰
り
返
し
教
え
る
方
法
を
と
っ
た
。
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
は
病
院
で
の
患
者
の
診
療
を
し
た
。
藩
は
明
治
四
年
七
月
に
兼
六
園
内
に
「
理
化
学
校
」
を
設
立
し
、
高
峰
精
一
を
綜
理
と
し
、
ス
ロ
イ
ス
は
こ
こ
で
医
学
の
た
め
の
基
礎
を
講
義
し
た
。
ス
ロ
イ
ス
の
仕
事
ぶ
り
は
高
く
評
価
ざ
れ
石
川
県
当
局
は
「
東
京
、
長
崎
を
除
く
の
外
、
即
今
医
学
の
盛
ん
な
る
豈
当
県
の
右
に
出
る
者
あ
ら
ん
や
」
と
記
し
て
、
ま
た
給
与
の
増
額
を
行
な
っ
た
。
三
ヶ
年
の
契
約
が
終
わ
り
、
ス
ロ
イ
ス
は
明
治
七
年
十
月
一
日
に
金
沢
を
去
り
、
横
浜
よ
り
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
帰
国
し
た
。
’
八
七
七
年
に
退
役
し
て
、
一
九
一
一
一
一
年
一
一
月
十
七
日
に
ロ
ス
マ
ー
レ
ン
で
七
十
九
歳
で
没
し
た
。
り
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
帰
国
し
た
。
’
八
七
七
年
に
退
役
し
て
、
一
写真２はスロイスである。（金沢大学医学部記念館蔵）
2３６
藤
本
自
筆
の
「
藤
本
純
吉
伝
」
に
よ
れ
ば
、
野
の
黒
田
伝
九
郎
家
（
母
寿
く
の
実
家
）
で
生
『
習
い
始
め
た
。
元
治
一
兀
年
九
月
（
屋
量
）
に
藤
っ
た
。
こ
の
時
に
名
を
「
太
次
郎
」
と
改
め
た
。こ
の
時
に
も
調
合
方
を
依
頼
さ
れ
た
。
同
六
年
四
月
に
私
立
医
学
館
副
直
医
に
就
い
た
。
同
人
年
七
月
に
は
石
川
県
金
沢
病
院
と
な
り
副
直
医
に
、
同
九
年
十
二
月
か
ら
十
年
十
月
ま
で
、
石
川
県
下
越
前
国
公
立
医
学
所
教
授
方
お
よ
び
石
川
県
福
井
病
院
当
直
医
兼
薬
局
長
、
同
所
医
学
所
教
員
と
し
て
勤
務
し
た
。
同
十
一
年
九
月
か
ら
は
石
川
県
金
沢
医
学
所
助
教
諭
と
し
て
勤
務
し
、
さ
ら
に
十
二
年
十
一
月
か
ら
石
川
県
金
沢
医
学
校
教
諭
、
十
六
年
十
一
一
月
二
十
一
一
日
金
沢
医
学
校
御
用
掛
兼
務
と
な
り
、
病
理
学
、
内
科
学
、
繍
帯
学
を
講
義
し
た
。
明
治
十
七
年
十
一一月二十五日に同校を依願職務被免した。明治十一年一一月五日（』雪①）に内務卿から内外科医術開業免状を受けた。明治十八年一一
五．藤本純吉（清辰）
明
治
初
年
の
大
変
革
で
は
従
来
の
家
業
で
は
家
を
継
続
す
る
こ
と
も
難
し
い
と
悟
り
、
家
業
を
棄
て
医
士
に
な
る
事
を
志
し
て
、
明
治
二
年
一
一
月
（屋宅）より旧藩主侍医黒川自然（良安）に随い医学を修業した。明治四年一月十日（］召】）金沢医学館へ入学し、同年一一一月より
写
真
３
同
七
年
九
月
ま
で
同
館
教
師
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
第
一
等
医
官
Ｐ
．
Ｊ
、
Ａ
・
ス
ロ
イ
ス
に
随
い
、
理
化
学
・
動
によれば、金沢・’一一社根垣町一一四の小泉弥太郎次男として嘉永一一一年四月十七日（］誤○）に金沢・小立
夫家）で生まれた。幼名を「一一一四郎」と一一一一口った。文久元年十一月（屋臼）より観世左吉に師事し能を
、
量
）
に
藤
本
長
一
一
一
家
に
内
弟
子
と
な
り
太
鼓
の
稽
古
を
受
け
た
。
ま
た
同
時
に
長
三
の
長
女
「
早
」
の
聟
養
子
と
な
業
で
は
家
を
継
続
す
る
こ
と
も
難
し
い
と
悟
り
、
家
業
を
棄
て
医
士
に
な
る
事
を
志
し
て
、
明
治
二
年
一
一
月
（良安）に随い医学を修業した。明治四年一月十日（］召】）金沢医学館へ入学し、同年一一一月より
同
七
年
九
月
ま
で
同
館
教
師
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
第
一
等
医
官
Ｐ
．
Ｊ
、
Ａ
・
ス
ロ
イ
ス
に
随
い
、
理
化
学
・
動
植物学、健康学、解剖学、生理学、薬剤学、普通病理学、繍帯学、内外科学を学んだ＊。
藤
本
は
ス
ロ
イ
ス
に
学
ん
だ
最
初
の
学
生
九
名
の
中
の
一
人
で
あ
り
、
こ
の
時
の
講
義
録
が
三
十
二
点
残されている。さらに、明治八年八月（屋訊）より同十一年十一一月（』⑫『⑫）まで石川県金
沢
病
院
教
師
オ
ラ
ン
ダ
医
師
Ａ
、
Ｃ
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
に
、
局
所
解
剖
学
、
眼
科
学
、
組
織
学
、
外
科
学
、
産
科
学
、
中
毒
学
を
学
ん
だ
＊
＊
。
こ
の
時
の
講
義
録
三
十
五
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
年
十
一
月
に
は
金
沢
医
学
館
薬
局
調
剤
方
に
就
い
た
。
医
学
館
は
明
治
五
年
四
月
に
廃
藩
置
県
に
よ
り
閉
止
さ
れ
た
が
、
大
田
美
濃
里
ら
は
私
財
を
投
じ
て
私
立
金
沢
医
学
館
と
し
て
維
持
し
た
。
こ
の
時
に
も
調
合
方
を
依
頼
さ
れ
た
。
同
六
年
四
月
に
私
立
医
学
館
副
直
医
に
就
い
た
。
同
人
年
七
月
に
は
九
年
十
二
月
か
ら
十
年
十
月
ま
で
、
石
川
県
下
越
前
国
公
立
医
学
所
教
授
方
お
よ
び
石
川
県
福
井
病
院
当
直
医
一
務
し
た
。
同
十
一
年
九
月
か
ら
は
石
川
県
金
沢
医
学
所
助
教
諭
と
し
て
勤
務
し
、
さ
ら
に
十
二
年
十
一
月
か
ら
月
二
十
二
日
金
沢
医
学
校
御
用
掛
兼
務
と
な
り
、
病
理
学
、
内
科
学
、
繍
帯
学
を
講
義
し
た
。
明
治
十
七
年
十
2３７
大手町九’二’一一十一一一）において適一
これが金沢医師会の始まりであった。
藤
本
は
医
業
の
傍
ら
、
歌
道
、
能
楽
に
月十日に、金沢市博労町六十三番地に田中信吾、不破鎖吉、村上直惠、杉江鉄男（各医員）、辻豊儀（薬局掛）藤岡親明、宮北才市
郎（各事務）らと共同して私立尾山病院（建物一一百八十五坪、敷地四百四十四．七坪）を開設して、患者の施療に従事した。同院
は金沢病院よりも多くの患者の来院があったと云われている。しかし同一一十年一一月一一十七日には火災類焼に遇い、そのために同月
一一十九日より同市博労町八十番地に移転した。同三十四年一一一月からは同院の院長となり、当院務を総理した。同年九月には旧建物
を再建して病院の面目を改め益々盛大となったが、創立者の死亡による欠員や、藤本自身の高齢化などにより、病院の激務を遂行
することが困難となり、大正元年十一一月一一一十一日に閉院する一」とになった。その後、自宅（金沢市味噌蔵町下中町人’一、現同市
大手町九’一Ｔ一一十一一一）において適宜に患者の治療にあたっていた。明治十七年に金沢区の医師組合の区画を統合し一組合とした。
＊上記のものは「藤本純吉傳」に記載のものであるが、藤本文庫には次のものが収蔵されている。
解剖学（上、中、下）、生理学（上、中，下）、普通病理学、各自病理学（巻一～巻五）、舎密学（巻之一、巻之二）、究理学（巻
之一～巻之四）、動物学、植物学、健康学、薬剤学（巻之一～巻之一一一）、有機舎密学抄、眼科手術学抄、外科普通論（上、下）、
外科手術論、私魯伊斯氏方叢、軍陣治療書、徴兵検査法記。以上三十二点
＊＊上記のものは「藤本純吉傳」に記載のものであるが、藤本文庫には次のものが収蔵されている。
局所解剖学（巻之一～巻之六）、組織学（巻之一、巻之二）、普通中毒学、各自中毒学、有機化学（巻之一～巻之四）、実験舎密
藤本は医業の傍ら、歌道、能楽にも精通していた。彼の収集していた大量の蔵書や史料は昭和八年に金沢市立図書館に寄贈され
た。また、同十三年には嗣子より追加寄贈があり、「藤本文庫」として架蔵されている。
昭和十三年一月一一十六日に病没した。享年八十八歳であった。藤本純吉は金沢における近代医学の発展に大きく貢献した一人であ
った。明治四十三年七月に発行された写真集「石川県の華」に藤本純吉の尾山病院院長当時の面影を見ることが出来る（写真３）。
２３８
学、眼科・外科学、眼科手術学（巻之一、巻之二）、外科手術学（巻之一～巻之六）、外科各論（巻之一～巻之六）、産科学（巻之一
～巻之三）、保爾篤児満氏方集、医事小一一一一口。以上一一一十五点
2３９
表１．スロイス舎密学に見られる化学用語のオランダ語からの翻訳語
「舎密学」に記載された化学用語でオランダ語がカタカナ書きか原語で書かれ、和訳されたものを一部列記した。
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2４０
ス
ロ
イ
ス
口
述
、
藤
本
純
吉
筆
記
「
舎
密
学
」
巻
之
一
、
巻
之
二
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
ス
ロ
イ
ス
口
述
、
藤
井
貞
為
筆
記
「
舎
密
学
」
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
ス
ロ
イ
ス
口
述
、
稲
坂
謙
吉
筆
記
「
舎
密
学
、
ロ
ス
コ
ー
」
巻
之
一
、
巻
之
二
、
金
沢
大
学
医
学
部
記
念
館
蔵
板垣英治、「Ｐ．Ｊ，Ａ・スロイス、近代化学のあけぼのをもたらした来日オランダ人医師」化学史研究、別巻、３号、】己ｌ］巽頁、
（四つＣ函）
「
リ
ッ
テ
ル
の
化
学
講
義
日本化学会編、『日本の化学百年史ｌ化学と化学工業のあゆみ』「わが国化学の草創期」、東京化学同人、（巴冨）ごｌ語頁
塚原徳道、「明治化学の開拓者』一一一省堂選書帖一一一省堂、（＄易）
ニ
ス
ロ
イ
ス
の
化
学
講
義
「金沢県医学館規則」『石川県史料』第一
石川県立図書館、昭和四十七年（復刻）
石田純郎、『蘭学の背景』思文閣出版、｜
リッテル口述、市川盛一一一郎訳、『化学且
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
三
．
医
学
館
参
考
資
料
・
文
献
二
部
の
み
を
記
載
し
た
。
）
恩文閣出版、（］房⑪）
卵
訳
、
『
化
学
日
記
』
文
部
省
、
明
治
七
年
五
月
、
明
治
九
年
七
月
二
十
五
日
出
版
、
御
書
物
師
出
雲
寺
万
次
郎
、
金
沢
市
立
一
巻
、
政
治
部
、
学
校
・
衛
生
（
明
治
四
－
七
年
）
、
明
治
四
年
十
一
一
月
、
］
ヨ
ー
］
ヨ
頁
2４１
五
．
藤
本
純
吉
藤本純吉、「藤本純吉傳」、金沢市立玉川図書館近世史料館蔵
藤
本
文
庫
目
録
、
昭
和
十
七
年
九
月
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
多留淳文、「講義筆記録を残した藤本純吉（本学第一回卒）」『十全同窓人物伝〈旧〉』金沢大学医学部十全同窓会報、第巨⑫号、忌
頁、平成十三年五月一一一十一日
四
．
ス
ロ
イ
ス
寺
畑
喜
朔
、
「
資
料
・
金
沢
医
学
館
卒
業
生
（
｜
）
宮
北
徳
に
つ
い
て
」
北
陸
医
史
第
十
四
巻
、
〕
１
，
頁
（
ご
雷
）
「
理
化
学
校
」
『
稿
本
金
沢
市
史
学
事
編
第
二
』
金
沢
市
役
所
、
乞
函
１
毛
画
頁
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
金
沢
大
学
医
学
部
創
立
百
年
史
編
集
委
員
会
編
、
『
金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
』
「
第
一
部
沿
革
史
」
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
伍
堂
卓
爾
、
二
世
紀
事
」
加
越
能
文
庫
、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
『加賀藩資料藩末篇下」明治四年一一一月、旨司⑪１局ご頁、前田育徳会編、昭和一一一十一一一年
芝
哲
夫
、
『
オ
ラ
ン
ダ
人
の
見
た
幕
末
・
明
治
の
日
本
」
菜
根
出
版
、
平
成
五
年
、
］
宅
頁
金子治郎、「母校の沿革」大正十四年（］旨巴、（東京十全会の講演記録）
『
本
稿
金
沢
市
史
、
学
事
編
第
一
一
」
金
沢
市
役
所
、
哩
屋
ｌ
認
○
頁
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
文部省総務局、「日本教育史資料４』「旧加賀藩」、】缶ｌ］誤頁、明治一一十四年五月三十日出版
成瀬正居「壮猷館御用日記１１」安政二年卯一一一月より、金沢市立玉川図書館近世史料館蔵
「触留」『加賀藩資料藩末篇下』明治三年二月、】屋〕頁、前田育徳会編、昭和一一一十一一一年
「
石
川
県
の
華
」
（
編
輯
者
中
村
孝
逸
）
（
明
治
四
十
三
年
七
月
十
五
日
、
大
成
社
商
会
発
行
）
麗
頁
2４２
ス
ロ
イ
ス
舎
密
学
の
翻
刻
・
解
説
を
講
義
が
行
わ
れ
て
か
ら
一
百
三
十
四
年
目
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
リ
ッ
テ
ル
の
化
学
日
記
は
僅
か
三
年
余
で
文
部
省
か
ら
出
版
さ
れ
た
事
と
比
べ
る
と
非
常
に
大
き
な
違
い
を
感
じ
ま
す
。
当
時
の
社
会
的
要
因
が
こ
の
よ
う
な
大
き
な
違
い
を
生
み
出
し
、
誤
っ
た
化
学
史
が
語
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
明
治
の
科
学
草
創
期
に
お
い
て
、
科
学
の
吸
収
・
振
興
・
発
展
の
為
に
、
外
国
人
教
師
の
雇
用
、
欧
米
の
科
学
書
の
輸
入
と
翻
訳
・
出
版
、
更
に
複
写
本
の
作
成
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
全
国
の
高
等
教
育
機
関
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
リ
ッ
テ
ル
の
化
学
日
記
、
物
理
日
記
も
そ
の
中
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
幕
末
時
に
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
教
師
に
よ
り
「
オ
ラ
ン
ダ
医
学
」
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
医
学
校
で
は
、
政
府
の
方
針
に
よ
り
ド
イ
ツ
医
学
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
川
県
金
沢
医
学
所
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
の
教
育
は
途
絶
し
、
新
た
に
ド
イ
ツ
医
学
を
学
ん
だ
人
に
よ
る
教
育
と
な
っ
た
の
で
す
。
ス
ロ
イ
ス
と
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
行
っ
た
医
学
教
育
の
流
れ
は
断
ち
切
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
為
に
ス
ロ
イ
ス
の
舎
密
学
も
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
幸
い
に
し
て
、
金
沢
医
学
館
で
行
わ
れ
た
医
学
教
育
の
講
義
が
、
藤
本
純
吉
ら
に
よ
っ
て
講
義
録
と
し
て
完
全
な
形
で
残
さ
れ
、
ま
た
関
係
資
料
が
多
く
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
・
研
究
に
よ
り
、
そ
の
一
端
に
再
び
光
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
筆
者
に
と
っ
て
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
本
書
の
解
説
に
お
い
て
、
残
念
な
が
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
を
カ
タ
カ
ナ
で
記
し
た
言
葉
の
中
に
意
味
不
詳
の
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
も
し
読
者
の
方
に
お
分
か
り
頂
け
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
ご
教
授
下
さ
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
本
書
の
刊
行
は
、
金
沢
大
学
資
料
館
長
笠
井
純
一
教
授
の
お
陰
と
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
刊
行
の
業
務
に
携
わ
っ
て
下
さ
っ
た
在
田
則
子
氏
、
田
嶋
万
希
子
氏
に
感
謝
し
ま
す
。
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
刊
行
（
平
成
十
七
年
一
月
あ
と
が
き
板
垣
英
治
金
沢
大
学
資
料
館
史
料
叢
書
一
和
蘭
陸
軍
第
一
等
医
官
発
行
日
平
成
十
七
年
二
月
十
四
日
編
集
・
発
行
金
沢
大
学
資
料
館
一
Ｔ
九
一
一
○
‐
一
一
九
二
石
川
県
金
沢
市
角
間
電
話
（
○
七
六
）
一
一
六
四
‐
五
二
一
五
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
六
）
一
一
三
四
‐
四
○
五
一
印
刷
田
中
昭
文
堂
印
刷
株
式
会
社
ス
ロ
イ
ー
ス
私
魯
以
斯
氏
口
述
藤
本
純
吉
筆
記
「舎密学」
板
垣
英
治
翻
刻
・
解
説
